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序

　本報告書は、平成 28 年度から平成 29 年度にかけて宜野湾市教育委員会

が実施した西普天間住宅地区返還跡地における埋蔵文化財緊急発掘調査の

うち、喜友名山川原第八遺跡、喜友名山川原第九遺跡、喜友名山川原第十

遺跡の成果報告となっております。

　当該地区は平成 27 年 3 月末にキャンプ瑞慶覧より返還される以前、米

軍基地として住宅や道路などが建設され、それに伴う大規模な造成工事が

行われました。その結果、集落の生活基盤であった田畑や拝所などが取り

壊され、多くの文化財も消失することとなりました。しかしながら、今回

実施された緊急発掘調査により、上述した造成工事等からかろうじて消失

を免れた貴重な文化財を確認することができました。喜友名山川原第八遺

跡では、喜友名グスクと同時期と思われる建物跡が複数棟発見され、さら

に喜友名山川原第九遺跡では約 2500 年～ 3000 年前の縄文土器とともに住

居址と思われる竪穴遺構や火を使用した痕跡（炉跡など）が確認されてお

ります。これらの文化財は当時の生活様相を解明する上で重要な資料であ

るとともに、本市の歴史・文化を知るために欠くことできない貴重な資料

となっております。

　今回の調査成果が広く市民の歴史的教材ないしは文化財の保護・活用の

資料として活かされ、歴史学等の学術資料として御利用いただければ幸い

です。

　末尾になりましたが、調査にご協力いただいた宜野湾市軍用地等地主会

をはじめ、沖縄防衛局並びに関係部署の皆様に対しまして厚く御礼申し上

げます。また、多大なご指導を賜りました文化庁文化財部、沖縄県教育庁

文化財課、沖縄県立埋蔵文化財センター並びに貴重なご指導・ご助言を賜

りました市文化財保護審議会の先生方、その他関係各位に対しまして心か

ら感謝申し上げます。

　2024（令和６）年３月

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県　宜野湾市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  教育長    仲　村　宗　男



例　言

１．本報告書は、宜野湾市西普天間住宅地区返還跡地（旧キャンプ瑞慶覧）で沖縄防衛局が実施する
　支障除去措置に先立ち、宜野湾市教育委員会が沖縄防衛局の受託事業として平成 28 年度から平成 29
　年度にかけて実施した埋蔵文化財緊急発掘調査の成果を所収したものである。なお、所収されている
　遺跡は喜友名山川原第八遺跡、喜友名山川原第九遺跡、喜友名山川原第十遺跡の調査成果であり、そ
　の他の遺跡の調査成果については次年度以降に報告する。

２．現地調査にあたっては、宜野湾市軍用地等地主会、沖縄防衛局返還対策課の協力を得た。

３．本書に掲載した遺構図の座標軸は国土座標軸の第ⅩⅤ座標系を使用し、その座標値は日本測地系で
　ある。なお、報告書抄録の緯度経度については世界測地系である。

４．本書に掲載した地図は、基本的に宜野湾市都市計画課発行の都市計画図（1：2500）を使用しており、
　令和 2 年度撮影の航空写真については宜野湾市税務課から使用許可を得て掲載した。　
　　また、他の情報図については宜野湾市教育委員会が管理・運営している GIS データを主に使用して  
　 いる。

５．本書で使用している土色は、農林水産技術会議事務局監修の『新版標準土色帖』に準じた。

６．本書の執筆は、仲村 毅、伊野波 快、儀保和士があたり、執筆分担は以下に記した。また、本書掲
　載の自然科学分析についてはパリノ・サーヴェイ株式会社に業務委託した。なお、本書の編集は仲村 毅、
　杉村千重美が行い、DTP 編集制作は杉村の協力で行った。

　　　仲村　 毅・・・・第Ⅰ章～第Ⅵ章
　　　伊野波 快・・・・第Ⅳ章 第４節、第Ⅴ章 第４節、第Ⅵ章 第４節
　　　儀保 和士・・・・第Ⅳ章 第４節、第Ⅴ章 第４節、第Ⅵ章 第４節

７．本書に掲載した遺構図編集については、奥間陽子、普久原千曜、佐喜眞千弥、崎濱比カ理が行った。
　　また、出土遺物の写真撮影・実測・トレースは株式会社埋蔵文化財サポートシステムに業務委託し、
　出土遺物の図版編集を杉村が行い、実測については、一部を伊野波 、儀保が行った。

８．現地調査で得られた実測図・写真・画像デジタルデータ・地形測量図等の各種調査記録類および出
　土遺物はすべて宜野湾市教育委員会文化課で保管している。
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第Ⅰ章　事業概要

第 1節　調査に至る経緯
　西普天間住宅地区は、平成 25 年 4 月に日米両政府が共同発表を行った「沖縄における在日米軍施設・
区域に関する統合計画」の中で「必要な手続きの完了後に速やかに返還可能となる区域」として、平成
27 年 3 月 31 日にキャンプ瑞慶覧から返還された地区（約 51ha）である。
　宜野湾市では、当該地区の跡地利用に向けて「跡地利用基本計画」の検討や宜野湾市軍用地等地主会、
沖縄県、沖縄総合事務局、沖縄防衛局とともに「キャンプ瑞慶覧（西普天間住宅地区）の跡地利用協議
会」を平成 25 年度から継続的に開催するなど、返還後の跡地利用に関する様々な取り組みが協議された。
平成 27 年 3 月には、行政経験者、学識経験者、地権者、市職員等からなる跡地利用計画策定委員会の
意見を踏まえ、付帯事項とともに「跡地利用基本計画（案）」が作成され、平成 27 年 7 月に同策定委
員会において「跡地利用計画（案）」が承認された（註１）。
・西普天間住宅地区の予備調査
　宜野湾市教育委員会（以下、「市教委」とする。）では、返還後の跡地利用計画を見据えて返還前の平
成 25 年度から当該地区の分布調査を行い、平成 26 年度にはハウジングエリアの試掘調査を開始した。
返還後の西普天間住宅地区について、沖縄防衛局は「沖縄県における駐留軍用地跡地の有効かつ適切な
利用の推進に関する特別措置法」（以下、「跡地利用特措法」とする。）に基づいて、地権者への土地の
引渡し前に土壌汚染調査や不発弾探査などの支障除去措置を実施することとなり、これに先立ち、当該
地区に所在する遺跡の保護調整を協議するために埋蔵文化財の分布状況や範囲等を把握することが急
務となった。そのため、市教委では沖縄県教育委員会（以下、「県教委」とする。）に対して発掘調査の
支援要請（平成 26 年 11 月 11 日付、宜教文第 254 号、キャンプ瑞慶覧（西普天間住宅地区）返還に伴
う試掘・確認調査への支援について）を行い、平成 27 年度、平成 28 年度には県と市で当該地区の試掘・
確認調査を行った。調査の結果、新規の遺跡（周知の埋蔵文化財包蔵地）として 9 遺跡が発見されて
いる（註２）。
　平成 28 年 2 月 18 日付、沖防管第 824 号において当該地区の埋蔵文化財の有無照会が沖縄防衛局か
ら提出され、市教委では支障除去措置が予定されている区域について、文化財保護法に規定する「周知
の埋蔵文化財包蔵地」が所在するため、支障除去措置に関連する各種工事等が埋蔵文化財に影響を及ぼ
す恐れがある場合は、事前に所定の手続きが必要である旨を回答した。
・埋蔵文化財の取り扱い協議
　宜野湾市、市教委、沖縄防衛局によって支障除去措置の方法及び埋蔵文化財の取り扱い等について協
議を行った結果、ハウジングエリアについては地権者へ土地の引渡しを行う前に支障除去措置を実施す
ることと当該地区に所在する遺跡については、事前に埋蔵文化財緊急発掘調査を行うことで合意した。
地区西側の斜面緑地については、不用意に不発弾経層探査に伴う掘削を行うと水脈を切ってしまい湧泉
が枯れる危険性があると指摘されたため、不発弾経層探査については一時保留とし、まずは地下構造を
把握するための調査を行い、その結果を踏まえて探査方法を検討することとなった。市教委では平成
30 年度、令和元年度に石灰岩厚及び地下水位を把握するためのボーリング調査を実施した。その結果、
湧水保全に必要な石灰岩厚 2 ｍ以上の場所については、これまで通りの不発弾経層探査でも湧水に影
響がないという結論となった。これにより、保留としていた斜面緑地についても跡地利用計画の中で住
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宅用地及び道路等が建設される開発予定区域の遺跡については令和元年度から緊急発掘調査を行うこ
ととなった。その後、沖縄防衛局長と宜野湾市長とで土地の引き渡し後の取り扱いについて協議がなさ
れ、斜面緑地を含む不発弾経層探査が未実施の場所については引き続き国の責任において不発弾経層探
査及び埋蔵文化財発掘調査（緊急発掘調査）を行うことが合意された（「西普天間住宅地区の土地の引
き渡し後の取り扱いに関する確認書」平成 30 年 3 月 28 日）。
・協定書の締結
　平成 28 年 3 月 9 日、沖縄防衛局長と宜野湾市教育委員会教育長とで西普天間住宅地区における埋蔵
文化財調査の取り扱いに関する協定書を締結し、文化財調査に係る費用については、原因者である沖縄
防衛局の負担で調査を実施することが確認された。
・文化財保護法第94条の進達と契約について
　平成 28 年度分の支障除去措置の範囲について、沖縄防衛局より文化財保護法第 94 条に基づき平成
28 年 5 月 20 日付、沖防第 3008 号「埋蔵文化財発掘の通知について」の進達依頼が提出され、沖縄県
教育委員会教育長に進達、同年 5 月 27 日付、教文第 374 号「埋蔵文化財発掘の通知について（通知）」
を沖縄防衛局へ通知した。平成 28 年 3 月 30 日付、沖縄防衛局長と宜野湾市長とで文化財発掘調査業
務委託について契約を締結し、同年 6 月より喜友名山川原第八遺跡の発掘調査に着手した。平成 29 年
度の支障除去措置範囲については、文化財保護法第 94 条に基づき、沖縄防衛局より進達依頼のあった
平成 28 年 12 月 6 日付沖防第 5713 号「埋蔵文化財の通知について」を県教育委員会へ進達し、同年
12 月 15 日付、教文第 1461 号「埋蔵文化財発掘の通知について（通知）」を沖縄防衛局へ通知した。そ
の後、平成 29 年 4 月 20 日付で沖縄防衛局と宜野湾市長とで文化財発掘調査業務委託の契約を締結し、
市教委では民間の調査支援業者と委託契約の手続きを行い、同年 5 月より喜友名山川原第十遺跡の調
査を開始し、同年 6 月から並行して喜友名山川原第九遺跡の発掘調査を開始した。
・重要遺跡の保護調整について（喜友名山川原第九遺跡）
　喜友名山川原第九遺跡は、平成 27 年度の試掘調査では複数のピットが確認されたのみで遺跡の詳細
は把握されていなかった。しかし、地権者への土地引渡し期限やその後の跡地理用計画の工程から、緊
急発掘調査が実施されることとなった。遺構検出作業を本格的に行ったところ、縄文時代後期から晩期
に相当する数棟の竪穴遺構が検出され、集落跡であることが判明した。
　平成 29 年 9 月 29 日に現地視察を行った市文化財保護審議委員の池田榮史琉球大学教授（当時）より、

「文化財保護審議会へ保護調整を諮る必要がある」との指摘を受け、同年 10 月 18 日に臨時の文化財保
護審議会を開催し、現地視察が行われた。視察の結果、文化財保護審議会からは、「地域の歴史や文化
を理解、継承していく上で重要な遺跡であり、今後、市指定または県指定を見据えて、将来にわたって
保護していく必要があるのではないか」とする提言がなされた。これを受けて土地占有者である沖縄防
衛局、市の跡地利用計画を担当する西普天間跡地推進室、市街地整備課と遺跡の保存の可否について協
議・調整を行った。
　調整会議は 10 月から 12 月にかけて、計 5 回実施した。市教委としては、本遺跡について縄文時代
後期～晩期の集落遺跡として当時の人々の生活様相を解明する上で重要な遺跡であり、文化財保護審議
会からも指定文化財に相当する遺跡として保存すべきとの提言があったことを説明し、跡地利用計画の
中で遺跡の保存・活用をするために、現計画で遺跡上を通る補助幹線道路の線形変更を要請した。これ
に対し、西普天間跡地推進室、市街地整備課からは、「現行の跡地利用計画は概ね地主会（地権者）及
び健康医療拠点に移設予定の琉球大学側の了解が得られており、現在のゾーニングが変更となった場
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第２章　調査体制

合、工程遅延やこれまでにかかった費用及び今後の費用負担増が発生し、さらに遺跡を現状保存するた
めに公共用地を増やす場合は、全体の減歩率が上昇するなど、地主会等の合意形成が難航する可能性が
ある」として、線形変更についてはかなりハードルが高いとする見方を示した。
　その後数回の調整会議を行ったが、主張は並行線であったため、12 月 18 日に市長、副市長、教育長及び
各関係部長を交えての調整会議が行われた。会議の結果、跡地利用計画の工程が現時点でかなり厳しい状況
であり、教育委員会が要望する道路線形の変更を伴う遺跡の全面的な現地保存は難しいとする結果となった。
ただし、一部でも保存することができるように引き続き関係機関と調整を行い、補助幹線道路を通る部分に
ついては、記録保存調査後に盛土にて道路下に現地保存することで合意された。これらの協議結果について
は、地権者を含むキャンプ瑞慶覧（西普天間住宅地区）の跡地利用協議会の中で報告された。

第２節　調査体制
　本報告は、平成 28 年度～平成 29 年度に実施した西普天間住宅地区返還跡地内の緊急発掘調査の中で、
喜友名山川原第八遺跡、喜友名山川原第九遺跡、喜友名山川原第十遺跡の成果をまとめたものである。
資料整理及び報告書作成は平成 30 年度～令和５年度にかけて実施した。調査体制は以下のとおりである。

事業主体　　　　　沖縄県宜野湾市教育委員会
事業責任者
　　教育長　　　　知念春美（平成 28 年度～令和３年度）、仲村宗男（令和 4・5 年度）
事業総括
　教育部長　　　　島袋清松（平成 28・29 年度）、比嘉 透（平成 30・31 年度）、嘉手納貴子（令和 2 ～
　　　　　　　　　4 年度）、崎間 賢（令和 5 年度）
　教育次長　　　　伊佐英明（28 年度）、桃原忍子（平成 29・30 年度）、真喜志若子（平成 31 年度～
　　　　　　　　　令和 3 年度）、宮城葉子（令和 4 年度）、真鳥かおり（令和 5 年度）
事業事務
　文化課長　　　　比嘉 洋（平成 28 年度～令和２年度）、津波古良幸（令和３年度）、浜里吉彦（令和
　　　　　　　　    ４・５年度）
　文化財保護係長　吉村 純（平成 28・29 年度）、仲地真俊（平成 30 年度～令和 2 年度）、比嘉高志
　　                          　（令和３～５年度）
　同係担当主査　　長濱健起（平成 31 年度～令和 3 年度）、伊藤 圭（令和 4・5 年度）
　同係主任主事　　伊藤 圭（平成 29 年度）、長濱健起（平成 28 ～ 30 年度）、仲村 毅（平成 28 年度～
　　　　　　　　　令和 5 年度）、金城りお（平成 31 年度～令和 5 年度）、田中 梓（令和 3 年度）、　
　　　　　　　　　森永穣英（令和 4 年度）
　同係主事　　　　来間千明（平成 28・29 年度・令和 5 年度）、金城りお（平成 29・30 年度）、
　　　　　　　　　 末吉飛鳥（令和 2 ～ 5 年度）
文化財保護指導嘱託員
　（平成 28 年度）　井上奈々、宮里知恵
　（平成 29 年度）　天久瑞香、池原悠貴、井上奈々、伊野波 快、儀保和士、宮里知恵
　（平成 30 年度）　伊野波 快、奥間陽子、儀保和士、崎濱比カ理、佐喜眞千弥、普久原千曜
　（令和  元 年度）　伊野波 快、奥間陽子、儀保和士、崎濱比カ理、佐喜眞千弥、普久原千曜
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第１章　事業概要

会計年度任用職員
　（令和２年度）　伊野波 快、奥間陽子、儀保和士、崎濱比カ理、佐喜眞千弥、普久原千曜
　（令和３年度）　伊野波 快、奥間陽子、儀保和士、崎濱比カ理、佐喜眞千弥、普久原千曜
　（令和４年度）　伊野波 快、奥間陽子、儀保和士、崎濱比カ理、佐喜眞千弥、普久原千曜
　（令和５年度）　奥間陽子、儀保和士、崎濱比カ理、佐喜眞千弥、普久原千曜、根間翔吾

調査指導及び調査協力
　調査指導及び調査協力者として以下の方々に指導、協力を頂いた。（所属等は当時）

　宜野湾市軍用地等地主会（平成28年度）
　又吉真一（会長）、佐喜眞祐輝（喜友名評議員）、呉屋 宏（新城評議員）、仲村 廣（安仁屋評議員）、
　宮城正秀（普天間評議員）、當山武弘（監事）
　沖縄防衛局
　辻 吉巳（管理部部長）、重政武輝（管理部返還対策課課長）、阿部正和（管理部返還対策課課長補佐）、
　仲間勝之（管理部返還対策課課長補佐）、大嶺正之（管理部返還対策課係長）、古謝 哲（管理部返還
　対策課係員）、幸松秀典（管理部返還対策課課長補佐）東江義哉（管理部返還対策課係長）、木村太音（管
　理部返還対策課事務官）
　文化庁記念物課
　川畑 純（平成 28 年度調査指導）
　沖縄県教育庁文化財課及び沖縄県立埋蔵文化財センター
　金城亀信、濱口寿夫、上地 博、中山 晋、瀬戸哲也、新垣 力、羽方 誠、知念隆博、大堀皓平、　宮城淳一、
　具志堅清大
　宜野湾市文化財保護審議会（平成28年度・平成29年度）
　赤嶺政信（琉球大学教授）、新垣義夫（普天満宮宮司）、池田榮史（琉球大学教授）、大城逸郎（沖縄
　石の会会長）、恩河 尚（沖縄国際大学非常勤講師）、崎浜 靖（沖縄国際大学教授）、嵩元政秀（元沖縄
　考古学会会長）、波平エリ子（沖縄女子短期大学准教授）、比嘉悦子（沖縄県立芸術大学非常勤講師）、
　福島駿介（琉球大学名誉教授）
委託業務（※本報告関連を表記）
　平成28年度　

　西普天間住宅地区における発掘調査支援業務委託②　株式会社埋蔵文化財サポートシステム　沖縄支店
　西普天間住宅地区における磁気探査業務委託②　有限会社新開技研
　平成29年度

　西普天間住宅地区における緊急発掘調査業務委託（その４）　株式会社パスコ宜野湾営業所
　西普天間地区の年代測定　パリノ・サーヴェイ株式会社沖縄支店
　令和４年度

　埋蔵文化財資料整理業務委託（西普天間）　株式会社埋蔵文化財サポートシステム沖縄支店
　西普天間住宅地区における自然科学分析業務委託　パリノ・サーヴェイ株式会社沖縄支店

参考文献
　註１．『キャンプ瑞慶覧（西普天間住宅地区）跡地利用実施計画策定業務委託報告書』宜野湾市　平成 28 年 3 月
　註２．『基地内埋蔵文化財調査報告書７』宜野湾市文化財調査報告書第 57 集　宜野湾市教育委員会　2018 年
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第Ⅱ -１図　宜野湾市の位置

第Ⅱ章　位置と環境

第１節　地理的環境

　宜野湾市は沖縄本島中部の西海岸に位置する。北は北谷町、東は北中城村、中城村、南には西原町、

浦添市と５市町村に接する。市域の面積は約 19.8 ㎢で東西方向に約 6.1 ㎞、南北方向に約 5.3 ㎞の長

方形状となっている。市の北側にはキャンプ瑞慶覧、中央には普天間飛行場が占有し、市民の居住地は

その周縁部にドーナツ状に歪に展開する。市域には、国道 58 号、330 号のほか、沖縄自動車道北中城

ＩＣ・西原ＩＣへのアクセス道路として、県道北中城線や県道 34 号等の主要幹線道路が縦横に展開し、

中南部と北部地域を結ぶ交通の要衝となっている。

　本市の地層は、泥岩や砂岩からなる新生代第三紀島

尻層群を基盤とし、その上に琉球石灰岩が不整合に覆

っている。西海岸沿いの低地には沖積層である砂層が

堆積し、内陸部には琉球石灰岩で形成された海岸段丘

が発達する。石灰岩台地上には島尻マージと呼ばれる

赤色粘土質の土壌が広く分布し、市域の東側は島尻層

群が風化してできたジャーガル土壌が分布する。

　地形を見ると、海岸から内陸に向かって雛壇状の海

岸段丘からなり、中位段丘と低位段丘がそれぞれ下位

面、上位面に区分する４つの段丘面を有している。さ

らに河川や海岸沿いには周辺の土地よりも標高の低

い低地があり、地下水面が浅く、湿地帯であるため、

水田として利用されることが多い。市の北側、北谷町
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第Ⅱ -２図　宜野湾市の地質図
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第Ⅱ章　位置と環境

との境には普天間川、浦添市との境には比屋良川が流れ、段丘面を横断するように発達している。また、

段丘面の境には比高の異なる段丘崖があり、琉球石灰岩から浸透した雨水が不透水性の島尻層で地下水

となって発達し、石灰岩を浸食して多くの洞穴（鍾乳洞など）を形成している。これらの地下水は下位

の段丘崖で湧水となって湧きだし、古来より人々の生活の中心として利用されてきた。（註１）

　西普天間住宅地区は本市の北側、キャンプ瑞慶覧に接する県道 81 号に面した中位段丘の縁辺部（標

高 60 ｍ前後）から海岸低地（標高 10 ｍ前後）へ至る段丘状の平地、斜面地に位置する。地区の東側

の大部分は戦後の基地建設に伴う大規模な造成工事が行われ、戦前までの地形はイシジャーの渓谷を除

いてほぼ失われている。しかし、地区西側の喜友名、

新城では、急峻な斜面地や湧水による湿地などのた

めか、あまり改変されずに戦前からの地形が良好に

保存されている。特に斜面緑地の標高 14 ～ 16 ｍラ

インには、不透水性の島尻層と石灰岩の不整合面が

あり、そこから地下水が湧きだして国指定文化財で

ある喜友名泉をはじめとした多数の湧泉が分布す

る。戦前まで湧泉群の北側に広がる沖積低地には豊

富な水量を活かした県下でも有数の水田地帯が広

がっていた。

第Ⅱ -３図　宜野湾市地形分類図

西普天間住宅地区西普天間住宅地区西普天間住宅地区

図版Ⅱ -１　喜友名泉
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第２節　喜友名の地理的環境

第Ⅱ -５図　宜野湾市全景・喜友名の位置

第Ⅱ -４図　喜友名周辺（令和２年）

第Ⅱ -６図　喜友名の小字

　喜友名は宜野湾市の北側に位置し、東側に伊佐、西側に新城に接している。現在は北側をキャンプ瑞

慶覧、南側を普天間飛行場に集落を除いてその大部分が接収され、矮小な地域となっている。喜友名の

地形は、東西が緩やかな斜面地をなし、特に西普天間住宅地区を含む北側は急峻な崖地となっている。

前節で詳述したように、本市の地層は泥岩とこれを不整合に覆う琉球石灰岩からなり、その地質的特徴

から段丘崖下に、国指定重要文化財の喜友名泉をはじめ、多数の湧泉が所在する。これらの湧泉は喜友

名ナナヌカーと称され、旱魃の際にも水が涸れることがなく、周辺の村（字）の人々も飲料水や牛馬の

洗いに利用された。

　喜友名の集落は、西普天間住宅地区と県道 81 号線を挟んで当該地区の南側に位置し、近世以降に形

成された碁盤（井然）型集落の面影が今も残る貴重な集落となっている。集落の地形を見ると、集落南

側（前真志喜）が標高約 65m で、北端（前當山）が標高約 47m となっており、集落の南北で 17m ほ

第２節　喜友名の地理的環境
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第Ⅱ章　位置と環境

　本市では貝塚時代に相当する遺跡が多数発見されており、字喜友名でも同様に喜友名貝塚や喜友名山

川原遺跡群、喜友名東原ヌバタキ遺跡など多くの遺跡が確認されている。また、グスク時代の遺跡とし

て、本市で唯一の防衛機能を有する石積みがあったとされる喜友名グスクが所在し、その北側崖下には

同時代の集落跡である喜友名下原第二遺跡が分布する。遺跡周辺には喜友名泉だけでなく、喜友名ナナ

ヌカーと称されるミーガー、バシガーなどの多くの湧水が分布する。グスク時代になると農耕生産の発

展で人口が急激に増大し、集落に近接して新たな集落が次々と形成されていった。喜友名区一帯に散在

する喜友名山川原遺跡群、喜友名西原遺跡、喜友名下原第一、同第二遺跡、喜友名グスク遺跡、喜友名

ウフシー遺跡などは、近世の喜友名村に繋がる小遺跡群と捉えられる（註２）。

　1671 年に宜野湾間切が新設されるまで、喜友名は浦添間切の 1 村であった。宜野湾間切新設は、尚

質王の第 7 子尚弘喜への賜給が要因とされている。現在の喜友名集落は、近世期に成立したとされる

碁盤型集落の区画整理されたスージグヮー（筋道）が残る貴重な集落である。喜友名集落を築いてきた

旧家の門中には、山城（呉屋姓）、大嶺（比嘉・新垣・新城姓）、佐久本（呉屋・屋宜・比嘉・当山姓）、

徳山（又吉姓）、上中門（我如古・島姓）、又吉（呉屋・我如古姓）、上門（知念姓）、島袋（島袋姓）、

中門（我如古姓）、新仲村（仲村姓）などがある。

第３節　喜友名の歴史的環境

第Ⅱ -１表　文献資料にみる宜野湾の村名一覧

どの高低差が見られる。碁盤型集落として南北方向に多くの筋道（スージ）があるのは、この高低差を

利用して、南側の広大な段丘（普天間飛行場側）からの雨水を北側の県道側へ導くようになっているた

めと考えられている。かつて集落の４ヵ所にあったムラグムイ（共同溜池）はその水流を効果的に受け

止める位置に設置されていた（註２）。水の確保という点では、喜友名の集落は苦労したという話が多い。

集落が立地する地形地質が石灰岩段丘であり、降雨のほとんどが地下に浸透していくためである。また、

井戸を掘るには石灰岩が厚いため、十分な資金や労力が必要であった。住民の多くは集落北側に位置す

る喜友名泉まで朝晩水を汲みにいったという。
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第３節　喜友名の歴史的環境

喜友名の名称：喜友名の名称については、沖縄最古の歌謡集である『おもろそうし』（1531 年～ 1623 年）

の中で『きとむなわ』の記述が見られる。また、1737 年～ 1750 年にかけえて王府が実施した乾隆検地（元

文検地）は三角測量を基本とする近代的な測量手法で、基点（図根点）となるところに土手を築き、そ

の目印として印部石を設置しており、喜友名で発見された印部石には「き　きとも奈原」の銘が刻字さ

れたものなどが見つかっている。

公図に見る喜友名：明治 31 年から 37 年にかけて土地整理事業が行われ、『土地台帳附属図』が作成された。

当時、地租を課税するため、土地台帳とその附属地図が間切番所に保管されていた。当時の小字は、喜

友名原、下原、山川原、西原、後原、勢頭原、東原、前原、濡原、中原、上原の 11 小字名が記載され

ている。なお、1943 年（昭和 18 年）には上原、中原、赤道のヤードゥイが独立したことにより、８小

字に再編された（註３）。

戦前の喜友名：戦前の喜友名集落は、純農業部落で、家畜は牛、馬、豚で特に牛と豚が多く飼育されて

いた。畑作は甘蔗（サトウキビ）が主で、甘藷（いも）、大豆がこれに次ぎ、製糖小屋が７カ所あって 1,000

挺以上の黒糖が生産されていた。また、喜友名下原を中心に水田を有する稲作農家が多く、米の生産は

砂糖に次ぐものであった。

喜友名の聖地：喜友名の聖地には、喜友名グスク、喜友名泉、フトゥキアブ、地頭火の神などがある。

喜友名グスクの拝所について、『琉球国由来記』（【巻十四〔各処祭祀　三〕】）には「城内西ノヤラズ嶽

第Ⅱ -７図　字喜友名全景　1945（昭和 20) 年　空撮
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第Ⅱ章　位置と環境

喜友名村」、「神名、イシナカゴマシラゴノ御イベ」の記載が見られる。戦前はグスクヌガントゥーグヮー

（祠）・クラ・火の神など都合 5 ～ 6 箇所の拝所があったと伝えられている。フトゥキアブは喜友名グ

スクに次ぐ拝所とされ、旧暦の 9 月 9 日にはフトゥキアブを拝んでから普天間権現に詣でるならわし

であったという。基地に接収される際、これらの拝所から香炉等が移設され、現在は集落内に合祀され

ている。

戦後の喜友名：1947 年（昭和 22 年）10 月、喜友名集落への居住が許可されると人々は米軍のチリ捨て

場から古材料やトタン、板切れなどを拾い集め、仮小屋を建てて生活をした。翌年（1948 年）には大

部分の人々が移動を終えて、移動祝賀会が催された。しかし、集落については基地建設に伴う強制的な

土地接収から免れたものの、耕地のほとんどが軍用地となり、農業では生活できなくなった人々は軍作

業員へ転職するものが多くなった（註４）。

参考・引用文献
　註１．『宜野湾市史 第九巻資料編八　自然』2000（平成 12）年　宜野湾市教育委員会文化課
　註２．『喜友名誌ちゅんなー』2015 年　喜友名字誌編集委員会
　註３．『宜野湾市史 第一巻通史編』平成 6 年　宜野湾市教育委員会
　註４．『宜野湾市史 第五巻資料編四　民俗』昭和 60 年　宜野湾市史編集委員会
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第Ⅲ章　西普天間住宅地区の文化財

第１節　西普天間住宅地区の文化財

　市教育委員会では、当該地区の返還後の跡地利用を見据えて返還前から地区内の文化財の状況を把握

するための予備調査を行ってきた。これまでに実施された予備調査の結果、令和５年 12 月現在において、

埋蔵文化財が 29 箇所、古墓群が 3 箇所、拝所が 3 箇所、湧泉が 12 箇所、その他文化財が４箇所の計

51 箇所の文化財が確認されている（※口伝・伝承によるものや消失または移設した文化財も含む）。こ

れらの遺跡のほとんどが地区西側の斜面緑地に分布しており、市で唯一の防衛施設を持つ喜友名グスク

や国指定文化財の「喜友名泉」などが所在する。特に喜友名から新城にかけて湧泉の発達が顕著で、標

高 14 ～ 16 ｍラインに点在し、これら湧泉から北側に広がる低地一帯は、戦後始め頃まで水田として

利用された。

1515

喜友名・新城の宿道

『あ　山川原』銘の印部石

凡例
遺跡
古墓群
喜友名・新城の宿道
西普天間住宅地区範囲

第Ⅲ -１図　西普天間住宅地区文化財分布図・文化財一覧表
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第Ⅲ章　西普天間住宅地区の文化財

　喜友名には、貝塚時代からグスク時代、近世・近代と各時代の遺跡が所在する地域であり、遺跡の数

も多い。さらに遺跡の種別についても、古墓、集落跡、生産遺跡、交通遺跡、御嶽や拝所など多様性に

富んでいる。これまで実施してきた文化財調査の結果、当該地区の喜友名には前節で示し 34 箇所（字

を跨ぐ遺跡を含む）が確認されている。以下、主な遺跡について『喜友名遺跡群』（1984 年）、『土に埋

もれた宜野湾』（1989 年）などを参考に概略を記述する。

喜友名山川原第五遺跡：当該地区西側、ヤファレーグーフと呼ばれる標高 50 ～ 60 ｍの石灰岩の岩山周

辺に分布する貝塚時代前期～中期頃の遺跡である。遺跡は 1983 ～ 84 年に市教委によって緊急発掘調

査が行われ、伊波・荻堂・大山式土器やカヤウチバンタ式、宇佐浜式、室川上層式土器などが出土して

いる。また、北側斜面の包含層から組み合わせ式の蝶形骨製品が、同斜面下の岩陰（第 15 号墓）の中

からサメ歯模造の貝製品が出土している。これら貝塚時代の堆積はほとんどが古墓や基地造成の際に撹

乱を受けていることが判明している。

喜友名山川原第六遺跡：当該地区西側斜面緑地の標高 30 ～ 40 ｍの傾斜地に位置する。戦前までは屋

根葺き替えの茅を産出するカヤモーであった。1983 年に市教委により緊急発掘調査が行われ、数基の

ピットのほか、グスク時代相当の鍋型や壺型土器のほか、カムィヤキ、白磁、滑石製品などが出土し

ている。

喜友名山川原第八遺跡：本報告で掲載している遺跡。グスク時代の集落跡。300 基以上のピットが検出

され、少なくとも４棟の掘立柱建物跡があったと推測される。また、直径 80 ㎝規模の柱穴が検出され

第２節　喜友名の文化財

64.0

新城同原石器散布地(仮称）

野嵩タマタ原遺跡

新城東原遺跡

上原同原遺跡

新城ウィージョーモー祭祀遺跡

野嵩ビンジュルモー祭祀遺跡

新城シマヌカー古湧泉

喜友名東原第三遺跡

喜友名東原第二遺跡

喜友名東原ヌバタキ遺跡

上原濡原遺跡

中原同原遺跡

新城トゥン祭祀遺跡

新城ジトゥーヒヌカン祭祀遺跡新城トゥンヌヤマ祭祀遺跡

新城古集落

上原仲毛原遺跡

大山岳之佐久原第三遺跡
大山岳之佐久原
第一遺跡

神山黒数原第二遺跡

　

大山岳之佐久原第二遺跡

大山岳之佐久原第一洞穴遺跡

伊佐ケレンケレンガマ洞穴遺跡

 　 

大山加良当原第三遺跡

大山フルチンガー古湧泉

大山洞穴遺跡

伊佐上原古墓群

大山岳之佐久原第四遺跡

伊佐『たけたう原』銘の印部土手

神山黒数原古墓群

伊佐上原東方遺跡

伊佐上原南遺跡

伊佐上原第二古墓群

喜友名ウフシー遺跡

神山黒数原第一遺跡

　

喜友名前原第三遺跡

喜友名アジミー洞穴遺跡

喜友名前原第五遺跡

喜友名東原第四遺跡

喜友名前原第二古墓群

喜友名前原第一古墓群

大山苧久保原第二遺跡

大山ウフォーアブ遺物散布地

大山チャシグスク遺跡

大山加良当原第二遺跡(仮称）

大山加良当原第一遺跡

大山東方丘陵古墓群
大山岳之佐久原古墓群

大山苧久保原第三遺跡

大山苧久保原第一遺跡

野嵩ウガンヌカタ遺跡

野嵩上後原古墓群

普天間東原古墓群

野嵩石畳道（スディバナビラ石畳道）

野嵩ムラガ－古湧泉

野嵩ヌンドゥンチ祭祀遺跡

野嵩トゥン祭祀遺跡

野嵩ジトゥーヒヌカン祭祀遺跡

野嵩トゥ二ムトゥー祭祀遺跡

普天満宮
普天満宮洞穴遺跡

普天間グスクンニ-遺跡

普天間石川原第一遺跡

普天間下原洞穴遺跡

普天間後原第二遺跡

普天間下原第二遺跡

普天間島御殿祭祀遺跡

普天間カンサギ祭祀遺跡

普天間ムラガ－古湧泉

普天間ジトゥーヒヌカン祭祀遺跡

普天間古集落

普天間神宮寺

普天間フィールー丘陵古墓群

普天間稲嶺屋取古集落

普天間スクナグ丘陵古墓群

普天間下原古墓群

普天間カンジャーヌウィー古墓群

普天間県立農業試験場跡

普天間橋

宜野湾並松街道

普天間後原第一遺跡

野嵩ウィ－ヌウタキ祭祀遺跡

野嵩長迫原古墓群

普天間ヒージャーガー古湧泉

野嵩西表原古墓群

喜友名下原の印部土手

安仁屋トゥンヤマ遺跡

新城上殿遺跡

新城下原第二遺跡

喜友名下原第三遺跡

喜友名山川原第五遺跡

喜友名山川原第四遺跡

喜友名山川原第六遺跡

喜友名フトゥキャアブ洞穴遺跡

喜友名西原遺跡
喜友名山川原第二遺跡

喜友名山川原第三遺跡

喜友名山川原第一遺跡

喜友名山川原第七遺跡

喜友名下原第二遺跡

喜友名貝塚

伊佐後原第二遺跡

新城下原第一遺跡

喜友名マヤ-アブ洞穴遺跡

喜友名下原第一遺跡

普天間ビンジュルガマ祭祀遺跡

安仁屋イシグンモー祭祀遺跡

新城シチャヌトゥン祭祀遺跡

新城ウィーヌトゥン祭祀遺跡

安仁屋ウブガー古湧泉

安仁屋メーヌカー古湧泉

安仁屋アガリグヮーガー古湧泉

安仁屋古集落

喜友名古水田跡

安仁屋北谷ノ前屋取古集落跡
安仁屋イリーヌトゥン祭祀遺跡

喜友名西原石切場跡

新城シンバルガー古湧泉

喜友名山川原丘陵古墓群

喜友名後原丘陵古墓群

喜友名勢頭原丘陵古墓群

喜友名グスク遺跡

喜友名ジトゥーヒヌカン祭祀遺跡

喜友名後原遺跡

普天間シチャヌカー古湧泉

普天間下原遺跡

安仁屋・新城イシジャー流域古墓群

伊佐前原第二遺跡

伊佐前原第一遺跡
伊佐ウグヮン祭祀遺跡

伊佐ウグヮングヮー祭祀遺跡

伊佐カンサギヤー祭祀遺跡

伊佐前原古墓群

大山名利瀬原遺物散布地

伊佐伊利原遺跡

伊佐ウブガー古湧泉

伊佐ウフガー古湧泉

伊佐ウカミヤー祭祀遺跡

伊佐ニシヌウグヮン祭祀遺跡

伊佐浜屋取古集落

伊佐古集落

伊佐ジトゥーヒヌカン祭祀遺跡

喜友名ナナヌカー古湧泉群

伊佐後原第一遺跡

喜友名前原第一遺跡

喜友名原古墓群

喜友名バシガー古湧泉

喜友名ヤマガー古湧泉

喜友名山川原第十遺跡

普天間石川原第二遺跡

新城大道原第二遺跡

新城大道原第三遺跡

普天間旧道跡

喜友名山川原第九遺跡

安仁屋東原古墓群

喜友名山川原第八遺跡

新城大道原第一遺跡

喜友名・新城の宿道

伊佐上原第二遺跡

伊佐上原第一遺跡

伊佐上原第三遺跡

喜友名前原第四遺跡

伊佐上原第四遺跡
喜友名前原二遺跡

新城同原石器散布地(仮称）

野嵩タマタ原遺跡

新城東原遺跡

上原同原遺跡

新城ウィージョーモー祭祀遺跡

野嵩ビンジュルモー祭祀遺跡

新城シマヌカー古湧泉

喜友名東原第三遺跡

喜友名東原第二遺跡

喜友名東原ヌバタキ遺跡

上原濡原遺跡

中原同原遺跡

新城トゥン祭祀遺跡

新城ジトゥーヒヌカン祭祀遺跡新城トゥンヌヤマ祭祀遺跡

新城古集落

上原仲毛原遺跡

大山岳之佐久原第三遺跡
大山岳之佐久原
第一遺跡

神山黒数原第二遺跡

　

大山岳之佐久原第二遺跡

大山岳之佐久原第一洞穴遺跡

伊佐ケレンケレンガマ洞穴遺跡

 　 

大山フルチンガー古湧泉

大山洞穴遺跡

伊佐上原古墓群

伊佐『たけたう原』銘の印部土手

大山岳之佐久原第四遺跡

大山加良当原第三遺跡

神山黒数原古墓群

喜友名前原二遺跡

伊佐上原東方遺跡

伊佐上原南遺跡

伊佐上原第二古墓群

喜友名ウフシー遺跡

神山黒数原第一遺跡

　

喜友名前原第三遺跡

喜友名東原第四遺跡

喜友名アジミー洞穴遺跡

喜友名前原第五遺跡

喜友名前原第二古墓群

喜友名前原第一古墓群

大山苧久保原第二遺跡

大山ウフォーアブ遺物散布地

大山チャシグスク遺跡

大山加良当原第二遺跡(仮称）

大山加良当原第一遺跡

大山東方丘陵古墓群
大山岳之佐久原古墓群

大山苧久保原第三遺跡

大山苧久保原第一遺跡

野嵩ウガンヌカタ遺跡

野嵩石畳道（スディバナビラ石畳道）

野嵩上後原古墓群

普天間東原古墓群

野嵩ムラガ－古湧泉

野嵩ヌンドゥンチ祭祀遺跡

野嵩トゥン祭祀遺跡

野嵩ジトゥーヒヌカン祭祀遺跡

野嵩トゥ二ムトゥー祭祀遺跡

普天満宮
普天満宮洞穴遺跡

普天間グスクンニ-遺跡

普天間石川原第一遺跡

普天間下原洞穴遺跡

普天間後原第二遺跡

普天間下原第二遺跡

普天間島御殿祭祀遺跡

普天間カンサギ祭祀遺跡

普天間ムラガ－古湧泉

普天間ジトゥーヒヌカン祭祀遺跡

普天間古集落

普天間神宮寺

普天間フィールー丘陵古墓群

普天間スクナグ丘陵古墓群

普天間下原古墓群

普天間稲嶺屋取古集落
普天間カンジャーヌウィー古墓群

普天間県立農業試験場跡

普天間橋

宜野湾並松街道

普天間後原第一遺跡

野嵩ウィ－ヌウタキ祭祀遺跡
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第Ⅲ -２図　喜友名の遺跡位置図（令和５年９月時点）
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第３節　基本層序

第３節　基本層序

ており、4 本柱の建物跡（倉庫）と想定される。遺物はグスク時代相当の土器やカムィヤキのほか、白

磁や青磁、染付などが出土している。

喜友名山川原第九遺跡：本報告掲載の遺跡。貝塚時代前期後半～中期（縄文時代後期～晩期）に相当す

る集落跡。標高 50m 前後の石灰岩丘陵縁辺に位置し、住居跡と思われる竪穴遺構が 6 棟検出されている。

中央の窪地には土器を含む黒褐色土が堆積し、竪穴遺構はこの周囲に配置される。当時の小規模集落の

様相を知る上で貴重な遺跡である。なお、当該遺跡の崖下には喜友名山川原第五遺跡が分布する。

喜友名貝塚：西普天間住宅地区斜面緑地南側、標高 60 ｍほどの石灰岩丘陵縁辺に立地する。1996 ～

1997 年に実施された県教委の調査により、竪穴式住居址や伊波・荻堂式の土器が確認されている。ま

た、2016 年に市教委が実施した試掘調査でも石灰岩岩盤の隙間に黒色土が堆積していることが確認さ

れ、そこから伊波式土器や磨製石斧が出土している。

喜友名グスク：喜友名貝塚が所在する石灰岩丘陵の縁辺から県道 81 号を超えて喜友名集落北端に広が

る遺跡である。喜友名グスクは、北側から西方にかけて急峻な斜面を利用した自然の要害の利を備えつ

つ、堅固な野面積みの石垣で画されたグスクで、西南側に位置する正門は高さ約 3 ｍほどもあり、裏

門はグスクの東方に幅約 2 ｍの通路をなすアーチ部のないものであったとされている。しかしこれら

の石積みなどは戦後の改変でほとんどが消失している。

喜友名ナナヌカー古湧泉：喜友名泉（ウフガー・カーグヮー）、アカンナ―、ヒージャーガー、ミーガー、バシガー、

ヤマガーをまとめて喜友名ナナヌカー古湧泉と呼称する。これらの湧泉は生活用水、社交、信仰の場とし

て古くから利用され、地域に欠かせない場所であった。特に喜友名泉は平成 4 年（1992 年）に国指定有形

文化財［建造物］に登録され、現在でも喜友名区の重要な拝所として大切にされている。

喜友名・新城の宿道：当該

地区の西端に位置する喜友

名泉から斜面緑地に分布す

る湧泉に沿って新城方面へ

延びる道跡。中頭方西海道

の山手側の道筋であり、こ

れまでの調査で礫敷や土留

めなど、近世以降に大規模

な造成によって作られたこ

とが明らかとなった。起伏

に乏しい平坦な道であるた

めか、石畳などは見られず、

土道であったと推測される。 第Ⅲ -３図　喜友名ナナヌカー古湧泉と宿道（昭和 20 年）

　西普天間住宅地区は、地区中央から東側の大部分が琉球石灰岩の丘陵台地となっており、普天間飛行

場の地形地質に類似した堆積状況をなしている。琉球石灰岩の上に赤土（島尻マージ層）が堆積し、人々

の生活の痕跡はこの上面で確認されることが多い。当該地区の基本層序については、令和 3 年度に県

と市で普天間飛行場内の基本層序の検討がなされ、統一基本層序（暫定）が作成された。

喜友名ナナヌカー古湧泉
喜友名・新城の宿道

西普天間住宅地区範囲

0 3m



 14 

第Ⅲ章　西普天間住宅地区の文化財

　本市としては上記の検討結果を踏まえ、これまでの「文化層＝Ⅱ層＋ユニット番号」という記載を

改め、Ⅱ層～Ⅴ層を各時期区分に当てはめて設定することとした。なお、Ⅵ層については迫地あるい

は窪地を充填する局所的な堆積土ではあるものの普天間飛行場だけでなく中南部石灰岩地帯に見られ

ることから暫定的に基本層序に組み込まれている。本報告でも上記の統一基本層序を参考に以下のと

おり基本層序を再設定した。また、各層において調査の際に細分されたものは算用数字を付して表記

した（例：Ⅳ１層、Ⅳ２層・・・）。

Ⅰ層：現表土及び米軍造成土で、ハウジングエリアでは２ｍ以上の造成土が堆積する箇所も見られる。
　　　色調は主に褐色～黄褐色を呈し、細かい砂や礫を斑に含む。場所によっては 1m 以上の転石が確

　　　認された場所もあった。

Ⅱ層：戦前～基地接収後の旧表土や旧耕作土。褐色～黄褐色の砂質シルトを呈し、比較的土粒が均質で

　　　焼土粒や炭化物などが混じる。遺物は本土産磁器や沖縄産陶器が出土。

Ⅲ層：近世に相当する。当該地区では、比較的締まりの弱い砂質シルトを呈し、褐色や黄褐色の色調が

　　　見られる。Ⅱ層と同じく焼土粒や炭化物を含む。Ⅲ層は主にこの周辺一帯で行われた耕作に関連

　　　する堆積と思われる。

Ⅳ層：グスク時代相当の遺物包含層。灰褐色～黒褐色の粘質シルト層で、グスク土器や陶磁器などを含

　　　む。上層に比べて土色は暗く、焼土粒や炭化物が多く混じる。

Ⅴ層：貝塚時代の遺物包含層や自然堆積層。暗褐色の粘質シルト。ほとんど礫を含まず、焼土粒や炭化

　　　物が多く混じるのが特徴。上層（Ⅳ層）に比べて粘性がやや強い。

Ⅵ層：基本的に締まりが弱く、黄褐色～オリーブ褐色の粘質シルト。局所的にみられ、迫地やドリーネ

　　　等の窪地に堆積した層と思われる。縄文土器の小片が多く見られるものの、立地や堆積状況など

　　　から周辺からの流れ込みの可能性がある。ちなみに本報告掲載遺跡では確認されていない。

Ⅶ層：島尻マージ層。いわゆる赤土と呼称される層で、琉球石灰岩の風化土とされている。普天間飛行

　　　場では普遍的に確認される層であり、これまでの試掘調査等において砂質と粘質の互層になって

　　　いることが確認されている。統一基本層序では、Ⅶ a ～ e の 5 枚に細分されるが本報告では共

　　　通してⅦ層（島尻マージ層）とした。なお、検出された遺構の多くはⅦ層の上面を掘り込んで形

　　　成されている。

Ⅷ層：にぶい黄色～淡黄色を呈する琉球石灰岩の岩盤。低地部では消失している箇所もある。

Ⅸ層：灰オリーブ色を呈する島尻層群を構成する泥岩の風化層。泥岩風化部は、基盤岩に比べてしまり

　　　が著しく悪い。また、不規則な塊状や小角片に割れる泥岩特有の風化構造が顕著にみられる。

Ⅹ層：島尻層泥岩。いわゆるクチャ層。不透水性で石灰岩の不整合面では湧水が見られる。

参考文献（第Ⅲ章）
　１．『喜友名遺跡群』宜野湾市教育委員会　1984 年
　２．『土に埋もれた宜野湾』宜野湾市教育委員会　1989 年　
　３．『基地内埋蔵文化財調査報告書７』宜野湾市教育委員会　2019 年
　４．『基地内埋蔵文化財調査報告書８』宜野湾市教育委員会　2022 年
　５．『基地内文化財９　普天間飛行場内試掘調査総括報告書』沖縄県立埋蔵文化財センター　2022 年
　６．『西普天間住宅地区埋蔵文化財緊急発掘調査報告書１』沖縄県宜野湾市教育委員会　2023 年
　７．『文化財保存整備基本構想作成業務委託（喜友名・新城・野嵩・伊佐地区）報告書』宜野湾市教育委員会　2011 年
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第Ⅳ‐１図　調査位置図
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

第 1節　調査の経過と調査方法　

　喜友名山川原第八遺跡は、当該地区のほぼ中央に位置し、平成 27 年度に市教委が実施したハウジン

グエリアの試掘調査で初めて確認された。本遺跡一帯は米軍の住宅建設や道路整備などによって大規模

な地形改変がなされており、戦前までの旧地形は消失していた。試掘調査では米軍造成土の下に島尻

マージ層に掘り込まれた複数のピットや溝などが確認され、土器や青磁、白磁などのグスク時代相当の

遺物が出土したことから同時代の集落跡であることが想定された。遺構が確認された試掘坑を中心に

北側を工区１（約 1,618 ㎡）、南側を工区２（約 663 ㎡）として 2 箇所の調査区を設定した。全体の

調査面積は約 2,281 ㎡である。

　調査は南側の工区２から開始した。米軍住宅の解体後、残存するコンクリートの撤去を行い、表土

については造成土が平均して 1 ｍ程度堆積していたため、重機を使用して掘り下げた。重機掘削に際

しては市教委の専門職員又は専門嘱託員立会いの下で行い、掘削深度 50 ㎝毎に不発弾探査（経層探査）

を実施した。包含層または遺構が確認できた時点で掘削を中断し、ブルーシートで遺構の保護・養生

を行った。工区１も残存するコンクリートの撤去から行った。工区２と同様に事前の試掘調査の結果

によってある程度造成土が堆積していることが分かっていたため、重機は 0.7 ㎥と 10 ｔダンプを使用

して土砂の掘削と搬出を行った。また、不発弾探査のために 50 ㎝毎に経層探査も行った。
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【日誌抄】

６月 28 日：工区２の表土掘削開始。

７月  １日：工区２除草作業及び米ハウジングのコンクリート撤去。

７月 13 日：工区１の表土掘削開始。工区２は人力による遺構検出作業を開始。表土から深度 3 ｍとなっ   

　　　　　  たため、安全対策として南壁と西壁を高さ 1 ｍ、幅 0.5 ｍの段を設置して調査を行った。

７月 20 日：工区２の遺構検出状況を撮影（高所作業車）。

８月 10 日：委託業者と協議し、遺構調査について作業の流れを明確化。①遺構半截→②撮影（カメラ 3 種類）　

　　　　       →③分層・注記（市）→④撮影（デジカメ）とした。

８月 25 日：工区２の遺構半截及び完掘作業を実施。

８月 31 日：工区２の SP043 内より銭貨（鳩目銭？）と石器が出土。

９月 12 日：工区２の SP056 より白磁出土。

９月 15 日：工区２の遺構完掘状況を撮影（高所作業車）。

９月 20 日：工区１遺構検出作業。

９月 23 日：工区１北側の遺構検出作業。

９月 30 日：工区１遺構検出状況の撮影（高所作業車）。調査区北側から 4 本柱建物と思われるピットを検出。

10 月   7 日：工区１の遺構半截作業。

10 月 13 日：溝状遺構（SD1 ～ SD2）の掘削を開始。断面観察用のベルトを２本設定。SD2 覆土より石灰岩礫

　　　　　    が敷き詰められている状況を確認。

10 月 25 日：工区１南側の溝（SD8）は畝状遺構（SD9）に切られていることが判明。

10 月 27 日：炉跡（SL3）について「Ｌ」字状にベルトを残して掘削。

11 月  ９ 日：炉跡（SL3）分層・注記。掘方壁面が被熱により赤く硬化していることが判明。

11 月 14 日：SP095（柱穴）内底から石斧 2 点と炭塊を検出。

11 月 15 日：工区１北側で検出された 4 本柱建物と思われるピットの半截を開始。

11 月 30 日：  4 本柱建物の柱穴断面を記録（SP387・SP388）。

12 月  ９ 日：炉跡（SL3）サンプル土の採取。

12 月 15 日：ドローンにより工区１全体完掘状況を撮影。

12 月 19 日：下層確認のトレンチ及び未掘箇所の掘削を実施。SP100 底より染付碗が出土。

12 月 22 日：確認トレンチの分層等記録完了。調査完了。

重機掘削（工区２） 遺構掘削（工区２） 遺構検出（工区１）

図版Ⅳ‐１　調査状況
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第２節　層序

　喜友名山川原第八遺跡が所在する一帯はキャン

プ瑞慶覧として使用されていた際、米軍の住宅が

建設されたため、戦前来の旧地形は消失している

と思われた。しかし、平成 27 年度に実施した試

掘調査では、1 ｍ以上の造成土の下にグスク時代

まで遡る包含層が確認され、南東から北西に向け

て傾斜する迫地の存在が確認された。また、遺跡

の東側には地山面（島尻マージ）に掘り込まれた

ピットや溝などの遺構が確認され、多少の改変を

受けながらも部分的に遺跡が残存していることが

判明した。　

　調査の結果、全体的に遺跡の南東側が最も高く、

調査区北側と西側へ緩やかに傾斜する地形となっ

ており、地形的に高い南東側は地山面まで削平さ

れているが北西側は比較的包含層が良好に残存し

ていることが判明した。迫地に堆積する暗褐色土

からは少量の遺物が出土するものの、遺構の分布

は非常に少ない状況であった。これは、周囲から

の雨水が流れ込みやすい地形のため、住居等の土

地利用には向かなかったと考えられる。しかし、

近世～近代相当の堆積層からは畝状遺構が検出さ

れ、近世以降には耕作地として利用されるように

なったことが判明した。

第２節　層序

図版Ⅳ‐２　工区１　③東壁

図版Ⅳ‐４　工区１　④南壁

図版Ⅳ‐３　工区１　③東壁

図版Ⅳ‐５　工区 2　③南壁

撮影位置図
工区１

工区２

③

③

→

→

④→

→

→

→

②

②

①

①

→
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第Ⅳ-３図　工区１　壁面土層図 (S＝1/150)
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第Ⅳ‐４図　工区２　遺構分布図
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第Ⅳ-５図　工区２　壁面土層図 (S＝1/150)
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第３節　遺構

　本遺跡で確認された遺構は、ピット（SP ／ SB）、土坑（SK）、溝状遺構（SD）、炉跡（SL）、盛土遺構（SM）、

遺物集積遺構（SU）に分類できる。なお、ピット（SP）の分布（配置）状況や掘方断面、配置状況な

どから複数の掘立柱建物跡（SB）のプランが想定された。

１．ピット（SP）

　工区 1 では 361 基、工区２では 129 基検出されて、計 490 基検出された。特に工区１では調査区の

中央の東側平坦部に遺構が集中している。

　ピットは、明確に柱穴と思われるものと不明なものが見られる。規模は、直径が 20 ～ 40cm で深さ

も 20cm を超えるものが多い。ピットの集中及び多数の切り合いがあることから、現場では明確なプ

ランを把握することが困難であった。そこで、建物のプランを検討するために各ピットの配置状況や掘

方形状、掘方底面の標高（底面レベル）などから以下のとおり分類を試みた。なお、分類の方法につい

ては、市報告の『市内埋蔵文化財調査報告書』（註１）、『大山前門原第一遺跡』（註２）を参考にした。

各ピットの規模や柱痕の有無、分類結果などの詳細は一覧表に記載した。

※註１『市内埋蔵文化財調査報告書』宜野湾市文化財調査報告書第 46 集　2010 年　宜野湾市教育委員会
※註２『大山前門原第一遺跡』宜野湾市文化財調査報告書第 49 集　2012 年　宜野湾市教育委員会

【分類方法】

（１）掘方での分類

　掘方の断面形状から分類を試みたもので、Ａ～Ｄの４種類に分類した（第Ⅳ - １表　ピット掘方断面

形状分類模式図）。Ａ類は基底部に平坦面があるもので、Ｂ類は基底部に丸みや微弱な凹凸があるもの

とした。Ｃ類は基底部に段を持つものあるいは途中から角度をあげて掘削されるものとした。Ｄ類は基

底部が斜めになっているまたは凹凸が著しく、柱を据えるには難があるものとした。本報告ではＤ類は

柱穴の可能性が低いとして建物プランの検討から除外した。

第３節　遺構

＋ Ｓ

基底部に平坦面があるもの。
基底部に平坦面がないもの。（基
底部が丸みを帯びるものや多少凹
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基底部が斜めのものや大きく凹凸
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第Ⅳ -１表　ピット掘方断面形状分類模式図
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（２）法量での分類

　検出時の平面規模（直径×短径）で分類した。本市が 2010 年に報告した『市内埋蔵文化財調査報告書』

（註１）によると、想定プランの柱本数によって柱（柱穴）の直径に差異が認められ、大きく母屋と高

倉に分けることができる。つまり、直径が 30 ㎝以下の柱穴は母屋の可能性が高く、50 ㎝以上の柱穴は

高倉（4 本柱～ 6 本柱）の可能性が高いと推測している。なお、今回の分類では直径が 15 ㎝以下また

は検出面からの深さが 5 ㎝以下のものは柱穴の可能性が低いと考え、プランの検討から除外した。

（第Ⅳ - ３～９表　遺構計測分類表）。

（３）底面レベルでの分類

　建物の基礎となる柱を据えるための穴を掘削する際、上屋を造る上でも同じような深さまで掘り下げ

る可能性は高く、「同等の底面レベルを有する遺構」は同じ建物の柱穴である可能性は高いと思われる。

そのため、確認されたピットの最も低いレベルと最も高いレベルを基に、その間を任意に 20 ㎝単位で

区切り細分化した（第Ⅳ - ２表、第Ⅳ - ６図・20 図）。

分類

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

底面レベル (20㎝区切り) 分類 底面レベル (20㎝区切り)

41.80ｍ以下
41.81～42.00ｍ
42.01～42.20ｍ
42.21～42.40ｍ
42.41～42.60ｍ
42.61～42.80ｍ
42.81～43.00ｍ
43.01～43.20ｍ
43.21～43.40ｍ

工区１ 工区２

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ

Ⅸ30cm区切り

30cm区切り

43.41～43.60ｍ

43.61～43.90ｍ

43.91～44.20ｍ

44.21～44.40ｍ

44.41ｍ以上

42.20ｍ以下

42.21～42.40ｍ

42.41～42.60ｍ

42.61～42.80ｍ

42.81～43.00ｍ

43.01～43.20ｍ

43.21～43.40ｍ

第Ⅳ -２表　底面レベルの分類
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第Ⅳ-６図　ピット底面レベル分類図（工区１）
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第３節　遺構
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第３節　遺構

長軸 短軸 深さ 底面 断面 柱痕等
SP001 円形 30 28 16 43.11 Ⅷ A 24-F10-イ
SP002 円形 26 24 8 43.24 Ⅸ B 24-F10-イ
SP003 円形? 45 41 38 42.92 Ⅶ B 24-F10-イ
SP004 円形 34 33 8 43.32 Ⅸ A 24-F10-イ
SP005 円形 37 36 59 42.78 Ⅵ A ＋ 24-F10-イ～ウ 遺物あり
SP006 円形 - 33 14 43.21 Ⅸ A 24-F10-ウ
SP007 円形 - 36 19 43.16 Ⅷ A 24-F10-ウ SP008を切る
SP008 円形? - 42 48 42.88 Ⅶ A 24-F10-ウ SP007に切られる。SB3
SP009 円形 26 20 12 43.21 Ⅸ D × 24-F10-ウ
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SP010 円形 36 35 15 43.13 Ⅷ B △ 24-F10-ウ SB3
SP011 円形 36 31 43 42.89 Ⅶ A 24-F10-ウ
SP012 円形 45 41 34 42.96 Ⅶ A 24-E10-ヌ～24-F10-ウ
SP013 円形 42 38 25 43.08 Ⅷ A 24-E10-ヌ SB3
SP014 円形 35 34 43 42.92 Ⅶ A 24-E10-ヌ SB3
SP015 円形 36 34 65 42.64 Ⅵ C ＋ × 24-E10-ヌ
SP016 円形 30 26 20 42.07 Ⅲ A 24-E10-ヌ
SP017 円形 47 42 62 42.66 Ⅵ A ＋ 24-E10-ヌ
SP018 円形 41 40 48 42.87 Ⅶ A 24-E10-ヌ SB3
SP019 円形 38 34 44 42.79 Ⅵ D 24-F10-ウ
SP020 円形 29 28 25 42.97 Ⅶ A 24-F10-ウ
SP021 円形 25 24 38 42.86 Ⅶ B 24-F10-ウ
SP022 楕円形? - 59 44 42.88 Ⅶ A 24-F10-ウ SP059に切られる。SB3
SP023 円形 37 32 27 42.96 Ⅶ B 24-F10-ウ SB3
SP024 円形 36 32 38 42.97 Ⅶ A 24-F10-ウ
SP025 円形 52 43 34 42.96 Ⅶ B 24-F10-ウ
SP026 円形? - 46 35 43.03 Ⅷ A 24-F10-ウ
SP027 円形 39 35 44 42.86 Ⅶ A ＋ 24-E10-ヌ
SP028 円形 36 33 32 42.95 Ⅶ C 24-F10-ウ～エ SB3
SP029 円形 50 47 62 42.59 Ⅴ A ＋ 24-F10-エ
SP030 円形 51 45 46 42.71 Ⅵ C 24-F10-エ 遺物あり
SP031 円形 44 42 55 42.61 Ⅵ A 24-F10-エ SB3
SP032 円形 34 32 24 42.98 Ⅶ A ＋ 24-F10-ウ
SP033 円形 25 24 22 43.03 Ⅷ A 24-F10-ウ
SP034 円形 52 44 65 42.60 Ⅴ C 24-F10-ウ 遺物あり
SP035 円形 59 56 42 42.87 Ⅶ A l 24-F10-ウ SB3
SP036 円形 40 38 43 42.88 Ⅶ B 24-F10-ウ SB3
SP037 円形 - 34 29 43.02 Ⅷ B 24-E10-ヌ～24-F10-ウ SP038に切られる
SP038 円形 - 28 40 42.90 Ⅶ B 24-E10-ヌ SP037を切る。SB3
SP039 円形 26 25 20 43.10 Ⅷ A 24-E10-ヌ
SP040 円形 38 35 52 42.77 Ⅵ C ＋ 24-E10-ヌ
SP041 楕円形 62 46 42 42.85 Ⅶ A 24-E10-ヌ 遺物あり。SP112に切られる。SB3
SP042 円形 31 27 21 43.04 Ⅷ A 24-E10-ヌ SB3
SP043 円形 38 30 31 42.98 Ⅶ A 24-E10-ヌ
SP044 円形 40 35 17 43.08 Ⅷ A ＋ 24-E10-ヌ
SP045 円形 34 32 29 43.00 Ⅶ B 24-E10-ヌ
SP046 円形 40 34 24 43.03 Ⅷ B 24-E10-ヌ SB3
SP047 円形 40 33 39 42.90 Ⅶ B ＋ 24-E10-ヌ
SP048 円形 36 32 36 42.88 Ⅶ C 24-E10-ヌ SB3
SP049 円形 38 33 30 42.96 Ⅶ A ＋ 24-E10-ヌ SB3
SP050 円形 24 23 12 43.09 Ⅷ D 24-E10-ヌ
SP051 円形 24 21 11 43.16 Ⅷ A 24-E10-ヌ
SP052 円形 19 18 17 43.05 Ⅷ B 24-E10-ヌ
SP053 楕円形 48 32 36 42.80 Ⅵ A 24-E10-ヌ SB3
SP054 円形 20 18 14 42.94 Ⅶ A 24-E10-ヌ～ネ
SP055 円形 34 32 31 42.91 Ⅶ A 24-E10-ネ 遺物あり。SB3
SP056 楕円形 44 34 22 42.96 Ⅶ A 24-E10-ネ SB3
SP057 円形 35 35 29 42.96 Ⅶ B 24-E10-ヌ～ネ
SP058 円形 33 26 23 43.01 Ⅷ B 24-E10-ヌ
SP059 円形 39 33 44 42.88 Ⅶ A 24-F10-ウ SP022を切る。SB3
SP060 楕円形? -            42           40            42.91 Ⅶ B 24-F10-ウ SB3
SP061 楕円形? - - 20 43.05 Ⅷ A 24-F10-ウ SP062,SP232に切られる
SP062 楕円形 44 38 19 43.06 Ⅷ A 24-F10-ウ SP061を切る
SP063 円形 27 25 22 42.91 Ⅶ A 24-E10-ネ
SP064 円形 37 36 42 42.68 Ⅵ C ＋ 24-E10-ネ
SP065 円形 36 34 39 42.60 Ⅴ C ＋ 24-E10-ネ
SP066             楕円形          -             34          14             42.96 Ⅶ B 24-E10-ネ SP067に切られる
SP067 楕円形 41 35 24 42.87 Ⅶ A 24-E10-ネ SP066を切る。SB3
SP068 円形 34 29 13 42.98 Ⅶ C 24-E10-ネ SB3
SP069 円形 32 30 20 42.95 Ⅶ A 24-E10-ネ SB3
SP070 円形 32 30 32 42.89 Ⅶ B 24-E10-ネ SB3
SP071 円形 32 29 28 42.95 Ⅶ A 24-E10-ネ
SP072 円形 42 38 28 42.85 Ⅶ A 24-E10-ネ
SP073 円形 28 26 24 42.88 Ⅶ B 24-E10-ネ
SP074 楕円形 41 32 12 42.83 Ⅶ A 24-E10-ネ SB3
SP075 円形 24 23 27 42.85 Ⅶ B 24-F10-エ
SP076 円形 22 20 7 43.01 Ⅷ A 24-F10-エ
SP077 円形 34 31 22 42.79 Ⅵ A ＋ E-10-ネ～F-10-エ 遺物あり
SP078 円形 39 38 20 42.75 Ⅵ A E-10-ネ～F-10-エ SB3

遺構№ 平面形状 底面レベル
(m)

分類 柱穴の
可能性

備　考グリッド
遺構計測(cm) 

第Ⅳ‐３表　遺構計測分類表　工区１
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

長軸 短軸 深さ 底面 断面 柱痕等
遺構№ 平面形状 底面レベル

(m)
分類 柱穴の

可能性
備　考グリッド

遺構計測(cm) 

SP079 円形 39 37 19 42.80 Ⅵ C 24-F10-エ
SP080 楕円形 40 30 10 42.85 Ⅶ A 24-F10-エ
SP081 円形 31 30 23 42.68 Ⅵ A 24-F10-エ
SP082 円形 37 33 33 42.57 Ⅴ A 24-F10-エ
SP083 円形 26 23 17 42.76 Ⅵ A 24-F10-エ
SP084 円形 40 38 22 42.65 Ⅵ A 24-E10-ネ 遺物あり。SB3
SP085 円形 41 32 24 42.61 Ⅵ A 24-E10-ネ
SP086 円形 28 27 9 42.72 Ⅵ B ○ 24-E10-ネ
SP087 円形 33 31 19 42.58 Ⅴ A 24-E10-ネ
SP092 円形 40 34 32 42.35 Ⅳ A 24-E10-ネ 遺物あり。SD4に切られる、SP384を切る
SP093 円形 25 22 24 42.38 Ⅳ A 24-E10-ノ
SP094 円形 32 28 18 42.42 Ⅴ A 24-E10-ノ
SP095 円形 29 27 27 42.36 Ⅳ A 24-E10-ノ 遺物あり
SP096 円形 50 44 42 42.21 Ⅳ C 24-E10-ノ
SP097 円形 18 16 19 42.42 Ⅴ B s △ 24-E10-ノ
SP098 円形 23 22 16 42.51 Ⅴ A 24-E10-ノ
SP100 円形 41 37 44 42.23 Ⅳ A 　 24-E10-ノ 遺物あり
SP101 円形 36 36 40 42.25 Ⅳ A ＋ 24-E10-ノ
SP102 円形 54 50 64 42.03 Ⅲ A ＋l 24-E10-ノ SP406に切られる。SB2
SP103 円形 56 53 54 42.17 Ⅲ A l 24-E10-ネ
SP104 円形 48 43 35 42.44 Ⅴ A 24-E10-ネ 遺物あり
SP105 円形 39 33 43 42.26 Ⅳ A 24-E10-ネ 遺物あり。SP202を切る。SB2
SP106 円形 - 38 36 42.40 Ⅳ B 24-E10-テ～ネ SP233に切られる。SB2
SP107 円形 44 39 52 42.14 Ⅲ A 24-E10-ト～ノ
SP108 円形 - 38 44 42.22 Ⅳ A 24-E10-ト SP109に切られる。SP408を切る
SP109 円形 42 34 30 42.39 Ⅳ A 24-E10-ト 遺物あり。SP108,SP408を切る
SP110 円形 28 28 20 42.38 Ⅳ B 24-E10-ノ SP111を切る
SP111 円形 - 36 41 42.20 Ⅲ A 24-E10-ノ 遺物あり。SP110に切られる
SP112 円形 34 31 25 43.02 Ⅷ B 24-E10-ヌ SP041を切る
SP113 円形? - 62 67 42.08 Ⅲ A l 24-E10-テ SP114に切られる。SB2
SP114 楕円形? 48 37 23 42.54 Ⅴ B 24-E10-テ 遺物あり。SP113,SP115を切る
SP115 楕円形? - 33 30 42.47 Ⅴ B 24-E10-テ 遺物あり。SP114に切られる
SP116 円形 46 45 56 42.23 Ⅳ A 24-E10-テ
SP117 円形 44 42 24 42.55 Ⅴ C 24-E10-テ 遺物あり
SP119 円形 16 16 9 42.64 Ⅵ B △ 24-E10-テ
SP120 円形 22 21 10 42.63 Ⅵ B △ 24-E10-テ
SP121 楕円形 70 59 61 42.13 Ⅲ A l 24-E10-テ
SP122 円形 44 42 63 42.09 Ⅲ B ＋ 24-E10-テ SB2
SP123 円形 32 30 48 42.28 Ⅳ B ＋ 24-E10-テ SB2
SP124 円形? - 34 29 42.33 Ⅳ B 24-E10-ト SP234に切られる
SP125 楕円形? 51 46 46 42.20 Ⅲ A 24-E10-ノ SB2
SP126 円形 - 51 69 41.93 Ⅱ A  24-E10-ノ 遺物あり。SP127に切られる
SP127 楕円形 56 43 36 42.27 Ⅳ B l 24-E10-ノ SP126,SP128を切る
SP128 円形 - 40 40 42.22 Ⅳ A 24-E10-ノ SP127に切られる
SP129 円形 38 33 29 42.29 Ⅳ A 24-E10-ノ
SP130 円形 32 31 42 42.20 Ⅲ A 24-E10-ト
SP131 楕円形 31 22 37 42.20 Ⅲ A ＋ 24-E10-ト
SP132 円形 37 31 18 42.44 Ⅴ D △ 24-E10-ト
SP133 円形 34 32 41 42.16 Ⅲ A 24-E10-ト
SP134 楕円形 51 37 47 42.12 Ⅲ B 24-E10-ト SP135を切る
SP135 円形? - 39 50 42.09 Ⅲ A 24-E10-ト SP134に切られる。SB2
SP136 円形? 45 45 27 42.39 Ⅳ C 24-E10-ト SP334を切る
SP137 円形 33 32 36 42.34 Ⅳ A 24-E10-ト 遺物あり
SP138 円形 45 42 45 42.28 Ⅳ A 24-E10-ト SP244を切る
SP139 円形 - 46 30 42.37 Ⅳ A 24-E10-ト SP244に切られる
SP140 円形 40 34 38 42.21 Ⅳ A 24-E10-ト SP141を切る。SB2
SP141 楕円形 - 45 40 42.21 Ⅳ A 24-E10-ト SP140に切られる
SP142 楕円形 54 44 38 42.28 Ⅳ A 24-E10-ト SB2
SP143 楕円形 45 29 25 42.49 Ⅴ A 24-E10-ト SB2
SP144 円形 40 39 38 42.14 Ⅲ A 24-E10-ト SP145を切る
SP145 円形? - 24 13 42.33 Ⅳ A 24-E10-ト SP144に切られる
SP146 円形 26 25 12 42.63 Ⅵ A 24-E10-ネ SK3を切る
SP147 円形 41 37 44 42.28 Ⅳ C 24-E10-テ
SP148 円形 55 50 16 42.58 Ⅴ C l 24-E10-テ
SP149 円形 18 18 7 42.72 Ⅵ B ×　　　
SP150 円形 36 35 46 42.10 Ⅲ A 24-E10-ト 遺物あり
SP151 円形 18 17 6 42.37 Ⅳ B ×　　　　　
SP152 円形? - 34 30 42.19 Ⅲ D 24-E10-ト 遺物あり。撹乱に切られる
SP153 円形 24 19 8 42.51 Ⅴ B ×　　　　　
SP154 円形 - 38 58 42.04 Ⅲ A 24-E10-ト SP155に僅かに切られる
SP155 円形 45 40 44 42.18 Ⅲ B 24-E10-ト SP154を僅かに切る
SP156 円形 33 30 32 42.26 Ⅳ C 24-E10-ト
SP157 円形 34 33 19 42.36 Ⅳ A 24-E10-ソ～ト
SP158 円形? - 22 15 42.34 Ⅳ A 24-E10-ト SP333に切られる
SP159 円形 22 16 16 42.50 Ⅴ A 24-E10-ト
SP160 楕円形 18 12 9 42.47 Ⅴ D × 24-E10-ソ
SP161 円形 24 22 5 42.44 Ⅴ B × 24-E10-ソ
SP162 円形 37 30 29 42.77 Ⅵ D △ 24-E10-ス
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第３節　遺構

長軸 短軸 深さ 底面 断面 柱痕等
遺構№ 平面形状 底面レベル

(m)
分類 柱穴の

可能性
備　考グリッド

遺構計測(cm) 

SP163 円形? 34 32 18 42.83 Ⅶ B 24-E10-ス
SP164 楕円形 - 55 9 42.65 Ⅵ B × 24-E10-テ～ト SP165に切られる
SP165 円形 46 40 64 42.10 Ⅲ A ＋ ○ 24-E10-テ SP164,SP166を切る
SP166 円形 - 48 62 42.12 Ⅲ A ＋ ○ 24-E10-テ SP165に切られる
SP167 円形 36 30 56 42.22 Ⅳ B 24-E10-ス 遺物あり
SP168 円形 26 22 14 42.62 Ⅵ B 24-E10-ス 遺物あり
SP169 円形 30 24 20 42.41 Ⅴ D △ 24-E10-ク
SP170 楕円形 20 14 15 42.49 Ⅴ B × 24-E10-ク
SP171 円形 17 13 12 42.52 Ⅴ B × 24-E10-ク
SP172 円形 14 14 18 42.50 Ⅴ B × 24-E10-ス
SP173 円形 14 12 12 42.58 Ⅴ D × 24-E10-ス
SP174 円形? 18 16 6 42.62 Ⅵ D × 24-E10-ス～セ
SP175 円形 22 16 8 42.60 Ⅴ B × 24-E10-セ
SP176 円形 22 20 4 42.73 Ⅵ B × 24-E10-セ
SP177 円形 26 25 15 42.60 Ⅴ C × 24-E10-セ
SP178 楕円形 22 16 26 42.38 Ⅳ D × 24-E10-ケ～セ SP179を切る
SP179 円形 - 18 17 42.45 Ⅴ D × 24-E10-ケ SP178に切られる
SP180 円形 - 10 10 42.49 Ⅴ B 24-E10-ケ SP342に切られる
SP181 円形? - 24 18 42.24 Ⅳ D × 24-E10-ケ～セ SP182に切られる
SP182 楕円形 35 23 18 42.21 Ⅳ D △ 24-E10-ケ SP181を切る
SP183 円形 - 20 14 42.32 Ⅳ B 24-E10-ケ SP184に切られる
SP184 円形 28 27 23 42.26 Ⅳ D × 24-E10-ケ SP183を切る
SP185 楕円形 46 33 25 42.27 Ⅳ B 24-E10-ケ
SP186 楕円形 20 14 12 42.36 Ⅳ D × 24-E10-ケ
SP187 円形 20 15 12 42.32 Ⅳ D × 24-E10-ケ
SP188 円形 18 16 16 42.27 Ⅳ A × 24-E10-ケ
SP189 楕円形 20 11 8 42.22 Ⅳ D × 24-E10-ソ
SP190 円形 32 25 22 42.27 Ⅳ D × 24-E10-ソ
SP191 楕円形 21 15 10 42.25 Ⅳ B 24-E10-ソ～ト
SP192 円形 28 28 21 42.15 Ⅲ A 24-E10-ソ
SP193 円形 16 14 9 42.27 Ⅳ D × 24-E10-ソ
SP194 円形 27 24 15 42.22 Ⅳ A 24-E10-ソ
SP195 円形 30 30 7 42.29 Ⅳ A △ 24-E10-ソ
SP196 円形? 21 17 22 42.16 Ⅲ B 24-E10-ソ SP343に切られる
SP197 楕円形? - 26 16 42.24 Ⅳ A 24-E10-ソ SP343に切られる　
SP198 円形 20 19 11 42.33 Ⅳ A 24-E10-ソ
SP199 不定形 23 22 19 42.15 Ⅲ C △ 24-E10-ソ
SP200 円形 16 15 14 42.11 Ⅲ C × 24-E10-ソ
SP201 楕円形 23 16 14 42.10 Ⅲ A × 24-E10-ソ
SP202 楕円形 50 - 19 42.52 Ⅴ B 24-E10-ネ SP105に切られる 
SP203 円形 44 40 29 41.96 Ⅱ A ＋ 25-E1-サ
SP204 楕円形 19 11 17 42.05 Ⅲ B △ 25-E1-サ
SP205 楕円形 27 21 33 41.87 Ⅱ B 25-E1-サ
SP206 円形 19 18 18 42.04 Ⅲ D × 24-E10-ソ
SP207 円形 19 19 24 42.00 Ⅱ D × 24-E10-ソ
SP208 円形 18 17 16 42.13 Ⅲ B △ 24-E10-ソ
SP209 楕円形 19 15 13 42.15 Ⅲ B △ 24-E10-ソ
SP210 楕円形 18 13 9 42.13 Ⅲ A 24-E10-コ
SP211 円形 19 17 10 42.05 Ⅲ D × 24-E10-コ
SP212 円形 28 25 21 41.93 Ⅱ C 24-E10-コ
SP213 不定形 32 22 22 41.93 Ⅱ B 25-E1-サ
SP214 円形 35 30 17 41.96 Ⅱ C △ 25-E1-サ
SP215 不定形 23 20 11 42.00 Ⅱ D × 25-E1-サ
SP216 円形 16 14 10 41.99 Ⅱ D × 25-E1-カ
SP217 楕円形 34 23 14 41.98 Ⅱ A 25-E1-サ
SP218 隅丸方形 19 15 23 41.82 Ⅱ B 25-E1-カ
SP219 円形 43 38 71 41.27 Ⅰ B ＋ 24-E10-コ
SP220 円形 19 17 17 41.77 Ⅰ A 24-E10-コ
SP221 円形? - 24 16 41.80 Ⅰ B 24-E10-コ SP222に切られる
SP222 不定形 44 22 18 41.78 Ⅰ A 24-E10-コ SP221を切る
SP224 円形 28 24 18 42.10 Ⅲ B 24-E10-ケ
SP225 不定形 19 14 22 42.03 Ⅲ A 24-E10-エ
SP226 円形 26 23 22 42.05 Ⅲ C 24-E10-エ
SP229 円形 16 15 14 42.05 Ⅲ D × 25-E1-ア
SP232 円形 - 23 17 43.06 Ⅷ B 24-F10-ウ SP061を切る
SP233 円形 23 20 24 42.54 Ⅴ A 24-E10-ネ SP106を切る
SP234 円形 43 37 37 42.26 Ⅳ B 24-E10-ト SP124を切る。SB2
SP235 円形 24 20 22 41.91 Ⅱ D △ 25-E1-サ
SP236 円形 22 21 14 41.98 Ⅱ B 25-E1-カ
SP237 円形 18 16 21 41.91 Ⅱ B △ 25-E1-カ
SP238 楕円形 29 20 15 41.96 Ⅱ D × 25-E1-サ
SP239 円形 27 26 11 42.01 Ⅲ A 25-E1-サ
SP240 楕円形 14 11 10 41.89 Ⅱ D × 25-E1-シ
SP241 不定形 30 20 20 41.80 Ⅰ D × 25-E1-シ
SP242 円形 20 19 19 41.80 Ⅰ D × 25-E1-ス
SP244 楕円形 - 28 11 42.59 Ⅴ B × 24-E10-ト SP138に切られる、SP139を切る
SP245 円形 17 16 19 41.96 Ⅱ B × 25-E1-サ
SP246 楕円形 20 12 18 41.91 Ⅱ B × 25-E1-サ
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

長軸 短軸 深さ 底面 断面 柱痕等
遺構№ 平面形状 底面レベル

(m)
分類 柱穴の

可能性
備　考グリッド

遺構計測(cm) 

SP247 楕円形 31 22 17 42.00 Ⅱ D △ 25-E1-タ
SP248 楕円形 18 14 9 41.94 Ⅱ B × 25-E1-タ～チ
SP249 円形 21 18 11 41.99 Ⅱ A 25-E1-タ
SP250 楕円形 34 30 12 41.96 Ⅱ B 25-E1-タ
SP251 円形 18 16 21 41.87 Ⅱ B 25-E1-ナ
SP252 円形 24 23 16 42.07 Ⅲ B 25-E1-タ
SP253 楕円形 41 30 19 42.11 Ⅲ A 25-E1-タ
SP254 楕円形 32 27 8 42.26 Ⅳ A 25-E1-タ
SP255 楕円形 39 31 25 42.02 Ⅲ D △ 25-E1-タ
SP256 楕円形 30 22 19 42.14 Ⅲ B 25-E1-タ SP423を切る
SP257 不定形 46 35 29 42.20 Ⅲ B 24-E10-ト SP347に切られる
SP258 楕円形 40 33 22 42.23 Ⅳ A 24-E10-ノ SP394を切る
SP259 円形 38 37 28 42.15 Ⅲ B ＋ ○ 24-E10-ノ
SP260 円形 24 22 21 42.18 Ⅲ B 24-E10-ノ
SP261 円形 16 15 8 42.18 Ⅲ B × 25-E1-ナ
SP262 円形 27 26 19 42.00 Ⅱ A 25-E1-タ
SP263 不定形 26 23 29 41.91 Ⅱ B ＋ 25-E1-ナ
SP264 円形 25 22 13 41.96 Ⅱ D × 25-E1-ナ
SP265 円形 16 14 12 41.97 Ⅱ A × 25-E1-ナ
SP266 円形 12 12 12 42.02 Ⅲ A × 25-E1-ナ
SP267 円形 19 16 13 42.14 Ⅲ B × 25-E1-ナ
SP268 円形? - 28 9 42.25 Ⅳ B × 25-E1-ナ SP348に切られる
SP269 円形 30 29 29 42.06 Ⅲ B 25-E1-ナ
SP270 楕円形 - 18 10 42.14 Ⅲ D × 25-E1-ナ SP349に切られる
SP271 不定形 - 20 22 42.04 Ⅲ D × 25-E1-ナ SP272に切られる
SP272 円形 15 14 12 42.13 Ⅲ B × 25-E1-ナ SP271を切る
SP273 円形 18 17 27 41.91 Ⅱ B × 25-E1-ナ
SP274 円形 12 10 14 41.96 Ⅱ D × 25-E1-ナ
SP275 円形? - 15 15 41.97 Ⅱ B × 25-E1-ナ SP350に切られる
SP276 楕円形 27 20 10 42.01 Ⅲ A △ 25-E1-ナ
SP277 円形 19 16 20 41.98 Ⅱ D △ 25-E1-ナ
SP278 楕円形 20 14 16 42.08 Ⅲ D × 25-E1-ナ
SP279 円形 16 16 10 42.11 Ⅲ D × 25-E1-ナ
SP280 隅丸方形 22 20 28 41.95 Ⅱ C ＋ 25-E1-ナ
SP281 円形 33 32 32 42.05 Ⅲ B 25-E1-ナ
SP282 円形 30 25 20 42.21 Ⅳ D △ 24-E10-ノ～25-E1-ナ
SP283 楕円形 23 18 18 42.25 Ⅳ D × 24-E10-ノ 遺物あり
SP284 円形 17 15 15 42.30 Ⅳ A × 24-E10-ノ
SP285 楕円形 34 24 20 42.26 Ⅳ B 24-E10-ノ
SP286 円形 34 34 19 42.26 Ⅳ A 24-E10-ノ
SP287 楕円形 34 28 14 42.32 Ⅳ D × 24-E10-ノ 遺物あり
SP288 円形 40 35 41 42.06 Ⅲ A 24-E10-ノ
SP289 円形 19 16 15 42.36 Ⅳ B × 24-E10-ノ
SP290 円形 30 27 19 42.38 Ⅳ A 24-E10-ノ
SP291 円形 24 21 21 42.36 Ⅳ B 24-E10-ノ
SP292 円形 53 50 45 42.11 Ⅲ B l 24-E10-ノ
SP293 円形 30 26 33 42.22 Ⅳ A 24-E10-ノ
SP294 円形 16 14 8 42.48 Ⅴ D × 24-E10-ノ
SP295 楕円形 24 19 11 42.40 Ⅳ C × 24-E10-ノ
SP296 楕円形 24 16 25 42.24 Ⅳ D × 24-E10-ノ
SP297 円形 36 34 14 42.48 Ⅴ B 24-E10-ノ
SP298 隅丸方形 35 30 40 42.22 Ⅳ D △ 24-E10-ノ SP299を切る
SP299 円形 - 37 41 42.20 Ⅲ C 24-E10-ノ SP298に切られる
SP300 円形 37 34 34 42.22 Ⅳ B 24-E10-ノ
SP301 円形 23 20 7 42.56 Ⅴ A × 24-E10-ノ
SP302 円形 76 68 8 42.51 Ⅴ A l × 24-E10-ノ
SP303 円形 38 38 34 42.18 Ⅲ B 24-E10-ノ
SP304 円形 19 19 10 42.40 Ⅳ A 24-E10-ノ
SP305 円形 28 26 24 42.25 Ⅳ A 24-E10-ノ
SP306 楕円形 35 29 15 42.31 Ⅳ A 24-E10-ノ
SP307 不定形 36 25 14 42.24 Ⅳ B 24-E10-ノ～25-E1-ナ
SP308 円形 20 16 13 42.25 Ⅳ A 24-E10-ノ
SP309 円形 22 19 13 42.23 Ⅳ B 25-E1-ナ
SP310 隅丸方形 25 22 22 42.07 Ⅲ D △ 25-E1-ナ
SP311 円形 19 18 10 42.25 Ⅳ B △ 25-F1-ア
SP312 円形 19 19 16 42.07 Ⅲ A △ 25-F1-ア
SP313 円形 21 19 9 42.39 Ⅳ B × 24-F10-オ
SP314 円形 25 22 7 42.43 Ⅴ B × 24-F11-オ
SP315 円形 20 19 10 42.26 Ⅳ A △ 25-F1-ア
SP316 楕円形 22 16 8 42.18 Ⅲ B × 25-F1-ア
SP317 円形 21 18 8 42.31 Ⅳ B × 25-F1-ア
SP320 円形 20 19 10 42.15 Ⅲ A △ 25-F1-ア
SP321 円形 23 21 8 42.26 Ⅳ D × 25-F1-ア
SP322 楕円形 22 14 10 42.25 Ⅳ D × 24-F-0-コ 遺物あり
SP323 楕円形? - 16 15 42.30 Ⅳ D × 24-F10-コ
SP324 円形 19 16 11 42.30 Ⅳ D × 24-F10-コ
SP325 楕円形 27 22 16 42.22 Ⅳ B 24-F10-コ～25-F1-カ
SP326 不定形 49 40 24 41.92 Ⅱ C 25-F1-カ
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第３節　遺構

長軸 短軸 深さ 底面 断面 柱痕等
遺構№ 平面形状 底面レベル

(m)
分類 柱穴の

可能性
備　考グリッド

遺構計測(cm) 

SP327 不定形 29 21 16 41.94 Ⅱ B 25-F1-カ
SP328 円形 18 15 9 42.14 Ⅲ D × 25-F1-カ
SP329 不定形 35 24 19 42.10 Ⅲ C 25-F1-カ
SP330 円形 16 13 13 42.14 Ⅲ C × 25-F1-カ
SP331 円形 22 21 16 42.08 Ⅲ B 25-F1-カ
SP332 円形 14 13 8 42.13 Ⅲ D × 25-F1-カ
SP333 円形 32 32 19 42.30 Ⅳ A 24-E10-ソ～ト SP158を切る
SP334 楕円形? - 45 52 42.13 Ⅲ A 24-E10-ト SP136に切られる
SP342 楕円形 28 16 10 42.48 Ⅴ B △ 24-E10-ケ SP180を切る
SP343 円形 28 22 11 42.27 Ⅳ B 24-E10-ソ SP196,SP197を切る
SP344 円形 28 26 22 42.65 Ⅵ D △ 24-E10-ス
SP346 円形 23 20 13 42.80 Ⅵ D × 24-E10-ス
SP347 円形 34 31 29 42.21 Ⅳ A 24-E10-ト SP257を切る
SP348 円形 35 32 22 42.10 Ⅲ D △ 25-E1-ナ SP268を切る
SP349 円形 16 14 7 42.16 Ⅲ D × 25-E1-ナ SP270を切る
SP350 円形 12 10 16 41.96 Ⅱ D × 25-E1-ナ SP275を切る
SP359 楕円形 30 29 31 41.84 Ⅱ B 25-E1-ツ
SP360 楕円形 21 16 27 41.87 Ⅱ A 25-E1-ツ～テ
SP366 円形 22 18 17 41.86 Ⅱ D 25-E1-ツ
SP370 円形 37 35 66 41.98 Ⅱ B ＋ 24-E10-テ SB2
SP371 楕円形 39 30 14 42.49 Ⅴ B 24-E10-テ
SP372 楕円形 48 40 38 42.28 Ⅳ C 24-E10-テ SB2
SP373 円形 37 33 33 42.33 Ⅳ A ＋ 24-E10-テ
SP374 円形 - 50 51 42.20 Ⅲ A 24-E10-テ SP375に切られる
SP375 円形 44 42 33 42.38 Ⅳ B 24-E10-テ SP374を切る
SP376 円形 25 21 10 42.53 Ⅴ D × 24-E10-ネ
SP377 円形 39 37 24 42.40 Ⅳ A 24-E10-ネ SK1を切る
SP378 不定形 38 27 47 42.15 Ⅲ C ＋ 24-E10-ネ SK1を切る
SP380 円形 30 28 39 42.29 Ⅳ A 24-E10-ネ SK2を切る
SP381 円形 44 40 34 42.31 Ⅳ A 24-E10-ネ SK2,SP411を切る
SP384 楕円形? - 25 37 42.24 Ⅳ D △ 24-E10-ネ SP092に切られる
SP385 円形 94 84 103 41.08 Ⅰ C ＋l ○ 25-E1-イ 高床式倉庫SB1
SP386 円形 100 93 88 41.22 Ⅰ C ＋l ○ 25-E1-イ 高床式倉庫SB1
SP387 円形 90 86 105 41.05 Ⅰ A l 25-E1-キ SP388に切られる。高床式倉庫SB1
SP388 楕円形 50 44 105 41.05 Ⅰ C ＋l ○ 25-E1-キ SP387,SP389を切る 。高床式倉庫SB1
SP389 楕円形 52 - 6 42.03 Ⅲ B × 25-E1-キ SP388に切られる
SP390 円形 - 85 100 41.12 Ⅰ C l 25-E1-イ SP391に切られる,SP442を切る。高床式倉庫SB1
SP391 楕円形 59 51 88 41.24 Ⅰ B ＋l ○ 25-E1-イ SP390,SP392,SP442を切る。高床式倉庫SB1
SP392 楕円形? - 40 27 41.85 Ⅱ D × 25-E1-イ SP391,SP442に切られる
SP394 楕円形 35 - 20 42.28 Ⅳ B 24-E10-ト～ノ SP258に切られる
SP406 円形 21 19 23 42.45 Ⅴ B 24-E10-ノ SP102を切る
SP407 円形? - 21 19 42.36 Ⅳ B 24-E10-ノ
SP408 円形? - 42 37 42.26 Ⅳ B 24-E10-ト SP108.SP109に切られる
SP409 円形 35 34 66 42.06 Ⅲ A 24-E10-ト
SP410 円形 52 42 80 42.18 Ⅲ A 24-E10-テ SB2
SP411 円形 25 23 9 42.48 Ⅴ B △ 24-E10-ネ SK2を切る。SP381に切られる
SP423 楕円形? - 24 14 42.19 Ⅲ B 25-E1-タ SP256に切られる 　
SP424 円形 20 19 14 42.13 Ⅲ A 25-F1-ア
SP442 楕円形? - 52 13 41.98 Ⅱ C × 25-E1-イ SP391に切られる

※柱穴の可能性　○…可能性高い　△…要検討　×…可能性低い

分類

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

底面レベル (20㎝区切り)

41.80ｍ以下
41.81～42.00ｍ
42.01～42.20ｍ
42.21～42.40ｍ
42.41～42.60ｍ
42.61～42.80ｍ
42.81～43.00ｍ
43.01～43.20ｍ
43.21～43.40ｍ

Ａ 類 

掘方断面

遺構計測

146基 
（40.4％）

（32.7％）

（9.7％）

（17.2％）

118基 

35基 

62基 

B 類 

C 類 

D 類 

361基

計　361基
直径20cm以上30cm未満 91基
直径30cm以上 197基
直径20cm以上かつ深さ20cm以上 187基

△

△

△

△
△

△

△

△

△

×
×

○

○
○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○
○

○

第Ⅳ‐７表　遺構計測分類表　工区１
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

第Ⅳ‐７図　ピット断面図１

(S=1/30)
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1.7.5YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。炭粒
　がわずかに入る。締りは強い。7.5YR5/8明褐色土
　（マージ）が5～10mm程のブロックで10%ほど混
　じる。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。炭粒
　がわずかに入る。締りは強い。マージが5～10mm
　ほどのブロックで10%ほど混じる。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが5～10mm程のブロックで10%ほど混じ
　る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マー
　ジが5～10mm程のブロックで30%ほど混じる。
　炭粒や数mmの焼土が2%ほど入る。締りは強い。
3.7.5YR4/6 褐色､粘性の高い砂質シルト。1･２層
　の土が10%ほど混じる。炭が数mm～粒状でわず
　かに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マー
　ジが小ブロックで25%ほど混じる。5～10mmほ
　どの石灰岩礫がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マー
　ジが小ブロックで30%ほど混じる。数mmの焼土
　粒や炭粒が5%ほど混じる。締りはやや弱い。
2.7.5YR4/6 褐色､粘質シルト。1層の土がまだら状
　に40%ほど混じる。締りは強い。
3.7.5YR4/6 褐色､粘質シルト。1層の土がまだら状
　に30%ほど混じる。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが小ブロックで20%ほど混じる。焼土･炭
　粒が少し混じる。締りは強い。

SP007
1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。焼土粒が
　わずかに入る。締りはやや弱い。

SP008
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだらに40%ほど混じる。炭･焼土が
　数mm～1cmほどの小ブロックで10%ほど入る。
　締りは弱い。

1.7.5YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが小ブロックで40%ほど混じる。炭粒が
　少し入る。締りは強い。

Ⅰ.7.5YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。炭
　粒をごくわずかに含む。しまりはかなり強い。
　石灰岩の粒がやや多く混じる。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20％ほど混じる。炭･焼土が
　粒状～1cm程の塊で少し入る。ごくわずかに石灰
　岩粒が含まれる。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､粘土質シルト。マージがまだら状
　に10%ほど混じる。炭･焼土が粒状にわずかに含
　まれる。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状に15%ほど混じる。炭･焼土が粒
　状～2cmほどの大きさで少し入る。締りはかな
　り強い。
2.7.5YR5/6 明褐色､粘性のあるシルト。マージか
　マージに1層の土がまだら状に30%ほど混じる。
　断面右側の方がやや混ざりが多い。炭･焼土粒が
　少し入る。締りはあまり強くない。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。炭が
　粒状に10%ほど混じる。石灰岩粒が少し入る。
　締りはかなり強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに含まれる。締りはあまり強くない。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に25%ほど混じる。炭粒
　がごくわずかに入る。締りはかなり弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に30%ほど混じる。炭粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒
　が少し入る。石灰岩粒が少し入る。締りは強い。
2.7.5YR5/6 明褐色（マージ）､マージに1層の土が
　30%ほど混じる。1層より粘性が高く､締まりが
　かなり強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マージがまだら状に30% ほど混ざる。炭･焼土が粒状～
　数cmの塊でかなり多く入る。（特に焼土が大きめの塊が多い）締りはあまりない。クチャがごくわずか
　に入る。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土が粒～1cm
　ほどの塊でやや多く入る。締りは弱い。
3.10YR4/6 褐色､粘性のある砂質シルト。マージがまだら状に40%ほど混ざる。炭･焼土粒がわずかに入
　る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10%ほど混じる。炭･焼土が
　粒状に少し入る。（焼土は所々に2cm程の塊あり）
　締りは強くない。

1.10YR4/6 褐色､粘性のある砂質シルト。マージが
　まだら状に25%ほど混じる。炭･焼土が粒状に少
　し入る。締りはあまり強くない。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる（右側がやや
　多い）。炭粒がわずかに入る。石灰岩粒が少し入る。
　締りは強い。
2.7.5YR4/6 褐色､粘性のある砂質シルト。マージが
　まだら状に40%ほど混じる。炭･石灰岩粒がごく
　わずかに入る。締りはかなり強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭粒が1%
　ほど入る。締りはあまり強くない。

SP059
1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10%ほど混じる。炭･焼土が
　粒状にわずかに入る。締りは非常に弱い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭・焼土が
　粒状にごくわずかに入る。締りは強くない。

SP022
1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土が
　粒～1cm程の塊で3%ほど入る。締りはあまり強
　くない。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒
　が少し入る。締りはあまり強くない。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭・焼土粒
　がわずかに入る。クチャがわずかに入る。締りは
　弱い。

1.7.5YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。
2.7.5YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭粒がごく
　わずかに入る。締りはかなり強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。混じりは
　右上部がやや多い。炭粒が少し入る。締りは強い。
2.7.5YR5/6 暗褐色（マージ）､マージに10YR4/6
　褐色土（やや粘性のある砂質シルト）が20%ほど
　混じる。締りは強い。
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第３節　遺構

第Ⅳ‐８図　ピット断面図２

(S=1/30)
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1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは弱い。
3.7.5YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　10YR4/6褐色土がまだら状に15%ほど混じる。
　締りは強い。

1.7.5YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　10YR4/4褐色土がまだら状に30%ほど混じる
　（ベースの土よりやや粘性高い）。炭･焼土粒をご
　くわずかに含む。石灰岩粒がわずかに入る。締り
　はやや弱い。

1.7.5YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　10YR4/4褐色土（やや粘性のある砂質シルト）が
　まだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒がごくわ
　ずかに入る。締りは強い。

1.7.5YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが小ブロックで10%ほど混じる。炭･焼土
　粒がごくわずかに入る。締りは強い。
2.7.5YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒､
　石灰岩粒がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土が
　粒～1cmの塊で入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､粘性のある砂質シルト。マージが
　まだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒が少し入
　る。締りは強い。

1.7.5YR4/6 褐色､粘性のある砂質シルト。ベース
　の土に10YR4/6褐色土（やや粘性のある砂質シ
　ルト）が40%ほど混じる。炭が粒～1cmほどの塊
　で少し入る。締りはあまり強くない。

1.7.5YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。締りは強い。

SP037
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭粒がごく
　わずかに入る。締りは強い。
2.砂質シルト。赤土の混じりが多い。締りやや弱い。

SP038
1.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト。マージが
　細かいまだら状に7%ほど混じる。炭･焼土粒がご
　くわずかに入る。締り弱い。

1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･
　焼土粒がやや多く入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージに1層の土が30%ほど混じる。締りは強い。

1.7.5YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト。マージが
　細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒が
　わずかに入る。締りが非常に弱い。
2.7.5YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に15%ほど混じる。炭･
　焼土粒がわずかに入る。締りはあまり強くない。

SP112
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが1～2cmの小ブロックで7%ほど混じる。
　混じりは下にいくにつれやや多くなる。炭粒･焼
　土（粒～3cmのブロック）が少し入る。締りは強い。

SP041
1.7.5YR5/6 明褐色（マージ）､マージに10YR4/6褐
　色（やや粘性のある砂質シルト）が50%ほど混じ
　る。混じりは下にいくにつれ若干少なくなる。炭･
　焼土･石灰岩粒がわずかに入る。締りは強い。

1.7.5YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭粒がごく
　わずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･
　焼土粒がやや多く入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒
　が少し入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10%ほど混じる（左側の方が
　やや混ざりが多い）。炭･焼土粒がやや多く入る。
　締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締り強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが50%ほど混じる。炭･焼土粒がごくわず
　かに入る。締りは強い。 1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。

　マージや10YR3/4暗褐色土がまだら状に20%ほ
　ど混じる。炭･焼土粒が少し入る。締りはやや弱い。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状に10%ほど混じる。炭･焼土が粒～
　1cm程の塊で多く入る。締りは弱い。
2.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒
　が少し入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージ細かいまだら状で30%ほど混じる。炭･焼
　土粒が少し入る。締りはやや弱い（特に下部）。
2.7.5YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　10YR4/4褐色土がまだら状に15%ほど混じる。
　炭粒がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に15%ほど混じる。炭･
　焼土粒がわずかに入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状で20%ほど混じる。炭･
　焼土粒がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状で30%ほど混じる。締り
　は強い。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状で10%ほど混じる。炭･
　焼土が粒～1cmの塊で少し入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。混じりは下
　部の方がやや多い。炭･焼土粒が多く入る。締りは
　強い。
2.7.5YR4/4 褐色､ベースの土に10YR4/4褐色土が
　10%ほど混じる（どちらもやや粘性のある砂質
　シルト）炭粒がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状で7%ほど混じる。炭･焼
　土が粒～1cmの塊でやや多く入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･
　焼土粒がわずかに入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/6 褐色､粘性のある砂質シルト。マージが
　ブロックで40%ほど混じる。炭粒がまだら状にや
　や多く入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りはあまり強くない。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージの混ざりが40～50%ほど。締りは強い。

1.7.5YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。
2.7.5YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭粒がわず
　かに入る。締りは強い。1層より2層の方が粘性が
　強い。
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

第Ⅳ‐９図　ピット断面図３

(S=1/30)
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SP232
1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

SP061
1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･
　焼土粒が少し入る。締りはやや弱い。

SP062
1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　炭粒がごくわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。炭･
　焼土･石灰岩が少し入る。締りは上部は強いが､
　下部はかなり弱い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30％ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭が
　粒～1cm程の塊でわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。石灰岩粒が
　わずかに入る。締りは強い。
3.7.5YR4/6 褐色､粘性のある砂質シルト。炭粒が少
　し入る。締りは強い。

SP066
1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締り強い。

SP067
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に7%ほど混じる。炭･焼
　土が粒～1cmほどの塊で少し入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10％ほど混じる。
　炭･石灰岩粒がわずかに入る。締りは強い。
２.10YR4/6 褐色､砂質シルト。
　マージ粒が多く混入する。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に5%ほど混じる。炭･焼
　土粒がごくわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

SP070
1.10YR4/6 褐色､やや粘性ある砂質シルト。マージ
　が細かいまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

SP071
1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。混じりは下
　部にいくにつれ多くなる。炭･焼土粒がごくわず
　かに入る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージの混ざりが1層より多く､50%ほど。締りは
　強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土粒が少し入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土粒が少し入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。混じりは下
　部にいくにつれ多くなる。炭･焼土粒が少し入る。
　締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。混じりは下
　部にいくにつれ多くなる。炭･焼土粒がごくわず
　かに入る。締りは強い。 1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。

　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に30%ほど混じる。炭･
　焼土粒が少し入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･
　焼土粒が少し入る（中央部に集中）。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが小ブロックで30%ほど混じる。炭･焼土･
　石灰岩粒が少し入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で5%ほど混じる。炭･焼土粒がわず
　かに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に15%ほど混じる。炭
　焼土粒がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に15%ほど混じる。炭･
　焼土粒が少し入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。特に右側は
　マージの混じりが多い。炭･焼土･石灰岩粒がわず
　かに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　炭粒がごくわずかに入る。締りは強い。
2.7.5YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。混じりは下
　部にいくにつれやや多くなる。炭･焼土粒がわず
　かに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。石灰岩粒が
　わずかに入る。締りは弱い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。石灰
　岩粒が少し入る。炭･焼土粒がわずかに入る。締り
　は強い。
3.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。石灰岩粒が
　ごくわずかに入る。締りは弱い。
4.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。締りは強い。

２.10YR4/4 褐色､粘質強い砂質シルト。
　白色粒がわずかに混入する。
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第３節　遺構

第Ⅳ‐10 図　ピット断面図４
(S=1/30)
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SP105
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マージが粒で5%ほど
　混じる。炭･焼土が粒～数cmの塊でかなり多く入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マージが細かいまだら
　状に25%ほど混じる。炭･焼土が粒～数cmの塊でやや多く入る。
　締りは強い。

SP202
1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。マージがまだら状
　に20%ほど混じる。炭･焼土粒がわずかに入る。締り良い。
2.砂質シルト。1層類似。赤土粒多。締りやや強い。

SP106
1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。混じりは下
　部にいくにつれやや多くなる。炭･焼土･石灰岩粒
　がわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､粘性のある砂質シルト。炭粒がご
　くわずかに入る。締りは弱い。

SP233
1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締り強い。

1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･
　焼土･石灰岩粒がわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト。マージ
　がまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒がご
　くわずかに入る。締りはやや弱い。

SP108
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マー
　ジが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･焼土
　が粒～2cmほどの塊で多く入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト。マージが
　まだら状に50%ほど混じる。炭･焼土粒がわずか
　に入る。締りは強い。

SP109
1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状に10%ほど混じる。炭･焼土粒がや
　や多く入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

SP111
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。マージの混
　じりは下にいくにつれ多くなる。炭･焼土が粒～
　1cmほどの塊でやや多く入る（特に上面近く）。
　締りは強い。

SP110
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭･焼土粒
　が少し入る。締りは強い。

SP115
1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。マー
　ジが粒～1cmほどの塊で少し混じる。炭･焼土が粒～
　1cmほどの塊で多く入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マージが
　細かいまだら状で10%ほど混じる。締りはやや弱い。

SP114
1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。マー
　ジが粒状で7%ほど入る。混ざりは下部にいくにつれ多
　くなる。炭･焼土粒が多く入る。締りは強い。

SP113
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マージが
　まだら状に30%ほど混じる。混ざりは下部にいくにつ
　れ多くなる。炭粒･焼土･石灰岩粒が少し入る。締りは
　やや弱い。
2.10YR5/4 にぶい黄褐色､粘性のある砂質シルト。マー
　ジがまだら状に20%ほど混じる。やや締りなし。
3.10YR4/6 褐色､粘性のある砂質シルト。マージがまだ
　ら状に40%ほど混じる。締りは良い。

1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10%ほど混じる。炭･焼土が
　粒～1cmほどの塊でやや多く入る。石灰岩粒がわ
　ずかに入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りはやや弱い。※石の周囲は
　特に締りが弱い。
3.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージが細かいまだら状に30%ほど混じる。
　炭･焼土が粒～3cmほどの塊でやや多く入る。
　石灰岩粒や石器らしき石粒が少し入る。締り
　は強い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に30%ほど混じる。
　炭･焼土粒がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒～小ブロックでまだら状に混じる。
　炭･焼土粒が少し入る。締りは強い。

SP094
1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージ粒が少し入る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30％ほど混じる。締り
　は強い。

SP093
1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージが細かいまだら状に10％ほど混じ
　る。炭･焼土粒が少し入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40％ほど混じる。炭･焼土
　粒がごくわずかに入る。締りは強い。

SP096
1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。マー
　ジが細かいまだら状に5％ほど混じる。炭･焼土粒が
　少し入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マージが
　まだら状に20％ほど混じる。炭･焼土粒がごくわずか
　に入る。締りは強い。
3.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マージが
　小ブロックでまだら状に40％ほど混じる。締りは強い。

SP095
１.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マージ
　が細かいまだら状に30％ほど混じる。炭･焼土粒がご
　くわずかに入る。（下部の塊以外）締りはやや弱い。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージが細かいまだら状に10％ほど混じ
　る。炭･焼土粒がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージが細かいまだら状に30％ほど混じ
　る。混じりは下部にいくにつれやや多くなる。
　炭･焼土粒が少し入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で7%ほど混じる。炭･焼土粒がわず
　かに入る。締りは強い。
2.7.5YR4/6 褐色､粘性のある砂質シルト。10YR4/6
　褐色土（やや粘性のある砂質シルト）がまだら状
　に10%ほど混じる（検出面に集中する）。締りは
　強い。
3.10YR4/6 褐色､粘性のある砂質シルト。2mm～
　1cm大マージ30%､2mm大炭粒2%､2mm大焼土
　粒1%未満含む。締りはやや強め。南側には磁器碗
　が刺さる形で埋まっていた。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で7%ほど混じる。炭･焼土が粒～
　2cmほどの塊でやや多く入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト。マージ
　が細かいまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土
　が粒～1cmほどの塊で少し入る。締りは強い。

SP102
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マージが
　粒～小ブロックで10%ほど混じる。炭･焼土粒が少し
　入る。上部5cm程のところのみ石灰岩粒がわずかに入
　る。全体的に締りは強いが､右側中央部が締りが弱い。
2.7.5YR5/8 明褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　10YR4/4褐色のやや粘性のある砂質シルトが細かい
　まだら状に7%ほど混じる。締りは強い。
3.7.5YR5/8 明褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　10YR4/4褐色のやや粘性のある砂質シルトが細かい
　まだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒が褐色土に伴
　ってわずかに入る。締りは上部はやや弱いが下部にい
　くにつれ強くなる。　　　　　　　　　　              ↗

4.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト。マージ
　が細かいまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りはやや弱い。

SP406
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭粒がごく
　わずかに入る。締りは良い。  

SP117
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質
　シルト。マージが粒状に7%ほど混じ
　る。炭･焼土粒が多く入る。石灰岩粒
　が少し入る。締りは強い。

SP116
1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。マージが細かいまだら状
　に10%ほど混じる。炭･焼土が粒～1cmほどの塊で多く入る。締りは弱い。
2.10YR4/3 にぶい黄褐色､やや粘性のある砂質シルト。マージがまだら状に
　40%ほど混じる。混じりは下部にいくにつれ多くなる。炭･焼土･石灰岩粒
　がわずかに入る。締りはやや弱い。
3.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マージがまだら状に40%ほど
　混じる。炭･焼土粒がやや多く入る。締りは強い。
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

第Ⅳ‐11 図　ピット断面図５
(S=1/30)
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※SP122の1層と3層は
同じ層の可能性が高
いが、半裁ラインも別
で、注記もそれぞれ別
に行っている為別の
層番号をふっている。
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SP120
1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。混じりは下
　部にいくにつれ多くなる。炭･焼土･石灰岩粒がわ
　ずかに入る。締りは強い。

SP119
1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土粒がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。混じりは下
　部にいくにつれやや多く､まだらも大きくなる。
　炭･焼土粒がやや多く入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に25%ほど混じる。炭･
　焼土粒が少し入る。締りは強い。
3.10YR4/6 褐色､粘性のある砂質シルト。マージが
　マーブル状に40%ほど混じる。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど入る。炭･焼
　土粒がごくわずかに入る。締りはやや弱い。
2.10YR5/4 にぶい黄褐色､わずかに粘性のある砂
　質シルト。マージがまだら状に20%ほど混じる。
　締りは良い。
3.マージ層に粘性のある砂質シルト（10YR5/4にぶ
　い黄褐色）が40%ほど混じる。炭粒がごくわずか
　に入る。締りは良い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で5%ほど混じる。炭･焼土粒が
　わずかに入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土
　粒がごくわずかに入る。締りは強い。
3.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。
　炭･焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。
　※2層より3層のほうが粘性が強い。

SP234
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りはやや弱い（特に下部
　にいくにつれ締りがやや弱まる）。

SP124
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に5%ほど混じる。炭･焼土粒が
　ごくわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭･焼土が
　粒～5mm程の塊で少し入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土粒が少し入る。締りはやや弱い。
3.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りはやや弱い。

SP128
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質
　シルト。マージが細かいまだら状に
　30%ほど混じる。炭･焼土粒がわずか
　に入る。締りは強い。　　　　　↗

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは弱い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りはかなり弱い。
2.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト。マージが
　まだら状に30%ほど混じる。炭・焼土粒がごくわ
　ずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状に少し混じる。炭･焼土粒がごくわ
　ずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に50%ほど混じる。締りは強い。

SP127
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質
　シルト。マージが粒状に10%ほど混じ
　る。炭･焼土が粒～1cmほどの塊でや
　や多く入る。締りは強い。

SP126
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状に15%ほど混じる（一部ブロ
　ックもある）。炭･焼土が粒～1cm程の塊で
　やや多く入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に混じる（上部は40％
　ほど､下部は20%ほどだが､明瞭なライン
　はない）。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で少し入る。炭･焼土粒がごくわず
　かに入る。締りはやや弱い。

1.10YR4/4褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･
　焼土粒が少し入る。締りは弱い。
2.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト。マージが
　まだら状に30%ほど混じる。炭粒がごくわずかに
　入る。締りは強い。

SP135
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒～小ブロックで10%ほど混じる。炭･
　焼土粒が少し入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土粒がわずかに入る。締りはやや弱い。

SP134
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で5%ほど混じる。炭･焼土粒がやや
　多く入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが小ブロックで10%ほど混じる。炭･焼土
　粒がわずかに入る。締りは強い。

SP136
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りはやや弱い。

SP334
1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で7%ほど入る。炭・焼土が粒～1cm
　程の塊でやや多く入る。締りは強い。

SP138
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で少し入る。炭･焼土が粒～1cm
　ほどの塊でわずかに入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土
　粒がごくわずかに入る。締りやや弱い。
3.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土
　粒がごくわずかに入る。締りは強い。

SP244
1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状でわずかに混じる。炭･焼土粒が少
　し入る。締りはやや弱い。

SP139
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土･
　石灰岩粒がわずかに入る。締りは強い。

SP141
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状～小ブロックで10%ほ
　ど混じる。炭･焼土･石灰岩粒がごくわずかに入る。
　締りは強い。

SP140
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で10%ほど混じる。炭･焼土が粒～
　1cm程の塊でやや多く入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状で5%ほど混じる。混じ
　りは下部にいくにつれやや多くなる。炭･焼土が
　粒～3cmほどの塊で少し入る。締りは弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で少し混じる。炭･焼土粒がわずか
　に入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に25%ほど混じる。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りは良い。
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第３節　遺構

第Ⅳ‐12 図　ピット断面図６

(S=1/30)
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1層の土と思われる。
完堀の際に下部より
柱の跡と思われる円が
でていたので、347-2と
ポイントを新たに設定
して切り直した。
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SP145
1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で5%ほど混じる。炭･焼土粒が少し
　入る。締りはやや弱い。

SP144
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で5%ほど混じる。炭･焼土粒がやや
　多く入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状で20%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状に7%ほど混じる。炭･焼土粒が少し
　入る。締りは強い。
2.10YR3/4 褐色砂質シルト。

SP147
1.10YR5/6 黄褐色､粘性のある砂質シルトに10YR4/4
　褐色土（やや粘性のある砂質シルト）がまだら状に
　40%ほど混じる（ベースはおそらくマージの変質土）。
　炭･焼土粒が少し入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マージが
　細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･焼土粒がやや
　多く入る。締りは強い。      
3.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状にわずかに混じる。炭粒がごくわずかに
　入る。締りは強い。
4.10YR4/4 マージ層に粘性のある砂質シルト層が30%
　ほど混じる。炭･焼土粒もわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土粒がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土が粒～数cmの塊がかなり多く入る。締りは
　やや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト（1層
　よりは粘性やや強い）。マージが細かいまだら状
　に10%ほど混じる。炭･焼土が粒～数cmの塊
　なり多く入る。締りは弱い。

1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土粒が少し入る。締りはやや弱い。 1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。

　マージが細かいまだら状に15%ほど混じる。炭･
　焼土粒がわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､粘性のある砂質シルト。炭･焼土
　粒がわずかに混じる。締りは強い。

1.7.5YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で少し混じる。炭･焼土が粒～2cm
　ほどの塊でかなり多く入る。締りはやや弱い。

SP154
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･
　焼土が粒～数cmの塊でかなり多く入る（中央よ
　り下部がより多くなる）。締りは下部の一部分はか
　なり弱いところがあるが､それ以外の部分は強い。
2.7.5YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　10YR4/4褐色土（やや粘性のある砂質シルト）が
　30%ほど混じる。炭･焼土がごくわずかに入る。
　締りはやや弱い。

SP155
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状に10%ほど混じる。炭･焼土が粒～
　1cmほどの塊でかなり多く入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状に5%ほど混じる。炭･焼土が粒～
　2cmほどの塊で多く入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に15%ほど混じる。炭･
　焼土が粒～2cmほどの塊でかなり多く入る。締り
　はやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状に5%ほど混じる。炭･焼土が粒～
　1cmほどの塊でやや多く入る。締りは強い。

SP333
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に5%ほど混じる。炭･焼
　土が粒～1cmほどの塊でかなり多く入る。締りは
　強い。
 
SP158
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒で少し混じる。炭･焼土粒がやや多く
　入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　炭･焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。締りはやや
　弱い。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージ粒が少し混じる。炭･焼土粒がごくわずか
　に入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･
　焼土粒がわずかに入る。締りは強い。 1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。

　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締り強い。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　が少し入る。締りはやや弱い。

SP148
1.10YR3/4 暗褐色､粘性のある砂質シルト。マージが粒～1cmほどの塊で少し入る。
　炭･焼土が粒～2cmほどの塊で多く入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､粘性のある砂質シルト。マージが細かいまだら状で7%ほど混
　じる。炭･焼土粒がやや多く入る。締りは強い。

SP165
1.10YR3/4 暗褐色､若干粘性のある砂質シルト。
　2mm～2cm大マージ10%､2～5mm大焼土粒5%､
　2～5mm大炭粒3%､1～2mm大石灰岩粒1～2%
　ほど含む。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､粘性のある砂質シルト。2mm～
　1cm大マージ7%､2～5mm大炭粒5%､2～5mm大
　焼土粒3%､1～2mm大石灰岩粒1～2%ほど含む。
　締りは1層よりも弱め。
3.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　2mm～2cm大マージ20%､2～5mm大炭粒5%､
　2mm～1cm大焼土粒3%､1～2mm大石灰岩粒1～
　2%ほど含む。締りは1層よりも少し弱めだが､強
　めの所もあり。

SP164
1.10YR4/6 褐色､砂質シルト。2mm～1cm大マージ
　15%､2～5mm大炭粒2%､2mm大焼土粒1%､1～
　2mm大石灰岩粒1～2%ほど含む。締りは少し弱め。

SP166
1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　2mm～1cm大マージ7%､2～5mm大炭粒3%､2～
　5mm大焼土粒1%､1～2mm大石灰岩粒1～2%含
　む。締りは強いが､下部は少し弱いところもあり。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　2mm～5cm大マージ40%､2～5mm大炭粒3%､
　2mm～1cm大焼土粒・焼土固まり2%､1～2mm
　大石灰岩粒1～2%含む。締りは1層より少し弱め。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状でわずかに混じる。炭･焼土が粒～
　数cmの塊でかなり多く入る（下半部は特に集中
　する。締りも弱い）。全体的な締りはやや弱い。
2,10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状に20%ほど混じる。炭・焼土粒が少
　し入る。締りは強い。
3.10YR4/6 褐色､マージ粒混じり。
　砂質シルト。1.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル

　ト。マージが細かいまだら状に7%ほど混じる。
　混じりは下部にいくにつれやや多くなる。炭･焼
　土粒がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土粒が少し入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。
　炭･焼土粒が少し入る。締りは強い。
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

第Ⅳ‐13 図　ピット断面図７
(S=1/30)
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1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

１.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージが粒状でわずかに混じる。炭･焼土粒が
　ごくわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。締りは強い。

SP175
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

SP174
1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土粒がわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

SP179
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

SP178
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。

SP180
1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

SP342
1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒
　が少し入る。締りは強い。

SP182
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

SP181
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状に少し混じる。炭･焼土粒がわずか
　に入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に30％ほど混じる。締
　りは強い。

SP184
1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状に3%ほど混じる。炭･焼土粒が少し
　入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

SP183
1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状に少し混じる。炭･焼土粒がわずか
　に入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に5%ほど混じる。炭･焼土粒が
　わずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。

SP188
1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　炭･焼土粒が少し入る。締りは強い。

SP187
1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　炭･焼土粒がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状に5%ほど混じる。炭･焼土粒がわず
　かに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土が
　粒～1cmほどの塊で多く入る。締りは弱い。

1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土粒がわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒
　がやや多く入る。締りは弱い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マー
　ジが細かいまだら状に7%ほど混じる。炭･焼土が
　粒～1cmほどの塊で多く入る。締りは弱い。

SP196
1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。10Y
　R4/4褐色土（やや粘性のある砂質シルト）が10%
　ほどまだら状に混じる。炭･焼土粒がごくわずか
　に入る。締りはやや弱い。

SP343
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に7%ほど混じる。炭･焼
　土粒がごくわずかに入る。締りは強い。
　
SP197
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土粒が少し入る。締りは強い。※S543より締り
　が強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マー
　ジが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土
　が粒～1cmほどの塊で多く入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土
　粒がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージがまだら状に30%ほど混じる。しまり
　は強い。

1.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土
　粒がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが1~2cmほどの小ブロックで少し混じる。
　炭･焼土が粒～1cmほどの塊で少し入る。締りは
　かなり強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土が
　粒～1cmほどの塊で少し入る。締りは強い（1層
　よりはやや弱い）。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で少し混じる。炭･焼土粒がわずか
　に入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で少し混じる。炭･焼土が粒～1cm
　ほどの塊でやや多く入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト。マージが
　まだら状に30%ほど混じる。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒
　が少し入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージが1～2cmの小ブロックで7%ほど混じ
　る。炭･焼土粒がわずかに入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージがまだら状に40～50%ほど混じる。混
　じりは下部にいくにつれ多くなる。炭･焼土粒が
　ごくわずかに入る。締りは強い。

SP209
1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。混じりは下
　部にいくにつれ多くなる。炭･焼土粒がごくわず
　かに入る。締りはやや弱い。

SP208
1.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土
　粒が少し入る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。1層
　の暗褐色土が15%ほど混じる。炭･焼土粒がごく
　わずかに入る。締りはやや弱い。
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第３節　遺構

第Ⅳ‐14 図　ピット断面図８
(S=1/30)
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1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージがまだら状に20%ほど混じる。炭粒が
　ごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭･焼土
　粒がやや多く入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージがまだら状に25%ほど混じる。炭･焼土
　粒がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土
　粒がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10%ほど混じる。炭･焼土
　が粒～1cmほどの塊で入る。締りは強い。

1.7.5YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に5%ほど混じる。炭･焼
　土･石灰岩粒が少し入る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト（マー
　ジとよく混ざっている。粘性は1層より強い）。
　炭粒が少し入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト
　（マージとよく混ざっている）。炭粒がごくわずか
　に入る。締りは強い。

SP222
1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に30%ほど混じる。炭粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

SP221
1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　炭粒がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが1～2cmほどの塊で少し混じる。炭･焼
　土粒がわずかに入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､マージ（1mm～約1cm大）が約
　10%､炭粒･焼土粒（2mm大）1%未満含む。

1.10YR3/4 暗褐色､マージ（2mm～約2cm大）が7%､
　炭粒（2～5mm大）3%､焼土粒（2mm大）1%未満含
　む。

SP215
1.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭･焼土粒が
　少し入る。締りは強い。

SP214
1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒が
　ごくわずかに入る。締りは強い。

SP213
1.10YR4/4 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒が
　わずかに混じる。締りは強い。
2.10YR5/4 にぶい黄褐色､粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に40%ほど混じる。締りは
　良い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で少し混じる。炭･焼土粒がわずか
　に入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが小ブロックでわずかに混じる。炭･焼土
　が粒～1cmほどの塊でやや多く入る。上部の締り
　は強いが､下部の締りは弱い。

SP236
1.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。炭･焼土粒がわずかに入る。締りは強い。

SP237
1.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。
　混じりは下部の方が多い。炭･焼土が粒～5mmの
　塊で少し入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で少し混じる。炭･焼土粒がわずか
　に入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　炭粒が少し入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　炭･焼土粒が少し入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､粘性のある砂質シルト。炭･焼
　土粒がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒～1cmほどの塊で5%ほど混じる。炭･
　焼土が粒状でわずかに入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージが粒状に少し混じる。炭･焼土粒がわず
　かに入る。締りはやや弱い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に25%ほど混じる。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが数cmほどの小ブロックで少し混じる。
　炭･焼土粒が少し入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが1～2cmの小ブロックで5%ほど混じる。
　炭･焼土粒がわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/6 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で少し混じる。炭･焼土粒がごくわ
　ずかに入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で少し混じる。炭･焼土粒がやや多
　く入る。締りはやや弱い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状に少し混じる。炭･焼土が粒～1cm
　ほどの塊で多く入る。締りはやや弱い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが1～2cmほどの小ブロックで少し混じる。
　炭･焼土粒がやや多く入る。締りは強い。※真ん中
　の石は礎石の可能性あり。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で少し混じる。炭･焼土が粒～1cm
　ほどの塊で多く入る。締りは弱い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状で10%ほど混じる。炭･
　焼土粒が多く入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に7%ほど混じる。炭･焼
　土が粒～1cmほどの塊で少し入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に5%ほど混じる。炭･焼
　土粒が少し入る。締りは全体的に強いが､中央部
　はやや弱い。

SP257
1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状で5%ほど混じる。炭･焼
　土粒が少し入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りはやや弱い。SP347

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で5%ほど混じる。炭･焼土が粒～
　3cmほどの塊でかなり多く入る。締りは弱い。   ↗
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

第Ⅳ‐15 図　ピット断面図９

(S=1/30)
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1.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。
　炭･焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。 1.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル

　ト。マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。
　炭･焼土粒がやや多く入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

SP348
1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に15%ほど混じる。炭･
　焼土が粒～2cm程の塊で少し入る。締りは強い。

SP268
1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR3/4 暗褐色､粘性のある砂質シルト。マージ
　が細かいまだら状に5%ほど混じる。炭･焼土粒が
　少し入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､粘性のある砂質シルト（1層よ
　りやや粘質）。マージが細かいまだら状に15%ほ
　ど混じる。炭･焼土粒がわずかに入る。締りは強い。

SP349
1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に7%ほど混じる。炭･焼
　土粒がごくわずかに入る。締りは強い。

SP270
1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りはやや弱い。

SP271
1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に25%ほど混じる。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。

SP272
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､粘性のある砂質シルト。マージ
　が細かいまだら状に7%ほど混じる。炭･焼土粒が
　ごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

SP350
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒
　が少し入る。締りは強い。

SP275
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に5%ほど混じる。炭･焼
　土粒が少し入る。締りは強い。 1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。

　マージが細かいまだら状に15%ほど混じる。炭･
　焼土粒がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に25%ほど混じる。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に5%ほど混じる。炭･焼土粒が
　わずかに入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。
3.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10%ほど混じる。炭･焼土粒
　がやや多く入る。締りは強い。　
　

SP282
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に7%ほど混じる。炭･焼
　土が粒～1cm程の塊でわずかに入る。締りは強い。

SP283
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に少し混じる。炭･焼土
　粒がごくわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色（マージ）､粘性のある砂質シルト。
　1層の10YR4/4褐色土が20%ほど混じる。締りは
　強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に5%ほど混じる。炭･焼
　土粒がわずかに入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で少し混じる。炭･焼土粒が少し入
　る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に50%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で少し混じる。炭･焼土･マンガンが
　粒状でやや多く入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､粘性のある砂質シルト。マージ
　が細かいまだら状に7%ほど混じる。炭･焼土粒が
　わずかに入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性の砂質シルト。マージ
　がまだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒がごく
　わずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､粘性のある砂質シルト。マージ
　が細かいまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､粘性のある砂質シルト。マージ
　がまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒がごく
　わずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､粘性のある砂質シルト。マージ
　が細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。締りはやや
　弱い。

1.10YR4/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に15%ほど混じる。炭･
　焼土が粒～2cm程の塊で多く入る。締りはやや弱
　い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に5%ほど混じる（底部
　近くは30%ほど）。炭･焼土･石灰岩粒がわずかに
　入る。締りはやや弱い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土粒が少し入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土･石灰岩粒がわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に15%ほど混じる。炭･
　焼土粒がわずかに入る。締りは強い（1層よりや
　や弱い）。
3.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に5%ほど混じる。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に15%ほど混じる。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。
2.所見記載なし

SP394
1.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト。マージが
　まだら状に15%ほど混じる。炭･焼土粒がわずか
　に入る。締りやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

SP258
1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に5%ほど混じる。炭･焼
　土が粒～1cm程の塊でやや多く入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。
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第３節　遺構

第Ⅳ‐16 図　ピット断面図 10
(S=1/30)
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1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で5%ほど混じる。炭･焼土粒が少し
　入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土が
　わずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR3/4 暗褐色､わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージがまだら状に25%ほど混じる。炭･焼土
　が粒～1cmほどの塊で多く入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･
　焼土粒がわずかに入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。マー
　ジがまだら状に25%ほど混じる。締りは強い。
3.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは弱い。

SP298
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に5%ほど混じる。炭･焼
　土粒がやや多く入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､粘性のある砂質シルト。マージ
　がまだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒が少し
　入る。締りは強い。
3.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りはやや弱い。

SP299
1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に15%ほど混じる。炭･
　焼土粒がわずかに入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭･焼土が
　粒～1cmほどの塊で少し入る。締りは強い。
3.10YR3/4 暗褐色､粘性のある砂質シルト。マージ
　が細かいまだら状に10%ほど混じる。炭･焼土が
　粒～1cmほどの塊で少し入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に15%ほど混じる。炭･
　焼土粒が少し入る。締りはやや弱い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10%ほど混じる。炭･焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20％ほど混じる。炭・焼土が
　粒～1cmほどの塊でやや多く入る。締りは弱い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10％ほど混じる。炭・焼土が
　粒～1cmほどの塊でやや多く入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色、粘性のある砂質シルト。マージ
　が細かいまだら状に10％ほど混じる。炭・焼土粒
　がわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR3/4 暗褐色、わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージが細かいまだら状に25％ほど混じる。
　炭・焼土粒がわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/6 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　（マージ）1層と思われる暗褐色土がまだらに40％
　ほど混じる。炭・焼土粒がごくわずかに入る。締り
　は強い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に5％ほど混じる。炭・
　焼土粒が少し入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40％ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒～1cmほどの小ブロックで少し混じ
　る。炭・焼土が粒～1cmほどの塊で多く入る。締り
　は強い。
2.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30％ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に7％ほど混じる。炭・焼土粒が
　少し入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20％ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10％ほど混じる。炭・
　焼土が粒～1cmほどの塊で少し入る。締りはやや
　弱い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40％ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10％ほど混じる。炭・
　焼土粒がやや多く入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に50％ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に5％ほど混じる。炭・焼土が
　粒～1cmほどの塊で少し入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30％ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20％ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。締りはやや弱い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30％ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10％ほど混じる。炭・焼土粒
　が少し入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30％ほど混じる。炭・焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に15％ほど混じる。炭・
　焼土粒がごくわずかに入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25％ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に7％ほど混じる。炭・
　焼土粒が少し入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色、粘性のある砂質シルト。マージ
　が細かいまだら状に10％ほど混じる。炭・焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に50％ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。　締りは強い。

1.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージ細かいまだら状に15％ほど混じる。炭・焼
　土粒がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40％ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に25%ほど混じる。炭･
　焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色､粘性のある砂質シルト。マージ
　が細かいまだら状に7%ほど混じる。炭･焼土粒が
　少し入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト。マージが
　まだら状に20%ほど混じる。炭･焼土粒がわずか
　に入る。締りは弱い。
3.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト。マージが
　まだら状に40%ほど混じる。炭粒がわずかに入る。
　締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト。マージが
　まだら状に30%ほど混じる。炭･焼土粒がわずか
　に入る。締りは弱い。
2.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト。マージが
　まだら状に40%ほど混じる。炭･焼土粒がわずか
　に入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭･焼土粒
　がごくわずかに入る。締りはやや弱い。
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

第Ⅳ‐17 図　ピット断面図 11

(S=1/30)
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1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭・
　焼土粒がごくわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に7%ほど混じる。炭・焼
　土粒がわずかに入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10%ほど混じる。炭・焼土が
　粒～2cmほどの塊で多く入る。締りはやや弱い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭・焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に5%ほど混じる。炭・焼
　土粒が少し入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭・
　焼土粒が少し入る。締りはやや弱い。
3.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭・焼土粒
　が少し入る。締りは弱い。

1.10YR3/4 暗褐色、わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージが粒状でわすかに混じる。炭・焼土粒
　がやや多く入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色、わずかに粘性のある砂質シル
　ト。マージが細かいまだら状に5%ほど混じる。
　炭・焼土粒がやや多く入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色、わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に5%ほど混じる。炭・焼
　土粒がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10%ほど混じる。炭・焼土粒
　が少し入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭・焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。炭・
　焼土粒がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に50%ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30%ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15%ほど混じる。炭・焼土粒
　が少し入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる。炭・焼土粒
　がわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に15%ほど混じる。炭・
　焼土粒が少し入る。締りはやや弱い。
2.10YR3/4暗褐色、やや粘性のある砂質シルトが
　20%ほど混じる。炭・焼土粒がごくわずかに入る。
　締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20％ほど混じる。炭・焼土が
　粒～2cmほどの塊で多く入る。締りはやや弱い。
2.10YR3/4暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20％ほど混じる。炭・焼土粒
　がわずかに入る。締りは弱い。

1.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に30％ほど混じる。炭・焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。砂質
　のマージがまだら状に30%ほど混じる。炭・焼土
　粒がごくわずかに入る。締りは弱い。
2.10YR4/6 褐色、粘性のある砂質シルト。粘土質の
　マージよく混じる。炭・焼土粒がごくわずかに入
　る。締りはやや弱い。
3.10YR4/6 褐色、粘性強い砂質シルト。マージ粒の
　混じりが多い。わずかに炭化物粒が入る。

1.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。炭・
　焼土粒が少し入る。締りはかなり弱い。
2.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。マー
　ジがまだら状で15％ほど混じる。炭・焼土が粒～
　2cmほどの塊で多く入る。締りは強い。

1.10YR4/6 褐色、わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に30％ほど混じる。炭・
　焼土粒がごくわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に40%ほど混じる（混じりは下
　部にいくにつれ多くなる）。炭・焼土粒がごくわず
　かに入る。締りはやや弱い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に10%ほど混じる。炭・
　焼土粒がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に25%ほど混じる。炭・
　焼土粒が少し入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に15％ほど混じる。炭・
　焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20％ほど入る。炭・
　焼土粒がわずかに入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが小ブロックでわずかに入る。炭・焼土粒
　がわずかに入る。締りは強い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10%ほど入る。炭・焼土粒が
　ごくわずかに入る。締りは強い。

SP374
1.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。マージ
　が細かいまだら状に20％ほど混じる。炭・焼土粒が
　少し入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。マージ
　がまだら状に40％ほど混じる。炭・焼土粒がわずか
　に入る。締りは弱い。
3.10YR4/6 褐色、やや粘性のある砂質シルト。10YR
　4/4褐色土がまだら状に20％程混じる。炭・焼土が
　粒～1cm程の塊で少し入る。締りは強い。
4.10YR5/4 にぶい黄褐色、粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に20％程混じる。締りは強い。
5.10YR4/4 褐色、粘性のある砂質シルト。マージが
　まだら状に40％ほど混じる。締りは強い。 　　↗

SP375
1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に15％ほど混じる。炭・焼土
　が粒～1cm程の塊でやや多く入る。締りは強い。
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第３節　遺構

第Ⅳ‐18 図　ピット断面図 12

(S=1/30)
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SP384
1.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。マージがまだら状
　に15%ほど混じる。炭・焼土粒がわずかに入る。締りは強い。
2.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。マージがまだら状
　に40%ほど混じる。炭・焼土粒がごくわずかに入る。締りはやや
　弱い。
3.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。マージがまだら状
　に30%ほど混じる。炭・焼土粒がごくわずかに入る。締りは強い。

SP385
1.10YR3/4に近い、やや粘性あり。締りは強い。2mm～
　3cm大マージ約7%、2～5mm大炭2%、2mm大焼土
　1%未満含む。
2.10YR3/4に近い、粘性強め（3層よりほどではない）。
　締りは少し弱い。2～5mm大マージ9%（1層よりも
　少し多め）、2mm大炭1%、2mm大焼土1%未満含む。
3.10YR2/3 黒褐色、ボロボロで粘性強い。締り弱い。
　マージが約7～10%ほど、2～5mm大炭・焼土1%未
　満含む。
4.10YR3/4 暗褐色、やや粘性あり。締り強い。2mm～
　5cm大マージ40%、炭2%、焼土1%未満含む。　
5.10YR3/4 暗褐色、やや粘性あり。締り強い。2mm～
　2cm大マージ9%、炭1%、焼土1%未満含む。　
6.10YR3/4 暗褐色、粘性少し強い。締り強い。2mm～
　2cm大マージ7%、炭2%、焼土1%未満含む。　　　↗

7.10YR3/4 暗褐色、粘性やや強い。締りはやや弱め。
　2mm～2cm大マージ8%、2～5mm大炭粒、2mm
　大焼土粒1%未満含む。
8.10YR3/4 暗褐色、やや粘性あり。締りは強い。
　左右でとても似た土が入る。マージブロック20%、
　2～5mm大炭粒約1%、2mm大焼土粒1%未満含む。
9.10YR3/4 暗褐色、粘性強い。締り弱い。左右で同じ
　土が入る。2～5mm大マージブロック約7%、2～
　5mm大焼土粒・炭粒1%未満含む。ヌトヌト土。
10.10YR5/8 黄褐色、やや粘性の強いマージ層？
　締りは強い。2mm大炭粒1%未満含む。
11.10YR4/4 褐色、やや粘性の強い砂質シルト。
　締りは強い。2mm大炭粒1%未満含む。

SP386
1.10YR3/4 暗褐色、砂質シルト。締りは強い。2mm～
　5cm大マージブロック約7%、2～5mm大焼土粒2%、
　2～5mm大炭粒1%未満、2mm大石灰岩粒1%未満
　含む。
 2.7.5YR3/4 暗褐色（10YR3/4 暗褐色にも少し似て
　いる）、やや粘性のある砂質シルト。締りは1層と比
　べてやや強い。2mm～3cm大マージブロック約5%、
　2～5mm大炭粒1%、2mm大焼土粒1%未満含む。
3.7.5YR3/4 暗褐色（10YR3/4暗褐色にも少し似てい
　る）、やや粘性のある砂質シルト。締りは1層と比べ
　てやや強い（2層よりも若干弱め）。2mm～5cm大
　マージブロック6%、2～5mm大炭粒2%、2～5mm
　大焼土粒1%含む。※3層の左側半分は水の影響を
　受けたのかホロホロしている土が入っている。
4.10YR4/3 にぶい黄褐色（2.5YR4/3 オリーブ褐色
　にも似ている）、若干粘性のある砂質シルト。締り
　はやや強め。2～5mm大マージブロック約3%、2mm
　大炭粒1%、2～5mm大焼土粒1%未満、2mm大石灰
　岩粒も1%未満含む。　　　　　　　　　　　　↗

SP389
1.10YR3/4 暗褐色、砂質シルト。締り強め。
　2mm～3cm大マージブロック約7%、2～
　5mm大炭粒5%、2～5mm大焼土粒3%含む。

SP392
1.10YR3/4 暗褐色、砂質シルト。締りはかなり強め。
　2mm～約1cm大マージブロック約3%、2～5mm
　大焼土粒約4%、2～5mm大炭粒2%、2mm大石灰
　岩粒1%未満含む。　　　　　　　　　　　　  ↗

SP380
1.10YR4/4 褐色、わずかに粘性のある砂質シルト。
　マージが小ブロックでわずかに入る。炭・焼土が
　粒～1cmほどの塊でかなり多く入る。締りは弱い。
2.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に25%ほど混じる。炭・焼土が
　粒～1cmほどの塊でやや多く入る。締りは強い。↗

3.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に7%ほど混じる。炭・焼土が
　粒～1cmほどの塊でやや多く入る。締りは弱い。
4.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に5%ほど混じる。炭・焼土が
　粒～1cmほどの塊でやや多く入る。締りは強い。↗

SP377
1.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが粒状で少し混じる。炭・焼土が粒～1cm
　ほどの塊で多く入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に15%ほど混じる。炭・
　焼土粒がやや多く入る。締りは強い。

SP381
1.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に7%ほど混じる。炭・
　焼土粒がやや多く入る。締りは弱い。
2.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に7%ほど混じる。炭・
　焼土粒がやや多く入る。締りは強い。

SP378
1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。マージ
　が粒状で少し混じる。炭・焼土が粒～数cmの塊でやや
　多く入る（特に上半部分）。締りはかなり弱い。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。マージ
　が粒状で少し入る。炭・焼土粒が少し入る。締りは強い。

SP390
1.10YR3/4 暗褐色、若干粘性のある砂質シルト。締りは
　強め。2mm～3cm大マージブロック約20%、2～5mm
　大炭粒・炭の固まり約3%、2～5mm大焼土粒・焼土の
　固まり約1%含む。
2.10YR3/4 暗褐色、やや粘性の強い砂質シルト。締りは
　1層と比べやや弱め。2mm～1cm大マージブロック約
　7%、2～5mm大炭粒2%、2mm大焼土粒1%未満含む。
3.10YR3/4 暗褐色、粘性の強い砂質シルト。締りは1層・
　2層に比べさらに弱め。2mm～5cm大マージブロック
　約30%、2～5mm大炭粒2%、2～5mm大焼土粒1%未満
　含む。

SP391
1’.10YR3/4 暗褐色、粘性のある砂質シルト。締りは全体
　的に強いが、部分的に弱い所もあり。2mm～5cm大
　マージブロック約7%、2～5mm大炭粒3%、2～5mm大
　焼土粒約2%含む。中央部に10cmほどの獣骨含む。
2’.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。締りは
　1層と比べさらに強い。2mm～3cm大マージブロック
　約5%、2～5mm大炭粒・焼土粒約2%含む。
3’.10YR3/4 暗褐色、粘性の強い砂質シルト（1層と2層
　よりも粘性は強い）。締りは1層・2層より弱い。2mm～
　3cm大マージブロック約6%、2mm大炭粒2%、3cm大
　炭の固まり2%、2mm大焼土粒1%未満含む。

SP387
1.7.5YR3/4 暗褐色（10YR3/4 暗褐色にも少し
　似ている）、やや粘性の砂質シルト。締りは強
　い。5mm～4cm大マージブロック・マージの
　固まりが約10%、2～5mm大炭粒5%、2～
　5mm大焼土3%含む。
2.10YR3/4 暗褐色（7.5YR3/4 暗褐色にも似て
　いる）、やや粘性のある砂質シルト（1層より
　少しやや粘性が強め）。締りはやや強い。
　2mm～3cm大マージブロック7%、2～5mm
　大炭粒2%、2～5mm大焼土粒1%未満含む。
3.10YR3/4 暗褐色（7.5YR3/4 暗褐色にも少し
　近い）、粘性の強い砂質シルト。締りは弱め。
　ボロボロの土。2mm～2cm大マージブロック
　約5%、2mm大炭粒・2～5mm大焼土粒1%未満
　含む。

SP388
1’.7.5YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シル
　ト。締りは強い。2mm～4cm大マージブロッ
　クを約10%、2mm～1cm大炭粒・炭の固まり
　約2%、2～5mm大焼土粒約3%含む。　　　↗

2’.7.5YR3/4 暗褐色（10YR3/4 暗褐色にも似てい
　る）、やや粘性のある砂質シルト。締りは1層と
　同じく強い。5mm～10cm大マージブロックを
　約50%、2～5mm大炭粒約1%、2～5mm大焼土
　粒1%未満含む。
3’.7.5YR3/4 暗褐色（10YR3/4 暗褐色にも似てい
　る）、粘性の強い砂質シルト。締りは1層・2層に
　比べてかなり弱い。2mm～8cm大マージブロッ
　クを40%、2～5mm大炭粒1%、2～5mm大焼土
　粒1%未満含む。ボロボロの土。
4’.10YR4/3 にぶい黄褐色（2.5YR4/3 オリーブ褐
　色にも少し似ている）、粘性のやや強い砂質シ
　ルト。締りは1層・2層と同じで強い。2mm～3cm
　大マージブロックを約7%、2mm～2cm大炭の
　固まり・炭粒5%、2mm大焼土粒1%未満含む。
5’.10YR4/4 褐色、粘性の強い砂質シルト。締りは
　弱め。2mm～1cm大マージブロック約8%、2mm
　大炭粒・焼土粒1%未満含む。ホロホロした土。

5.10YR3/3 暗褐色（10YR3/4にも似ている）、砂質
　シルト。締りは1層と同じくらいで強め。2mm～
　3cm大マージブロック・10cm程伸びているマー
　ジブロック約10%、2～5mm大炭粒2%、2～5mm
　大焼土粒1%含む。
6.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　締りは1層と比べて強い。2mm～1cm大マージブ
　ロック約3%、2mm大炭粒・焼土粒1%未満含む。
　締りは1層と比べて強い。
7.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　締りは6層と同じくらい強い。2mm～1cm大マー
　ジブロック約5%、2～5mm大炭粒・焼土粒1%未
　満含む。
8.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　締りやや強い（6、7層よりは少し弱め）。2mm～
　2cm大マージブロック・6cm大のマージの固まり
　約10%、2～5mm大炭粒・焼土粒1%未満含む。
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第Ⅳ‐19 図　ピット断面図 13

(S=1/30)
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1.10YR4/4 褐色、粘性のある砂質シルトがマージに
　30%ほど混じる。炭・焼土粒がごくわずかに入る。
　締りはやや弱い（特に中央部分）。 1.7.5YR5/8 明褐色（マージ）、マージに10YR4/4褐色、

　粘性のある砂質シルトが10%ほど混じる。炭・焼土粒
　がわずかに入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色、粘性のある砂質シルトにマージが40%
　ほど混じる。炭・焼土粒がやや多く入る。締りは弱い。
3.7.5YR5/8 明褐色（マージ）、マージに10YR4/4褐色土
　粘性のある砂質シルトが10%ほど混じる。炭・焼土粒
　がごくわずかに入る。締りはやや弱い。

1.10YR4/4 褐色、粘性のある砂質シルト。マージが
　まだら状に50%ほど混じる。炭・焼土粒がごくわ
　ずかに入る。締りはやや弱い。
2.10YR4/4 褐色、粘性のある砂質シルト。マージが
　細かいまだら状に15%ほど混じる。炭・焼土粒が
　少し入る。締りは強い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージが細かいまだら状に20%ほど混じる。締り
　は強い。

1.10YR5/4 にぶい黄褐色、やや粘性のある砂質シルト。マージ
　がまだら状に30%混じる。炭粒がごくわずかに入る。締りは
　強い。横にある土の堆積は根穴だと思われる。

1.10YR4/4褐色、やや粘性のある砂質シルトがマージ
　に40%ほど混じる。炭・焼土粒が少し入る。締りは
　やや弱い。
2.10YR4/4褐色、粘性のある砂質シルトが10%ほど
　混じる。炭・焼土粒は褐色土に伴ってわずかに入る。
　締りはやや弱い。

SP391　前頁に記載済み

SP442
1.10YR3/4 暗褐色、砂質シルト。締りは強い。
　2mm～2cm大マージブロック7%、2～5mm大
　焼土粒2%、2～5mm大炭粒1%、2mm大石灰岩
　粒1%未満含む。

SP411
1.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。
　マージがまだら状に10%ほど混じる。炭・焼土粒
　が少し入る。締りは強い。
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第Ⅳ-20 図　ピット底面レベル分類図（工区２）



 47 

第３節　遺構

第Ⅳ‐８表　遺構計測分類表　工区２

長軸 短軸 深さ 底面 断面 柱痕等
SP001 円形 32 30 9 44.52 Ⅻ A △ 24-G9-ケ
SP002 円形 22 19 16 44.39 Ⅺ A ○ 24-G9-ケ
SP003 円形 25 20 9 44.44 Ⅻ A ○ 24-G9-ケ
SP004 楕円形 46 40 20 44.41 Ⅻ A ○ 24-G9-ケ
SP005 円形 36 32 19 44.54 Ⅻ B ○ 24-G9-エ
SP006 円形 - 33 41 44.38 Ⅺ B ○ 24-G9-エ
SP007 楕円形 42 37 46 44.37 Ⅺ B ○ 24-G9-エ SP008を切る
SP008 円形 - 41 33 44.53 Ⅻ B ○ 24-G9-エ SP007に切られる
SP009 楕円形 42 34 43 44.38 Ⅺ B ○ 24-G9-エ
SP010 円形 34 34 19 44.62 Ⅻ A ○ 24-G9-エ
SP011 円形? - 36 16 44.62 Ⅻ A ○ 24-G9-エ SB4
SP012 円形 44 42 46 44.34 Ⅺ B ○ 24-G9-エ SP013を切る。SB4
SP013 楕円形? - 49 43 44.41 Ⅻ B ＋ ○ 24-G9-エ SP012に切られる。SB4
SP014 楕円形 50 40 18 44.55 Ⅻ B ○ 24-F9-ネ SB4
SP015 不定形 34 22 22 43.88 Ⅸ C × 24-G9-コ
SP016 円形 30 28 38 44.10 Ⅹ B ＋ ○ 24-G9-オ
SP017 楕円形 40 31 47 44.18 Ⅹ B ＋ ○ 24-G9-エ SB4
SP018 円形? - 39 34 44.32 Ⅺ A ＋ ○ 24-G9-エ
SP019 円形 30 28 22 44.45 Ⅻ A ＋ ○ 24-G9-エ～オ
SP020 円形 40 30 19 44.49 Ⅻ B ＋ ○ 24-G9-オ SB4
SP021 円形 36 34 26 44.40 Ⅺ B ○ 24-G9-オ SB4
SP022 円形 34 34 25 44.47 Ⅻ C ○ 24-G9-オ
SP023 楕円形 56 36 38 44.37 Ⅺ C ○ 24-G9-エ SP125を切る。
SP024 円形 41 36 38 44.41 Ⅻ B ＋ △ 24-G9-エ～オ 遺物あり
SP025 円形 36 35 27 44.52 Ⅻ A ○ 24-G9-オ
SP026 円形 38 34 25 44.54 Ⅻ B ○ 24-G9-オ SB4
SP028 円形 52 44 20 44.47 Ⅻ B ○ 24-G9-オ SB4
SP033 円形 42 42 14 43.66 Ⅸ A ○ 24-G10-ア
SP034 円形 38 36 10 43.75 Ⅸ C △ 24-G10-ア
SP035 楕円形 40 33 14 43.63 Ⅸ A △ 24-F10-ナ～G-10-ア
SP036 円形 37 32 34 43.53 Ⅷ A ＋ ○ 24-G10-ア
SP037 円形 43 40 42 43.45 Ⅷ A ○ 24-G10-ア
SP038 楕円形 56 42 40 43.41 Ⅷ A ＋ ○ 24-G10-ア
SP040 楕円形 52 42 42 43.38 Ⅶ B ＋ ○ 24-F10-ナ～G-10-ア
SP041 円形 40 38 37 43.48 Ⅷ C ○ 24-F10-ナ SB5
SP042 円形 34 28 24 43.72 Ⅸ A ○ 24-F10-ナ SB5
SP043 円形 52 47 58 43.29 Ⅶ B ○ 24-F10-ナ 遺物あり
SP044 楕円形? - 42 28 43.67 Ⅸ B ○ 24-F10-ナ SP156に切られる
SP045 円形 46 43 31 43.57 Ⅷ A ○ 24-F10-ナ
SP048 円形? 35 33 38 43.49 Ⅷ B △ 24-F10-ナ 遺物あり
SP049 楕円形 44 39 46 43.39 Ⅶ B ○ 24-F10-ナ 遺物あり。SP050に切られる
SP050 円形 - 32 63 43.18 Ⅵ A ○ 24-F10-ナ SP049を切る
SP051 楕円形 54 44 38 43.46 Ⅷ A ○ 24-F10-ナ
SP052 円形 44 43 58 43.28 Ⅶ B ○ 24-F10-ナ SB5
SP054 円形? - 43 49 43.30 Ⅶ A ○ 24-F10-ナ 遺物あり。SP157に切られる
SP055 円形 34 32 12 43.71 Ⅸ A ○ 24-F10-ナ
SP056 楕円形 - 39 42 43.33 Ⅶ B ○ 24-F10-タ～ナ 遺物あり。SP151を切る。SB5
SP057 円形? - 46 31 43.46 Ⅷ A ○ 24-F10-タ～ナ
SP058 楕円形 62 38 43 43.28 Ⅶ A ○ 24-F10-ナ～ニ SP059に切られる
SP059 円形 45 43 28 43.43 Ⅷ A ○ 24-F10-ニ SP058を切る。SB5
SP060 円形 28 26 15 43.60 Ⅷ A ○ 24-F10-ニ
SP061 楕円形 56 32 40 43.48 Ⅷ A ○ 24-F10-ナ SB5
SP062 円形 43 42 46 43.48 Ⅷ A ○ 24-F10-ナ SB5
SP063 円形 59 51 52 43.30 Ⅶ B ○ 24-F10-ナ～ニ 遺物あり。1層に石器あり
SP064 円形 27 25 19 43.58 Ⅷ A ＋ ○ 24-F10-ニ
SP065 円形 - 40 52 43.24 Ⅶ A ○ 24-F10-ニ
SP066 円形 40 36 22 43.61 Ⅸ B △ 24-F10-ナ～ニ SP137を切る。SB5
SP067 楕円形 68 46 80 42.99 Ⅴ A ○ 24-F10-ニ SP068に切られる
SP068 楕円形 48 38 51 43.26 Ⅶ A ○ 24-F10-ニ SP067,SP069,SP140を切る
SP069 楕円形? - 47 57 43.15 Ⅵ A ○ 24-F10-ニ SP068,SP070に切られる
SP070 楕円形 53 44 24 43.49 Ⅷ A ○ 24-F10-ニ SP069を切る。SB5
SP071 円形 47 45 52 43.27 Ⅶ B ○ 24-F10-ニ
SP072 円形 36 32 66 43.08 Ⅵ A ○ 24-F10-ニ
SP073 円形 24 20 9 43.63 Ⅸ B △ 24-F10-ニ
SP074 円形 - 43 49 43.22 Ⅶ A ○ 24-F10-ニ SP141に切られる
SP075 円形 38 33 18 43.46 Ⅷ A ○ 24-F10-ニ
SP076 円形? - 30 21 43.38 Ⅶ A ○ 24-F10-ニ
SP077 楕円形 64 42 24 43.38 Ⅶ A × 24-F10-ニ
SP079 楕円形 26 22 24 43.37 Ⅶ A ○ 24-F10-ニ
SP081 円形 36 30 22 43.48 Ⅷ B △ 24-F10-ニ
SP082 円形 30 26 17 43.48 Ⅷ B △ 24-F10-ニ
SP083 円形? - 26 12 43.46 Ⅷ A × 24-F10-ニ SP150に切られる 
SP084 円形 22 22 16 43.32 Ⅶ B ○ 24-F10-ニ

底面レベル
(m)

分類 柱穴の
可能性

備　考遺構№ グリッド平面形状
遺構計測(cm) 
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長軸 短軸 深さ 底面 断面 柱痕等
底面レベル

(m)
分類 柱穴の

可能性
備　考遺構№ グリッド平面形状

遺構計測(cm) 

SP086 不定形 24 21 10 43.48 Ⅷ D × 24-G10-イ 耕具痕か
SP089 不定形 40 30 34 43.30 Ⅶ C ○ 24-F10-チ
SP091 楕円形? - 66 40 43.23 Ⅶ A △ 24-F10-チ 北壁
SP092 円形 45 38 22 43.39 Ⅶ A ○ 24-F10-チ
SP093 円形 52 50 19 43.44 Ⅷ B △ 24-F10-チ
SP099 円形 32 30 30 43.36 Ⅶ A ○ 24-G10-カ
SP100 円形 30 28 11 43.51 Ⅷ B △ 24-G10-カ
SP101 楕円形 25 14 12 43.39 Ⅶ B × 24-G10-カ
SP102 円形 18 17 14 43.35 Ⅶ B × 24-G10-カ
SP108 楕円形 38 23 18 42.52 Ⅲ B × 24-G10-サ
SP110 楕円形 46 33 29 42.29 Ⅱ C △ 24-G10-イ
SP111 楕円形 22 15 10 42.54 Ⅲ B × 24-G10-ウ
SP113 円形 28 24 43 41.97 Ⅰ B △ 24-G10-ク
SP114 不定形 36 30 16 42.38 Ⅱ B △ 24-G10-キ SP155を切る
SP115 円形 17 16 10 42.49 Ⅲ B × 24-G10-キ
SP116 円形 24 22 28 42.18 Ⅰ B ○ 24-G10-ク SP117を切る
SP117 楕円形 - 34 23 42.26 Ⅱ B △ 24-G10-ク SP116に切られる
SP120 楕円形? - 20 16 42.26 Ⅱ B △ 24-G10-ク SP121に切られる
SP121 円形? 22 20 6 42.36 Ⅱ B × 24-G10-ク SP120を切る
SP122 円形? - 30 16 42.26 Ⅱ B △ 24-G10-ク S123に切られる
SP123 円形? 26 23 15 42.29 Ⅱ B △ 24-G10-ク SP122を切る
SP124 円形 22 21 4 42.20 Ⅰ A × 24-G10-ク
SP125 楕円形? - 28 13 44.59 Ⅻ A × 24-G9-エ SP148,SP023に切られる
SP133 円形 48 44 33 43.55 Ⅷ B ○ 24-F10-ナ SB5
SP135 円形 38 36 18 43.74 Ⅸ A ○ 24-F10-ナ SB5
SP136 楕円形 45 34 13 43.78 Ⅸ B △ 24-F10-ナ
SP137 不定形? 63 38 20 43.56 Ⅷ B △ 24-F10-ナ～ニ SP066,SP160に切られる 。SB5
SP138 楕円形 38 30 17 43.55 Ⅷ A ○ 24-F10-ニ
SP139 円形 33 32 23 43.47 Ⅷ A ○ 24-F10-ニ SP73に隣接
SP140 円形? - 20 8 43.68 Ⅸ B × 24-F10-ニ SP068,SP069に切られる
SP141 円形 44 44 41 43.27 Ⅶ A ○ 24-F10-ニ SP074,SP142を切る
SP142 円形 - 29 18 43.48 Ⅷ A ○ 24-F10-ニ SP141に切られる
SP143 楕円形 23 19 16 43.64 Ⅸ A ＋ ○ 24-F10-ナ
SP144 隅丸方形 44 33 22 44.16 Ⅹ B △ 24-G9-ケ
SP145 円形 45 43 19 43.88 Ⅸ D △ 24-G9-ケ
SP147 円形? - 20 9 43.58 Ⅷ D × 24-G9-コ SP158に切られる
SP148 円形 30 30 10 44.60 Ⅻ A × 24-G9-エ SP125を切る
SP149 円形 44 39 20 43.54 Ⅷ A ○ 24-F10-ナ
SP150 楕円形 - 24 15 43.42 Ⅷ B × 24-F10-ニ SP083を切る
SP151 円形? - 32 28 43.50 Ⅷ A ○ 24-F10-ナ SP056に切られる。SB5
SP152 円形 14 14 8 43.65 Ⅸ B × 24-G9-コ
SP153 円形 16 14 10 43.46 Ⅷ B × 24-G10-ア
SP154 楕円形 27 21 38 42.95 Ⅴ A × 24-G10-カ
SP155 楕円形? - 18 11 42.44 Ⅲ B ｓ × 24-G10-キ SP114に切られる
SP156 楕円形 - 40 50 43.45 Ⅷ A △ 24-F10-ナ SP44を切る
SP157 楕円形? 40 29 22 43.56 Ⅷ B △ 24-F10-ナ 遺物あり。SP054を切る
SP158 楕円形 22 17 44 43.23 Ⅶ B △ 24-G9-コ SP147を切る
SP159 円形 20 20 22 43.37 Ⅶ A ○ 24-G10-ア
SP160 円形 40 39 48 43.24 Ⅶ B ＋ ○ 24-F10-ニ SP137を切る
SP161 円形 33 28 29 43.67 Ⅸ A ＋ ○ 24-F10-ナ
SP162 円形 29 28 5 43.34 Ⅶ B × 24-G10-イ
SP163 楕円形 22 18 12 43.01 Ⅵ A △ 24-G10-イ
SP164 円形 22 22 19 43.59 Ⅷ A ○ 24-G10-ア
SP165 円形 27 22 8 43.75 Ⅸ B ○ 24-G10-ア
SP166 円形 20 16 10 43.71 Ⅸ A × 24-G10-ア
SP167 円形 29 28 22 43.57 Ⅷ A ○ 24-F10-ナ

分類

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ 30cm区切り

Ⅹ 30cm区切り

Ⅺ

Ⅻ

43.41～43.60ｍ
43.61～43.90ｍ
43.91～44.20ｍ
44.21～44.40ｍ
44.41ｍ以上

底面レベル (20㎝区切り)

42.20ｍ以下
42.21～42.40ｍ
42.41～42.60ｍ
42.61～42.80ｍ
42.81～43.00ｍ
43.01～43.20ｍ
43.21～43.40ｍ

※柱穴の可能性　○…可能性高い　△…要検討　×…可能性低い

Ａ 類 

掘方断面

61基 
（47.3％）

（45.0％）

（5.4％） （16.9％）

58基 

７基 ３基 

B 類 

C 類 D 類 

129基

遺構計測
計　129基
直径20cm以上30cm未満 25基
直径30cm以上    92基
直径20cm以上かつ深さ20cm以上    77基

第Ⅳ‐９表　遺構計測分類表　工区２
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第３節　遺構

第Ⅳ‐21 図　ピット断面図１
(S=1/30)
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※下端は掘りすぎのため推定
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1 .10YR4/6 褐色､やや粘性の強い砂質シルト層。
　締りは強い（所々弱い所もあり）。混入物5mm～
　1cm大のマージブロック30%､2mm大の焼土粒・
　炭粒1%未満含む。
２.10YR4/6 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　は1層と比べてより強い。混入物2mm～1cm大の
　マージブロック50%､2mm大焼土粒･炭粒1%未
　満含む。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締り強い。混合物5mm～2cm大マージブロック
　60%､5GY7/1灰オリーブ灰の2.5cm大の固まり
　が全体の2%程あり（遺構の中央上）､2mm大炭粒
　1%未満含む。

1.10YR4/6 褐色､若干粘性のある砂質シルト層。
　締りは強いが中央部は弱め。混合物 5mm～1cm
　大のマージブロック70%､2mm大炭粒・2～5mm
　大焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､若干粘性のある砂質シルト層。
　締り強い。混入物2mm～1cm大マージブロック
　40%､2mm大炭粒･2～5mm大焼土粒1%未満含
　む。
2.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト層。締り
　1層と比べ強い。混入物2mm～1cm大マージブ
　ロック30%､2mm大炭粒･2～5mm大焼土粒1%
　未満含む。
3.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締り1層と比べ強め。混入物2mm～2cm大マージ
　ブロック約50%､2～5mm大焼土粒･炭粒1%未満
　含む。
4.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締りは
　1層と比べ強め。混入物2mm～4cm大マージブ
　ロック60%､2mm大焼土粒･炭粒1％未満含む。

1.10YR4/6 褐色､砂質シルト。締り強め。混入物
　5mm～2cm大マージブロック60%､2～5mm大
　焼土粒2%､2mm大炭粒1%未満含む。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締り1層と比べ弱め。混入物2mm～3cm大マージ
　ブロック70%､2mm大炭粒1%､2～5mm大焼土粒
　1％未満含む。
3.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締りは１層と同じ位。混入物2mm～3cm大マー
　ジブロック80%､2mm大炭粒1%未満含む。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締りやや弱め。混入物2mm～3cm大マージブロッ
　ク40%､2～5mm大炭粒1%､2mm大焼土粒1%未
　満含む。
2.10YR4/4 褐色、粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層と比べ強い（やや弱めの所もあり）。混入物
　2mm～約4cm大マージブロック60%､2～5mm
　大炭粒3%､2～5mm大焼土粒1%未満含む。

SP008 
1.10YR4/6 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締りや
　や弱め。混入物2mm～3cm大マージブロック50%､
　2～5mm大炭粒3%､2～5mm大焼土粒2%含む。
2.10YR4/6 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り1層
　よりやや弱め。混入物2～3mm大マージブロック
　40%､2～5mm大炭化物1％､2mm大焼土粒1%未
　満含む。
3.10YR4/6 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り1層
　と比べより弱め。混入物2mm～3cm大マージブロ
　ック70%、2～5mm大焼土粒・大炭粒1%未満含む。

SP007   
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締りやや弱め。混入物2mm～2cm大マージブロッ
　ク40%､2～5mm大炭粒1%､2～5mm大焼土粒1%
　未満含む。

1.10YR4/6 褐色､砂質シルト層。締り強い。混入物
　2mm～2cm大マージブロック40%､2～5mm大
　焼土粒2%､2～5mm大炭粒1%未満含む。
2.10YR4/6 褐色､粘性のある砂質シルト層。締り
　1層より弱め。混入物2mm～3cm大マージブロッ
　ク50%､2mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。
3.10YR4/6 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層より弱め。混入物2mm～1cm大マージブロッ
　ク70%､2mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､若干粘性のある砂質シルト層。
　締り強め。混入物2mm～1cm大マージブロック
　20%､2～5mm大炭粒3%､2～5mm大焼土粒1%
　未満含む。
2.10YR4/4 褐色､若干粘性のある砂質シルト層。
　締り1層と比べ強い。混入物2mm～1cm大マージ
　ブロック30%､2～5mm大炭粒･焼土粒1%未満
　含む。
3.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層と比べやや弱め。混入物2mm～1cm大マージ
　ブロック40%､2mm大炭粒1%未満含む。

1.10YR4/6 褐色､砂質シルト層。締り強め（弱い所
　もあり）。混入物2～7mm大マージブロック10%､
　2～5mm大炭粒1%､2～5mm大焼土粒1%未満含
　む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締り1層と比べやや弱め。混入物2mm～3cm大
　マージブロック60%､2～5mm大炭粒・2mm大焼
　土粒1%未満含む。 SP012 

1.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り強
　い（強い所もあり）。混入物2mm～3cm大マージ
　ブロック40%､2～5mm大炭粒1%､2～7mm大焼
　土粒1%未満含む。

SP013
1.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層と同じくらい。混入物2mm～4cm大マージブ
　ロック60%､2～5mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層と比べ弱め。混入物2mm～3cm大マージブロ
　ック70%､2mm大焼土粒･炭粒1%未満含む。1.10YR4/6 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り

　やや弱め。混入物2mm～2cm大マージブロック
　30%､2～5mm大炭粒・2mm大焼土粒1%未満含
　む。2mm大の石灰岩粒1%未満含む。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締り強い。混入物2mm～2cm大マージブロック
　40%､2～5mm大炭粒・2mm大焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/6 褐色､若干粘性のある砂質シルト層。
　締り強い。混入物2mm～1cm大マージブロック
　10%､2～5mm大炭粒1%未満含む。
2.10YR4/6 褐色､粘性のある砂質シルト層。締り
　1層より少し強め。混入物2mm～3cm大マージブ
　ロック30%､2mm大炭粒1%未満含む。5mm大礫
　も1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締り強め。混入物2mm～1cm大マージブロック
　20%､2～7mm大炭粒1%､2mm大焼土粒・2mm大
　礫1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト層。締り1層
　と比べ強い。混入物2mm～2cm大マージブロック
　30%､2～5mm大炭粒・2mm大焼土粒1%未満含む。
3.10YR4/4 褐色、粘性の強い砂質シルト層。締り1
　層と比べやや弱め。混入物2mm～3cm大マージ
　ブロック60％、2mm大炭粒1％未満含む。

1.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り強
　め（部分的に弱めの所もある）。混入物2mm～1cm
　大マージブロック15%､2～5mm大炭粒2%・2mm
　大焼土粒1％未満含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の強い砂質シルト層。
　締り1層と比べ強い。混入物2mm～1cm大マージ
　ブロック40%､2mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。　

1.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト層。締り強
　い。混入物2～5mm大マージブロック7%､2mm～
　1cm大炭粒2％・焼土粒1%含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り1
　層よりさらに弱め。混入物2～5mm大マージブ
　ロック5%､2mm～1cm大炭粒3%､2～5mm大焼
　土粒1%未満含む。
3.10YR4/4 褐色､やや粘性の強い砂質シルト層。
　締り1層と同じ位くらい。2mm～1cm大マージブ
　ロック約10%､2～5mm大炭粒1%、2mm大焼土粒
　1%未満含む。

SP020
1.10YR4/4 褐色､若干粘性のある砂質シルト層。締
　り強い。混入物2～7mm大マージブロック7%、2～
　5mm大炭粒1%、2～5mm大焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り1層
　と比べ少し弱め。混入物2mm～1cm大マージブ
　ロック3%､2～5mm大炭粒・2mm大焼土粒1%未満
　含む。
3.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り1層
　と比べ若干弱め。混入物1mm～2cm大マージブ
　ロック約10%､2～5mm大炭粒1%､2mm大焼土粒
　1%未満含む。

SP021
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。締
　り強い。混入物2mm～3cm大マージブロック20%､
　2～5mm大炭粒1%､2mm大焼土粒1%未満含む。

1.10YT4/4 褐色､砂質シルト層。締り強い。混入物
　2mm～1cm大マージブロック10%､2～5mm大
　炭粒・2mm大焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性のある砂質シルト層。締りは
　1層より少し弱め。混入物2mm～2cm大マージブ
　ロック15%､2mm大炭粒1%未満含む。

SP023
1.10YR4/6 褐色､砂質シルト層。締り強い。混入物
　2mm～3cm大マージブロック30%､2～5mm大
　炭粒･2mm大焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､若干粘性のある砂質シルト層。
　締り1層と比べ強め。混入物2mm～3cm大マージ
　ブロック20％､2～5mm大炭粒1%､2～5mm大焼
　土粒1%未満含む。
3.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締り1層と比べやや弱め。混入物2mm～3cm大
　マージブロック10%､2～5mm大炭粒1%・2mm大
　焼土粒1％未満含む。

SP148
1.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り強
　い。混入物2mm～1cm大マージブロック5%､2～
　5mm大炭粒･2mm大焼土粒1%未満含む。

SP125
1.10YR3/4 暗褐色､若干粘性の砂質シルト層。締り隣
    のSP148より強め。混入物2mm～3cm大マージブ
    ロック7%､2mm～1cm大炭粒1%､2～5mm大焼土
    粒1%未満含む。

SP025P
1.10YR4/6 褐色､若干粘性のある砂質シルト層。
　締り強め。混入物2mm～1cm大マージブロック
　30%､2～5mm大炭粒1%未満､2～5mm大焼土粒
　1%未満含む。
2.10YR4/6 褐色､砂質シルト層。締り1層と比べ強
　い。混入物2mm～3cm大マージブロック15%､
　2～5mm大焼土粒･炭粒1%未満含む。　　　　↗

SP024
1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締りやや弱め。混入物2mm～1cm大マージブ
　ロック20%､2～5mm大焼土粒・2mm大炭粒1%
　未満含む。
2.10YR4/6 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層と比べさらに弱め。混入物2mm～2cm大マー
　ジブロック30%､２～5mm大炭粒1%・2mm大焼
　土粒1％未満含む。
3.10YR4/4 褐色､やや粘性の強い砂質シルト層。
　締り1層と比べやや強い。混入物2mm～2cm大
　マージブロック40%､2mm大炭粒・2～5mm大焼
　土粒1%未満含む。
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

第Ⅳ‐22 図　ピット断面図２
(S=1/30)
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1.10YR4/4 褐色､若干粘性の砂質シルト層。締りや
　や弱め。混入物2mm～1cm大マージブロック約
　7%､2～5mm大焼土粒2%､2～5mm大炭粒1%含む。
2.10YR4/4  褐色､やや粘性な砂質シルト層。締り
　1層と比べ少し強め。混入物2mm～1cm大マージ
　ブロック10%､2mm大焼土粒･炭粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り強
　い。混入物2mm～1cm大マージブロック15%､2～
　5mm大焼土粒1%､2mm大炭粒1%未満含む。　  ↗

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締り強め。混入物2mm～2cm大マージブロック
　15%､2～5mm大炭粒2%､2～5mm大焼土粒1%
　含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層と比べ弱め。混入物2mm～3cm大マージブ
　ロック7%､2～5mm大炭粒､2mm～1cm大焼土
　粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､若干粘性の砂質シルト層。締り
　強い。混入物2mm～1cm大マージブロック7%､
　2～5mm大炭粒2%､2～5mm大焼土粒1%含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　1層よりやや弱め。混入物2mm～2cm大マージ
　ブロック10%､2～5mm大炭粒3%､2～5mm大
　焼土粒1%含む。
3.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　１層よりやや弱め。混入物2mm～4cm大マージ
　ブロック30%､2mm大炭粒1%､2～5mm大焼土
　粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､若干粘性の砂質シルト層。締り
　強め。混入物2mm～1cm大マージブロック約
　10%､2～5mm大焼土粒3%､2～5mm大炭粒1%
　含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　1層よりややもっと強め。混入物2mm～3cm大
　マージブロック7%､2～5mm大焼土粒・2mm大
　炭粒・2mm大石灰岩粒1%未満含む。
3.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層と比べやや弱め。混入物2mm～5cm大マー
　ジブロック80%､2mm大炭粒1%未満含む。

1.7.5YR4/6 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　強い。混入物2mm～2cm大マージブロック70%､
　2mm大炭粒1%､2mm大焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/6 褐色､砂質シルト層。締り強め。混入物
　2mm～1cm大マージブロック約7%､2～5mm
　大炭粒2%､2～5mm大焼土粒1%含む。

同左

1.10YR4/6 褐色､若干粘性の砂質シルト層。締り
　強め。混入物2mm～3cm大マージブロック20%､
　2～5mm大炭粒3%､2～5mm大焼土2%含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　1層と比べ強い。混入物2mm～1cm大マージブ
　ロック約10%､2～5mm大炭粒2%､2～5mm大
　焼土1%含む。下部に石器有。

SP156
1.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締り強め。混入物
　2mm～1cm大マージブロック7%､2～5mm大炭
　粒2%､2～5mm大焼土粒1％未満含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り1
　層と比べ弱め。混入物2mm～2cm大マージブロッ
　ク10%､2～5mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。
　2～5mm大石灰岩粒も1%未満。

SP044
1.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締り強め。混入物
　2mm～2cm大マージブロック5%､2～5mm大炭
　粒2%､2mm大焼土粒･2mm大石灰岩粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､若干粘性の砂質シルト層。締り1
　層と比べやや弱め。混入物2mm～1cm大マージ
　ブロック7%､2～5mm大炭粒1%､2mm大焼土粒
　1%未満含む。
3.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層より弱め。混入物2mm～2cm大マージブロッ
　ク20%､2mm大炭粒1%未満含む。　　　

1.10YR4/4 褐色､若干粘性のある砂質シルト層。
　締り強いが弱めの所もある。混入物2mm～3cm
　大マージブロック30%､2～5mm大炭粒2%､2～
　5mm大焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締り強め。混入物
　2mm～2cm大マージブロック5%､2～5mm大炭
　粒・焼土粒1%未満含む。（2mm大石灰岩も1%未満）
2.10YR4/4 褐色､若干粘性のある砂質シルト層。
　締り1層と比べてやや強い。2mm～2cm大マージ
　ブロック10%､２～5mm大炭粒･焼土粒･2mm大
　石灰岩粒1%未満含む。　

1.10YR4/4 褐色、粘性の強い砂質シルト層。締り強
　め（下部は少し弱め）。混入物2mm～3cm大マー
　ジブロック60%､2～5mm大炭粒2%、2～5mm大
　焼土粒1%未満含む。2～5mm大石灰岩粒5%含む。

1.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締り強め。混入物
　2mm～3cm大マージブロック30%､2mm～1cm
　大炭粒1%､2～5mm大焼土粒･2mm大石灰岩粒
　1%未満含む。
２.10YR4/6 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　１層と比べやや弱め。混入物2mm～3㎝大マージ
　ブロック20%､2mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/6 褐色､若干粘性の砂質シルト層。締り強
　い。混入物2mm～2cm大マージブロック10%､
　2mm～2cm大炭粒･炭の固まり5%､2～5mm大
　焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　1層と比べやや弱め。混入物2mm～2cm大マージ
　ブロック30%､2mm大炭粒2%､2mm大焼土粒1%
　未満含む。

SP054
1.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　強め。混入物2mm～3cm大マージブロック20%､
　2～5mm大炭粒1%､2mm大焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層よりさらに強め。混入物2mm～1cm大マージ
　ブロック30%､2～5mm大炭粒･焼土粒1%未満含
　む。石器一点含む（2層）。

SP157
1.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　強め。混入物2mm～1cm大マージブロック15%､
　2～5mm大炭粒･2mm大炭の固まり1%､2～5mm
　大焼土粒1%未満含む。上面に磁器片1点あり。

1.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り全
　体的に強め（上部はやや弱め）。混入物2mm～3cm
　大マージブロック15%､2～5mm大炭粒1%含む。 

1.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　やや弱め（部分的に強い所あり）。混入物2mm～
　3cm大マージブロック10%､2～5mm大炭粒､
　2mm～1cm大焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性。締り1層よりさらに少し
　弱め。混入物2mm～3cm大マージブロック20%､
　2～5mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

SP151
1.10YR4/4 褐色､やや粘性の強い砂質シルト層。
　締りやや強め。混入物2mm～3cm大マージブロ
　ック30%､2～5mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　強め。混入物2mm～1cm大マージブロック7%､
　2～5mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層よりやや強め。混入2mm～3cm大マージブ
　ロック15%､2～5mm大炭粒3%､2mm大焼土1%
　未満含む。

SP050
1.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り強
　め（真ん中が少し弱め）。混入物2mm～4cm大マー
　ジブロック40%､2mm大焼土粒･炭粒･2mm大石
　灰岩粒も1%未満含む。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性の強い砂質シルト層。
　締り強い。混入物2mm～1cm大マージブロック
　10%､2～7mm大炭粒1%､2～5mm大焼土粒1%
　未満含む。
２.10YR4/6 褐色､若干粘性のある砂質シルト層。
　締り1層と比べ強め。混入物2mm～1cm大マージ
　ブロック7%､2～5mm大炭粒・2mm大焼土粒1%
　未満含む。
3.10YR4/6 褐色､やや粘性の強い砂質シルト層。
　締り1層と比べやや強め。混入物2mm~～3cm大
　マージブロック80%､2mm大炭粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締り強め。2mm～3cm大マージブロック15％､
　2～5mm大炭粒・焼土粒1％未満含む。

1.10YR4/4 褐色､若干粘性のある砂質シルト層。
　締り強め。混入物2mm～1cm大マージブロック
　7％､2～5mm大炭粒・2mm大焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の強い砂質シルト層。
　締り1層と比べ少し弱め。混入物2mm～2cm大
　マージブロック10%､2～5mm大炭粒･2mm大焼
　土粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り弱
　め。混入物2mm～2cm大マージブロック7%､2mm
　大炭粒･焼土粒1％未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り1
　層と比べ強め。混入物2mm～1cm大マージブロッ
　ク10%､2mm大炭粒1%未満含む。

2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締り1層より強め。混入物2～5mm大マージブロ
　ック5%､2mm大炭粒･焼土粒1％未満含む。
3.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締り1層よりやや強め。混入物2mm～3cm大マー
　ジブロック20%､2～5mm大炭粒1%､2～5mm大
　焼土粒1%未満含む。
4.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締り1層と比べやや強め。混入物2mm～2cm大
　マージブロック10%､2～5mm大炭粒1%､2mm
　大焼土粒1%未含む。
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第３節　遺構

第Ⅳ‐23 図　ピット断面図３

(S=1/30)
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1.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締り強い。混入物
　2～7mm大マージブロック約5%､2～5mm大焼土
　粒･炭粒1%未満含む。約15cm大の石灰岩礫あり。
2.10YR4/4 褐色､若干粘性の砂質シルト層。締り
　１層と比べ少し弱め。混入物2mm～2cm大マー
　ジブロック10%､2～5mm大炭粒､2mm大焼土1%
　未満含む。約15cm大の石灰岩礫あり。
3.10YR4/4 褐色､粘性の強めの砂質シルト層。締り
　1層より弱め､2層よりもやや弱め。混入物2mm～
　３cm大マージブロック60%､2mm大炭粒･焼土
　粒1%未満含む。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　強い。混入物2mm～3cm大マージブロック15%､
　2～5mm大炭粒2%､2～5mm大焼土粒1%未満含
　む。
2.10YR4/4  褐色､粘性のやや強めの砂質シルト層。
　締り1層と比べやや弱め。混入物2mm～3cm大
　マージブロック40%､2mm大炭粒･焼土粒1%未
　満含む。

1.10YR3/4 暗褐色､砂質シルト層。締り強め。混入
　物2mm～1cm大マージブロック約7%､2～5mm
　大炭粒3%､2～5mm大焼土1%未満含む。石器片
　1点含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　1層と比べ強い。混入物2mm～1cm大マージブ
　ロック10%､2～5mm大炭粒2%､2mm大焼土粒
　1%未満含む。
3.10YR3/4 暗褐色､やや粘性砂質シルト層。締り
　1層と比べ強い。混入物2mm～2cm大マージブロ
　ック20%､2～5mm大炭粒2%､2～5mm大焼土粒
　1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　強い。混入物2mm～3cm大マージブロック7%､
　2mm大炭粒･焼土1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層と比べやや弱め。混入物2mm～2cm大マージ
　ブロック10%､2～5mm大焼土粒･2mm大炭粒1%
　未満含む。

1.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締りやや弱め。混
　入物2mm～2cm大マージブロック7%､2～5mm
　大炭粒､2mm大焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　1層と比べ強い。混入物2mm～3cm大マージブ
　ロック15%､2～5mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。
3.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層と比べこっちもやや弱め。混入物2mm～5cm
　大マージブロック60%､2～5mm大炭粒･焼土粒
　1%未満含む。

SP066
1.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締り強め。混入物
　2mm～1cm大マージブロック7%､2～5mm大炭
　粒1%､2mm大焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層と比べやや弱め。混入物2mm～3cm大マージ
　ブロック50%､2mm大焼土粒･炭粒1%未満含む。

SP137
1.やや粘性の砂質シルト層。締り良い。混入物2mm
　～2cm大マージブロック40%､2～5mm大炭粒
　1%未満含む。

SP067
1.10YR3/4 暗褐色（10YR4/4褐色にも近い）､やや粘性の砂質シルト層。
　下部は粘性が強い。石の周りも粘性が強い。混入物2mm～4cm大マージ
　ブロック30%､2～5mm大炭粒約5%､2～5mm大焼土粒5%含む。真ん中
　に石灰岩礫あり。

SP068
1.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締りは強め。混入物2mm～6cm大マージ
　ブロック20%､2～5mm大炭粒5%､2～5mm大焼土粒2%､石灰岩粒（2mm
　大）1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締りやや弱め。混入物2mm～
　3cm大マージブロック30%､2～5mm大炭粒2%､2mm大焼土粒1%未満
　含む。

SP069
1.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締りやや強め（下部は少し粘性が
　強めで､弱め）。混入物2mm～6cm大マージブロック60%､2mm～1cm大炭粒､
　2mm大焼土粒､2mm大石灰岩粒1%未満含む。

SP070
1.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締りやや強め。混入物2mm～3cm
　大マージブロック7%､2～5mm大炭粒4%､2～5mm大焼土粒3%､2mm大石灰
　岩粒1%未満含む。
2.10YR 4/4 褐色､粘性の砂質シルト層。締りは1層より強め。混入物2mm～
　1cm大マージブロック15%､2～5mm大炭粒1%､2mm大焼土粒1%未満含む。
3.10YR4/4 褐色､粘性の砂質シルト層。締り1層よりやや弱め。混入物2mm～
　3cm大マージブロック30%､2mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

SP140
1.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締り強め。混入物2mm～1cm大マージブロック
　15%､2～5mm大炭粒･2mm大焼土粒1%未満含む。

1.10YR3/4 暗褐色､若干粘性の砂質シルト層。締り
　強い。混入物2mm～3cm大マージブロック15%､
　2～5mm大炭粒3%､2～5mm大焼土粒1%含む。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性砂質シルト層。締り1
　層と比べやや弱め。混入物2mm～2cm大マージ
　ブロック10%､2～5mm大焼土粒･炭粒1%未満含
　む。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性の砂質シルト層。
　締り強い。混入物2mm～1cm大マージブロック
　10%､2～5mm大炭粒1%､2～5mm大焼土粒1%
　未満含む。

SP073
1.10YR4/4 褐色､やや粘性砂質シルト層。締り強
　い。混入物2mm～1cm大マージブロック5%､
　2mm大炭粒1%､2～5mm大焼土粒1%未満含む。

SP139
1.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締りやや強い。混入物2mm～2cm大マージブ
　ロック7%､2～5mm大炭粒1%､2mm大焼土粒
　1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　1層と比べ強め。混入物2mm～1cm大マージブ
　ロック約10%､2～5mm大炭粒･焼土粒1%未満
　含む。

SP074
1.10YR4/6 褐色､若干粘性の砂質シルト層。締り強い。
　混入物5mm～1cm大マージブロック5%､2～5mm
　大炭粒･2mm大焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/6 褐色､砂質シルト層。締り1層と比べやや
　強め。混入物2mm～2cm大マージブロック40%､
　2mm大炭粒1%未満含む。
3.10YR4/6 褐色､粘性強い砂質シルト層。締り1層より
　弱め。混入物2mm～3cm大マージブロック30%､
　2～5mm大焼土粒･炭粒1%未満含む。

SP141
1.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締りやや強め。混入
　物2mm～3cm大マージブロック20%､2mm～1cm
　大炭粒1%､2～5mm大焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り1層
　と比べやや強い。混入物2～3cm大マージブロック
　50%､2～5mm大焼土粒･炭粒1%未満含む。

SP142
1.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締りやや
　強い。混入物2mm～2cm大マージブロック10%､
　2mm～1cm大炭粒1%､2mm大焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締り強め。混入物
　2～5mm大マージブロック3%､2mm大炭粒･焼
　土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　1層と比べ弱め。混入物2mm～3cm大マージブ
　ロック10%､2mm～1cm大炭粒1%､2～5mm大
　焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/6 褐色､砂質シルト層。締り強め､弱い所
　もある。混入物2mm～1cm大マージブロック7%､
　2mm大焼土粒･炭粒1%未満含む。2mm大石灰岩
　粒も1%未満含む。

S070　同右

SP060
1.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締り強め。混入物
　2mm～1cm大マージブロック5%､2～5mm大焼
　土粒･炭粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､若干粘性の砂質シルト層。締り
　1層と比べ強い。混入物2mm～1cm大マージブロ
　ック約7%､2～5mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

SP058
1.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り強
　い。混入物2mm～4cm大マージブロック30%､
　2～5mm大炭粒1%､2mm大焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の砂質シルト層。締り1層と
　比べるとやや弱めだが全体的には強い。混入物
　2mm～5cm大マージブロック40%､2～5mm大
　炭粒1%､2mm大焼土粒･2mm大石灰岩粒1%未満
　含む。
3.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　１層と比べやや弱め。混入物2mm～4cm大マー
　ジブロック約50%､2～5mm大炭粒1%､2mm大
　焼土粒･2mm大石灰岩粒1%未満含む。

SP058　同左

SP059
1.10YR4/4 褐色､粘性の砂質シルト層。締りやや強
　い。混入物2mm～1cm大マージブロック約10%､
　2～5mm大炭粒2%､2～5mm大焼土粒･2mm大石
　灰岩粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り1
　層より強め。混入物2mm～3cm大マージブロック
　20%､2～5mm大焼土粒･炭粒及び2mm大石灰岩
　粒1%未満含む。
3.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　１層よりやや強め。混入物2mm～5cm大マージ
　ブロック60%､2mm大炭粒･焼土粒及び2mm大石
　灰岩粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､若干粘性のある砂質シルト層。
　締り強い。混入物2mm～3cm大マージブロック
　20%､2～5mm大炭粒､炭の固まり1%､2～5mm
　大焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締り1層と比べ
　やや強め。混入物2mm～3cm大マージブロック
　60%､2～5mm大炭粒・2mm大焼土粒1%未満含む。

SP077
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第Ⅳ‐24 図　ピット断面図４ (S=1/30)
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1.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　やや強め。混入物2mm～2cm大マージブロック
　7%､2～5mm大焼土粒3%､2～5mm大炭粒1%
　含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層と比べやや弱め。混入物2mm～1cm大マー
　ジブロック15%､2～5mm大炭粒1%含む。
3.10YR4/4 褐色､やや粘性の強い砂質シルト層。
　締り1層と比べやや弱め。混入物2mm～2cm大
　マージブロック60%､2～5mm大炭粒2%､2mm
　大焼土粒1%未満含む。
4.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　1層と比べやや少し弱め。混入物2～5mm大焼
　土粒･炭粒1%未満含む。

1.10YR4/6 褐色､砂質シルト層。締り2層よりさら
　に強め。混入物2mm～3cm大マージブロック30%､
　2～5mm大焼土粒･2mm大炭粒1%未満含む。
2.10YR4/6 褐色､砂質シルト層。締り強い。混入物
　2mm～3cm大マージブロック20%､2mm大炭粒､
　焼土粒1%未満含む。
3.10YR4/6 褐色､やや粘性砂質シルト層。締り2層
　と同じくらい強め。混入物2mm～2cm大マージ
　ブロック40%､2～5mm大炭粒･2mm大焼土粒1%
　未満含む。

1.10YR4/6 褐色､粘性強い。締りやや弱め。混入物
　2mm～1cm大マージブロック7%､2～5mm大焼
　土粒･炭粒1%未満含む。
2.10YR4/6 褐色､粘性強い砂質シルト層。締り1層
　よりさらに弱め。混入物2mm～2cm大マージブ
　ロック20%､2mm大炭粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､若干粘性の砂質シルト層。締り
　良い。混入物2mm～2cm大マージブロック10%、
　2～5mm大焼土粒･炭粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層と比べやや弱め。混入物2mm～3cm大マージ
　ブロック30%､2mm～1cm大焼土粒･2～5mm大
　炭粒1%未満含む。

SP100
1.10YR3/4 暗褐色､砂質シルト層。締り強め。混入
　物2mm～2cm大マージブロック5%､2～5mm大
　炭粒､2mm大焼土粒1%未満含む。

SP099
1.10YR3/4 暗褐色､砂質シルト層。締り強め。混入
　物2mm～1cm大マージブロック5%､2mm大焼土
　粒･炭粒1%未満含む。
2.10YR3/4 暗褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　1層と比べ強い。混入物2mm～2cm大マージブロ
　ック7%､2～５mm大炭粒､2mm大焼土粒1%未満
　含む。
3.10YR3/4 暗褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層と比べ弱め。混入物2mm～3cm大マージブロ
　ック約10%､2～5mm大炭粒1%､2mm大焼土粒
　1%未満含む。

SP102
1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　強い。混入物2mm～1cm大マージブロック約5%､
　2～5mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

SP101
1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　強い。混入物2mm～2cm大マージブロック約7%､
　2mm大焼土粒･炭粒1%未満含む。

1.10YR3/4 暗褐色､粘性のやや強い砂質シルト層。
　締りやや強め。混入物2mm～1cm大マージブロ
　ック5%､2mm～1cm大焼土粒3%､2～5mm大炭
　粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層よりさらに強め。混入物2mm～1cm大マージ
　ブロック約7%､2～5mm大炭粒2%､2mm大焼土
　粒1%未満含む。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性砂質シルト層。締り
　強い。混入物2mm～2cm大マージブロック7%､
　2～5mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､粘性のやや強い砂質シルト層。
　締り弱め。混入物2mm～3cm大マージブロック
　10%､2mm大炭粒･焼土1%未満含む。

1.10YR3/4 暗褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　下部は強め､上部はやや弱め。混入物2mm～1cm
　大マージブロック7%､2～5mm大炭粒・3cm大炭
　の固まり5%、2mm大焼土粒1%未満含む。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　強い。混入物2mm～1cm大マージブロック5%､
　2～5mm大炭粒1%､2mm大焼土粒1%未満含む。
2.10YR3/4 暗褐色､粘性の強めの砂質シルト層。
　締り1層と比べ強め。混入物2mm～3cm大マージ
　ブロック20%､2mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

SP155
1.10YR3/4 暗褐色､粘性強い砂質シルト層。締り
　強い。混入物2mm~2cm大マージブロック7%、
　2～5mm大焼土粒･炭粒1%未満含む。1mm大石
　灰岩粒1%未満含む。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　やや弱め。混入物2mm～1cm大マージブロック
　50%､2～5mm大炭粒1%､2mm大焼土粒1%未満
　含む。 1.10YR3/4 暗褐色､粘質の強い砂質シルト層。締り

　かなり弱い。混入物2mm～1cm大マージブロック
　約10%､2～5mm大炭粒2%､2mm大焼土粒1%未満
　含む。

SP117
1.10YR3/4 暗褐色､砂質シルト層。締り強め。混入
　物2～5mm大マージブロック7%､2～5mm大炭
　粒3%､2～5mm大焼土粒1%未満含む。

SP121
1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　やや弱め。混入物2mm～2cm大マージブロック
　10%､2mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

SP120
1.10YR3/4 暗褐色､砂質シルト層。締りやや強め。
　混入物2mm～3cm大マージブロック20%､2～
　5mm大炭粒2%､2mm大焼土粒1%未満含む。

SP122
1.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り強
　い。混入物2mm～1cm大マージブロック7%､2mm
　大炭粒･焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。締
　り1層よりやや強め。混入物2mm～1cm大マージ
　ブロック60%､2mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

SP123
1.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り強
　め。混入物2mm～2cm大マージブロック15%､2～
　5mm大炭粒2％、2～5mm大焼土粒1%未満含む。

1.10YR3/4 暗褐色､砂質シルト層。締り強め。混入
　物2～5mm大マージブロック3%､2～5mm大炭
　粒･焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/6 褐色､粘質の強い砂質シルト層。締りや
　や弱め。混入物2mm～2cm大マージブロック約
　15%､2～7mm大炭粒・炭の固まり2%、2～5mm
　大焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性強い砂質シルト層。締り1層
　よりさらに弱い。混入物2mm ～1cm大マージブ
　ロック10%､2mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　強め。混入物2mm～1cm大マージブロック20%､
　2～5mm大炭粒3%､2～5mm大焼土粒･2mm大
　石灰岩粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の砂質シルト層。締り1層
　よりさらに強め。混入物2mm～3cm大マージブ
　ロック60%､2～5mm大炭粒1%､2mm大石灰岩
　粒・2mm大焼土粒1%未満含む。
3.10YR4/4 褐色、粘性の砂質シルト層。締り1層
　より少し弱め（全体的に強め）。混入物2mm～
　3cm大マージブロック40%､2mm～1cm大炭粒
　1%､2～5mm大焼土粒・2～5mm大石灰岩粒1%
　未満含む。

1.10YR4/6 褐色､砂質シルト層。締り強め。混入物
　2mm～1cm大マージブロック5%､2～5mm大焼
　土粒､2mm大炭粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り1
　層と比べ良い。混入物2mm～1cm大マージブロッ
　ク7%､2mm大焼土粒･炭粒1%未満含む。

1.10YR4/6褐色､砂質シルト層。締り強め。混入物
　2mm～1cm大マージブロック5%､2mm大炭粒
　1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締り1層と比べ強
　い。混入物2mm～2cm大マージブロック約10%､
　2mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

SP150
1.10YR3/4 暗褐色､砂質シルト層。締り強い。混入
　物2mm～1cm大マージブロック7%､2～5mm大
　焼土粒･2mm大炭粒1%未満含む。2mm大石灰岩
　粒も1%未満含む。

SP083
1.10YR3/4 暗褐色､砂質シルト層。締り強い。混入
　物2mm～2cm大マージブロック10%､2mm大炭
　粒･焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　1層と比べやや強め。混入物2mm大炭粒1%未満
　含む。もしかしたらマージのシミかもしれないが､
　ここまでを2層として遺構に含める。

1.10YR3/4 暗褐色､砂質シルト層。締り強め。混入
　物2mm～2cm大マージブロック5%､2～5mm大
　焼土粒､2mm大炭粒1%未満含む。
2.10YR3/4 暗褐色､砂質シルト層。締り1層よりさ
　らに強め。混入物2～5mm大マージブロック7%､
　2～5mm大焼土粒･炭粒1%未満含む。
3.10YR4/4 褐色､やや粘性砂質シルト層。締り１層
　より弱め。混入物2mm～1cm大マージブロック
　10%､2mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性砂質シルト層。締り強
　め。混入物2mm～1cm大マージブロック約5%､
　2～5mm大炭粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､1層と比べやや粘性砂質シルト層。
　締り弱め。混入物2mm～1cm大マージブロック
　70%､2mm大炭粒1%未満含む。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締り強い。2mm～2cm大マージブロック7%､2～
　5mm大焼土粒･2mm大炭粒1%未満含む。
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第Ⅳ‐25 図　ピット断面図５
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1.10YR3/4 暗褐色､粘性の強い砂質シルト層。
　締り強め。混入物2mm～2cm大マージブロック
　25%､2～５mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/6 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　強め。混入物2mm～1cm大マージブロック約
　10%､2～5mm大炭粒3%､2mm大焼土粒･2mm
　大石灰岩粒1%未満含む。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　1層と比べ強い。混入物2mm～2cm大マージブ
　ロック約15%､2～5mm大炭粒･2cm大焼土粒
　1%未満含む。

1.10YR4/4褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　強め。混入物2mm～2cm大マージブロック10%､
　2～5mm大焼土粒･炭粒1%未満含む。

1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性の砂質シルト層。
　締り強い。混入物2mm～3cm大マージブロック
　40%､2～5mm大炭粒1%､2mm大焼土粒1%未満
　含む。

1.10YR4/4 褐色､粘性強い砂質シルト層。締り強め。
　混入物2mm～1cm大マージブロック50%､2mm
　大炭粒･焼土粒1%未満含む。2mm大石灰岩粒1%
　未満含む。

1.10YR4/4 褐色､粘性強い砂質シルト層。締り強め。
　混入物2mm～2cm大マージブロック15%､2～
　5mm大焼土粒1%､2～5mm大炭粒･2～5mm大
　石灰岩粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､粘性強い砂質シルト層。締りやや
　強め。混入物2mm～3cm大マージブロック40%､
　2～5mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。
　

1.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り強
　め。混入物2mm～1cm大マージブロック20%､2～
　5mm大炭粒･2mm大焼土粒1%未満含む。2mm大
　石灰岩粒も1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締りさ
　らに強め。混入物2mm～1cm大マージブロック
　15%､2mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､粘性のやや強い砂質シルト層。
　締りやや弱め。混入物2mm～1cm大マージブロッ
　ク約7%､2～5mm大炭粒・2mm大焼土粒1%未満
　含む。 1.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締り全体的に強め。

　混入物2mm～2cm大マージブロック5%､2～5mm
　大焼土粒1%､2～5mm大炭粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り強
　め。混入物2mm～2cm大マージブロック10%､
　2mm～1cm大炭粒･炭の固まり1%､2～5mm大焼
　土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の砂質シルト層。締り1層よ
　りさらに少し強め。混入物2mm～1cm大マージ
　ブロック7%､2～5mm大炭粒2%､2mm大焼土粒
　1%未満含む。
3.10YR4/4 褐色､粘性の砂質シルト層。締り1層と
　比べると弱め。混入物2mm～3cm大マージブロッ
　ク40%､2mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/6 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　やや弱め。2mm～3cm大マージブロック20%､
　2～5mm大炭粒･2cm大焼土粒1%未満含む。 SP137

1.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り良い。
　混入物2mm～2cm大マージブロック40%､2～5mm
　大炭粒1%未満含む。
　
SP160
1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性の砂質シルト層。締りや
　や強い。混入物2mm～1.5cm大マージブロック7%､
　2mm～1cm大焼土粒1%､2～5mm大炭粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り1層
　と比べ強め。混入物2mm～2cm大マージブロック約
　10%､2～5mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。
3.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り1層
　よりさらに強め（2層よりも）。混入物2mm～3cm大
　マージブロック30%､2～5mm大炭粒2%、2mm大焼
　土粒1%未満含む。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性のある砂質シルト層。
　締り強め。混入物2mm～2cm大マージブロック
　7%､2～5mm大炭粒1%､2mm大焼土粒1%未満
　含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層と比べ強い。混入物2mm～3cm大マージブ
　ロック10%､2mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性砂質シルト層。締り強め。
　混入物2mm～1cm大マージブロック5%､2mm大
　炭粒1%､2mm大焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性砂質シルト層。締り1層
　と比べ強い。混入物2mm～1cm大マージブロック
　70%､2mm大炭粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り強
　い。混入物2mm～1cm大マージブロック20%､2～
　5mm大炭粒､2mm大焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､若干粘性のある砂質シルト層。
　締り強い。締り1層と比べ強め。混入物2mm～1cm
　大マージブロック30%､2mm大炭粒･焼土粒1%
　未満含む。

1.10YR4/6 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　弱め。混入物2mm～3cm大マージブロック80%､
　2mm大炭粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､やや粘性の強い砂質シルト層。
　締り1層と比べ強い。混入物2mm～3cm大マージ
　ブロック40%､2～5mm大炭粒1%､2mm大焼土粒
　1%未満含む。
3.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　1層と比べ強い。混入物2mm～2cm大マージブ
　ロック30%､2mm大炭粒1%未満含む。

SP158
1.10YR3/4 暗褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　やや弱め。混入物2mm～2cm大マージブロック
　15%､2mm～1cm大炭粒1%､2～5mm大焼土粒
　1%未満含む。

SP147
1.10YR3/4 暗褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り
　弱め。混入物2mm～3cm大マージブロック約10%､
　2～5mm大炭粒･2mm焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/6 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り1
　層と比べやや弱め。混入物2mm～1cm大マージ
　ブロック5%､2mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り
　強め。混入物2mm～3cm大マージブロック60%､
　2～5mm大炭粒1%､2～5mm大焼土粒1%未満含
　む。向かって平面右側に石灰岩礫を含む。
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２．掘立柱建物跡（SB）

　各ピットの配置状況や掘方断面、底面レベルを組み合わせて、５棟の掘立柱建物のプランを設定した。以

下、各掘立柱建物プランに SB１～ SB５の番号を付し、詳細については以下に記述する。

（１）SB１

　SB１は本遺跡の北端、段丘縁辺に位置している。4 本柱の建物跡で高床式倉庫の可能性が想定される。ピッ

トは大きいもので直径 1 ｍを測るものがあるなど本遺跡で特徴的な遺構である。ピット間の距離は 2 ｍ×

2.5 ｍの長方形で柱痕の位置が掘方の西側寄りとなっている。深さも 1 ｍ程あるためか、柱痕が 40 ～ 50 ㎝、

掘方は 80 ～ 100 ㎝となっている。覆土を見ると SP386 と SP388 は柱痕と掘方の間に数㎝幅の土が含まれ

ていた。柱痕と埋め土の隙間に堆積した土と考えられる。また、柱痕と埋め土は一定間隔で水平に堆積して

おり、柱を入れたあとに周りを土で埋める際に踏み固めながら入れた可能性が考えられる。柱痕下部の土は

やや締まりが悪く、水の影響を受けた可能性がある。

　SP387 と SP388 は平面で見ると切り合いに見えるが、断面では柱痕と掘方であると推測される。同様に

SP391 と SP390 も柱痕と掘方のセット関係と思われる。いずれも掘方の範囲をはみ出しているものの、柱

痕の幅や深さなどが残り 2 基のピットと類似する。出土遺物は SP385 から青磁片が 1 点、SP391 から獣骨、

SP388 から陶磁器片が出土した。

（２）SB２

　SB２は北東―南西方向に軸を持つ4.5ｍ四方のプランである。多数のピットが集中し、かつ複雑に切り合っ

ている状況であり、現地ではプランの推定ができなかったため、前述したピットの分類などから推定したプ

ランとなっている。SB２の東側には SD４がプランに沿って「Ｌ」字状に延びる。SD４が SB２と関連した

遺構であることが想定されるが、周囲の地形を考えると地形的に高くなる東側に位置することから雨水等の

流れ込みを防ぐ側溝のような施設ではないかと思われる。なお、同様なセット関係が工区２の SD５でも見

られる。

（３）SB３

　SB３は工区１の南東端に位置し、SB１、SB２と同じく北東―南西方向に軸を持つプランとなっている。

ピットの大きさが 30 ㎝程度であるため、母屋の可能性が高い。基底面は 43 ｍ前後で掘方断面は底面を平

坦にするＡ類とやや丸みをもつＢ類が混在する。

（４）SB４

　SB４は工区２の東側に位置する建物プランで、南東―北西方向に軸をもつ。東側は撹乱で消失している

ため、全体の規模は不明である。直径 30 ～ 40 ㎝大のピットで構成され、掘方断面ではＢ類が多い。ただし、

底面レベルでは 44.20 ～ 44.60 ｍと幅がある。

（５）SB５

　SB５は工区２の北側に位置する。北西―南東方向に軸を持つプランで 5 ｍ× 3.5 ｍ規模となっている。

掘方断面を見るとＡ、Ｂ、Ｃ類が混在するが、比較的Ａ類が多いく底面レベルでは 43.5 ｍ前後となっている。

SB２と同じようにプランの東側に沿って「Ｌ」字状に溝（※ SD１）が位置する。南東側が標高的に高いため、

雨水等の流入を防ぐために設置した可能性がある。逆に南西側は低く、SD２がプランの軸に沿って延びる。

周囲のピットは底面レベルがⅦ類～Ⅷ類がまとまっている。
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C
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SP386SP387

SP389

SP388

SP390

SP391

SP392

SP442

SP385

SB1 遺構観察表

遺構番号

SP385
SP386
SP387

SP390

平面形状

円形
円形
円形

円形

遺構計測 (cm)
長軸 短軸 深さ
94 84 103

100 93 88
90 86 105

― 85 100

底面レベル
(m)

41.08
41.22
41.05

41.12

分　類
底面 断面 柱痕
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ

Cl
Cl
Al

C

＋
＋

備　　考

SP388 楕円形 50 44 105 41.05 Ｉ C ＋
SP389 楕円形 52 ― 6 Ⅲ42.03 B

SP391 楕円形 59 51 88 41.24 Ｉ B ＋
SP392 楕円形 ? ― 40 27 41.85 Ⅱ D
SP442 楕円形 ? ― 52 13 41.98 Ⅱ C

建物跡推定プラン

遺構名

SB1

側　　柱
遺　構　名

SP385  390･391･392･442
SP390･391･392･442  387･388･389
SP387･388･389  386
SP386  385

長さ

2.7
2.2
2.6
2.2

中　　柱
遺　構　名 長さ

― ―

大きさ 軸方向 備　　考

単位：ｍ

2.5×2.0 NW－SE

図版Ⅳ‐６　SB１　ピット平断面

第Ⅳ‐26 図　SB１（工区１）平断面図
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SP134
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建物跡推定プラン

遺構名

SB2

側　　柱
遺　構　名

SP122  370  372
SP372  410  113  106  102
SP102  125  234  135  140
SP140  142  143  123  122

長さ

4.0
5.0
4.7
4.3

中　　柱
遺　構　名 長さ

― ―

大きさ 軸方向 備　　考

単位：ｍ

4.5×4.5 NE－SW

SB2 遺構観察表

遺構番号 平面形状
遺構計測 (cm)

長軸 短軸 深さ
底面レベル

(m)
分　類

底面 断面 柱痕 備　　考

SP102 円形 54 50 64 42.03 Ⅲ Al ＋
SP106 円形 ― 38 36 42.40 Ⅳ B
SP113 円形？ ― 62 67 42.08 Ⅲ Al ＋ 磁器片
SP122 円形 44 42 63 42.09 Ⅲ Ａ ＋
SP123 円形 32 30 48 42.28 Ⅳ Ａ ＋
SP125 楕円形？ 51 46 46 42.20 Ⅲ Ｃ
SP135 円形？ ― 39 50 42.09 Ⅲ Ａ
SP140 円形 40 34 38 42.21 Ⅳ A
SP142 楕円形 54 44 38 42.28 Ⅳ A ＋
SP143 楕円形 45 29 25 42.49 Ⅴ Ａ
SP234 円形 43 37 37 42.26 Ⅳ A
SP370 円形 37 35 66 41.98 Ⅱ B ＋
SP372 楕円形 48 40 38 42.28 Ⅳ Ｃ
SP410 円形 52 42 80 42.18 Ⅲ Ｃ ＋

第Ⅳ‐27 図　SB２（工区１）平断面図
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第３節　遺構

SP102 北より SP106・SP233 西より SP113 西より ( 陶器片 ) SP122 南より

SP123 南より SP125 北より SP135 南より SP140 西より

SP142 南より SP143 西より SP234・SP124 西より SP370 南より

SP372 南より SP410 南より

SB2 完堀状況 南より

図版Ⅳ‐７　SB２（工区１）ピット平断面
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡
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SB3 遺構観察表

遺構番号 平面形状
遺構計測 (cm)

長軸 短軸 深さ
底面レベル

(m)
分　類

底面 断面 柱痕 備　　考

円形？SP008 ― 42 48 42.88 Ⅶ A 土器片
SP010 円形 36 35 15 43.13 Ⅷ Ａ
SP013 円形 42 38 25 43.08 Ⅷ Ａ
SP014 円形 35 34 43 42.92 Ⅶ A
SP018 円形 41 40 48 42.87 Ⅶ Ａ
SP022 楕円形？ ― 59 44 42.88 Ⅶ A 陶器片 ( 施釉 )
SP023 円形 37 32 27 42.96 Ⅶ C
SP028 円形 36 33 32 42.95 Ⅶ Ｃ ＋
SP031 円形 44 42 55 42.61 Ⅵ A
SP035 円形 56 42 42.87 Ⅶ Al
SP036 円形 40 38 43 42.88 Ⅶ Ｂ
SP038 円形 ― 28 40 42.90 Ⅶ Ａ
SP041 楕円形 62 46 42 42.85 Ⅶ Ｂ 磁器片、焼土塊
SP042 円形 31 27 21 43.04 Ⅷ A
SP046 円形 40 34 24 43.03 Ⅷ Ｂ
SP048 円形 36 32 36 42.88 Ⅶ C ＋
SP049 円形 38 33 30 42.96 Ⅶ A ＋
SP053 楕円形 48 32 36 42.80 Ⅵ B ＋ 焼土塊
SP055 円形 34 32 31 42.91 Ⅶ Ａ ＋ 磁器片
SP056 楕円形 44 34 22 42.96 Ⅶ B
SP059 円形 39 33 44 42.88 Ⅶ Ｂ ＋
SP060 楕円形？ ― ― 40 42.91 Ⅶ Ｂ
SP067 楕円形 41 35 24 42.87 Ⅶ A
SP068 円形 34 29 13 42.98 Ⅶ B
SP069 円形 32 30 20 42.95 Ⅶ A ＋
SP070 円形 32 30 32 42.89 Ⅶ B
SP074 楕円形 41 32 12 42.83 Ⅶ B
SP078 円形 39 38 20 42.75 Ⅵ A
SP084 円形 40 38 22 42.65 Ⅵ A 青磁片

建物跡推定プラン

遺構名

SB3

側　　柱
遺　構　名

SP053  049  048  046  013  014
SP014  008  010  023  060
SP060  028  031  078  084
SP084  074  068  067  056  055  053

長さ

7.2
6.3
6.9
6.0

中　　柱
遺　構　名 長さ

7.3

大きさ 軸方向 備　　考

単位：ｍ

7.0×6.0 NW－SESP067  069  070  042  041  038
 036  059  022  010

SP028  035  022  018 4.7

第Ⅳ‐28 図　SB３（工区１）平断面図
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第３節　遺構

SP008 南より ( 焼土 ) SP010 南より SP013 南より SP014 南より SP018 南より

SP059・SP022 南より SP023 北より SP028 南より SP031 南より SP035 南より

SP036 南より SP037・SP038 南より SP112・SP041 南より ( 磁器片） SP042 南より SP046 南より

SP048 南より SP049 南より SP053 南より SP055 南より ( 磁器片 ) SP056 南より

SP060 東より SP066・SP067 南より SP068 南より SP069 南より SP070 東より

SP074 南より SP078 南より SP084 南より

SB3 完堀状況 南より

図版Ⅳ‐８　SB３（工区１）ピット平断面
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

(S=1/50)

0 1m

SB4

SP011  南より SP012・SP013  南より SP014  南東より

SP017  南より SP020  東より SP021  東より

SP026  南東より SP028 南よりSB4 完堀状況 南より
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備　　考柱痕断面底面
分　類

(m)
底面レベル

深さ短軸長軸
遺構計測 (cm)

平面形状遺構番号

SP011 円形？ ― 36 16 44.62 Ⅻ A
SP012 円形 44 42 46 44.34 Ⅺ B

SP020 円形 40 30 19 44.49 Ⅻ B ＋
SP021 円形 36 34 26 44.40 Ⅺ B

SP028 円形 52 44 20 44.47 Ⅻ B

遺構名

SB4

側　　柱
遺　構　名

SP013  012  011  017
SP017  020  021  028
SP028  026  014
SP―

長さ
―
3.3
―
―

中　　柱
遺　構　名 長さ

― ―

大きさ 軸方向 備　　考

単位：ｍ

―×3.3 NE－SW

SB4 遺構観察表

建物跡推定プラン

＋SP013 楕円形？ ― 49 43 44.41 Ⅻ B
SP014 楕円形 50 40 18 44.55 Ⅻ B

＋SP017 楕円形 40 31 47 44.18 Ⅹ B

SP026 円形 38 34 25 44.54 Ⅻ B

図版Ⅳ‐９　SB４（工区２）ピット平断面

第Ⅳ‐29 図　SB４（工区２）平断面図
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第３節　遺構
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SB5 遺構観察表

遺構番号 平面形状
遺構計測 (cm)

長軸 短軸 深さ
底面レⅣベル

(m)
分　類

底面 断面 柱痕 備　　考

SP056 楕円形 ― 39 42 43.33 Ⅶ A 土器片
SP052 円形 44 43 58 43.28 Ⅶ C

SP041 円形 40 38 37 43.48 Ⅷ C
SP042

＋

円形 34 28 24 43.72 Ⅸ A

SP059 円形 45 43 28 43.43 Ⅷ B
SP061 楕円形 56 32 40 43.48 Ⅷ A

＋

SP062 円形 43 42 46 43.48 Ⅷ A ＋
SP066 円形 40 36 22 43.61 Ⅸ B
SP070 楕円形 53 44 24 43.49 Ⅷ A
SP133 円形 48 44 33 43.55 Ⅷ B
SP135 円形 38 36 18 43.74 Ⅸ Ａ

20SP137 不定形 63 38 43.56 Ⅷ B
SP151 円形 32 28 43.50 Ａ― Ⅷ

土器片

焼土片

建物跡推定プラン

遺構名

SB5

側　　柱
遺　構　名

SP056  052  133  135
SP135  042  041
SP041  062  066  137  070
SP070  059   056

長さ

4.7
3.4
4.8
3.4

中　　柱
遺　構　名 長さ 大きさ 軸方向 備　　考

単位：ｍ

5.0×3.5 NW－SESP059  061  042 4.8

第Ⅳ‐30 図　SB５（工区２）ピット平断面図
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

SB5 完堀状況  西より

SP041  南東より SP042  北西より SP052  南西より

SP056・SP151  南西より SP059  北東より SP061  北東より

SP062  北東より SP066・SP137  北東より SP067･SP068･SP069･SP070  北より

SP070  北西より SP133  南西より SP135  南西より

図版Ⅳ‐10　SB５（工区２）ピット平断面



 63 

第３節　遺構

３．土坑（SK）

　工区１では３基、工区２で１基の土坑が検出された。工区１の SK１～ SK３はいずれも深度 10cm 程

度と浅く SD３を掘り込んで形成される。SK の上に複数のピットが切り合うため、グスク時代に形成

されたと思われるが用途は不明である。

　SK４（※工区２）は工区２の南端に位置する。長さ 2.4 ｍ、幅 0.5 ｍほどの細長い土坑で深度は 15 ㎝

程を測る。周囲はマージ層で黄褐色の砂質シルトが堆積する。中心に炭化物や焼土粒を含む褐色シルト

層が堆積する。南側に隣接して炉跡（SL１）が分布する。

　基本的に本遺跡で土坑としたものは用途不明でピットとするには平面規模が大きく明らかに柱穴に

該当しないものとなっている。

第Ⅳ‐31 図　SK１～３（工区１）平面

SK1
SK2

SK3

A

A’

B

B’

Ｃ

Ｃ’Ｄ

Ｄ’

Ｅ

Ｅ’

0 2m

(S＝1/100)

SK1～3 完堀状況  南よりSK1～3位置図

長軸 短軸 深さ

SK1 長方形 150 62 13 42.53 24-E10-ネ SP377,SP378に切られる

SK2 長方形 90 64 8 42.53 24-E10-ネ SP380,SP381,SP411に切られる

SK3 楕円形 114 75 12 42.73 24-E10-ネ SP146に切られる

長軸 短軸 深さ

SK4 溝状? 238 52 9 42.58 24-G10-シ～ス

底面レベル

(m)
備　考

遺構計測(cm) 
遺構№ 　グリッド平面形状

備　考遺構№ 平面形状
遺構計測(cm) 底面レベル

(m)
グリッド

細長い形状。中心部に炭化物が集中。

第Ⅳ -10 表　土坑（SK）工区１　遺構観察表

第Ⅳ -11 表　土坑（SK）工区２　遺構観察表
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡
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第Ⅳ‐32 図　SK１～３（工区１）平断面図
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第３節　遺構

SK1 南壁  北西より

SK1 西壁  北東より

SK1 検出状況  南より

SK2  北西より

SK2 検出状況  南より

SK3 北壁  南東より SK3 南壁  北西より

SK3 検出状況  南より

SP378 SP377SK1

SK2 SP411

図版Ⅳ‐11　SK１～３（工区１）断面状況
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

(S=1/30)

1m0

A
A’

1

1’

SK4

EL=42.60m

SK4
1  .10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締り強め。混入物2mm～3cm大
　　マージブロック約10%､2mm大焼土粒3%､2 ～5mm大炭粒2%
　　含む。
1’.10YR4/4 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り1層と比べやや弱
　　め。混入物2mm～5cm大の炭の固まり（ヨコ40cm･タテ20cm
　　の幅に固まる）全体の約40%､2mm～3cm大マージブロック3%､
　　2～5mm大炭粒1%未満含む。

1’層

A A’

5m0

(S=1/200)

X=31720

SK4A

A’

SK4  南より SK4  拡大  南より

SL4

SK4

SK4

SL4

SK4  検出状況  南より

SK4  完堀状況  南よりSK4位置図

SK4平断面図

第Ⅳ‐33 図　SK４（工区２）断面状況
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第３節　遺構

４．溝状遺構（SD）

　工区１は９条、工区２では２条の溝を検出した。詳細は以下に記述する。

【工区１】

　SD１～ SD３は調査区の南東－南西方向に並走して延びる溝で、南西方向で途切れる。中央に位置す

る SD２は深さ 50 ㎝以上あり、内部に石灰岩礫を含む。掘方は立ち上がりが急で床面を平坦に削るなど

しっかりとした造りをしている。一方両側に位置する SD１と SD３は平面的には 1 ｍ以上の幅を持つが、

深さは 20 ㎝程度浅く、SD２側が深く、外側に向かって緩やかに浅くなる。SD１の覆土からは陶磁器や瓦

のほか、ガラス片などが出土した。そのため、埋没したのは戦後の基地造成によるものと思われる。

SD４は SD３に一部切られるように延びる溝で SB２を囲うように「Ｌ」字状に延びる。南東側がやや高く

なっており、北側へ傾斜する。覆土には陶磁器や土器片のほか、貝片や獣骨片などがまとまって出土した。

SD５と SD６は工区１の北端に位置し、SD５が SD６を切る。幅 50 ㎝程で深さは 10 ㎝程度となっている。

向きは SD５が北西―南東で SD６は北―南に延びる。覆土は褐色砂質シルトで時期は不明だが、近世～

近代相当と思われる。SD７は工区１の南側に位置し、南東―北西方向に延びる。幅 60 ㎝で深さ 10 ㎝

と浅い。覆土から近世～近代相当と思われる。SD８も SD７と同じく、南東―北西方向に延びる溝で北

西側では緩やかに広がりながら立ち上がりが消失していく。自然の流路の可能性も想定される。SD９

は幅約 10 ㎝、深さ 2 ～ 10 ㎝の浅い溝が等間隔で並ぶ畝状の遺構で南北方向に延びる。一体は迫地と

思われる暗褐色土が堆積し、農作物を育てるために造られた可能性が考えられる。

【工区２】

・SD10（S128）…SB５の東側に位置し、L 字状を呈する。幅は 30cm ～ 40cm、残存深度は 5 ～

15cm を測る。覆土は褐色の砂質シルトで、ピット覆土 A タイプに類似する。SB５の軸に沿って形成

されていることから、セット関係にあると思われる。使用目的についていくつか想定できるが、建物の

区画を示すもの、高所からの雨水等を処理するため、雨端によるものなどである。現地で観察する限り、

設置されている場所や掘り込まれた深度などから排水溝の可能性が高いと思われる。

・SD11（S130）…当初 2 本の溝が重なっているように見えたが、検出時の清掃や断面観察によって新

たに 1 本の溝が確認され、計 3 本の溝を検出した。3 本の溝をそれぞれ東からａ、ｂ、ｃと任意の名称

を付した。南東－北西方向に延びる。東側のピット群が位置する高位面から西側へ下がる途中に配置さ

れている。南から北方向に緩やかに傾斜しており、東側からの雨水を受け止め、北方向に流れるように

雨水をコントロールしていたと想定される。

　溝ａは、一番東側に位置する溝で、幅 60 ～ 120cm、深さは約 20cm と比較的浅い。断面形状はレ

ンズ状になる。溝ｂは、溝ａとｃの途中から見られる溝で、北側で溝ｃに合流し、南側では溝ａに合流

する。深さは約 40cm でベルト１では断面形状が逆三角形となり、ベルト３では幅が狭く、深くなる。

溝ｃは一番西側に位置する溝で南側の途中で途切れる。上層は近世～近代の耕作土が堆積するため、削

平されたものと思われる。溝ａ、ｂとは方向が明確に分かれる。

　覆土は、溝ａ、ｂ、ｃともに同じ土質で、前後関係は難しいが、溝ａが新しく、溝ｃが後に造られた

のではないかと思われる。機能としては排水溝と想定されるが３つの溝が同時に存在したのか、時期差

があるのかは不明である。遺物はグスク土器、カムィヤキが出土している。グスク土器は比較的大型の

破片もあるため、近辺にグスク時代初期の生活場があったものと推測される。また、カムィヤキが出土

していることから、想定される廃棄年代は 12 世紀から 13 世紀頃と思われる。
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第Ⅳ‐12 表　溝状遺構（SD）　工区１　遺構観察表

幅 深さ

SD1ベルト 1 73 12 42.87

SD1 ベルト2 113 14 42.92

24-E10-ツ

24-E10-ツ

SD2 ベルト1 103 34 42.63

SD2 ベルト2 86 45 42.69

24-E10-ツ

24-E10-ツ

SD3ベルト 1 100 14 42.90 24-E10-テ

SD3ベルト 2 157 20 42.96 24-E10-ヌ

SD4ベルト 1 - 36 42.62 24-E10-テ

SD4ベルト 2 278 32 42.63 24-E10-テ

SD5 ベルト1 39 6 42.09 25-E1-ア

北壁内 60 6 42.09 25-E1-ア 北壁内

SD6ベルト 1 55 12 42.07 25-E1-ア

北壁内 61 13 42.06 25-E1-ア 北壁内

SD7 SD7ベルト 1 65 10 42.33 24-F10-コ～F1-カ

SD8ベルト 1 - 29 41.68 25-F1-ア～カ～キ

20　　　　　　　　　　　　　　

19 2 41.91　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25-F1-キ 西側より仮SD9-1

16 2 41.90　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25-F1-カ 西側より仮SD9-2

20 3 41.92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25-F1-カ 西側より仮SD9-3

13 1 41.97 25-F1-カ 西側より仮SD9-4

27 3 41.98 25-F1-カ 西側より仮SD9-5

19 5 41.97 25-F1-カ 西側より仮SD9-6

13 6 41.97 25-F1-カ 西側より仮SD9-7

16 1 42.02 25-F1-カ 西側より仮SD9-8

幅 深さ

SD10ベルト1 50 6 43.87

SD10ベルト2 82 15 43.78

SD11aベルト1 63 18 42.98

SD11aベルト2 51 10 43.15

SD11aベルト3 119 24 43.23

SD11bベルト1 127 28 43.03

SD11bベルト2 84 15 43.16

SD11bベルト3 81 39 43.24

SD11c SD11cベルト3 105 19 43.54

SD9 SD9 ベルト1

SD6

SD8

SD1
単層。近世～近代に相当。褐～黄褐
色を堆積する。
含土より戦前まで使用か。

単層。SD5に切られる。

単層。SD6を切る。

単層。SD1と類似。

2層に細分化。間に貝溜りが見られる。
時期が異なる可能性あり。
SD3に切られる。

5層に細分化。礫が混入する。床面が
フラットになっている。

北西方向へ浅くなり途切れる。

幅が1～3㎝と場所によって大きく変わ
る。北西へ浅くなり途切れる。

「L」字状の溝。単層で浅いが、明らか
にSB5との関連が窺える。

北側位置。他2つに比べて造りが雑で
不明瞭。

SD11は3つの溝が切り合っている。
SD11aは南側に位置し、グスク土器、
カムィヤキが出土している。

SD11aと同じくグスク土器などの遺物が
出土。3つの中では最初に造られたと
思われる。

底面レベル
(m)

備　考
遺構計測(cm) 

断面ライン グリッド所　見遺構№

SD4

SD5

SD2

SD3

グリッド 備　考

SD10

SD11a

SD11b

遺構№ 断面ライン
遺構計測(cm) 

底面レベル

(m)
所　見

24-F10-タ～ナ

24-F10-ナ

24-G10-イ

24-G10-ア

24-G10-カ

24-G10-イ

24-G10-ア

24-G10-ア～
24-G10-カ

24-G10-ア

25-F1-カ41.90SD8ベルト 2 -

第Ⅳ‐13 表　溝状遺構（SD）　工区２　遺構観察表
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第３節　遺構

Y=
26

80
0

X=31750

SD1

SD2
SD3

SD4
SD

4.S
D3.S

D2.S
D1ベ

ル
ト

1
SD

3.SD
2.SD

1 ベ
ルト2SD4 ベルト2A

A’
B

B’

C

C’

5m0

(S=1/300)

SD1~4 位置図

SD1~4  検出状況 南より

SD2  礫検出状況  南より SD1~3  完堀状況  東より

SD1~4  完堀状況  北より

図版Ⅳ‐12　SD１～４（工区１）検出・完掘状況
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(S=1/40)

1m0

S

S
S S

S
獣骨土器片

陶磁器

獣骨

貝溜りS 炭

トレンチ
ベ
ル
ト

S

S

A A’

B
B’

C

C’

1 1
2 3

4 5

1

1
2

1

2

1
1

2a

2b 4

1

SD4（ベルト1） SD3（ベルト1） SD2（ベルト1） SD1（ベルト1）

SD3（ベルト2） SD2（ベルト2） SD1（ベルト2）

SD4（ベルト2）

EL=43.00m

EL=43.20m

EL=43.10m

SD4
溝含土除去後に床面よりPit検出。ベルト部分に集中して遺物
（獣骨・貝片・陶磁器）が出土。

SD3、SD1
SD3とSD2の含土は同じ。近世以降の耕作土と思われる。しまりやや強い、砂質シルト。
焼土粒、スミ粒が少量混じる。土質は均質。SD3は東側の堀方が急で西側でゆるやかになる。
SD1はその逆で、西側が急で東へ浅い。掘方の形成に際し工具の入れ方に関係するのか。

SD2は床面がフラットに近い。左右の掘方は急。成形に際し、金属製の工具を使用？
礫の混入するのはSD2のみ。意図的か、排水効率？土砂か？（石積の）崩落？溝の縁石？
最下層より沖陶。

SD1  (ベルト1)  南より SD1  (ベルト2)  南より SD2  (ベルト1)  南より

SD2  (ベルト2)  南より SD3  (ベルト1)  東より SD3  (ベルト2)  南より

SD4・SD3  (ベルト1)  東より

SD3SD4

SD4  (ベルト2)  北より

SD4 遺物 ( 獣骨・貝殻 ) 東より SD4 遺物 ( 獣骨・貝殻 ) 北より SD4 遺物 ( 獣骨 ) 南より

図版Ⅳ‐13　SD１～４（工区１）断面状況

第Ⅳ‐34 図　SD１～４（工区１）断面図
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(S=1/40)

1m0

北壁

A
A’

A A’

SD5 （ベルト1） SD6 （ベルト1）

SD5 SD6

EL=42.20m EL=42.20m

EL=42.20m

1

1

1

1

１.  10YR4/3  しまり強い砂質シルト １.  10YR4/3  しまり強い砂質シルト

Y=
26

80
0

X=31780

SD5

SD
6

SD5 ベ
ルト1 SD6 ベルト1

A
A’

AA’

5m0

(S=1/200)

SD5,6  検出状況  南より

SD5  (ベルト1)  南より

SD6  （ベルト1）  北より

SD5,6  完堀状況  東より

SD5,6位置図

図版Ⅳ‐14　SD５、６（工区１）検出・断面・完掘状況

第Ⅳ‐35 図　SD５、６（工区１）断面図
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(S=1/40)

1m0

A
A’

A

A’

B

B’

A
A’

SD7（ベルト1）

SD8（ベルト1）

SD8（ベルト2）

SD9（畝状遺構）

EL=42.20m

EL=42.30m

EL=42.40m

EL=42.00m

１.  10YR5/4  にぶい黄褐.　砂質シルト

Ⅱ層

Ⅱ層 1

1

3
2

2

1

3
3

5m0

(S=1/300)

Y=
26

80
0

X=31750

SD7

SD8

SD
9

SD4

SD7ベ
ルト

1

SD8ベルト1

SD8ベルト2
SD9ベルト1

A

A’

B’

B

A

A’

A

A’

SD7  (ベルト1)  西より SD8  (ベルト2)  北西より SD8  (南壁内)  北より

SD9  (ベルト1)  北より

SD7~9 位置図

SD7~9 検出状況  南より

SD7~9 完堀状況  北より

図版Ⅳ‐15　SD７～９（工区１）検出・断面・完掘状況

第Ⅳ‐36 図　SD７～９（工区１）断面図
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5m0

(S=1/250)

Y=
26

83
0

X=31720

SD
11

a.1
1b

.11
cベ

ルト3SD
11a

.11
bベルト2

SD
11

a.1
1b

ベ
ルト1

SD
10ベルト2

SD
10

ベ
ルト

1
A

A’

B

B’

A

A’

B

B’

C

C’

SD10、11a.b.c （工区２）位置図 SD10、11 検出状況  南より

SD10～11 (a.b.c)  完堀状況  南より

SD10

SD11a

SD11b

SD11b

SD11c

図版Ⅳ‐16　SD10、11（工区２）検出・完掘状況
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SD10 ベルト1  南東より SD10 ベルト2  東より

SD11 ベルト1  南東より SD11 ベルト2  南東より

SD11 ベルト3  南東より

(S=1/30)

1m0

S S

S

S
石灰岩礫

A
A’ B B’

A

A’

B

B’

C

C’

1
1

3

4

2
3

1

3

1

2
3

4

SD10（ベルト1 ） SD10（ベルト2）

SD11a（ベルト1）
SD11a（ベルト2）

SD11a（ベルト3）

SD11b（ベルト1） SD11b（ベルト2）

SD11b（ベルト3）
SD11c （ベルト3）

EL=43.90m EL=43.90m

EL=43.10m

EL=43.30m

EL=43.40m

1.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締りやや弱め。混入物
　2mm～1cm大マージブロック7%､2～5mm大炭粒
　1%､2mm大焼土粒1%未満含む。

1.10YR4/6 褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り強い。混入物2mm～2cm
　大マージブロック7%､2mm大炭粒･焼土粒1%未満含む。2mm大石灰岩
　粒も1%未満含む。

SD11
1.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締り全体的に強い（部分的に弱い所あり）。混入物2mm～2cm大マージブロック
　約10%､2～5mm大炭粒約3%､2mm大焼土粒1%未満含む。2mm大石灰岩粒､5mm大石灰岩粒1%未満含む。
2.10YR4/4 褐色､粘性のややある砂質シルト層。締り1層と比べ弱め。混入物2mm～約4cm大マージブロック30%､
　2～5mm焼土粒1%､2～5mm大炭粒1%未満含む。2mm大石灰岩粒も1%未満含む。
3.10YR4/4 褐色､粘性のややある砂質シルト層。締り1層と比べやや強い。混入物2mm～約3cm大マージブロック
　20%､2～5mm大焼土粒･炭粒1%未満含む。2mm大石灰岩粒も1%未満含む。
4.10YR4/4 褐色､粘性の強い砂質シルト層。締り1層と比べかなり弱め。混入物2mm～2cm大マージブロック60%､
　2mm大焼土粒･炭粒1%未満含む。

図版Ⅳ‐17　SD10、11（工区２）断面状況

第Ⅳ‐37 図　SD10、11（工区２）断面図
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５．炉跡（SL）

　炉跡は工区１で 3 箇所（SL１、SL２、SL３）、工区２で１箇所検出した。

　SL１は堀方が不明瞭であったが、内部に焼土粒、炭化物を多く混入していたため炉跡とした。平面

では赤色化したマージ層を確認したが、土壁が被熱している様子はなく、焼成場所は別地点の可能性も

考えられる。遺物の混入はなく、明確な時期は不明。

　SL２は SD４の西側に接するように位置し、炭化物や焼土粒が数㎝の塊で混入する。深さ 5 ㎝以下と

浅く、立ち上がりは不明瞭。焼成場所が別地点の可能性がある。

　SL３（S442）は明確な掘方と焼土壁を有する円形の炉跡である。炉跡の壁が被熱により１cm 程度

赤色硬化している。床面には赤色硬化した部分は見られないが、炭の層が確認されている。 SB２など

のピット群から 10 ｍ程北西側に位置しており、屋外炉と考えられる。

　SL４（SL1）は被熱して赤色化した土が集中しており、一部焼土塊が含まれるが主体となる土は砂質

シルトである。炭化物も周囲に比べて多く見られるが、被熱した時に形成される焼土面（硬化面）が見

られないことや、炭化物、焼土塊の量が従来の炉跡で検出されるレベルよりは遥かに少ないことなどか

ら、炉跡としてこの場所で火を使用したとは考えにくい。恐らく本来の使用場所は別にあり、なんらか

の理由で焼土塊を含む土をこの場所に廃棄したのではないかと思われる。検出面は迫地の底面に近い場

所であり、多少水の影響を受けていると思われる。赤色化した土が検出面からレンズ状に堆積すること

から、土坑を形成後にその穴に廃棄したものと思われる。

６．盛土遺構（SM／SM1）

　SB４と SB５の間に位置し、北東－南西方向に延びる。緩斜面の地山を削平し、石灰岩礫と一緒に造

成したもの。上部のほとんどを米軍の造成によって削られて消失している。当初、すべて攪乱土かと思

われたが、一部石灰岩礫や沖縄産施釉陶器などが出土したことから精査したところ、近世～近代相当に

形成された畑の区画造成が残存していることが判明した。地山面を垂直に近い形で削平しており、床面

も地山を削り、一部岩盤を確認できる。米軍が戦前に撮影した航空写真では一帯はすべて畑地であり、

その畑地の区画ではないかと思われる。

７．遺物集積遺構（SU）

　工区２の盛土遺構（SM）上で検出された遺物集中箇所を SU１とした。10 ㎝大の石灰岩礫と沖縄産

施釉陶器、瓦や貝片がまとまって出土しており、施釉陶器は碗の底部を上にして伏せていることや石灰

岩礫が同じような大きさで揃っていることなどから意図的に配置したのではないかと思われる。
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A
A’

A
A’

1

1
EL=42.70m

EL=42.70m

1.10YR4/4 褐色、やや粘性のある砂質シルト。マージが細かいまだら状に5%ほど
　混じる。炭・焼土が粒～1cmほどの塊でかなり多く入る。締りはやや弱い。

1.10YR3/4 暗褐色、やや粘性のある砂質シルト。マージが粒状に5%ほど混じる。
　炭・焼土が粒～数cmの塊で多く入る。締りは弱い。

SD4

A A’

A A’

SL1 (炭・焼土溜り) SL2 (炭・焼土溜り)

50cm0

(S=1/20)

(S＝1/150)

5m0

Y=
26

80
0

A

A’ B

B’

A
A’

A
A’

SL1

SL2

SL3

SL1  南よりSL1 検出状況  南より SL2  東よりSL2 検出状況  南より

SL1

SL2

SL1 ～ 3（工区１）位置図

図版Ⅳ‐18　SL１～２（工区１）検出・断面

第Ⅳ‐38 図　SL１～２（工区１）平断面図
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第３節　遺構

50cm0

(S=1/20)

被熱部被熱部

焼土の範囲

被
熱

部
被

熱
部

A A’

A A’

B
B’

B
B’

EL=42.20m

EL=42.20m

EL
=4

2.
20

m

EL
=4

2.
20

m

EL=42.90m

焼土の範囲

A A’

B
B’

SL3 ( 炉跡 )

A’
A

A’

A

A

A’

B’B

B

B’

B

B’

①
②

③

④

SL3 平面状況  北西より

SL3 断面  南より

SL3 断面  北より

SL3 完堀後壁面  南西より SL3 壁面焼成状況  南西より SL3 完堀後壁面  北東より SL3 壁面焼成状況  北東より

SL3 壁面焼成状況  北西より SL3 サブトレ（被熱範囲)  南より SL3 サブトレ①  東より SL3 サブトレ②  南西より

SL3 サブトレ②  南より SL3 サブトレ②  北より SL3 サブトレ③  北西より SL3 サブトレ③  西より

SL3 サブトレ③  東より SL3 サブトレ④  北東より SL3 サブトレ④  北より SL3 サブトレ④  南より

SL3 検出状況  南より

図版Ⅳ‐19　SL３（工区１）断面状況

第Ⅳ‐39 図　SL３（工区１）平断面図
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

(S=1/30)

1m0

A A’

B
B’

1

2

1 2

EL=42.70m EL
=4

2.
70

m

SL4 東壁

SL
4 

北
壁

1.5YR2/4 極暗赤褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り強め。
　混入物2mm～7cm大の焼土粒･焼土の固まり全体の70～80%を
　占める。
   マージブロック（2mm～1cm大）10%､2～5mm大炭粒3%含む。
2.7.5YR3/4 暗褐色､やや粘性の砂質シルト層。締り1層よりさらに
　強め。混入物2mm～3cm大マージブロック20%、2～5mm大焼土
　粒5%､2～5mm大炭粒3%含む。

トレンチ

ト
レ
ン
チ

A A’

B
B’SL4

5m0

(S=1/200)

X=31720

SL4
A

A’B

B’

B B’

B’B

A
A’

A A’

SL4  平面状況  南東より

SL4  東壁  南西より

SL4  北壁  南東より

SL4  完堀状況  南東より

SL4  検出状況  東より

SL4断面

SL4 位置図

第Ⅳ‐40 図　SL４（工区２）平断面図
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第３節　遺構

(S=1/30)

1m0

S

S
S

S

S

S

S

S S
S SP035

地山
SU1

A A’

B

B’

A A’

1

2

2

3

12

3
4

1

SM1（トレンチ2）

SＭ1（トレンチ4）

SＭ1（トレンチ3）
EL=45.00m

EL=44.80m

EL=44.30m

EL=44.80m

SM1
1.10YR4/6 褐色､砂質シルト層。締り強め。
　混入物2～5mm大マージブロック7%､2mm
　大炭粒･焼土粒1%未満含む。
2.10YR4/6 褐色、､若干粘性の砂質シルト層。
　締り1層と比べやや弱めの所もあるが全体
　としては強い。混入物2mm～1cm大マージ
　ブロック約10%､2mm大石灰岩粒3%､2mm
　大炭粒･焼土粒1%未満含む。
3.10YR4/4 褐色､砂質シルト層。締り1層と比
　べ強い。混入物2mm～1cm大マージブロック
　約5%､2mm～1cm大炭粒2%､2mm大焼土粒
　1%含む。また5cm大石灰岩､3cm大石灰岩・
　2mm大石灰岩物1%未満含む。
4.10YR4/4 褐色､粘性のやや強い砂質シルト層。
　締り1層と同じくらい。混入物2mm～2cm大
　マージブロック約15%､2～5mm大炭粒1%､
　2mm大焼土粒1％未満含む。2mm大石灰岩
　粒も1%未満含む。

SM1の埋土
10YR4/4褐色、砂質シルト層、締り強め。混入物2mm～1cm大マージ
ブロック約7％、2～5mm大焼土粒2%、2～5mm大炭粒2%含む。また、
2mm大石灰岩粒、7mm大石灰岩礫1%未満含む。

5m0

(S=1/250)

X=31720

Y=
26

83
0

SＭ1

SＭ
1ト

レンチ2

SＭ
1トレ

ン
チ

3

SＭ1ト
レンチ4

A

A’

B

B’

A

A’

SM1トレンチ2  東より SM1トレンチ３  西より SM1トレンチ4  東より

SM1 検出状況  南より

SM1 完堀状況  南より

SM1 完堀状況 （近景）  東より

SM1 位置図

SM1 断面図

第Ⅳ‐41 図　SM１（工区２）断面状況
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

(S=1/10)

50cm0

① ② ③⑤

遺物取上番号
①施釉陶器
②施釉陶器
③施釉陶器
④瓦
⑤貝

A
A’

EL=44.80m EL=44.80m

※SU1の所見
SU1の断面を見る限り、遺構としての立ち上がり
が見えず、土を掘り込んでから陶器類を入れたと
は考えずらい。（集石遺構の可能性が高い）集石
している石灰岩も、ほぼ全てが同じ様な大きさの
もの（12～17㎝大）が集まっており、意図的に同
じ大きさの石を集めたと考えられる。

⑤

④

③

②

①

A A’

5m0

(S=1/200)

X=31720
Y=

26
83

0

SU1

A

A’SＭ
1トレ

ン
チ

3

SＭ1

SU1  断面  西よりSU1（SM1トレンチ3内）断面  西より

SU1  完堀状況  西より

SU1  検出状況  西より

SU1 位置図

SU1 平断面図

第Ⅳ‐42 図　SU１（工区２）平断面図
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長軸 短軸 深さ

SL1 不定形 - 4         94 42.6           24-E10-ネ SD4に切られる　炭・焼土溜り

SL2 円形 26 24 3 42.67 24-E10-テ 炭・焼土溜り

SL3 円形 68 64 14　　　　42.05 25-E1-シ 焼土集中部

長軸 短軸 深さ

SL4 不定形　　　125 106 24 42.4　9 24-G10-シ～ス 焼土集中部

底面レベル

(m)
備　考

遺構計測(cm) 
遺構№ 平面形状

グリッド平面形状
遺構計測(cm) 

備　考遺構№
底面レベル

(m)

長軸 短軸 深さ

SU1 不定形 約56 約47 約14 44.63 24-F9-ノ 礫と陶磁器の集積

底面レベル

(m)
グリッド                                       備　考遺構№ 平面形状

遺構計測(cm) 

幅 深さ

トレンチ2 - 62 44.05　　　　　　　　　　　　　　　24-F-9-ノ

トレンチ3 - - - 24-F-9-ノ

トレンチ4　　　　269 32 43.60 24-Ｆ9-ノ、24-F10-ナ、24-G-9オ、24-G10-ア

底面レベル

(m)
備　考

SM1

遺構計測(cm) 
遺構№ 断面ライン グリッド

グリッド

第４節　遺物

　本遺跡で出土した遺物は、土器、カムィヤキ、青磁、白磁、青花、沖縄産陶器、アカムヌー、本土産

陶磁器、円盤状製品、銭貨、金属製品等の計 565 点が出土した（第Ⅳ -22 表）。

　全体としてグスク土器の割合が多く（約 40％）、そのほとんどは SD11 から出土している。中国産陶

磁器は各遺構から分散して出土しているが沖縄産陶器は SD２でまとまって見られる。なお、工区１で

検出された４本柱建物跡の SB１では SP385 から青磁片が１点、SP391 からは獣骨と鉄片出土している。

また、工区２の溝状遺構（SD11）からは白磁や青花などの陶磁器がなく、グスク土器とカムィヤキが

まとまって出土しているため、特定の時期に使用、破棄されたことが想定される。

　ピット内から出土した遺物で特徴的なものとして、SP95 から出土した石斧と SP100 から出土した

青花碗がある。SP95 は直径約 30 ㎝、深さ約 32 ㎝の柱穴で、内部より石斧２点が刃部を上にして交差

するように立った状態で検出された。石斧の下部には円筒状の炭化物もあり、自然科学分析を行った。

SP100 から出土した青花は外面に波濤文とアラベスク文を描き、ほぼ完形に近い状態でピットの底か

ら出土した。出土状況などから意図的に配置された可能性が高いと思われる。

　今回の報告では出土点数が多いものや遺跡の時期や内容を示唆すると思われる遺物を中心に抜粋し

て報告する。なお、詳細については第Ⅳ -18 ～ 21 表に記載した。

第４節　遺物

第Ⅳ‐14 表　炉跡（SL）工区１　遺構観察表

第Ⅳ‐15 表　炉跡（SL）工区２　遺構観察表

第Ⅳ‐16 表　盛土遺構（SM/SM1）　遺構観察表

第Ⅳ‐17 表　遺物集積遺構（SU）　遺構観察表
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

５ グスク土器 ー 　  口～胴 重:55.4 1区
SD4 1層

６ グスク土器 鍋 口～胴 重:36.9 2区
SD11

７ グスク土器 鍋 口～胴 重:31.0 2区
SD11

８ グスク土器 鍋 口～胴 重:81.8
2区

SD11

１ 先史土器 ー 口縁 重:5.7
2区

SD11

２ 先史土器 ー 口縁 重:5.3
2区

SD11

３ 先史土器 ー 口縁 重:16.8
2区

SD11 北側

４ 先史土器 ー 口縁 重:5.1
2区
表採

９ カムィヤキ 壺 頸部 重:19.7
2区

SD11

10 カムィヤキ ー 胴部 重:14.3 2区
SD11

11 カムィヤキ ー 胴部 重:14.9
2区

SD11

12 カムィヤキ 壺 胴～底 重:38.1
2区

SD11

13 白磁 皿 口～底 重:18.7
1区

SD4 1層

14 白磁 皿 胴～底
底:10.0
重:24.1

1区
SD4 1層

15 青花 碗 口～底
高:6.8
底:5.5
重:186.8

1区
SP100 1層

16 青花 碗 口～胴
口15  
重:25.7

1区
SD4 1層

17 青花 碗 口～胴 重:8.1
1区

SP055 上層

18 青花 碗 底部
底:5.2
重:27.8

1区
SD4 1層

第Ⅳ-43図
図版Ⅳ-20

第Ⅳ-44図
図版Ⅳ-21

挿図番号
図版番号

器種分類 部位
法量

(cm/g)
観察事項 出土地

口縁直口し、やや丸みを帯びて肥厚する。胎土は淡黄灰色。混和
材は白色砂粒、赤色砂粒。色調は内外面淡黄褐色。

口唇平坦で、胴部に三角突帯を張り付ける。貼付け部はナデ調整
される。胎土は黄灰色。混和材は白色砂粒、赤色砂流、石英。色
調は内外面橙褐色。

外面に長方形状の突帯を貼り付け、突帯横に2条、下に1条の押捺
刻文を施文する。胎土は暗褐色。混和材は白色砂粒、黒色砂粒。
色調は内外面暗赤褐色。

3条の波状文が廻る。内面には叩き痕がみられる。色調は内外面
黒灰色。

器種不明のカムィヤキ胴部。外面に綾杉文の叩き、内面に格子文
の叩きの後にナデ調整。内面は轆轤痕明瞭。色調は内外黒灰色。

器種不明のカムィヤキ胴部。外面に綾杉文の叩き。内面は轆轤痕
明瞭。焼成は悪く、色調が外面黒灰色、内面が暗褐色となってい
る。

底部からそのまま丸みを帯びながら立ち上がる。内面に格子文の
叩き痕がある。外面に斜線状の文様が見られる。

口縁外反。畳付けには砂目が残る。

白磁皿の底部。素地は白灰色の微粒子。両面に灰白色の釉を施
す。畳付は露胎する。

僅かに口縁が外反する。内底部に十字花文、外部口縁直下と胴
部にそれぞれ波濤文とアラベスク文を施す。素地に青釉で施文し
た後内外両面に青白色の透明釉を施す。畳付けは雑に釉剥ぎさ
れ、高台から立ち上がりまで釉が掛からず露胎する部分がある。貫
入あり。

口縁が僅かに開くような立ち上がりをつける。外面口縁に二重圏線
を廻らせ、胴部に草花文を描く。内外面に青白色の透明釉を施
す。

口縁外反。外面に草花文を施す。口縁内面に二条、外面に一条
の圏線が廻る。青釉で施文した後両面に青白色の釉を施す。

外面立ち上がりに蕉葉文、内底に蓮華文が施される。素地に青釉
で施文した後内外両面に青白色の透明釉を施す。畳付けは釉剥
ぎされる。

口縁外反し内外面は痘痕状を呈する。口縁内面にナデ調整と指
痕明瞭。外面にスス付着。胎土はにぶい黄褐。混和材は赤色砂
粒、雲母。色調は内外面明赤褐色。

口縁わずかに内湾し、内外面は痘痕状を呈する。把手の貼付け部
はナデ調整される。胎土はにぶい黄褐色。混和材は赤色砂粒、白
色砂粒、石英。色調は内外面明赤褐色。

口縁内湾し、内外面は痘痕状を呈する。口縁内面はナデ調整明
瞭。把手は小型で貼付け部はナデ調整される。胎土は暗赤褐色。
混和材は白色砂粒、黒色砂粒。色調は内外面赤褐色。

口縁直口し、把手は長方形を呈する。器面に刷毛による調整痕明
瞭。胴部から把手の下部までススが付着する。胎土は暗褐色。混
和材が白色砂粒、黒色砂粒、赤色砂粒、雲母。色調は内外面淡橙
褐色。

口唇平坦で逆三角形状に肥厚する。胎土は暗赤褐色。混和材は
白色砂粒、黒色砂粒、赤色砂粒、雲母。色調は内外面暗赤褐色。

第Ⅳ -18 表　出土遺物観察一覧１
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第４節　遺物

挿図番号
図版番号

器種分類 部位
法量

(cm/g)
観察事項 出土地

19 青花 碗 底部
底:5.2
重:14.6

1区
SD4

20 青花 皿 口～底
口:12.4
底:3.7
重:37.8

1区
SP167 上層

21 褐釉陶器 合子 口縁 重:5.9
1区
SD4

22 褐釉陶器 壺 肩
1区
SD4

23 褐釉陶器 壺 底部
底:11.7
重:71.1

1区
SD2

24 本土産磁器 小杯 口～胴
口:8.5
重:7.9

1区
SD2

25 本土産磁器 小杯 底部
底:3.5
重:9.4

1区
SD2

26 本土産磁器 小鉢 口～底
口:8.4
底:2.8
重:23.0

1区
SD2

27 本土産磁器 小鉢 胴～底
底:5.2
重:19.0

1区
SD2

28 青磁？ 碗 口縁部 重:7.1 1区
SP092

29 アカムヌー 火炉 底部
1区
SD2

30 アカムヌー 火炉 口縁
1区
SD2

31 アカムヌー 火炉 口縁 重:43.7
1区
SD2

32 アカムヌー 火炉 口縁 重:12.1
1区
SD2

33 アカムヌー 鍋 口縁 重:4.8
1区
SD2

34 アカムヌー 鉢 底部 重:27.7
1区
SD2

35 アカムヌー 蓋 撮み
撮径:1.8
重:8.3

1区
SD2

36 アカムヌー 蓋 撮み
撮径:6.1
重:13.2

1区
SD2

第Ⅳ-44図
図版Ⅳ-21

第Ⅳ-45図
図版Ⅳ-22

第Ⅳ-46図
図版Ⅳ-23

轆轤整形。外面に鉄絵で斜格子と圏線を描く。透明釉を両面に施
釉後、口唇部に釉剥ぎをする。素地は灰白色で緻密。黒色粒が混
じる。

鍋蓋の持ち手に当たる部分で受け部と接する庇は欠損。素地は硬
質で橙色。混和材に白色砂粒、黒色砂粒、赤色砂粒、雲母が混ざ
る。

大型壺の肩部。上部には貼付けの痕が残るが、欠損。内外面に指
ナデ調整痕が残る。内外面に褐色の釉が施される。胎土は灰褐色
で緻密。混入物は白色砂粒、黒色砂粒が混じる。

内底面に文様(渦花文？)が施される。外面腰部に二本の圏線を施
す。青釉で施文した後両面に黄緑色の釉を施す。黄緑色の釉は
厚く、均一ではない。

内底面に二本の圏線と船のような文様、外面に胴部に魚文(?)が施
される。素地に青釉で施文した後内外両面に青白色の透明釉を施
す。畳付けは釉剥ぎされる。貫入あり。

ナデ調整。素地は硬質で、内外面橙色。混和材に白色砂粒、黒色
砂粒、雲母が入る。

急須蓋の撮み部分。撮みは庇は欠損。撮みの形状は宝珠形を意
識しており、丁寧に整形している。ナデ調整。素地は硬質で、内外
面橙色。混和材に白色砂粒、赤色砂粒、雲母が混ざる。

轆轤引きで、無紋。内面は轆轤痕明瞭。外面は立ち上がりまで褐
色の釉、内面は黒色の釉が掛かる。高台内面は釉剥ぎ。畳付けに
は砂目が残る。胎土は浅黄橙色でやや粗く、黒色粒が混じる。

火炉の底部片。内外面橙色。素地は硬質で白色砂粒、赤色砂粒、
雲母が混ざる。

火炉の口縁部。ヘラ成形とナデ調整。指頭圧痕あり。口唇内側に
文字のような刻印が見られる。断面は逆L字状を呈する。内面に薄
いススが付着する。

口縁内湾。内外面回転ヘラ、ナデ、指頭圧痕が見られる。把手は
貼付け。把手の上部から穿孔する。素地は硬質で、外面は橙色、
内面は黄橙色。混和材に白色砂粒、黒色砂粒、赤色砂粒、雲母が
混ざる。

口縁内湾。内外面回転ヘラ、ナデ調整。口縁は断面三角状に肥
厚し、その下部には一条段が廻る。素地は硬質で、外面が黄橙
色、内面が橙色。混和材に白色砂粒、赤色砂粒、雲母が混ざる。

形が「く」の字状に外反する鍋型の口縁部。ナデ調整。素地は軟質
で、内外面橙色を呈す。混和材に白色砂粒、黒色砂粒、赤色砂
粒、雲母が混ざる。

高台際から丸みを帯びつつ胴部に立ち上がる。

口縁外反。内外面に青釉で圏線を描く。

白化粧の上から全面に透明釉を施す。畳付けは釉剥ぎされ、胴部
は面取りされる。胴部には線彫りと釉による文様あり。貫入あり。

口縁部が内湾しており、外面に細い線で蓮華文を描く、所謂細連
弁文碗である。緑灰色の釉を内外に施釉する。

口縁外反。胴はほとんど張らずに立ち上がる。白色釉を施す。畳
付は露胎する。

─

─

─

第Ⅳ -19 表　出土遺物観察一覧２
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

挿図番号
図版番号

器種分類 部位
法量
(cm/g)

観察事項 出土地

第Ⅳ-46図
図版Ⅳ-23

37 アカムヌー 蓋 撮み
撮径:9.8
重:20.3

1区
SD2

38 沖縄産無釉陶器 擂鉢 口縁 重:87.0
1区
SD2

39 沖縄産無釉陶器 擂鉢 口縁 重:36.9
1区
SD2

40 沖縄産無釉陶器 擂鉢 胴部 重:54.3
1区
SD2

41 沖縄産無釉陶器 擂鉢 胴部 重:50.5
1区
SD2

42 沖縄産無釉陶器 擂鉢 底部
高:3.8
重:70.4

1区
SD2

43 沖縄産無釉陶器 鉢 胴～底
底:19.2
重:156.9

1区
SD2

44 沖縄産無釉陶器 壺 底部
底:9.4
重:147.1

1区
SD2

45 沖縄産施釉陶器
碗
Ⅰロ

口～底

口:13.1
底:6.3
重:164.8

2区
SU1

46 沖縄産施釉陶器
碗
Ⅰロ

口～底
口:12.9
底:6.3
重:93.9

2区
SU1

47 沖縄産施釉陶器
碗
Ⅰロ

口～底
口:6.8
底:6.4
重:89.5

2区
SU1

48 沖縄産施釉陶器
碗
Ⅰロ

胴～底
底:6.6
重:43.8

1区
SD2

49 沖縄産施釉陶器
碗
Ⅰイ

底部
底:7.2
重:67.8

1区
SD2

50 沖縄産施釉陶器
碗
Ⅲイ

底部
底:6.1
重:105.2

1区
SD2

51 沖縄産施釉陶器
碗
Ⅲイ

胴～底
底:8.1
重:49.0

1区
SD2

52 沖縄産施釉陶器
小碗
Ⅲイ

口～底
口:8.2
底:4.0
重:58.5

1区
SD2

53 沖縄産施釉陶器
小碗
Ⅲイ

胴～底
底:3.7
重:22.0

─

1区
SD2

54 沖縄産施釉陶器 急須 注ぎ口
1区
SD2

第Ⅳ-47図
図版Ⅳ-24

第Ⅳ-48図
図版Ⅳ-25

口縁わずかに外反し、縁取り線あり。全面に白化粧した後透明釉
を施し、見込みを蛇の目釉剥ぎする。畳付けは釉剥ぎされる。

立ち上がりに面取りを施す。全面に白化粧した後緑灰色の透明釉
を施し、見込みを蛇の目釉剥ぎする。畳付けは釉剥ぎされる。細か
い貫入あり。見込みに砂目あり。

急須の注ぎ口。注ぎ口は白土を使用しており、胴部に貼り付ける。
注ぎ口先端は欠損。白色の素地に透明釉を施す。透明釉は注ぎ
口内部にも及ぶ。胴部との設置面に緑釉で色付けされる。

口縁外反。胴は腰が張り丸みを帯びて立ち上がる。高台削り痕明
瞭で、アルミナ痕がみられる。鉄釉を口縁部から内外面胴部まで施
釉し、見込みには錆釉で同心円を描く。光沢あり。

高台削り痕明瞭で、アルミナ痕がみられる。鉄釉を口縁部から内外
面胴部まで施釉し、見込みには錆釉で同心円を描く。高台内外に
白化粧土が付着。畳付に剥ぎ取り痕あり。

立ち上がりまで施釉され、高台内外面は無釉。見込みはフィガキー
される。オリーブ褐色の灰釉を内外面胴部に施す。

全面に白化粧した後透明釉を施し、見込みを蛇の目釉剥ぎする。
畳付けは釉剥ぎされる。見込みに砂目あり。

胴は緩やかに立ち上がる。全面に白化粧した後緑灰色の透明釉
を施し、見込みを蛇の目釉剥ぎする。畳付けは釉剥ぎされる。細か
い貫入あり。見込みと高台内に砂目あり。

外側底面は粗い成形により凹凸が多い。底部から胴部への立ち上
がりは丁寧に成形する。ナデ調整。擂り目が明瞭で、整然と施され
る。素地に白色砂粒、赤色砂粒含む。

内面轆轤痕明瞭。外面には沈線を複数廻らせ装飾する。高台から
腰を作らず、逆ﾊの字状に立ち上がる。外側は褐色、内側は黒褐
色。胎土は赤褐色で、白色砂粒と赤色砂粒が混ざる。

内面轆轤痕明瞭。外面ナデ調整。外面は黒褐色、内面は赤褐色。
素地に白色砂粒、赤色砂粒、黒色砂粒、雲母が混ざる。

胴は腰が張り、丸みを帯びて立ち上がる。高台際に削り痕明瞭で、
アルミナ痕あり。鉄釉を口縁部から内外面胴部まで施釉し、見込み
には錆釉で同心円を描く。光沢あり。

口縁外反。胴は腰が張り丸みを帯びて立ち上がる。高台削り痕明
瞭で、アルミナ痕がみられる。鉄釉を口縁部から内外面胴部まで施
釉し、見込みには錆釉で同心円を描く。一部光沢あり。

鍋蓋の持ち手に当たる部分で受け部と接する庇は欠損。素地は硬
質で橙色。混和材に白色砂粒、黒色砂粒、赤色砂粒、雲母が混ざ
る。ナデ調整。

回転ヘラ成形とナデ調整。口唇は平坦で外縁に2条圏線が廻る。
口縁下端は肥厚し、やや尖る。擂り目は右下がりで、整然と施され
る。素地に白色砂粒、黒色砂粒、赤色砂粒含む。

回転ヘラ成形とナデ調整。口唇は平坦で、外縁に2条圏線と内側
に1条圏線が廻る。口縁下端はやや肥厚する。すり目は右下がり。
白色砂粒含む。

外面は轆轤痕明瞭。擂り目はやや雑に施される。外面は黒褐色、
内面は灰黄褐色を呈する。

内面に轆轤痕明瞭。外面は回転ヘラとナデ調整。擂り目は整然と
施される。焼成はよくない。素地に白色砂粒、赤色砂粒含む。

第Ⅳ -20 表　出土遺物観察一覧３
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第４節　遺物

挿図番号
図版番号

器種分類 部位
法量

(cm/g)
観察事項 出土地

55 沖縄産施釉陶器 急須 胴部 重:19.3
1区
SD2

56 沖縄産施釉陶器
瓶・
徳利

頸部 重:17.9
1区
SD2

57 沖縄産施釉陶器 瓶 胴～底
底:5.0
重:57.4

1区
SD2

58 沖縄産施釉陶器
急須
蓋

撮み
撮径:1.6
重:6.9

1区
SD2

59 沖縄産施釉陶器
急須
蓋

撮み～庇
撮径:2.0
庇径:5.3
重:49.0

1区
SD2

60 沖縄産施釉陶器
急須
蓋

庇 庇径:5.3
重:26.4

1区
SD2

61 石器 石斧 基～刃

長:8.4
短:4.8
厚:1.9
重:154.6

2区
SD11

62 石器 石斧 基～刃

長:7.9
短:4.7
厚:1.4
重:89.3

2区
SD11

63 石器 石斧 基～刃

長:10.3
短:5.2
厚:2.7
重:229.3

長:12.8
短:6.2
厚:2.4
重:

長:11.1
短:4.2
厚:2.4
重:

2区
SP063

SP09564 石器 石斧 基～刃

65 石器 敲石 ー

66 石器 敲石 ー

長:13.6
短:6.7
厚:4.1
重:556.5

2区
SP043

67 円盤状製品 中国産 高台

長:7.0
短:6.9
重:79.4

1区
SD2

68 円盤状製品 青磁 高台
長:5.0
短:4.9
重:36.5

1区

1区

SP095
1区

SD2

69 円盤状製品 青磁 高台
長:5.2
短:5.0
重:47.4

1区
SD2

70 円盤状製品 沖無 胴部

長:5.0
短:5.0
重:45.6

1区
SP127 上層

第Ⅳ-51図
図版Ⅳ-28

第Ⅳ-48図
図版Ⅳ-25

第Ⅳ-49図
図版Ⅳ-26

第Ⅳ-50図
図版Ⅳ-27

内面に轆轤痕明瞭。外面に幾何学模様の線彫り。全面に白化粧し
た後、線彫りの幾何学模様に沿って青釉で施文する。内面は無
釉。

瓶か徳利の頸部。口縁は広がり、頸部でくびれて胴部側で広が
る。白化粧後に透明釉を施す。胴部側に青釉を施釉する。

内面は無釉で轆轤痕明瞭。立ち上がりまで施釉され、高台内外面
は無釉。黒褐色の鉄釉を外面に施釉する。

器面に幾何学模様の線彫りを施す。内面から斜めに穴を穿つ。線
彫りをなぞるように青釉で色付けする。白化粧はせず外面のみに
直接透明釉を施す。細かい貫入あり。

無文の急須蓋。白化粧後に内側から穴を穿つ。摘み部分は貼付
け。全面に白化粧した後外面のみ直接透明釉を施す。細かい貫入
あり。

全体の1/2と撮み部分が欠損した急須の蓋。削り出しによる整形。
素地に直接青みがかった緑釉を施す

全面が丁寧に研磨された、扁平の丸縁長方形を呈する石斧。縁辺
には内側から打ち欠いた痕が残る。背面中央には敲打痕が確認
できる。各閃岩製。

裏面が欠損した石斧片。完形ではくさび型を呈すると考えられる。
よく研磨され、成形される。輝緑岩製。

楔形を呈する石斧。背面の調整痕から、手斧ではなく柄にはめ込
むタイプの石斧。刃部が一部欠ける。研磨によって成形される。砂
岩製。

楕円形に近い敲石。平面と側面に磨き面あり。二次使用の可能性

両刃の磨製石斧。扁平な形状の刃部は、一部欠損するが丁寧に
研磨される。

円筒状で厚みあり。表裏と側面が研磨される。基端部には敲打に
よる欠失が見られる。
全体的に研磨が雑。

あり。

磁器の底部を見込みから外側に打ち欠いたもので、高台内面から
も一部成形される。成形は雑。

青磁の底部を見込みから外側に打ち欠いたもの。成形は雑。

底部を見込みから外側に打ち欠いたもの。成形は丁寧。

沖縄産無釉陶器の胴部片を内外から打ち欠けたもの。成形は雑。

第Ⅳ -21 表　出土遺物観察一覧４
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第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡
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第Ⅳ -22 表　出土遺物集計表

青
磁

口
縁

胴
部

底
部

碗 碗 皿 碗 皿 瓶
灰
釉

白

小
碗

鉢
擂
鉢

壺 壺or甕
石
斧

敲
石

磨
石

そ
の
他

1 1 2 1 4 1 3 1 3 2 4 1 1 1 2 1 9 4 1 2 1 46

2 1 3

7 1 1 9

SP005 1 1

SP008 2 2

SP030 1 1

SP034 1 1

SP041 1 1

SP055 1 1

SP084 1 1

SP092 1 1

SP095 1 1 1 3

SP100 1 1

SP103 1 1

SP111 1 1

SP113 1 1

SP114 1 1

SP117 1 1

SP126 1 1 2

SP127 1 1 2

SP137 1 1

SP152 1 1

SP167 1 1

SP168 1 1

SP192 1 1

SP202 1 1

SP254 1 1 2

SP287 1 1

SP322 1 1

SP380 1 1

SP385 1 1

SP388 2 2

SP408 1 1

SP020 1 1

SP043 1 1 1 1 1 5

SP048 1 1

SP054 1 1

SP056 1 1 2

SP063 1 1 1 3

SP067 1 1 2

SP068 2 2

SP094 1 1

SP104 1 1

SP151 1 1

SD1 1 1 2

SD2 1 2 2 1 4 1 8 21 20 2 5 2 3 2 2 3 3 12 9 30 36 6 1 3 179

SD3 1 1

SD4 1 10 1 5 4 1 5 27

SD7 1 1

SD8 1 20 1 1 1 2 1 27

SD10 1 1

SD11 3 21 144 1 17 3 2 1 1 1 194

ＳＵ SU1 3 2 1 1 7

ＳＭ SM1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 11

4 24 197 1 3 26 15 6 11 20 7 1 22 31 24 2 6 2 3 4 4 4 6 14 9 41 38 10 8 7 7 2 4 2

4 3 26 15 22 38 10 4 224
565

合計

碗

杯

ア
カ
ム
ヌ
ー

鉢 瓶 壺 蓋

沖縄産施釉陶器

青花 褐
釉
陶
器

17 28

滑
石
混
入
土
器

金
属
製
品

急
須

石器 円
盤
状
製
品

70

※土器・陶磁器類について1㎝以下の細片は含めていない。

　中国産磁器

222

※石材・貝類・骨類等は含めていない。

カ
ム
ィ
ヤ
キ

グスク土器 沖縄産無釉陶器

80

本
土
産
磁
器

白磁

ＳＤ

合計

造成土

Ⅱ層

Ⅰ層

層位等

種別・器種

先
史
土
器

ＳＰ
（2区）

ＳＰ
（1区）
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１．はじめに

　本遺跡の自然科学分析は、平成 30 年度にパリノ・サーヴェイ株式会社沖縄支店に業務委託して実施

した。分析に使用した試料は、各遺構から採取した土壌試料 10 点で、分析項目は、花粉分析・微粒炭分析、

植物珪酸体分析、微細物分析、土壌理化学分析で、土壌試料より抽出した炭化材や炭化物を対象に放射

性炭素年代測定を実施した。

２．分析方法

(1)放射性炭素年代測定

　分析は AMS 法で実施する。試料

表面の汚れや付着物をピンセット、

超音波洗浄などにより物理的に除去

する。塩酸 (HCl) により炭酸塩等酸

可溶成分を除去、水酸化ナトリウム

(NaOH) により腐植酸等アルカリ可

溶成分を除去、HCl によりアルカリ

処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成

分を除去する ( 酸・アルカリ・酸処理：

AAA)。 濃 度 は HCl、NaOH 共 に 最

大 1mol/L である。一方、試料が脆弱で 1mol/L では試料が損耗し、十分な炭素が得られないと判断さ

れた場合は、薄い濃度の NaOH の状態で処理を終える。その場合は AaA と記す。

　精製された試料の燃焼、二酸化炭素の精製、グラファイト化 ( 鉄を触媒とし水素で還元する ) は

Elementar 社の vario ISOTOPE cube と Ionplus 社の Age3 を連結した自動化装置を用いる。処理後

のグラファイト・鉄粉混合試料を NEC 社製のハンドプレス機を用いて内径 1mm の孔にプレスし、測

定試料とする。

　測定はタンデム加速器をベースとした 14C-AMS 専用装置 (NEC 社製 ) を用いて、14C の計数、13C

濃度 (13C/12C)、14C 濃度 (14C/12C) を測定する。AMS 測定時に、米国国立標準局 (NIST) から提供さ

れる標準試料 (HOX- Ⅱ )、国際原子力機関から提供される標準試料 (IAEA-C6 等 )、バックグラウンド

試料 (IAEA-C1) の測定も行う。

　δ 13C は試料炭素の 13C 濃度 (13C/12C) を測定し、基準試料からのずれを千分偏差 (‰ ) で表したも

のである。放射性炭素の半減期は LIBBY の半減期 5,568 年を使用する。また、測定年代は 1950 年を

基点とした年代 (BP) であり、誤差は標準偏差 (One Sigma;68%) に相当する年代である。測定年代の

表示方法は、国際学会での勧告に従う (Stuiver and Polach,1977)。また、暦年較正用に一桁目まで表

した値も記す。

　暦年較正に用いるソフトウエアは Oxcal4.3(Bronk,2009)、較正曲線は Intcal13(Reimer et al.,2013) を

用いる。

(2) 花粉分析・微粒炭分析

　試料 10cc を正確に秤り取り、水酸化カリウムによる泥化、篩別、重液 ( 臭化亜鉛，比重 2.3) による

第５節　自然科学分析

1)AMS：放射性炭素年代測定、花粉：花粉分析・微粒炭分析

　珪酸体：植物珪酸体分析、微細：微細物分析、土理：土壌理化学分析

第Ⅳ‐23 表　分析試料および分析項目一覧
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有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス ( 無水酢酸 9，濃硫酸 1 の混合液 ) 処

理による植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。処理後の

残渣を定容してから一部をとり、グリセリンで封入してプレパラートを作製し、400 倍の光学顕微鏡下

でプレパラート全面を走査して、出現する全ての種類を対象に 200 個体以上同定・計数する ( 化石の

少ない試料ではこの限りではない )。同定は、当社保有の現生標本や島倉 (1973)、中村 (1980)、藤木・

小澤 (2007) 等を参考にする。

　また、花粉プレパラート中に含まれる微粒炭 ( 微細な炭化植物片 ) の含量が、自然植生に対する人類

干渉の指標として有効であるとされていることから ( 安田 ,1987 など )、試料中に含まれる微粒炭の含

量も求める。微粒炭は花粉プレパラート内に残存するものを対象とし、同定基準は山野井 (1996)、井

上ほか (2002) 等を参考にする。計数は、山野井 (1996) などを参考にし、長径が約 20 μ m 以上の微粒

炭を対象とし、それ以下のものは除外する。

　結果は同定・計数結果の一覧表として表示する。微粒炭量は、山野井 (1996) などを参考とし、分析

土壌量 (cc)、分析残渣量 (ml)、プレパラート作成量 ( μ l) を測定し、堆積物 1cc あたりに含まれる個

数を一覧表・図に併せて示す。この際、有効数字を考慮し、10 の位を四捨五入して 100 単位に丸める。

図中の木本花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基

数として、百分率で出現率を算出し図示する。

(3) 植物珪酸体分析

　各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法 ( ポリタングステン酸ナトリウム，比

重 2.5) の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これをカバーガラス上に滴下・

乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。400 倍の光学顕微鏡下で

全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部 ( 葉身と葉鞘 ) の葉部短細胞に由来した植物珪酸体 ( 以下、

短細胞珪酸体と呼ぶ ) および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 ( 以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ ) を、

近藤 (2010) の分類を参考に同定し、計数する。

　分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラート作成に用いた分析残渣量を正確に計量し、乾土

1g あたりの植物珪酸体含量 ( 同定した数を乾土 1g あたりの個数に換算 ) を求める。

　結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。その際、100 個 /g 未満は「<100」で表示する。各分類

群の含量は 10 の位で丸め (100 単位にする )、合計は各分類群の丸めない数字を合計した後に丸めて

いる。

(4) 微細物分析

　土壌試料から炭化物を可能な限り壊さずに回収するために、以下の方法を実施する。

1) 水洗前抽出

　試料を常温乾燥後、肉眼観察で確認された炭化種実や炭化材等の遺物を抽出する。

2) 水洗

　水を満たした容器に乾燥後の試料を投入し、容器を傾けて浮いた炭化物を粒径 0.5mm の篩に回収す

る。容器内の残土に水を入れて軽く攪拌し、容器を傾けて炭化物を回収する作業を炭化物が浮かなくな

るまで繰り返す（20 回程度）。残土を粒径 0.5mm の篩を通して水洗する。篩に回収された炭化物主体

の試料と、0.5mm 篩水洗後の残土（砂礫主体）を、それぞれ粒径 4mm、2mm、1mm の篩を通し、

粒径別に常温乾燥させる。
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3) 抽出分類

　水洗乾燥後、粒径の大きな試料から順に双眼実体顕微鏡下で観察し、ピンセットを用いて、同定が可

能な炭化種実や炭化材 ( 主に 2mm 以上 )、保存状態が良好な骨貝類等の遺物を抽出する。

　抽出物は、個数または重量と一部の最大径を計測し、結果を一覧表で示す。分析残渣は、炭化材主体

と砂礫主体、植物片主体に大まかに分け、粒径別の重量を計測し、結果を一覧表に併記する。分析後は、

炭化種実を同定対象とする。他の抽出物と分析残渣は、容器に入れて保管する。

4) 炭化種実同定

　炭化種実の同定は、現生標本および中山ほか (2010)、谷城 (2007)、鈴木ほか (2012) 等を参考に実施

する。同定した分類群は、写真を添付して同定根拠とする。実体顕微鏡下による区別が困難な複数種間

は、ハイフォンで結んで表示する。また、保存状態が良好な炭化種実を対象として、デジタルノギスで

大きさを計測し、結果を一覧表に併記する。分析後は、炭化種実を分類群別に容器に入れて保管する。

(5) 土壌理化学分析

　pH（H2O）はガラス電極法、有機炭素はチューリン法、全窒素は硫酸分解－水蒸気蒸留法、MI は腐植

簡易分析法 ( 本名・山本 ,1992)、全リン酸は硝酸・過塩素酸分解－バナドモリブデン酸比色法、全カルシ

ウムは硝酸・過塩素酸分解－原子吸光法、可給態リン酸はトルオーグ法、全鉄はフッ化水素酸分解－原子

吸光法 ( 土壌標準分析・測定法委員会 ,1986) に従う。また、酸性シュウ酸塩可溶鉄、ジチオナイト可溶鉄

について Acid-oxalate 法、Holmgren 法 (Reeuwijk,1986) に従い抽出し、原子吸光法により定量した後、

永塚 (1973) の方法により遊離酸化鉄の活性度・結晶化指数を算出する。以下に各項目の操作工程を示す。

1) 分析試料の調製

　試料を風乾後、土塊を軽く崩して 2mm の篩でふるい分けをする。この篩通過試料を風乾細土試料と

し、分析に供する。また、風乾細土試料の一部を乳鉢で粉砕し、0.5mm 篩を全通させ、粉砕土試料を

作成する。風乾細土試料については、105℃で 4 時間乾燥し、分析試料水分を求める。

2)pH(H2O)

　風乾細土 10.0g を秤りとり、25ml の純水を加えてガラス棒で撹拌する。30 分間放置後、再びガラス

棒で懸濁状態とし、pH メーター（ガラス電極法）で pH(H2O) を測定する。

3) 有機炭素

　粉砕土試料 0.100 ～ 2.000g を 100ml 三角フラスコに正確に秤りとり、0.4 Ｎクロム酸・硫酸混液

10ml を正確に加え、約 200℃の砂浴上で正確に 5 分間煮沸する。冷却後、0.2% フェニルアントラニル

酸液を指示薬に 0.2 Ｎ硫酸第一鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減量法で求めた水分量か

ら乾土あたりの有機炭素量（Org-C 乾土 %）を求める。これに 1.724 を乗じて腐植含量（%）を算出する。

4) 全窒素

　粉砕土試料 1.00 ～ 2.00g をケルダール分解フラスコに秤り、分解剤約 3.0g と硫酸 10ml を加え加熱

分解した。分解後、蒸留水約 30ml を加え放冷した後、分解液全量を供試し水蒸気蒸留法によって窒素

を定量する。この定量値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの全窒素量（T-N%）を求める。

また、有機炭素量を全窒素量で除し、C/N（炭素率）を算出する。

5)MI(Melanic Index)

　MI(Melanic Index) による腐植簡易分析は、炭素 50mg に相当する微粉砕試料 ( 但し、5.0g を上限

とする ) を 50ml 容遠心管に入れ、分注器で 0.5%NaOH 溶液約 25ml を加える。遠心管に蓋をしてテー
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プで密封し、室温で 1 時間振とうした後、0.1% 高分子凝集剤溶液 1 ～ 2 滴を加え、よく振り混ぜた後、

4,000rpm、15min の遠心分離で抽出腐植溶液を得る。吸光度の測定は、得られた抽出腐植溶液約 1ml

を試験管にとり、0.1%NaOH 溶液 20ml を分注器で加え (NaOH の濃度は約 0.1% となる )、分光光度

計により 450、520nm の吸光度を測定する (450nm の吸光度が 1 を越えた試料は、さらに 0.1%NaOH

溶液で希釈して測定 )。測定は抽出後、3 時間以内に行い、結果の表示を MI(=K450/K520) で示す。

6) 全リン酸、全カルシウム

　粉砕土試料 1.00g をケルダール分解フラスコに秤量し、はじめに硝酸（HNO ３）約 10ml を加えて

加熱分解する。放冷後、過塩素酸（HClO ４）約 10ml を加えて再び加熱分解を行う。分解終了後、水

で 100ml に定容し、ろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計に

よりリン酸（P ２O ５）濃度を測定する。別にろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後

に原子吸光光度計によりカルシウム（CaO）濃度を測定する。これら測定値と加熱減量法で求めた水分

量から乾土あたりのリン酸含量（P ２O ５mg/g）とカルシウム含量（CaOmg/g）を求める。

7) 可給態リン酸

　風乾細土試料 1.00g を 300ml 三角フラスコに秤りとり、0.002 Ｎ硫酸溶液（pH3）200ml を加え、

室温で 1 時間振とうし、ろ過する。ろ液一定量を試験管に採り、混合発色試薬を加えて分光光度計によ

りリン酸濃度を定量する。この定量値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの可給態リン酸量（P

２O ５mg/ 乾土 100 ｇ）を求める。

8) 全鉄

　微粉砕試料約 0.50g をテフロンビーカーに精秤し、硝酸 5ml および過塩素酸 5ml を加え、時計皿で

覆い、サンドバス上で有機物を分解する。過塩素酸の白煙が激しく出てきた後、過塩素酸 5ml とフッ

化水素酸 10ml を加え、内容物を蒸発乾固させる。放冷後、6N-HCl5ml、硝酸 1ml を加え加熱し、内

容物を軽く溶解させた後、蒸留水 30ml を加え、内容物を完全に溶解させる。放冷後、100ml に定容する。

この定容液を適宜希釈し、原子吸光光度計により鉄 (Fe) の濃度を測定する。測定値と加熱減量法で求

めた水分量から乾土あたりの鉄 (Fe%) 含量を求める。

9) ジチオナイト可溶鉄 (Holmgren 法 )

　微粉砕試料 500mg に DCB 抽出液 30ml を添加して 16 時間振とうする。振とう後、0.4% 高分子凝

集剤を 2 滴加えて軽く振とうした後、遠心分離する。上澄み液の一定量を蒸留水で希釈し、干渉抑制

剤を加えた後、原子吸光光度計により鉄 (Fe) の濃度を測定する。測定値と加熱減量法で求めた水分量

から乾土あたりの鉄 (Fe%) の含量を求める。

10) 酸性シュウ酸塩可溶鉄 (Acid-oxalate 法 )

　微粉砕試料 300mg に 0.2M 酸性シュウ酸塩溶液 (pH3) を 30ml 加え、暗所で 4 時間振とうする。振

とう後、0.4% 高分子凝集剤を 2 滴加えて軽く振とうした後、3000rpm で 15 分間遠心分離する。上澄

み液の一定量を蒸留水で希釈し、干渉抑制剤を加えた後、原子吸光光度計により鉄 (Fe) の濃度を測定

する。測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの鉄 (Fe%) の含量を求める。

３．分析結果

(1)放射性炭素年代測定

　SP051、SP070、SK1、SM1 は、測定年代が 775 ～ 415yrBP、暦年較正年代が calAD 1,228 ～ 1,609
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であるのに対し、SL1 は測定年代で 3,200 ± 20yrBP、暦年較正年代で calBC 1,505 ～ 1,428、SL3（3 層）

は測定年代で 2,040 ± 20yrBP、暦年較正年代で calBC 111 ～ calAD 24 と、いずれも古い値を示す。

結果を第Ⅳ -24 表、第Ⅳ -52 図に示す。

(2) 花粉分析・微粒炭分析

　いずれの試料も花粉化石の産出状況が悪く、堆積物 1cc あたりの花粉・胞子数は、SP070 で 100 個

程度である以外は、いずれも 100 個未満であった。SK1、SL1、SL3（3 層）はからは、花粉化石は 1 個

体も確認されたなかった。わずかに認められる種類は、木本花粉ではモミ属、マツ属、コナラ属アカガ

シ亜属、ニレ属―ケヤキ属、草本花粉ではイネ科、カヤツリグサ科、アカザ科、セリ科、ヨモギ属、キ

1)年代値の算出には、Libbyの半減期5,568年を使用。

2)yrBP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

3)付記した誤差は、測定誤差σ(測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

4)AAAは酸－アルカリ－酸処理、AaAはアルカリの濃度を薄くした処理を示す。

5)暦年の計算には、Oxcal4.3を使用。

6)暦年の計算には表に示した丸める前の値を使用している。

7)1桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、1桁目を丸めていない。

8)統計的に真の値が入る確率はσは68%、2σは95%である。

SP051

SP070

SK1

SM1

SL1

SL3(3層)

2500 2000 1500 1000 500 1calBC/1calAD 501 1001 1501

Calibrated date (calBC/calAD)

OxCal v4.3.2 Bronk Ramsey (2017); r:5 IntCal13 atmospheric curve (Reimer et al 2013)

第Ⅳ -52 図　暦年較正結果

第Ⅳ‐24 表　放射性炭素年代測定結果



 109 

第５節　自然科学分析

ク亜科などである。

　微粒炭数は、SP051 で 1,300 個 /cc、SP070

で 400 個 /cc であったほかは、いずれも 1cc

あたり 100 個未満であった。なお、SP070

と SK1 からは、分野壁孔などを持つ木本

由来の微粒炭も、僅かではあるが含まれて

いた（第Ⅳ -25 表）。

(3) 植物珪酸体分析

　6 点の試料は植物珪酸体の産出が悪く、

SP070 や SM1、SL3 で僅かに認められるが、

他 の 3 点 (SP051、SK1、SL1) で は 検 出 さ

れない。

　SP070 や SM1、SL3 では分類群の特定

できない不明などが認められるに過ぎない

（第Ⅳ -26 表）。

(4) 微細物分析

　結果を第Ⅳ -27 表に示す。また、炭化種

実各分類群の写真を図版Ⅳ -31、一部の炭

化種実の計測値を第Ⅳ -27 表に示して同定

根拠とする。

　SP051、SP070、SP071、SK1、SM1、

SL1、SL3（1 層）、SL3（2 層）、SL3（3 層）

の、10 試料 8.1kg を通じて、栽培種のイネ

の穎が 2 個（SM1）、コムギの胚乳が 2 個

(SP071、SM1)( 疑問符含む )、アワの胚乳

が 1 個（SM1）の、計 5 個が確認された。

分析残渣は、炭化材と土粒、植物片が確認

され、SL3（2 層）で炭化材が多い。

(5) 土壌理化学分析

　pH（H2O）は SK1 で 6.8、SP070 で 7.2

と中性であり、他の試料では 7.5-7.6 とで

弱アルカリ性である。腐植含量は SL1 で

0.43% と分析試料中で最も少ない。他の

試料は 0.90-1.05% である。全窒素量は腐

植含量の少ない SL1 で 0.06% と少なく、

他の試料では 0.09%-0.11% でありほぼ一定である。C/N 比は 4-7 と小さい。MI は腐植含量の多少に

よらず全試料で検出された。中でも SK1 では発達度合いの大きい A 型腐植酸に、SP070、SL3（3 層）

では B/Po 型腐植酸、他の試料では発達程度の弱い Rp 型腐植酸と判定された。全リン酸は SP051 で

―6-35-34-32-31-3類　　種

L1S1MS1KS07SP01P05S
3SL
)層3(

粉花本木
--1---属ミモ
--1--3属ツマ
-----1属亜シガカア属ラナコ
----1-属キヤケ―属レニ

粉花本草
------属マガ
--2-214科ネイ
----21科サグリツヤカ
----3-科ザカア
------科コシデナ
------科ナラブア
----11科リセ
----55属ギモヨ
-----1科亜クキ
------科亜ポポンタ

粉花明不
粉花明不 ----42
子胞類ダシ

113669601子胞類ダシ
計　合

粉花本木 002014
3221粉花本草 0020

粉花明不 000042
113669601子胞類ダシ
117663962)く除を明不(計合
001<001<001<001<0040031)cc/個(数炭粒微
001<001<001<001<001001<)cc/個(数子胞・粉花

木木考備

の01、はていつに数子胞・粉花、数炭粒微)1 。るいてめ丸に位単001てし入五捨四を位

。満未個001：001<)2
。りあ炭粒微の来由本木：木)3

第Ⅳ‐25 表　花粉分析・微粒炭分析結果

)g/個(

群　類　分

体酸珪胞細短部葉科ネイ
------属ネイ
------属キスス

001<-科亜ギナツゴチイ ----
001<---001<-明不

体酸珪胞細動機身葉科ネイ
------属ネイ
------科亜ケタ
------属キスス
--001<-001<-明不

計　合
001<---001<-体酸珪胞細短部葉科ネイ
--001<-001<-体酸珪胞細動機身葉科ネイ
001<-001<-001<-量含体酸珪物植

片織組化珪
-体酸珪穎属ネイ -----
-列胞細短属ネイ -----
-体酸珪穎連ビキ -----

。)るすに位単001(るいてめ丸で位の01、は量含)1
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L1S1MS1KS07SP01P05S
3SL

)層3(

第Ⅳ‐26 表　植物珪酸体分析



 110 

第Ⅳ章　喜友名山川原第八遺跡

8.44mg/g、SL1 で 8.54mg/g と多く、SL3（3 層）では 3.86mg/g と少ない。他の試料では 5.33-

7.04mg/g である。全カルシウムは 3.16-5.12mg/g である。可給態リン酸は 3.9-19.6mg/100g と全体

的に少ない。鉄の形態分析からは、全試料で活性度が低く、結晶化指数が高いことが示された。全鉄量

は SP051 で 8.99%、SM1 で 8.32% と多く、次いで SP070 で 7.88% と多い。他の試料は 5.09-6.23%

である（第Ⅳ -28 表）。

分類群･部位･状態/粒径 単位
SP05     SP070     SP071      SK1　     SM1　     SL1     　SL1

SL3
(1層)

SL3
(2層)

SL3
(3層) 備考

木本

イヌザンショウ亜属 種子 破片 (個) - - - - - - - - - -

草本

ツユクサ 種子 完形 (個) - - - - - - - - - -

イネ 穎(基部) 破片 (個) - - - - 2 - - - - -

胚乳 完形 (個) - - - - - - - - - -

破片 (個) - - - - - - - - - -

オオムギ 胚乳 完形 (個) - - - - - - - - - -

破片 (個) - - - - - - - - - -

オオムギ? 胚乳 破片 (個) - - - - - - - - - -

オオムギ-コムギ 胚乳 破片 (個) - - - - - - - - - -

コムギ 胚乳 完形 (個) - - - - - - - - - -

破片 (個) - - 1 - - - - - - -

コムギ? 胚乳 破片 (個) - - - - 1 - - - - -

キビ 穎･胚乳 完形 (個) - - - - - - - - - -

胚乳 完形 (個) - - - - - - - - - -

破片 (個) - - - - - - - - - -

キビ? 胚乳 破片 (個) - - - - - - - - - -

アワ 穎･胚乳 完形 (個) - - - - - - - - - -

胚乳 完形 (個) - - - - 1 - - - - -

シンジュガヤ属 果実 破片 (個) - - - - - - - - - -

マメ科 種子 完形 (個) - - - - - - - - - -

不明

双子葉類 種実 完形 (個) - - - - - - - - - -

不明 種実 破片 (個) - - - - - - - - 1 - 断面柵状

穀粒片主体 破片 (個) - - - - 3 - - - - -

不明炭化物 破片 (個) - - 1 - - - - - - -

合計(不明を除く) - - 1 - 4 - - - - -

分析残渣

炭化材 (mm) 11.61 10.12 8.12 5.23 6.39 4.78 - 11.20 18.89 7.48

>4mm (g) 0.28 0.08 0.02 - 0.01 - - 0.31 4.78 0.05

4-2mm (g) 0.11 0.11 0.14 0.01 0.05 0.01 - 0.39 5.15 0.17

炭化材主体 2-1mm (g) 0.05 0.06 0.12 0.04 0.08 0.03 0.02 0.35 4.06 0.30

1-0.5mm (g) 0.02 0.02 0.09 0.01 0.03 0.01 0.00 0.45 2.48 0.20

骨片 破片 (mm) - - - - - - - - - -

(g) - - - - - - - - - -

歯 破片 (mm) - - - - - - - - - -

(g) - - - - - - - - - -

二枚貝類 >8mm 破片 (g) - - - - - - - - - -

巻貝類 完形 (g) - - - - - - - - - -

>8mm 破片 (g) - - - - - - - - - -

貝類 >4mm 破片 (g) - - - - - - - - - -

動物遺存体主体 4-2mm (g) - - - - - - - - - -

2-1mm (g) - - - - - - - - - -

1-0.5mm - - - - - - - - - -

土粒主体 >8mm (g) - 9.70 - - - - 12.90 - - -

8-4mm (g) - 0.61 - - - 19.61 23.31 - 5.36 -

4-2mm (g) - 0.65 0.24 2.78 5.39 4.34 5.99 - 10.58 -

2-1mm (g) 0.02 0.17 0.21 3.36 5.01 3.06 1.79 2.74 3.39 2.86

1-0.5mm (g) 0.06 0.27 0.25 3.89 5.83 4.79 2.13 7.12 7.28 5.83

植物片 >4mm (g) - - - - 0.01 - - 0.03 - - 非炭化,混入の可能性

イネ科 果実 完形 (個) - - - - - - - - - 2 非炭化,混入の可能性

エノキグサ 種子 完形 (個) - - - - - - - - - - 非炭化,混入の可能性

分析量 (g) 142 547 156 701 1043 870 651 1511 1331 1196 乾重(g)

3-3 ――3-4 3-5 3-6 3-7 ―3-1 3-2

第Ⅳ‐27 表　微細物分析結果



 111 

第５節　自然科学分析

４．考察

　放射性炭素年代測定の結果をみると、SP051、SP070、SK1、SM1 は、補正年代で 775 ～ 415yrBP、

暦年代で 13 世紀前半～ 17 世紀初頭 (calAD 1,228 ～ 1,609) の年代値が得られた。これに対し、SL1 は

3,200 ± 20yrBP、SL3（3 層）は 2,040 ± 20yrBP とかなり古い補正年代が得られている。この点につ

いては遺構の出土状況や、炭化材、炭化物の由来などを改めて検討することが望まれる。

　植物化石についてみると、花粉化石、植物珪酸体、炭化種実のいずれも、産状が悪い。花粉化石や植

物珪酸体は、前述の新城上殿遺跡と同様の理由により、堆積後に分解・消失した可能性が高い。

　検出された植物化石から、古植生について検討すると、木本類ではモミ属、マツ属、コナラ属アカガ

シ亜属、ニレ属―ケヤキ属が確認された。これらは周辺の山野や二次林、河畔などに生育していた可能

性がある。草本類ではイネ科、カヤツリグサ科、アカザ科、セリ科、ヨモギ属、キク亜科などが確認され、

調査区周辺の明るく開けた草地に生育していたと考えられる。

　次に栽培植物についてみると、炭化種実で SP071 からコムギ、SM1 からイネ、コムギ ?、アワが確

認された。穀類のイネ、コムギ、アワは、当時利用された植物質食糧と示唆される。

　微粒炭についてみると、SP051 でやや多く、その他では少ない。各遺構間に見られた微粒炭数の差

については、現時点で判断しかねる。

　一方、土壌の理化学性についてみると、今回の分析試料は、鉄の形態分析により全試料が赤色土に分類

され、遊離酸化鉄のうちの結晶質鉄の占める部分が、非晶質鉄に比べ多いことが示された。全鉄から占め

る遊離鉄の割合が多く、さらに、結晶化指数が高いことから風化や土壌生成が進んでいると捉えられる。

　腐植形態の指標である MI が、その発達程度は弱いものの全試料で検出され、pH も中性域の試料

群が多いことから、他の遺跡と様相が異なる。中でも、SK1 では有機物の分解が進行しやすい環境で

あったと捉えられる。腐植含量の少ない SL1 では焼土のような土壌も混入しており、やや腐植含量

が希釈されたと考えられる。また鉄含量からその風化程度は異なるものの、全体を通して土壌生成環

境は同様であり、耕作や火入れ、生活跡等の人為による影響の可能性が挙げられるが、具体的な言及

はできない。

7)Feo：酸性シュウ酸塩可溶鉄。

8)活性度：Feo/Fed。

LiC･･･軽埴土(粘土25～45%、シルト0～45%、砂10～55%) 9)結晶化指数：(Fed-Feo)/Fet。

HC･･･重埴土(粘土45～100%、シルト0～55%、砂0～55%)

     5)Fet：全鉄(フッ化水素酸分解による)。

     6)Fed：ジチオナイトクエン酸可溶鉄。

1)土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖(農林省農林水産技術会議監修,1967)による。

2)土性：土壌調査ハンドブック改訂版(ペドロジー学会編,1997)の野外土性による。

     3)腐植：有機炭素×1.724。

     4)C/N：有機炭素/全窒素。

第Ⅳ‐28 表　土壌理化学分析結果
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図版Ⅳ‐29　花粉化石・微粒炭

(1-4)

50μm

(9,10)

50μm

1. マツ属(喜友名山川原第八遺跡;3-5 SM1)   2. イネ科(喜友名山川原第八遺跡;3-2 SP070)

3. ヨモギ属(喜友名山川原第八遺跡;3-2 SP070)   4. 微粒炭(木本由来)(喜友名山川原第八遺跡;3-5 SM1)

9. プレパラート内の状況(喜友名山川原第八遺跡;3-1 SP051) 10. プレパラート内の状況(喜友名山川原第八遺跡;3-6 SL1)

1

3a

3b2 4

9 10

 

10. 植物珪酸体分析プレパラート内の状況

　　　(喜友名山川原第八遺跡;3-6 SL1)

10

50μm

15a

15b12 13 14

(14)

1mm

(12,13,15)

1mm

12. イネ 穎(基部)(喜友名山川原第八遺跡;3-5 SM1)  

13. イネ 穎(基部)(喜友名山川原第八遺跡;3-5 SM1)  

14. コムギ 胚乳(喜友名山川原第八遺跡;3-3 SP071)  

15. アワ 胚乳(喜友名山川原第八遺跡;3-5 SM1)  

図版Ⅳ‐30　植物珪酸体 図版Ⅳ‐31　炭化種実
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　本遺跡は平成 27 年度に宜野湾市教育委員会による試掘調査の結果で新規に発見された遺跡で、先史時代～

グスク時代、近世～近代の複合遺跡である。戦前までは耕作地として利用されており、戦後はキャンプ瑞慶覧

に取り込まれ、ハウジングエリア建設によって大規模な地形改変が行われた。遺跡は上部が切土、盛土の造成

によって包含層はほぼ消失していたものの、赤土（マージ層）に掘り込まれた遺構や地形的に傾斜部分あるい

は迫地となっている部分については辛うじて残されている状況であった。ハウジンング建設に際して上下水道、

電気等のケーブルなど埋設管が縦横に設置され、かなり改変されている状況であった。調査区は試掘調査の結

果を参考に基地道路を挟んで 2 箇所（工区１と工区２）に設定した。また、想定よりも基地造成の盛土が厚く、

場所によっては２ｍ以上になるところもあり、安全のため壁面を 2 段（段堀）にして調査を行った。
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【遺構について】　

　本遺跡で確認された遺構はピット 490 基、土坑３基、溝状遺構９条、炉跡３基のほか、盛土遺構と

遺物集積遺構を検出した。ピットはほぼすべてグスク時代相当の柱穴と思われ、工区１で３棟、工区２

で２棟の計５棟の掘立柱建物跡のプランを確認した。特に SB１は４本柱の建物跡でピットの規模や深

さなどがその他の柱穴とは明らかに異なる様相を呈しおり、高床式の倉庫である可能性が高いと思われ

る。その他の柱穴群から北側に 20 ｍ程離れた位置にあり、集落の中で特別なものであったことが窺え

る。SB２と SB５では建物プランの東側に「Ｌ」字状の浅い溝が検出されている。東側は地形的に高くなっ

ており、雨水の流入を防ぐ目的があったのではないかと推測される。ただし、建物の雨端や建物の区画

などの可能性もあり、今後の類例資料を持って検討していきたい。

　柱穴内からは遺物が出土しているものもあるが、その中で特徴的な遺物が出土した 2 基のピットに

ついて詳述する。SP095 は直径 30 ㎝程度の楕円形のピットで、深さは 30 ㎝を測る。柱穴内に石斧が

2 点と炭の塊が出土した。2 点のうち石斧№ 64 は方形の磨製石斧で両刃をなす。石斧№ 65 はやや細い

円筒状を呈し、明確な刃部は持たないものの部分的に研磨が施される。ふたつの石斧は柱穴内で互いに

支えるように交差して立っているような状況で確認された。SP100 は柱穴の底に中国産染付の碗が完

形に近い状態で出土した。碗は横倒しで埋っており、意図的に入れた可能性も考えられる。

　これらの柱穴は建物を構成する柱（建物プラン）の中でも特別な場所の柱を示しているのか、安全祈

願あるいは魔除けのような意味合いがあるのかは不明である。

　盛土遺構として報告した SM１は、工区２の建物プランである SB４と SB５の間で検出された遺構で

ある。北東から南西方向に延び、地山の傾斜面を削平して石灰岩礫と一緒に造成している。戦前まで一

帯は耕作地として使用されていたことから、畑の区画の一部であったと思われる。覆土より沖縄産施釉

陶器が出土している。この盛土遺構上では 10 ㎝大の石灰岩礫が沖縄産施釉陶器などの遺物とともにま

とまりをもって検出されており、これを遺物集積遺構（SU）とした。掘方などは見られず礫や遺物は

意図的に置かれたのではないかと思われる。

【出土遺物について】

　今回の調査で出土した遺物は、グスク土器やカムィヤキのほか、白磁、青磁、青花などの中国産輸入

陶磁器が多い。近世以降の沖縄産陶器や本土産磁器も出土しているがほとんどが 1 層表土層や撹乱層か

らの出土である。当該遺跡はグスク時代に相当する遺構が多く、遺物もグスク時代相当の遺物が多い。

溝状遺構からグスク土器やカムィヤキが多く出土しており、遺跡の使用年代としては 12 ～ 13 世紀頃

から 15 世紀頃と推測される。

　以上より、本遺跡について調査成果をまとめてみた。掘立柱建物跡や高床式倉庫、炉跡などが検出さ

れていること、遺物はグスク土器、カムィヤキ、中国産陶磁器などが出土していることなどから、本遺

跡がグスク時代の集落跡であると言える。多数の柱穴が一定の範囲で切り合いながら造られていること

から数度の建て替えが行われていたとも推測される。周辺には喜友名グスクや喜友名下原遺跡、新城上

殿遺跡など同時期の集落遺跡も点在しており、いずれも丘陵の縁辺や緩斜面に造られているという共通

性が見られる。当該地は、海岸に近く、湧水も豊富で当時の生活環境としてはこれ以上にない好条件で

あったことが窺える。
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第Ⅴ‐１図　調査位置図
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第Ⅴ章　喜友名山川原第九遺跡

第 1節　調査の経過と調査方法　

　喜友名山川原第九遺跡は、市教委が平成 27 年度に実施した試掘調査で初めて確認された。試掘調査

では、返還直後ということもあり米軍の住宅や道路などの施設が残されたままの調査となった。そのた

め、試掘抗はこれらの残留物を避けて設定された。平成 29 年度には、試掘調査の結果に基づいて調査

区を設定した。調査区は米軍の施設の直下にあったため、調査区の 30％程度が建物基礎や埋設管設置

などによる造成工事によって破壊されている状況であった。

　調査区の設定は、現況地形を踏まえ、上記試掘調査の結果と大正 8 年の旧日本軍による地形測量図

及び 1945 年米軍撮影の航空写真などを参考にして設定した。調査はまず、米軍の造成土（撹乱層）

を重機によって除去することから行い、その後、人力により残存する撹乱層の除去や全体の清掃を行っ

た。さらに調査区の包含層の掘り下げや遺構面検出作業の結果、調査区南東部や撹乱層の直下で地山

（島尻マージ）が確認され、調査区北側から東側にかけては造成土直下に基盤層である琉球石灰岩が確

認された。

　調査区中央部から北側にかけては黒色土層が広がっていることが確認され、さらに米軍造成によって

掘り抜かれた南北の撹乱溝から見える土層断面の一部に、遺構と思われる掘り込みが確認された。この

遺構断面で、平底の深鉢型土器の底部であることが確認され、本遺構が縄文時代後期まで遡ることが想

定された。
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　全体清掃による包含層及び遺構面検出作業の結果、黒色土層が広がる中心部を通るグリッドライン上

に幅 30 ㎝の土層観察用ベルトを十字（東西南北）に設定し、上層の堆積土から掘削深度を揃えながら

掘り下げを行った。遺物については、有文や口縁部の土器、器種の特定に繋がるものについては、点上

げで取り上げ、その他についてはグリッド一括とした。

　本遺跡の調査は、沖縄防衛局による不発弾経層探査に伴う事前の記録保存調査であったが、遺構検出

作業の結果、縄文時代に相当する竪穴遺構が複数棟検出された。発見された遺構について市文化財保護

審議会の現地視察が行われた結果、本遺跡については「縄文時代後期～晩期にかけての集落形成を理解

する上で貴重な資料であり、将来的に指定文化財として保護していく必要がある」とする提言がなされ

た。これを受けて、市教委では工事計画の変更及び遺跡の保存の可否について沖縄防衛局や本市の跡地

利用計画を進める開発部署（西普天間跡地推進室、市街地整備課）と協議を行った。結果として道路線

形の変更による現地保存は困難であるとの結論となったが、可能な限り現地保存を行うことで調整され

た。最終的には記録保存を行いつつも道路下（歩道含む）において、ベルト等の一部や周辺地形などは

盛土により保存されることとなった。

【日誌抄】

６月 １ 日 ：重機による表土掘削開始。

６月 21 日 ：調査区内に侵入する雨水防止のため、周囲に小堤及び排水路を設置した。

６月 29 日 ：遺構検出作業を開始。　※焼土検出の写真あり。

７月 ６  日：調査区西側の埋設管撹乱の壁面より、竪穴遺構（SI04）を検出。

７月 ７  日 ：遺構検出状況の撮影（高所作業車）

８月 ２  日 ：黒褐色土層の掘削。出土遺物の取り上げ。

  ※調査区中央に堆積する黒褐色土は、土器や石器が混入する包含層であり、人力によって 

  慎重に掘り下げることとした。土器は文様があるものや、口縁部、底部など明確に形状が 

  把握できるものは、可能なかぎり位置座標を記録するために点上げを行った。その他の遺 

　　　　　   物についてはグリッド別に一括して取り上げた。

８月 15 日 ：調査区西側壁面について、調査前の表土高と遺構検出面の高低差が 2 ｍを超えたため、壁 

  面の崩落防止のために重機で掘削して段を形成した。

８月 17 日 ：ズケ 25 － J5 －エの黒褐色土層掘り下げ中、チャート製の石鏃 1 点が出土した。

８月 24 日 ：ズケ 25 － J5 －テの掘削中に本調査区で初めて青磁（2 点）が出土した。同層からは先史  

  時代の土器が出土していたことから、これらの青磁や土器が含まれる土は、流れ込みによ 

  るものと考えられる。

８月 29 日 ：調査区全域の遺構検出作業実施し、複数の竪穴遺構を検出。

８月 31 日 ：遺構検出状況の撮影（高所作業車／ 2 回目）。

９月 ８ 日 ：遺構半截作業。

９月 21 日 ：遺構セクションポイントの設定、土層断面の実測。

９月 29 日 ：重要文化財保存整備委員会による現地視察。

10 月 ３日 ：竪穴遺構の壁面土層よりサンプル土採取（パリノ・サーヴェイ㈱）。

10 月 ６日 ：竪穴遺構 SI01、SI02 の半截。沖縄県立埋蔵文化財センター職員が来跡し、過年度の同セ 



 117 
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図版Ⅴ‐１　作業状況

溝遺構掘削　南西から I5- テ・ネ作業風景　北東から

沖縄県立埋蔵文化財センター職員視察 I6- ナ断面図製図作業　北西から

 　ンターが調査した海軍病院地区の事例を踏まえて遺構の様相について貴重な意見を頂 

 　いた。

10 月 16 日： 竪穴遺構 SI03 より、石斧出土。断面観察により、2 棟の竪穴遺構が切り合っていることが 

  判明。

10 月 18 日： 宜野湾市文化財保護審議委員による現場視察。

10 月 24 日： 沖縄県立埋蔵文化財センター職員による現場視察。

11 月 ２  日： 遺構完掘作業。

11 月 ９  日： 調査区壁面の撮影。

11 月 28  日： 下層確認のため、南北ベルトに沿ってトレンチ設定。
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　本調査区は、米軍の施設（ハウジング）の直下にあったため、調査区の 30% 程度が造成攪乱により

破壊されていた。概ね１ｍ～１．５ｍほどの造成土が堆積していたため、調査はこの造成層を除去する

ところから行い、遺物包含層または遺構が確認された時点で重機掘削を中断し、人力掘削に切り替えて

調査を行った。

　検出作業の結果、調査区南東部では攪乱層が地山上面まで堆積し、本来の地形は消失していること

が判明した。しかしながら、調査区中央部から北側にかけて窪地となっており、黒色土層が広がって

いることが確認され、多数のピット群が検出された。また、黒色土層の東西は地山層（マージ）と石

灰岩の岩盤が露頭していることが確認された。調査区一帯はこの黒色土層を中心に緩やかな凹状となっ

ており、検出された遺構も黒色土層が堆積する窪地やその周囲に多く分布していることが確認された。

米軍の撹乱によるためか、この黒色土層を除いて造成土直下には地山層（マージ）が検出されている。

本来の地形が米軍造成で消失していることから、別の時期の遺構が同じ面で検出されることとなっ

た。窪地という特殊な地形の上、米軍の切土盛土などによる後世の撹乱などもあり、平面的に遺構

の時期を判別することは困難であった。明確に近世～近代の遺構と判別できたのでは溝状遺構（SD1）

のみである。なお、窪地に堆積する黒色土層については陥没ドリーネのような凹地状の地形である

ことから周囲の包含層が流れ込んできたものと思われたため、下層確認のための小トレンチを設定

して深度を確認した。

第２節　層序

図版Ⅴ‐２　調査区全景　

撮影位置図

③
→

→④

→

②

①

→
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第２節　層序

図版Ⅴ‐３　①北壁　

図版Ⅴ‐４　②東壁

図版Ⅴ‐５　③西壁

図版Ⅴ‐６　④南壁



 120 

第Ⅴ章　喜友名山川原第九遺跡

第Ⅴ‐２図　調査壁面位置図

（S=1/300）
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第Ⅴ-６図　壁面土層図４
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第３節　遺構

　調査の結果、検出された遺構は近世～近代、先史時代（縄文後期～晩期）に大別できる。竪穴遺構や

炉跡等は出土遺物などからほとんどが縄文後期～晩期に相当すると思われるが、一部のピットは時期が

不明なものもある。竪穴遺構（SI）が 6 基、ピット（SP）が 321 基、土坑（SK）が 12 基、溝状遺構（SD）

が 1 条、炉跡（SL）が 4 基、不明遺構（SX）が 4 基検出された。ただし、ピットは大小様々でかつプ

ランを組めるような配置を確認することが出来なかった。

１．近世～近代の遺構

（１）溝状遺構（SD）

　明らかに近世～近代の遺構として確認できたものは SD１のみである。幅約 120 ㎝で調査区を南北に

縦断するように延びる。内部に 10 ㎝～ 20 ㎝大の石灰岩礫が並び、断面形は東側の立ち上がりが急で

西側がややスロープ状に緩やかとなる。現地形と同様に南側から北側に向けて緩やかに傾斜しているこ

とから北側に排水する意図が窺える。覆土からは沖縄産陶器が出土している。戦前の調査区一帯は耕作

地として利用されていたので耕作に関連する遺構と思われる。

２．縄文後期～晩期の遺構

（１）竪穴遺構（SI）

　調査では切り合いを含めて計６基検出した。各遺構は調査区中央に分布する黒褐色土が堆積する凹地

の縁辺に島尻マージ（第Ⅶ層）を掘り込んで形成、配置されており、意図的な配置が窺える。規模はそ

れぞれで、2 ｍ四方の方形から 2 ｍ× 3 ｍ程度の長方形を呈するものが見られた。また、内部に焼土面

が見られることは共通しているが、検出面から掘り込まれた深さについてはかなりバラつきが見られ

る。各竪穴遺構について以下に詳述する。

① SI01

　黒色土層が堆積する凹地の東側縁辺に位置する。平面形は隅丸方形状を呈している。プランは明瞭で、

遺物を多く含む。掘削はプランの軸に沿って十字のベルトを設定し、1/4 ずつに分けて実施した。覆土

は数層に分かれ、うち明瞭な黒褐色を成す層中からは、大型の土器破片が多く出土したほか、石材・石

器なども出土した。この黒褐色土層は底面が平たく、壁面は斜めに外開きに立ち上がっており、この土

層面が生活面であった可能性がある。黒褐色土層下は、地山に近似した土質であるが、赤色粒等の混じ

りがあるため、当時の造成土である可能性があった。このためさらに掘削を進めてみたところ、遺構の

当初の掘り方に面がノッチ状に掘り抜かれている部分があることが判った。おそらく、成形の際に掘り

抜かれた部分を埋め土で補修したと考えられる。

② SI02

　SI01 の南側に隣接する。SI01 に比べて浅く、造作は簡易。内部中央に被熱して赤色硬化した部分が見ら

れた。一部で泥岩質の礫（1 ㎝大）が集中している箇所が確認された。用途は不明である。検出面から床面

までが５～ 10 ㎝程度しかないため、上層面は削平された可能性が想定されたが、隣接する SI01 とは明ら

かに掘り込まれた深さが異なるため、用途に違いがあったのではないかと思われる。
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③ SI03

　黒色土層が堆積する窪地の南西縁辺に位置する。長軸は東西方向で 3.1 ｍ× 2.6 ｍの略方形を呈する。中

心よりやや西側で 5 ～ 10 ㎝程床面が高く、屋内炉を有する。SI06 の東側を一部切っている。覆土を掘り

込んで複数のピットが検出されているが、南東側に偏って集中していることを含めて本遺構との関係性は低

いと思われる。

④ SI04

　黒色土層の西側に位置する。調査当初から南北攪乱溝の断面で確認されていた。土層断面の情報から、床

面が有段である可能性が伺えた。遺構の残存率は平面で約 1/2 程度であり、ちょうど平面形の対角方向に半

載された状態になっている。掘削は攪乱溝側の断面は残したまま、内部のみを行うこととした。

　竪穴住居の内部で最も残存状況が良いのは南西側の 1/4 部分であり、この部分の掘削を行った。掘削の結

果、攪乱溝土層断面でも見られた 10cm 程度の段を有していることが確認された。

⑤ SI05

　SI04 の南側に位置する。同レベルで検出された SI04 に比べて残存深度は約 20 ㎝と浅い。長軸の向きが SI04

とは 90 度ずれており、北東―南西方向に長軸となる。規模（推定）は 2.6 ｍ× 1.8 ｍを測る。

⑥ SI06

　東側は SI03 に切られており、西側は SI01 と同じく埋設管による撹乱によって半分以上が消失している。遺構

底面に平底の深鉢の土器底部片があったことから、縄文時代後期に相当すると思われる。遺構底面までの掘削深

度は 20cm 程度だがプランは比較的明瞭である。東西に長いため大型の住居と考えていたが、SI06 と切り合っ

ていると判明した。ベルト断面で見る限り SI06 を SI03 が切っていると思われる。

第Ⅴ‐１表　竪穴遺構（SI）遺構観察表

ＳＩ０１ 方形 210 200 40 2ｍほどの小規模な竪穴遺構。深さ40㎝を測り、しっかりとした造り。
炭化物、土器、
石器、石材、

石器、土器

石製品

ＳＩ０２ 略方形 330 280 11
平面的には3ｍ規模を測るが、全体的に10㎝の深さしかなく、隣接するＳＩ
０１と明らかに掘削深度が異なる。床面に被熱した痕跡が見られる。ピット
が多数重なるように分布する。

土器、石材

土器

ＳＩ０３ 隅丸方形 314 260 30
東西に軸を持つ。内部に焼土面が見られる。西側床面が10㎝程高く段状
になっている。

土器、石器、

石材、石

ＳＩ０４ 隅丸方形 （260） （210） 48
撹乱により全体の2分の１が消失している。対角に切られた断面では南東
側に幅40㎝、高さ10㎝ほどの段が見られる。床面には被熱により赤色化し
た部分と柱穴が確認できる。

土器、石器、

石材、石

ＳＩ０５ 隅丸方形 （250） 190 20
北東―南西に軸を持つ。 やや不明瞭で掘り込まれた地山 （島尻マージ
層）に類似する覆土を持つ。床面に被熱した痕跡等はないが、北東側に
石灰岩礫が散見される。

ＳＩ０６      長方形?        -           -        (20）
西側をＳＩ０３に一部切られ、東側は半分程度が撹乱によって消失してい
る。規模は不明だが、恐らく北東―南西に軸を持つ長方形状の竪穴遺構
と推測される。

（　）は推定値

長径 短径 深さ平面形
遺構
№

所見 遺物
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図版Ⅴ‐７　SI01
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遺物出土状況（南東側から撮影）

壁面（北東側から撮影）

検出状況（北東側から撮影）

ベルト設定（南東側から撮影）

ベルト設定（南東側から撮影）
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SI02-25-②
1.10YR 4/6 褐色粘質シルト。
　しまり粘質強い。

1.10YR 4/4 褐色粘質シルト。

第Ⅴ‐10 図　SI02 断面図

図版Ⅴ‐８　SI02

SI02-1 SI02-4・SI02-2 SI02-5 SI002-6

SI02-8

SI02-14

SI02-9

SI02-19

SI02-11 SI02-12

SI02-25 ①②
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図版Ⅴ‐９　SI02

検出状況（南西側から撮影）

完掘状況（東側から撮影）

ベルト設定（南西側から撮影）

検出状況（南西側から撮影） ベルト設定（南西側から撮影）
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Ⅶ
2

1 1
2

SI06

1

2 3
地山

1層：10YR3/4　暗褐色粘質シルト。しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。
2層：10YR4/4　褐色粘質シルト。しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。マージ粒が多く混じる。
3層：10YR4/6　褐色粘質シルト。しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。マージ粒は多い。

1
2

Ⅶマージ

Ⅶマージ

1層：10YR3/4暗褐色粘質シルト。
2層：10YR3/3暗褐色粘質シルト。

EL=52.60m

EL=52.40mEL=52.40m

EL=52.60m

EL=52.80m EL=52.80m

C

C'

B'B

EL=52.40m

EL=52.60m

EL=52.40m

EL=52.60m

EL=52.80m EL=52.80m

A′

A

EL=52.40m

EL=52.60m

EL=52.80m

EL=52.40m

EL=52.60m

EL=52.80m

SI06（撹乱側）

SI03（B-B’）

SI03（A-A’）

SI03・SI06　平面図

X=31621

Y=26648
Y=26648

X=31618

SI06

SI03

A'

SX3

A'

A

B

焼土面

B'

SP222

A
A'

SP223

A

SP224

A'

SP219

A'

A
SP220

SP221

A'
A

SP217

A

A'
A

C

C'

0 50cm

(S=1/30)

0 50cm

(S=1/30)

Y=26644

X=31618

Y=26644

X=31621

第Ⅴ‐11 図　SI03・SI06 平断面図
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図版Ⅴ‐10　SI03・SI06

ベルト壁面（南西側から撮影）

トレンチ掘削状況（西側から撮影）

ベルト壁面（南西側から撮影）

ベルト設定（南東側から撮影）

遺物出土状況（西側から撮影）

検出状況（西側から撮影）

遺物出土状況と SI06（西側から撮影）

トレンチ掘削状況（西側から撮影）
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図版Ⅴ‐11　SI03・SI06

完掘状況（西側から撮影） 遺物（土器底部）出土状況（西側から撮影）

SI03、SI06（北側から撮影）

SI06 断面（南西側から撮影）
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第Ⅴ‐12 図　SI04 平断面図

B

B'

A

A'

C

C'

推
定
ラ
イ
ン

X=31614

Y=
26

64
3

X=31617
Y=

26
63

9
Y=

26
63

9
X=31617

X=31614

Y=
26

64
3

SI04　平面図

SI04（A-A’） 土層断面図

SI04（B-B’） 土層断面図

SI04（C-C’） 土層断面図
C′

C

EL=52.60mEL=52.60m

EL=53.00m

EL=53.40m

EL=53.00m

EL=53.40m

1

2

S  (ニービ)

遺物

1層：10YR3/4暗褐色粘質シルト。
　　 しまりやや弱い。
2層：10YR3/2黒褐色粘質シルト。
　　 しまりやや弱い。焼土粒や炭化物粒混じる。

EL=52.60m EL=52.60m

1

2

EL=53.00m

EL=53.40m

EL=53.00m

EL=53.40m

B B′

A′

A

EL=52.60mEL=52.60m

EL=53.00m

EL=53.40m

EL=53.00m

EL=53.40m

1

2

0 50cm

(S=1/30)

0 50cm

(S=1/30)
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図版Ⅴ‐12　SI04

トレンチ断面（南東側から撮影） 遺物出土状況

断面状況（北東側から撮影）

断面状況 _ラインあり（北東側から撮影） ベンチ状遺構（北西側から撮影）
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第Ⅴ‐13 図　SI05 平断面図

SK13(土坑)

Ⅶ

1

1

1層：10YR2/3黒褐色粘質シルト。

X=31612

Y=
26

64
0

X=31612

Y=
26

64
6

X=31615
Y=

26
64

0

Y=
26

64
6

X=31615

B'B
EL=53.00m EL=53.00m

EL=53.20m

EL=52.80mEL=52.80m

EL=53.20m

A'

AEL=53.00m EL=53.00m

EL=53.20m EL=53.20m

EL=52.80mEL=52.80m

SI05　平面図

SI05 （A-A’）

SI05 （B-B’）

B

A

B'

A' SK13

SP281

SP282

A'

A

A
A'

SP284

SP285

A'
A

A'
A

A'
A SP283

0 50cm

(S=1/30)
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図版Ⅴ‐13　SI05

半截状況（東側から撮影）

完掘状況（北東側から撮影）

半截状況（北側から撮影）

検出状況（南側から撮影） 半截作業状況（南側から撮影）
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法量での分類

　検出時の平面規模（直径×短径）で分類した。本市が 2010 年に報告した『市内埋蔵文化財調査報告書』

（註１）によると、想定プランの柱本数によって柱（柱穴）の直径に差異が認められ、大きく母屋と高

倉に分けることができる。つまり、直径が 30 ㎝以下の柱穴は母屋の可能性が高く、50 ㎝以上の柱穴は

高倉（4 本柱～ 6 本柱）の可能性が高いと推測している。なお、今回の分類では直径が 15 ㎝以下また

は検出面からの深さが 5 ㎝以下のものは柱穴の可能性が低いと考え、プランの検討から除外した。

（第Ⅴ - ４～９表　遺構計測分類表）。

底面レベルでの分類

　建物の基礎となる柱を据えるための穴を掘削する際、上屋を造

る上でも同じような深さまで掘り下げる可能性は高く、「同等の

底面レベルを有する遺構」は同じ建物の柱穴である可能性は高い

と思われる。そのため、確認されたピットの最も低いレベルと最

も高いレベルを基に、その間を任意に 20 ㎝単位で区切り細分化

した（第Ⅴ - ３表、第Ⅴ -14 ～ 17 図）。

（２）ピット（SP）

　調査の結果、ピットは 321 基確認された。ピットについては時期が不明なものもあるが、一括して報告する。

詳細については観察一覧表に記載している。

【分類方法】

掘方での分類

　掘方の断面形状から分類を試みたもので、Ａ～Ｄの４種類に分類した（第Ⅴ - ２表　ピット掘方断面形状

分類模式図）。Ａ類は基底部に平坦面があるもので、Ｂ類は基底部に丸みや微弱な凹凸があるものとした。

Ｃ類は基底部に段を持つものあるいは途中から角度をあげて掘削されるものとした。Ｄ類は基底部が斜めに

なっているまたは凹凸が著しく、柱を据えるには難があるものとした。本報告ではＤ類は柱穴の可能性が低

いとして建物プランの検討から除外した。

＋ Ｓ

基底部に平坦面があるもの。
基底部に平坦面がないもの。（基
底部が丸みを帯びるものや多少凹
凸するもの）

基底部に段を持つもの。
基底部が斜めのものや大きく凹凸
するもの。

柱
痕
あ
り

直
径
15
㎝
未
満

模
式
図

柱
穴

柱
穴
の
可
能
性
低
い

分
類

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

第Ⅴ -２表　ピット掘方断面形状分類模式図

第Ⅴ -３表　底面レベルの分類

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

52.60～52.79

52.80～52.99

53.00～53.24

50.94～51.19

51.20～51.39

51.40～51.59

51.60～51.79

51.80～51.99

52.00～52.19

52.20～52.39

52.40～52.59

底面レベル (20㎝区切り)分類
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第Ⅴ‐４表　遺構計測分類表（SP）１

長径 短径 深さ 底面 断面 柱痕等

SP1 楕円形 16 11 8 51.93 Ⅴ A s × 25-I5-セ

SP2 円形 16 15 14 51.91 Ⅴ D △ 25-I5-セ

SP3 円形 14 13 12 51.82 Ⅴ B s × 25-I5-テ

SP4 円形 15 14 14 51.89 Ⅴ B s × 25-I5-テ

SP5 円形 16 15 10 51.90 Ⅴ B s × 25-I5-テ

SP6 円形 29 28 20 51.91 Ⅴ B △ 25-I5-テ

SP7 - - 5 11 51.97 Ⅴ B △ 25-I5-テ

SP8 - - - 10 51.99 Ⅴ B s △ 25-I5-テ

SP9 - - - 11 51.98 Ⅴ B s △ 25-I5-テ

SP10 楕円形 51.84 Ⅴ D △ 25-I5-テ

SP11 楕円形 11 8 9 52.10 Ⅴ B s × 25-I5-テ

SP12 楕円形 20 18 14 52.06 Ⅵ B 25-I5-テ

SP13 円形 11 10 6 52.16 Ⅵ D s × 25-I5-テ

SP14 円形 15 14 7 52.10 Ⅵ B s × 25-I5-テ

SP15 - - 12 4 52.14 Ⅵ B s × 25-I5-テ

SP16 - - 12 5 52.12 Ⅵ C s × 25-I5-テ

SP17 - - 14 10 52.06 Ⅵ B s × 25-I5-テ

SP18 - - 16 10 52.08 Ⅵ A 25-I5-テ

SP19 円形 14 13 6 52.00 Ⅵ A s × 25-I5-テ

SP20 円形 10 10 6 52.14 Ⅵ A s × 25-I5-テ

SP21 円形 12 12 8 52.10 Ⅵ B s × 25-I5-テ

SP22 楕円形 12 10 9 52.10 Ⅵ A s × 25-I5-テ

SP23 楕円形 10 8 2 52.23 Ⅶ A s 25-I5-テ

SP24 楕円形 11 8 4 52.20 Ⅶ B s 25-I5-テ

SP25 楕円形 14 11 8 52.14 Ⅵ B s × 25-I5-テ

SP26 楕円形 14 11 9 52.20 Ⅶ C s × 25-I5-テ

SP27 楕円形 20 16 9 52.07 Ⅵ B 25-I5-テ

SP28 楕円形 18 16 17 52.02 Ⅵ B ○ 25-I5-テ

SP29 円形 19 18 8 52.12 Ⅵ B 25-I5-テ

SP30 楕円形 22 17 12 52.00 Ⅵ B ○ 25-I5-テ

SP31 円形 16 16 8 52.10 Ⅵ B ○ 25-I5-テ

SP32 円形 16 16 10 52.14 Ⅵ B ○ 25-I5-テ

SP33 楕円形 21 18 10 52.12 Ⅵ B 25-I5-テ

SP34 楕円形 18 12 11 52.15 Ⅵ A s × 25-I5-テ

SP35 円形 19 18 14 52.09 Ⅵ D △ 25-I5-テ

SP36 楕円形 24 12 20 52.06 Ⅵ B s 25-I5-テ

SP37 楕円形 17 13 11 52.18 Ⅵ D s △ 25-I5-テ

SP38 円形 18 17 7 52.22 Ⅶ A × 25-I5-ネ

SP39 円形 14 14 8 52.20 Ⅶ B s × 25-I5-ネ

SP40 楕円形 12 10 5 52.25 Ⅶ B s × 25-I5-ネ

SP41 楕円形 21 19 19 52.10 Ⅵ C ○ 25-I5-ネ

SP42 楕円形 12 10 6 52.22 Ⅶ B s 25-I5-ネ

SP43 円形 13 12 8 52.17 Ⅵ B s 25-I5-ネ

SP44 楕円形 18 16 7 52.15 Ⅵ A △ 25-I5-ネ

SP45 楕円形 13 9 6 52.17 Ⅵ B s × 25-I5-ネ

SP46 35 11 51.93 Ⅴ C 25-I5-ネ

SP47 29 16 51.89 Ⅴ B 25-I5-ネ

SP48 円形 20 20 14 52.05 Ⅵ A ○ 25-I5-ネ

SP49 楕円形 18 16 25 51.92 Ⅴ B ○ 25-I5-ネ

SP50 楕円形 20 18 10 52.10 Ⅵ B 25-I5-ネ

SP51 円形 11 11 8 52.14 Ⅵ B s × 25-I5-ネ

SP52 円形 20 19 11 52.19 Ⅵ B 25-I5-ネ

SP53 円形 9 9 4 52.26 Ⅶ B s × 25-I5-ネ

SP54 円形 12 11 7 52.24 Ⅶ B s × 25-I5-ネ

SP55 楕円形 21 17 8 52.23 Ⅶ B × 25-I5-ネ

SP56 楕円形 20 18 17 52.12 Ⅵ B ○ 25-I5-ネ

柱穴の
可能性

グリッド 備考遺構№ 平面形状
法量（㎝） 底面レベル

(m)
分類

掘方が斜め

（断割）掘方が斜め

SP9に切られる。SP251を切る

SP9に切られる

SP7、SP8を切る

SP18に切られる

SP17を切る

（断割）

（断割）

（断割）

SP47を切る

SP46に切られる

（断割）

（断割）

（断割）

△

×

×

×
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第Ⅴ‐５表　遺構計測分類表（SP）２

長径 短径 深さ 底面 断面 柱痕等
柱穴の
可能性

グリッド 備考遺構№ 平面形状
法量（㎝） 底面レベル

(m)
分類

SP57 円形 10 9 4 52.27 Ⅶ B s × 25-I5-ネ

SP58 楕円形 29 22 30 52.03 Ⅵ A ○ 25-I5-ネ

SP59 楕円形 21 17 12 52.23 Ⅶ B 25-I5-ネ

SP60 楕円形 14 12 5 52.40 Ⅷ B s × 25-I5-ネ

SP61 円形 12 11 8 52.43 Ⅷ B s × 25-I5-ネ

SP62 円形 16 16 14 52.15 Ⅵ B 25-I5-ネ

SP63 楕円形 16 14 10 52.19 Ⅵ B s × 25-I5-ネ

SP64 楕円形 20 17 9 52.19 Ⅵ B 25-I5-ネ

SP65 円形 13 12 3 52.27 Ⅶ A s × 25-I5-ネ

SP66 円形 13 12 7 52.41 Ⅷ B s × 25-J5-エ

SP67 楕円形 13 10 6 52.41 Ⅷ B s × 25-J5-エ

SP68 楕円形 23 18 15 52.10 Ⅵ B ○ 25-J5-エ

SP69 楕円形 18 15 6 52.39 Ⅶ B △ 25-J5-エ

SP70 円形 18 17 9 52.24 Ⅶ B △ 25-J5-エ

SP71 円形 12 12 6 52.40 Ⅷ B s × 25-J5-エ

SP72 楕円形 18 12 4 52.43 Ⅷ B s × 25-J5-エ

SP73 楕円形 18 16 5 52.42 Ⅷ B × 25-J5-エ

SP74 円形 13 13 6 52.43 Ⅷ B s × 25-J5-エ

SP75 円形 14 13 9 52.50 Ⅷ B s × 25-J5-エ

SP76 楕円形 20 16 8 52.51 Ⅷ B △ 25-J5-エ

SP77 円形 24 23 10 52.49 Ⅷ B △ 25-J5-エ

SP78 楕円形 17 15 5 52.55 Ⅷ B × 25-J5-エ

SP79 楕円形 13 11 5 52.50 Ⅷ B s × 25-J5-エ

SP80 楕円形 14 10 6 52.60 Ⅸ B s × 25-J5-ウ

SP81 楕円形 15 11 8 52.43 Ⅷ B s × 25-J5-エ

SP82 楕円形 14 12 10 52.38 Ⅶ B s × 25-J5-エ

SP83 円形 16 15 14 52.22 Ⅶ B △ 25-J5-エ

SP84 - 22 10 52.16 Ⅵ B ○ 25-J5-エ

SP85 円形 14 13 6 52.42 Ⅷ B s × 25-J5-エ

SP86 楕円形 19 17 22 52.19 Ⅵ B ○ 25-J5-エ

SP87 楕円形 20 15 10 52.29 Ⅶ A △ 25-J5-エ

SP88 楕円形 18 15 11 52.30 Ⅶ B 25-J5-エ

SP89 - 14 4 52.58 Ⅷ A s △ 25-J5-エ

SP90 - 21 13 52.48 Ⅷ D △ 25-J5-エ

SP91 - 16 4 52.58 Ⅷ B × 25-J5-エ

SP92 楕円形 16 14 22 52.41 Ⅷ A s △ 25-J5-エ

SP93 円形 17 16 11 52.50 Ⅷ B △ 25-J5-エ

SP94 楕円形 12 10 5 52.54 Ⅷ D s × 25-J5-エ

SP95 - 14 3 52.57 Ⅷ D s × 25-J5-ケ

SP96 - 15 9 52.52 Ⅷ A s × 25-J5-ケ

SP97 楕円形 13 10 6 52.52 Ⅷ B s × 25-J5-ケ

SP98 楕円形 18 13 7 52.38 Ⅶ B s × 25-J5-エ

SP99 円形 13 12 7 52.32 Ⅶ B s × 25-J5-エ

SP100 円形 15 14 8 52.32 Ⅶ B s × 25-J5-エ

SP101 楕円形 12 10 8 52.32 Ⅶ B s × 25-J5-ケ

SP102 楕円形 17 14 10 52.35 Ⅶ B s × 25-J5-ケ

SP103 楕円形 16 14 11 52.36 Ⅶ B s 25-J5-ケ

SP104 楕円形 23 20 10 52.48 Ⅷ A ＋ ○ 25-J5-ケ

SP105 楕円形 23 21 5 52.54 Ⅷ A △ 25-J5-ケ

SP106 楕円形 29 26 30 52.30 Ⅶ A ○ 25-J5-ケ

SP107 円形 17 16 15 52.44 Ⅷ B △ 25-J5-ケ

SP108 楕円形 15 13 8 52.49 Ⅷ B s × 25-J5-ケ

SP109 楕円形 18 14 6 52.63 Ⅸ B s × 25-J5-ケ

SP110 円形 14 13 7 52.61 Ⅸ B s × 25-J5-ケ

SP111 楕円形 35 31 23 52.47 Ⅷ D △ 25-J5-ケ

SP112 楕円形 22 15 10 52.70 Ⅸ B △ 25-J5-セ

（断割）

（断割）

（断割）

南北ベルト際に位置

（断割）

（断割）遺構取り上げ

SP90、SP91を切る

SP89を切る

SP89を切る

SP96を切る

SP95に切られる

覆土はやや砂質グスク期か

SI02（竪穴）内ベルト断割

SI02（竪穴）内ベルト断割
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第Ⅴ‐６表　遺構計測分類表（SP）３

長径 短径 深さ 底面 断面 柱痕等
柱穴の
可能性

グリッド 備考遺構№ 平面形状
法量（㎝） 底面レベル

(m)
分類

SP113 円形 19 18 7 52.78 Ⅸ B △ 25-J5-セ

SP114 円形 13 12 9 52.76 Ⅸ B s △ 25-J5-セ

SP115 円形 13 12 10 52.77 Ⅸ B s △ 25-J5-セ

SP116 - 40 5 52.90 Ⅹ B × 25-J5-セ

SP117 楕円形 18 16 10 51.79 Ⅳ B △ 25-I5-ト

SP118 - 26 12 51.80 Ⅴ B △ 25-I5-ト

SP119 25 - 16 51.77 Ⅳ B △ 25-I5-ト

SP120 楕円形 23 18 9 51.50 Ⅲ B △ 25-I6-タ

SP121 楕円形 24 21 15 51.45 Ⅲ D 25-I6-タ

SP122 円形 18 17 9 51.50 Ⅲ D △ 25-I6-タ

SP123 円形 32 32 11 51.51 Ⅲ B △ 25-I6-タ

SP124 楕円形 42 36 21 51.44 Ⅲ B △ 25-I6-タ

SP125 楕円形 27 25 11 51.56 Ⅲ B △ 25-I6-タ

SP126 楕円形 18 16 12 51.51 Ⅲ B △ 25-I6-タ

SP127 楕円形 19 17 14 51.51 Ⅲ B △ 25-I6-タ

SP128 楕円形 43 33 16 51.46 Ⅲ A △ 25-I6-タ

SP129 楕円形 13 10 11 51.52 Ⅲ B s × 25-I6-タ

SP130 円形 10 9 8 51.55 Ⅲ B s × 25-I6-タ

SP131 楕円形 22 19 14 51.66 Ⅳ B △ 25-I6-チ

SP132 - 28 8 51.60 Ⅳ D × 25-I6-タ

SP133 円形 17 17 10 51.56 Ⅲ A × 25-I6-タ

SP134 - 16 11 51.55 Ⅲ B △ 25-I6-タ

S135 - 16 12 51.56 Ⅲ A △ 25-I6-タ

SP136 - 13 11 51.58 Ⅲ B s × 25-I6-タ

SP137 円形 14 13 9 51.60 Ⅳ B s × 25-I6-タ

SP138 円形 26 26 23 51.50 Ⅲ B ○ 25-I6-タ

SP139 円形 12 12 7 51.68 Ⅴ B s × 25-I6-タ

SP140 楕円形 23 20 10 51.80 Ⅴ B ○ 25-I6-タ

SP141 楕円形 14 12 9 51.79 Ⅳ B s × 25-I5-ト

SP142 楕円形 13 8 5 51.91 Ⅴ B s × 25-I5-ト

SP143 円形 14 13 14 51.82 Ⅴ B s × 25-I5-ト

SP144 楕円形 17 14 8 51.97 Ⅴ B s × 25-I5-ト

SP145 円形 13 12 5 52.00 Ⅵ A s × 25-I5-ト

SP146 楕円形 15 12 5 51.97 Ⅴ B s × 25-I5-ト

SP147 円形 14 13 10 51.97 Ⅴ B s × 25-I5-ノ

SP148 楕円形 20 18 8 51.96 Ⅴ C △ 25-I5-ノ

SP149 楕円形 34 32 20 51.85 Ⅴ B △ 25-I5-ノ

SP150 円形 17 16 9 52.05 Ⅵ B △ 25-I5-ノ

SP151 楕円形 15 12 9 52.06 Ⅵ B s × 25-I5-ノ

SP152 円形 16 15 7 51.94 Ⅴ B △ 25-I5-ノ

SP153 円形 12 11 4 51.91 Ⅴ B s × 25-I5-ノ

SP154 円形 13 12 7 51.85 Ⅴ B s × 25-I6-ナ

SP155 楕円形 27 25 13 51.87 Ⅴ B △ 25-I6-ナ

SP156 円形 17 16 10 51.88 Ⅴ B △ 25-I6-ナ

SP157 円形 30 30 21 51.79 Ⅳ B △ 25-I6-ナ

SP158 円形 19 19 13 51.85 Ⅴ B △ 25-I6-ナ

SP159 円形 12 11 5 51.95 Ⅴ B s × 25-I6-ナ

SP160 円形 15 15 7 51.97 Ⅴ A △ 25-I6-ナ

SP161 円形 16 16 10 51.90 Ⅴ B △ 25-I6-ナ

SP162 楕円形 19 17 14 51.91 Ⅴ A ○ 25-I5-ノ

SP163 楕円形 19 17 14 51.86 Ⅴ A ○ 25-I5-ノ

SP164 円形 12 11 7 52.08 Ⅵ B s × 25-I5-ノ

SP165 19 - 5 52.02 Ⅵ B × 25-I5-ノ

SP166 円形 14 13 10 52.00 Ⅵ B s × 25-I5-ノ

SP167 円形 14 13 14 52.01 Ⅵ A s × 25-I5-ノ

SP168 楕円形 11 9 4 52.00 Ⅵ A s × 25-I5-ノ

土器（口縁部）出土

石材（千枚岩）出土。SL1を切る

ａ・ｂに細分（断割）

ａ・ｂに細分（断割）

SP136を切る

SP135に切られる

SP134を切る。SP134に比べて土色が黒い

2枚に細分。SP132に切られる

（断割）
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第Ⅴ章　喜友名山川原第九遺跡

第Ⅴ‐７表　遺構計測分類表（SP）４

長径 短径 深さ 底面 断面 柱痕等
柱穴の
可能性

グリッド 備考遺構№ 平面形状
法量（㎝） 底面レベル

(m)
分類

SP169 円形 15 14 11 51.95 Ⅴ A s × 25-I5-ノ

SP170 円形 15 14 5 52.15 Ⅵ B s × 25-J5-オ

SP171 楕円形 20 16 9 52.05 Ⅵ B △ 25-J5-オ

SP172 楕円形 20 14 10 52.01 Ⅵ D s × 25-J5-オ

SP173 楕円形 13 10 3 52.07 Ⅵ B s × 25-J5-オ

SP174 円形 14 13 6 52.09 Ⅵ B s × 25-J5-オ

SP175 楕円形 16 13 8 52.09 Ⅵ B s × 25-J5-オ

SP176 楕円形 19 15 9 52.15 Ⅵ B × 25-J5-オ

SP177 楕円形 14 12 9 52.15 Ⅵ B s × 25-J5-オ

SP178 円形 26 26 9 52.11 Ⅵ B ○ 25-J5-オ

SP179 楕円形 12 10 8 52.14 Ⅵ B s × 25-J5-オ

SP180 楕円形 19 17 12 52.08 Ⅵ B 25-J5-オ

SP181 楕円形 16 12 12 52.29 Ⅶ B s × 25-J5-オ

SP182 楕円形 18 15 10 52.14 Ⅵ B △ 25-J5-オ

SP183 0 - 20 52.18 Ⅵ B △ 25-J5-オ

SP184 16 ? 7 52.24 Ⅶ B △ 25-J5-オ

SP185 円形 17 17 15 52.16 Ⅵ A △ 25-J5-コ

SP186 楕円形 13 11 9 52.27 Ⅶ B s × 25-J5-コ

SP187 円形 13 12 5 52.28 Ⅶ B s × 25-J5-コ

SP188 楕円形 21 19 14 52.20 Ⅶ A ○ 25-J5-コ

SP189 円形 17 17 9 52.24 Ⅶ B △ 25-J5-コ

SP190 - 26 17 52.27 Ⅶ B △ 25-J5-コ

SP191 - 20 9 52.33 Ⅶ B △ 25-J5-コ

SP192 - 19 12 52.29 Ⅶ B △ 25-J5-コ

SP193 円形 23 22 17 52.21 Ⅶ B ○ 25-J5-コ

SP194 円形 15 14 11 52.22 Ⅶ B s × 25-J5-コ

SP195 楕円形 18 15 10 52.24 Ⅶ B △ 25-J5-コ

SP196 楕円形 20 11 5 52.31 Ⅶ A s × 25-J5-コ

SP197 円形 15 14 9 52.63 Ⅸ B × 25-J5-コ

SP198 楕円形 21 16 9 52.67 Ⅸ B △ 25-J5-コ

SP199 楕円形 17 14 10 52.71 Ⅸ B s × 25-J5-ソ

SP200 円形 15 14 11 52.63 Ⅸ D s × 25-J5-ソ

SP201 楕円形 13 11 11 52.65 Ⅸ B s × 25-J5-ソ

SP202 円形 13 13 7 52.69 Ⅸ A s × 25-J5-ソ

SP203 楕円形 13 11 10 52.70 Ⅸ B s × 25-J5-ソ

SP204 楕円形 20 18 6 52.80 Ⅹ B × 25-J5-ソ

SP205 円形 17 16 9 52.75 Ⅸ B △ 25-J5-ソ

SP206 楕円形 20 17 40 52.45 Ⅷ D × 25-J5-ソ

SP207 楕円形 35 30 52.68 Ⅸ A ○ 25-J5-ソ

SP208 楕円形 13 11 7 52.75 Ⅸ B s × 25-J5-ソ

SP209 円形 18 17 7 52.65 Ⅸ B s × 25-J5-ソ

SP210 楕円形 22 17 10 52.67 Ⅸ B △ 25-J5-ソ

SP211 楕円形 24 21 13 52.68 Ⅸ D △ 25-J6-サ

SP212 楕円形 18 15 10 52.67 Ⅸ D △ 25-J6-サ

SP213 楕円形 14 12 11 52.54 Ⅷ D s × 25-J6-カ

SP214 楕円形 12 10 3 52.72 Ⅸ B s × 25-J6-カ

SP215 楕円形 20 17 5 52.68 Ⅸ A △ 25-J6-カ

SP216 円形 16 15 7 52.63 Ⅸ B △ 25-J6-カ

SP217 楕円形 15 12 5 52.76 Ⅸ B s × 25-J6-カ

SP218 - 12 6 52.67 Ⅸ B s × 25-J6-カ

SP219 楕円形 16 14 6 52.67 Ⅸ B s × 25-J6-カ

SP220 楕円形 15 10 6 52.67 Ⅸ A s × 25-J6-カ

SP221 - 16 12 52.60 Ⅸ A 25-J6-カ

SP222 円形 25 24 5 52.65 Ⅸ D × 25-J6-カ

SP223 円形 15 14 8 52.66 Ⅸ A s × 25-J6-カ

SP224 楕円形 23 19 3 52.59 Ⅷ D × 25-J6-カ

ベルトにかかっている為、半截まで

ベルトにかかっている為、半截まで

（断割）

ベルトにかかっている為、半截まで

SP192を切る

SP191に切られる

（断割）

ａ・ｂに分割（a＝SP218、b＝SP249）

SI03（竪穴）内

SI03（竪穴）内

SI03（竪穴）内

SI03（竪穴）内
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第３節　遺構

第Ⅴ‐８表　遺構計測分類表（SP）５

長径 短径 深さ 底面 断面 柱痕等
柱穴の
可能性

グリッド 備考遺構№ 平面形状
法量（㎝） 底面レベル

(m)
分類

SP225 楕円形 15 13 3 52.58 Ⅷ B s × 25-J6-カ

SP226 楕円形 15 13 7 52.52 Ⅷ A s × 25-J6-カ

SP227 円形 13 13 7 52.49 Ⅷ B s × 25-J6-カ

SP228 楕円形 18 15 4 52.61 Ⅸ D s × 25-J6-カ

SP229 楕円形 24 22 6 52.59 Ⅷ D × 25-J6-カ

SP230 円形 11 11 10 52.48 Ⅷ B s × 25-J6-カ

SP231 楕円形 33 28 7 52.53 Ⅷ B △ 25-J6-カ

SP232 円形 22 21 8 52.50 Ⅷ B △ 25-J6-カ

SP233 楕円形 19 17 7 52.52 Ⅷ B △ 25-J6-カ

SP234 円形 36 36 6 52.49 Ⅷ A △ 25-J6-カ

SP235 円形 17 16 10 52.46 Ⅷ B △ 25-J6-ア

SP236 楕円形 17 14 11 52.37 Ⅶ B × 25-J6-ア

SP237 楕円形 16 14 6 52.15 Ⅵ B s × 25-J5-オ

SP238 円形 17 17 14 52.11 Ⅵ B △ 25-I5-ネ

SP239 楕円形 13 11 7 51.54 Ⅲ B s × 25-I6-チ

SP240 楕円形 18 15 13 51.59 Ⅲ B × 25-I5-ソ

SP241 楕円形 19 17 4 51.55 Ⅲ B △ 25-I5-ソ

SP242 楕円形 21 15 6 51.44 Ⅲ B △ 25-I5-ソ

SP243 楕円形 19 16 7 51.30 Ⅱ D × 25-I5-ソ

SP244 円形 23 22 7 51.26 Ⅱ B △ 25-I5-ソ

SP245 円形 26 25 17 51.11 Ⅰ A ○ 25-I5-ソ

SP246 楕円形 26 23 15 51.08 Ⅰ A ○ 25-I6-サ

SP247 楕円形 32 30 28 50.99 Ⅰ B ○ 25-I6-サ

SP248 - 14 12 52.46 Ⅷ B s × 25-J5-ケ

SP249 - - 7 52.65 Ⅸ D × 25-J6-カ

SP250 - - 5 52.67 Ⅸ B × 25-J6-カ

SP251 楕円形 - 11 9 52.01 Ⅵ B s × 25-I5-テ

SP252 楕円形 16 12 9 52.15 Ⅵ B s × 25-I5-テ

SP253 円形 13 13 6 52.15 Ⅵ A s × 25-I5-テ

SP254 円形 16 16 7 52.10 Ⅵ D △ 25-I5-テ

SP255 楕円形 13 9 11 52.12 Ⅵ D s × 25-I5-テ

SP256 円形 12 12 7 52.01 Ⅵ B s × 25-I5-テ

SP257 楕円形 12 8 10 52.04 Ⅵ B s × 25-I5-テ

SP258 円形 10 9 7 52.10 Ⅵ B s × 25-I5-テ

SP259 楕円形 17 13 7 52.15 Ⅵ B s × 25-I5-テ

SP260 楕円形 23 15 12 52.15 Ⅵ B △ 25-I5-テ

SP261 楕円形 13 11 13 52.07 Ⅵ C s × 25-I5-テ

SP262 楕円形 13 10 14 51.97 Ⅴ A s × 25-I5-テ

SP263 楕円形 20 16 14 52.02 Ⅵ B △ 25-I5-テ

SP264 楕円形 11 9 14 52.01 Ⅵ A s × 25-I5-ネ

SP265 楕円形 22 17 20 51.91 Ⅴ B △ 25-I5-ネ

SP266 楕円形 19 11 16 52.10 Ⅵ D s × 25-I5-ネ

SP267 - 27 22 51.93 Ⅴ B △ 25-J5-エ

SP268 - 44 12 51.51 Ⅲ B △ 25-I6-タ

SP269 円形 26 26 15 51.48 Ⅲ B △ 25-I6-タ

SP270 楕円形 27 24 13 51.50 Ⅲ B △ 25-I6-タ

SP271 - － 42 51.81 Ⅴ B ○ 25-I5-ネ

SP272 - 22 35 51.90 Ⅴ D ○ 25-I5-ネ

SP273 楕円形 16 13 16 52.20 Ⅶ A s × 25-I5-ネ

SP274 楕円形 27 24 17 52.32 Ⅶ B ○ 25-I5-ヌ

SP275 楕円形 26 15 30 52.19 Ⅵ B △ 25-I5-ネ

SP276 楕円形 17 14 17 52.33 Ⅶ B s × 25-I5-ネ

SP277 楕円形 14 10 12 52.38 Ⅶ B s × 25-I5-ヌ

SP278 楕円形 20 17 20 52.98 Ⅹ B ○ 25-J6-ス

SP279 楕円形 18 13 13 53.04 Ⅺ D s × 25-J6-ス

SP280 楕円形 27 22 13 53.09 Ⅺ B △ 25-J6-シ

遺構番号が重複。ひとつは欠番に

SI02（竪穴？）内

（断割）

SP84直下に確認

（断割）SP272に切られる

SP250を切る

SP218、SP249に切られる

SP7に切られる

（断割）SP271を切る

（断割）
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第Ⅴ章　喜友名山川原第九遺跡

第Ⅴ‐９表　遺構計測分類表（SP）６

長径 短径 深さ 底面 断面 柱痕等
柱穴の
可能性

グリッド 備考遺構№ 平面形状
法量（㎝） 底面レベル

(m)
分類

SP281 円形 15 14 13 53.04 Ⅺ B s × 25-J6-シ

SP282 楕円形 29 16 15 53.01 Ⅺ A △ 25-J6-シ

SP283 楕円形 28 19 19 52.97 Ⅹ B △ 25-J6-シ

SP284 楕円形 22 18 20 52.93 Ⅹ A ○ 25-J6-シ

SP285 円形 11 11 19 52.97 Ⅹ B s × 25-J6-シ

SP286 楕円形 37 25 29 52.83 Ⅹ D △ 25-J6-シ

SP287 円形 14 13 10 51.77 Ⅳ B s × 25-I5-ト

SP288 円形 16 15 21 51.60 Ⅳ B △ 25-I5-ト

SP289 楕円形 13 11 6 51.84 Ⅴ B s × 25-I5-ト

SP290 楕円形 18 10 9 51.89 Ⅴ B s × 25-I5-ノ

SP291 円形 19 18 18 51.76 Ⅳ B △ 25-I5-ノ

SP292 円形 14 13 15 51.85 Ⅴ D s × 25-I5-ノ

SP293 楕円形 22 20 12 51.80 Ⅴ B △ 25-I5-ノ

SP294 楕円形 22 18 10 51.81 Ⅴ B △ 25-I5-ノ

SP295 楕円形 13 9 13 52.03 Ⅵ B s × 25-I5-ネ

SP296 楕円形 14 10 10 52.11 Ⅵ B s × 25-I5-ネ

SP297 楕円形 12 10 11 52.01

SP298 楕円形 18 14 12 51.92

Ⅵ B s × 25-I5-テ

SP299 円形 11 10 9 51.82 Ⅴ A s × 25-I5-テ

SP300 円形 21 20 13 51.90 Ⅴ B △ 25-J5-オ

SP301 楕円形 49 39 18 52.40 Ⅷ B × 25-J5-ケ

SP302 楕円形 22 20 20 52.42 Ⅷ B △ 25-J5-ケ

SP303　　　　　　　　44　　　-　　　24　　　52.38 Ⅶ B △ 25-J5-ケ

SP304 - 33 16 52.93 Ⅹ D × 25-J5-ケ

SP305 - 37 7 52.60 Ⅸ B △ 25-J5-ケ

SP306 楕円形 17 14 13 50.97 Ⅰ B s × 25-I6-サ

SP307 - 27 8 50.95 Ⅰ D × 25-I6-サ

SP308 - 25 11 50.94 Ⅰ C △ 25-I6-サ

SP309 - 28 12 53.20 Ⅺ B △ 25-J6-ス

SP310 楕円形 22 15 12 52.68 Ⅸ D △ 25-J6-イ

SP311 楕円形 22 15 24 52.50 Ⅷ B s × 25-J6-イ

SP312 楕円形 17 14 17 52.83 Ⅹ B s × 25-J6-イ

SP313 円形 15 14 10 52.58 Ⅷ B s × 25-J6-イ

SP314 円形 11 11 8 52.71 Ⅸ B s × 25-J6-イ

SP315 円形 18 17 12 52.64 Ⅸ B × 25-J6-イ

SP316 円形 13 13 12 52.63 Ⅸ B s × 25-J6-イ

SP317 円形 16 15 14 52.67 Ⅸ B △ 25-J6-イ

SP318 楕円形 24 19 29 52.48 Ⅷ B △ 25-J6-イ

SP319 楕円形 31 23 16 52.54 Ⅷ B △ 25-J6-イ

SP320 楕円形 40 28 27 52.22 Ⅶ C △ 25-J6-イ

SP321 楕円形 26 21 19 52.37 Ⅶ C △ 25-J6-イ

分類

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

52.80～52.99

53.00～53.24

51.80～51.99

52.00～52.19

52.20～52.39

52.40～52.59

52.60～52.79

底面レベル (20㎝区切り)

50.94～51.19

51.20～51.39

51.40～51.59

51.60～51.79

底面レベルの分類は20㎝間隔。掘方断面はＡ～Ｄの4種類、短径15㎝未満はｓ、柱痕ありは＋表記。

SP148直下に確認

SP64直下に確認

ベルトにかかっている為、半截まで

Ⅴ B s × 25-I5-テ

SP304を切る

SP303に切られる

SK10を切る

SP308に切られる

SP307を切る

壁際にあるので、半截まで

２枚に細分

Ａ 類 

掘方断面

48基 
（15％）

（70.4％）

（2.8％） （11.8％）

226基 

９基 

38基 

B 類 

C 類 
D 類 

321基

遺構計測
計　321基
直径20cm以上30cm未満 72基
直径30cm以上 16基
直径20cm以上かつ深さ20cm以上 21基
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第Ⅴ-16 図　遺構分布図②　ピット底面レベル分類図
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1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒が多い。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。マージ粒が少量混じる。
2.粘質シルト
　しまり、粘性強い。マージ粒が多い。
　水の影響で変色している？

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒も少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘質やや強い。
　炭化物少量あり。焼土粒なし。
　マージ粒が少量（20%）混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土、 マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。

 1.10YR5/4にぶい黄褐色粘質シルト
　しまり強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒が多量に混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。粘性強い。
　焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR5/4にぶい黄褐色粘質シルト
　しまりやや強い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

SP8
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。粘質強い。
     炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒も少量混じる。SP9に一部切られる。

SP7
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。粘質強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒も少量混じる。SP9に切られる。

SP9
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。粘質強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒も少量混じる。SP8を一部切る。

SP17
1.10YR5/4にぶい黄褐色粘質シルト
　しまり強い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

SP18 
1.10YR5/4にぶい黄褐色粘質シルト
　しまりやや強い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。
　SP17を切る。

1.10YR4/6褐色粘土質シルト
　しまり強い。
　炭化物及び焼土粒及びマージ粒が
    少量混じる。

1.10YR4/6褐色粘質シルト
　しまり強い。
　炭化物及び焼土粒及びマージ粒が
     少量混じる。

1.10YR4/6褐色粘質シルト
　しまりやや強い。
　炭化物及び焼土粒及びマージ粒が
     少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒なし。
　マージ粒が少量混じる。
　下部に僅かにマージ粒が混じる。

SP14
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。
　マージ粒が少量混じる。

SP15
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト

SP16
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。
　マージ粒が少量混じる。
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第Ⅴ章　喜友名山川原第九遺跡

SP26SP25SP23 SP24

SP27

SP32

SP30
SP31SP29SP28 

SP33 SP36 SP34 SP35

EL=52.400m EL=52.400m EL=52.400m
SP38SP37 SP40 SP39 SP41

SP42
SP44SP43 SP45

EL=52.400m EL=52.400m EL=52.400m

EL=52.400m EL=52.400m EL=52.400m

EL=52.400m EL=52.400m EL=52.400m

EL=52.400m EL=52.400m EL=52.400m

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物なし。焼土粒少量混じる。
　マージ粒多い。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　締りやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒なし。浅い。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。粘性強い。
　炭化物なし。
　焼土粒が少量混じる。マージ粒多い。

1.10YR3/4暗褐色粘土質シルト
　しまりやや強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒を少量含む。
　SP26と類似の土質。同時期の可能性あり。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒が多く混じる。

SP28
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒も僅かに混じる。掘方を斜めに形成。

SP29 
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒も僅かに混じる。

SP30
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土、マージ粒が少量混じる。

SP31
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/3にぶい黄褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/3にぶい黄褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR5/4にぶい黄褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

2.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物が少量混じる。
　マージ粒が多量に混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　焼土粒、炭化物、マージ粒が少量混じる。
　上部はやや砂質が強い。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒が多く混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒が多く混じる。

SP39
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり弱い、粘性強い。炭化物、焼土粒なし。
　マージ粒が少量混じる。

SP40
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり弱い、粘性強い。炭化物、焼土粒なし。
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり弱い。粘性強い。
　マージ粒少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　マージ粒少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/3にぶい黄褐色
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
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第３節　遺構

SP50SP49 SP48

SP54SP53

SP55 SP57SP56

SP62
SP59

SP60 SP61

SP64 SP65SP63 SP66

SP58

SP51
SP52

SP47 SP46

EL=52.400m EL=52.400mEL=52.400m

EL=52.400m EL=52.400m EL=52.400m

EL=52.600m EL=52.600m EL=52.600m

EL=52.400m EL=52.400m EL=52.400m

EL=52.400m EL=52.400m EL=52.400m

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.砂質
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/3にぶい黄褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/3にぶい黄褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/3にぶい黄褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。
　上部にマンガン粒混じる。

1.10YR4/3にぶい黄褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR4/3にぶい黄褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　焼土粒が少量混じる。
　炭化物、マージ粒が多量に混じる。
　グスク時代のピットの可能性有。

1.10YR4/3にぶい黄褐色シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP47
1.10YR4/3 にぶい黄褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP46
1.10YR4/3 にぶい黄褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。　
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第Ⅴ章　喜友名山川原第九遺跡

SP67 SP69

SP70

SP68

SP71

SP72 SP73 SP74
SP75

SP76 SP77 SP78 SP79
SP80

SP81 SP82

SP83 SP84

SP85 SP86

SP87 SP88

EL=52.600m EL=52.600m EL=52.600m

EL=52.700m

EL=52.700m EL=52.700m EL=52.700m

EL=52.600m EL=52.600m EL=52.600m

EL=52.600m EL=52.600m

EL=52.500m EL=52.500m

EL=52.500m EL=52.500mEL=52.500m EL=52.500m

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。1.10YR3/4暗褐色粘質シルト

　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒が多量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP77
1.10YR4/3にぶい黄褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP78
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり弱い。粘性やや弱い。
　炭化物が少量混じる。
　マージ粒が多量に混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が
　少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が
　少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　遺物に土器有。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや強い。
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SP89 SP90 
SP90 SP92SP89

SP91

SP98 SP99 SP100

SP101
SP102 SP103

SP108 SP107 

SP104

SP94 SP95

SP97 

SP96 SP95

SP105
SP106

 

SP93
EL=52.700m EL=52.700m EL=52.700m

EL=52.700m

EL=52.600m EL=52.600m

EL=52.500m EL=52.500m EL=52.500m

EL=52.500m
EL=52.700m

EL=52.700m

EL=52.700m

EL=52.700mEL=52.700mEL=52.700m

SP89
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　マージ粒が多く混じる。

SP91
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土、マージ粒が少量混じる。

SP92 
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土、マージ粒が少量混じる。
2.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土が少量混じる。
　マージ粒が多く混じる。

SP94
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。
　粘性強い。炭化物、焼土粒、マージ粒
　が少量混じる。SP94を一部切る。
　

SP95                              
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり弱い。粘性やや弱い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒が多量に混じる。

1.10YR4/4褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP95
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり弱い。粘性やや弱い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

SP96
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量
　混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP107
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP108
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒が多量に混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が
　少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が
　少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が
　少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　下層のⅡa-4 のブロックが少量
　混じる。

1.10YR4/4 褐色砂質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。
　炭化物が混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。
　マージ粒が少量混じる。

2.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや強い。
　マージ粒が多く混じる。

1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土、マージ粒が少量混じる。

2.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土、マージ粒が少量混じる。
　赤土粒が多く混じる。

地山
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A′ A A′

A A′ A A′ A A′

A A′
A A′ A A′

A
A′

A
A′
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1
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1
1

1
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1
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(S=1/20)

SP90     
1.10YR3/4暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土、マージ粒が少量混じる。

第Ⅴ‐22 図　ピット（SP）５
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SP111 
SP113SP112SP110 SP109

SP114 SP115
SP116

SP118
SP119

SP117

SP122 SP123

SP124 SP125 SP126
SP127 SP128

SP120 SP121

1.10YR4/4褐色粘質シルト
　しまり、粘性やや弱い。
　炭化物が少量混じる。
　マージ粒が多量に混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト

　しまり、粘性強い。

　炭化物、焼土粒が少量混じる。

　マージ粒がまだらに混じる。

1. 粘質シルト

　しまり強い。粘性やや弱い。

　炭化物、焼土粒が少量混じる。　

SP118         

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト

　しまり強い。粘性やや弱い。

　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP119

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト

　しまり強い。粘性やや弱い。

　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP120

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト

　しまり強い。粘性やや弱い。

　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP121   

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト

　しまりやや弱い。粘性強い。

　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト

　しまりやや弱い。粘性強い。

　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト

　しまり強い。粘性やや弱い。

　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP124

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト

　しまり、粘性強い。

　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP125

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト

　しまり、粘性強い。

　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト

　しまりやや弱い。粘性強い。

　炭化物、焼土粒、マージ粒が

　少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト

　しまり、粘性強い。

　炭化物、焼土粒が少量混じる。

　マージ粒多量に混じる。

1. 粘質シルト

　しまり、粘性強い。

　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

2. シルト質

　しまり、粘性やや弱い。

　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP116

1.10YR4/4 褐色粘質シルト

　しまり、粘性強い。

　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト

　しまりやや弱い。

　粘質強い。炭化物、焼土粒、

　マージ粒が少量混じる。

SP114

1.10YR4/4 褐色粘質シルト

　しまりやや弱い。粘性強い。

　炭化物、焼土粒、マージ粒 (10％) が

　少量混じる。下部にマージ多。

SP109

1.10YR4/4 褐色粘質シルト

　しまりやや強い。マージ粒が混じる。

SP110

1.10YR4/4 褐色粘質シルト

　しまりやや強い。マージ粒が多く混じる。

SL1

EL=52.800m

EL=53.000m

EL=52.900mEL=52.800m

EL=51.800m EL=51.800m EL=51.800m

EL=51.800m EL=51.800mEL=51.800m

EL=53.000m

EL=52.000m

EL=52.900m

EL=52.000m
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A A′

A A′ A′A A′
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1 1
1

1
1
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SP144 SP145 SP146 SP148SP147

SP138 SP139

SP140 SP141
SP142 SP143

SP131

SP132 SP136 SP133 SP134 SP135 SP137

SP130SP129

EL=51.800m EL=51.800m EL=51.800m

EL=52.000m EL=52.000m EL=52.000m EL=52.000m

EL=52.100m EL=52.100mEL=52.100m

EL=51.900m EL=51.900mEL=51.900m

SP138
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒、マージ粒が
　少量混じる。

SP139
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒、マージ粒が
　少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
2.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。
　1 層より少し薄い。

SP144
1. 粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP145
1. しまりやや弱い。粘性強い。炭化物、焼土粒、
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/3 にぶい黄褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が
　少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性やや弱い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

SP142
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　マージ粒が少量混じる。

SP143
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が
　少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。炭化物が少量混じる。
　焼土粒、マージ粒が多量に混じる。1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト

　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒、石灰岩粒が少量混じる。

SP132
1. 粘質シルト
 しまり、粘性やや弱い。炭化物、焼土粒が少量混じる。
マージ粒が多量に混じる。

SP136
1. 粘質シルト
 しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。
 SP132 に切られる。
2. 粘質シルト
 しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒、マージ粒が少量
 混じる。

SP133
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒が多量に混じる。

SP134
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。
　SP135 に一部切られる。

SP135
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。
　SP134 を一部切る。SP134 と比べて黒味が薄い。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。
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SP149
SP150 SP151

SP153

SP166

SP163 S162

SP165SP164

SP156
SP154

SP155

SP157 SP158 SP159 SP160 SP161

SP152

EL=52.200m

EL=52.100m EL=52.100m EL=52.100m EL=52.100m

EL=52.200m EL=52.200mEL=52.200m

EL=52.200m EL=52.200m EL=52.200m

EL=52.200m EL=52.200m EL=52.200m

1.10YR3/4 シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP150
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP151
1.10YR3/4 暗褐色シルト質
　しまり弱い。粘性やや弱い。焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP158
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。炭化物、焼土粒、
　マージ粒が少量混じる。

SP159
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性やや弱い。焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 にぶい黄褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP163
1.10YR4/4 褐色シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP162
1.10YR4/4 褐色シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP160
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP161
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色シルト
　しまり、粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性やや弱い。炭化物、焼土粒が
　少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。
　マージ粒が多く混じる。
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SP167
SP168

SP170

SP171
SP172 SP173 SP174 SP175

SP179SP178 SP180

SP182

S169

SP177 SP176

SP181 SP183 SP184

SP187 SP188
SP185 SP186

EL=52.400m

EL=52.200m EL=52.200m

EL=52.200m EL=52.200m EL=52.200m EL=52.200m

EL=52.300m

EL=52.300m EL=52.300m EL=52.300m

EL=52.400m EL=52.500m EL=52.400m

EL=52.200m

EL=52.400m EL=52.400m EL=52.400m EL=52.400m

↓

1.10YR3/4 暗褐色シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　　炭化物が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色シルト
　しまり、粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　遺物として土器を含む。

1.10YR4/3 にぶい黄褐色
　しまり、粘性やや弱い。
　炭化物が少量混じる。

SP176
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。炭化物、マージ粒が少量混じる。

SP177
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP178
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP180
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR4/3 にぶい黄褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色シルト
　しまり、粘性やや弱い。
　炭化物が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物が少量混じる。
　礫も少量混じる。礫に被熱痕あり。

1.10YR3/4 暗褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物が少量混じる。

1. 粘質シルト。しまりやや弱い。

SP174
1.10YR4/3 にぶい黄褐色シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マンガン粒も少量混じる。

SP175
1.10YR4/3 にぶい黄褐色シルト
　しまり、粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マンガン粒も少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性やや弱い。
　炭化物が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　出土物に土器有
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SP189

SP194

SP191 SP192 SP193

SP195

SP199 SP208 
SP201 SP202SP200

SP197
SP198

SP190

SP196

SP203 SP204 SP205 SP206 

EL=52.400m EL=52.400m EL=52.400m

EL=52.500mEL=52.500m

EL=52.900m EL=52.900mEL=52.900m

EL=52.900m

EL=52.600mEL=52.500m

EL=52.900m EL=52.900m EL=52.900m

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い、粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　南北土層ライン①

SP191
1.10YR3/4 暗褐色シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP192
1.10YR3/4 暗褐色シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　遺物として石材を少量含む。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　（Ⅱa-3 層が覆土か）

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物が少量混じる。

SP199
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。
2.10YR4/6 褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP208
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP197
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP198
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物が少量混じる。
　マージ粒が多量に混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物が少量混じる。
　マージ粒が多量に混じる。
2.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　焼土粒が少量混じる。
　マージ粒が多量に混じる。

SP201
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒、
　マージ粒が少量混じる。

SP202
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物が少量混じる。
　マージ粒が多量に混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。マージ粒が
    少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
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第３節　遺構

SP207
SP209

SP212

SP214 SP215 SP216 SP217 SP218 SP218 SP250
SP249

SP210

SP211
SP213

SP223SP222SP219SP220 SP221

EL=53.000m EL=53.000m EL=53.000m

EL=52.900m EL=52.900m EL=52.900m

EL=52.900m EL=52.900m

EL=52.800m EL=52.800mEL=52.800m

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性やや弱い。
　焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘質やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

2.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒が混じらない。
　マージ粒が多量に混じる。

SP212
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。炭化物、焼土粒が少量混じる。
2.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP213
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。
2.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。炭化物、マージ粒が少量混じる。

SP214
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP215
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。炭化物が少量混じる。

SP216
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP217
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　マージ粒が少量混じる。

SP218
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP219
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量
　混じる。 SP222

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP223
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP220
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が
　少量混じる。
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第Ⅴ章　喜友名山川原第九遺跡

SP230
SP228 SP229

SP231 SP232 SP233

SP235 SP236SP234 SK9

SP225
SP227SP226

SP224

SP237 SP238
SP239

SP240

SP243

SP242SP241

EL=52.700m EL=52.700m

EL=52.700mEL=52.700m EL=52.700m

EL=52.700m EL=52.700m EL=52.700m

EL=52.300m EL=52.300m EL=51.800m EL=51.800m

EL=51.600mEL=51.700m EL=51.600m

1. 褐色シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1. 粘質シルト
　しまり、粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP226
1. しまり、粘性やや弱い。
炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP227
1. しまり、粘性やや弱い。炭化物、焼土粒が少量
　混じる。

SP228
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP229
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP231
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　焼土粒、マージ粒が少量混じる。
　炭化物が多量に混じる。

SP232
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。
　遺物として土器含む。マンガン粒、ニービ
　粒も含む。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒、
　マージ粒が少量混じる。

SK9
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP235
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物が少量混じる。

SP234
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP236
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。 

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　マージ粒が少量混じる。
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第３節　遺構

SP247
SP244

SP245 SP246

SP248
SP218

SP250
SP249

SP251 SP7

SP252 

SP254 SP253
SP255

SP256
SP257 SP258

SP259

SP261
SP262

SP263 SP264

SP260

EL=51.400m

EL=51.700m EL=52.800m

EL=52.400m
EL=52.400m

EL=51.400m

EL=52.300m EL=52.300m

EL=52.300m

EL=52.300m EL=52.300m EL=52.300m EL=52.300m

EL=52.300m EL=52.300m EL=52.300m

SP244
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　マージ粒、石灰岩粒が少量混じる。

SP245
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP246
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒、
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量
　混じる

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

2.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物が少量混じる。

SP249
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP250
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物が少量混じる。

1.7.5YR4/6 褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　マージ粒が少量混じる。

SP253
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　マージ粒が少量混じる。

SP251 
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP254
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。混入物は見られない。

1.10YR3/4 暗褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物が少量混じる。

SP257
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。混入物は見られない。

SP258         
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり強い。炭化物、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/6 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物が少量混じる 1.10YR4/4 褐色粘質シルト

　しまり強い。粘性やや弱い。
　マージ粒が少量混じる

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　マージ粒が少量混じる。
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第Ⅴ章　喜友名山川原第九遺跡

SP265

SP266

SP271 SP272

SP268

SP269 SP270

SP267

SP278 SP279
SP280

SP275

SP273

SP277SP276SP274

SP281

EL=52.300m EL=52.300m EL=52.300m

EL=52.400m

EL=51.800m

EL=51.800m

EL=53.300m EL=53.300m

EL=52.600m

EL=52.600m

EL=52.600m EL=52.600m EL=52.600m

EL=53.300m EL=53.300m

1.10YR3/4 暗褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　焼土粒、マージ粒が少量混じる。

2.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　混入物は見られない。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/3 暗褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

2.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。マージ粒が少量混じる。

SP269
1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、マージ粒が少量混じる。
2.10YR4/3 にぶい黄褐色、粘質シルト
　しまり、粘性やや弱い。マージ粒が少量混じる。

SP270
1.10YR3/3 暗褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SP271
1.10YR4/4 褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

SP272
1.10YR4/4 褐色シルト
　しまり、粘性やや弱い。
　　　　　炭化物、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色シルト
　しまり、粘性強い。
　マージ粒、石灰岩粒が少量混じる。

1.10YR4/6 褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

A A′

A A′

A A′

ベルト

A A′A A′

A A′

A A′

A

A′

A A′

A A′
A

A′
A A′

地山

土器

A A′A A′

A A′

1

1

2

1 1

2

1

2

1

1 1 1

1
1

1 1

1 1
1

1

0 50cm

(S=1/20)

第Ⅴ‐31 図　ピット（SP）14



 173 

第３節　遺構

SP282 SP283 SP284 SP285

SP286
SP287 SP288

SP289

SP290 SP291

SP294

SP293SP292

SP295

SP297

SP298
SP299

SP296

SP300
SP301 

EL=53.300m EL=53.300m EL=53.300m EL=53.300m

EL=53.300m EL=52.000m EL=52.000m EL=52.000m

EL=52.000m EL=52.000m

EL=52.300m

EL=52.300m

EL=52.300m

EL=52.300m

EL=52.200m

EL=52.200m

EL=52.200m

EL=52.200m

EL=52.300m

EL=52.800m

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

1. 粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。
2. 粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒が多量に混じる。

1.10YR3/4 暗褐色シルト
　しまり、粘性強い。炭化物が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。炭化物、
   マージ粒が少量混じる。
2.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。マージ粒
    が多量に混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。マージ粒が少量
    混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。褐色粒が多く混じる。

1.10YR3/4 暗褐色シルト

　しまり強い。粘性やや弱い。

　炭化物が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト

　しまり、粘性強い。

　炭化物が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト

　しまり、粘性強い。

　マージ粒が多量に混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト

　しまり強い。粘性やや弱い。

　炭化物、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト

　しまり、粘性強い。

　マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/6 褐色粘質シルト

　しまりやや弱い。

　粘性強い。炭化物、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト

　しまりやや強い。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト

　しまりやや強い。

1.10YR3/4 暗褐粘質シルト

　しまり、粘性強い。

　炭化物、焼土粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐粘質シルト

　しまり、粘性強い。

　炭化物、焼土粒が少量混じる。

　遺物として土器粒が混じる。

土器

A A′A A′
A A′ A A′

A
A′

A A′
A A′

A′A

A A′ A A′

A′A

A′A

A′A

A A′

A A′

A′A

A′A

A A′

攪乱
A

A′

A A′

1 1
2

3
1 1

1

1

1

1

1
1

2

1

1

1
1

1

1

1
1

11

0 50cm

(S=1/20)

第Ⅴ‐32 図　ピット（SP）15
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第Ⅴ章　喜友名山川原第九遺跡

SP307 SP308 SP309
SP306

SP310

SP302 SP303 SP304

SP312

SP314 SP317

SP319 SP320
SP321SP318

SP315

SP311
SP313

SP316

EL=53.500mEL=51.200mEL=51.200m

EL=53.000m

EL=52.800m EL=52.800m

EL=52.900m

EL=52.900m EL=52.900m

EL=52.900m

EL=52.900m

EL=52.900m EL=52.900m EL=52.900m

EL=52.900m EL=52.700m EL=52.700m

A′

A A′

A A′ A A′

A A′

1.10YR4/4 褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒が多量に混じる。

SP307
1.10YR3/4 暗褐色シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、マージ粒が少量混じる。

SP308
1.10YR3/4 暗褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。炭化物が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性やや弱い。

1.10YR3/4 暗褐粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。

SP303
1.10YR3/4 暗褐シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒が多量に混じる。
    遺物に土器片含む。

 SP304 
1.10YR4/4 褐シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ
    粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや強い。
　焼土粒、マージ粒を少量含
    む。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量
　混じる。
2.10YR4/4 褐色粘質シルト。
　炭化物が混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　焼土粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物が少量混じる。
　マージ粒が多量に混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が
　多量に混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　焼土粒、マージ粒が少量混じる。

2.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。　
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　マージ粒が少量混じる。

A′

A A′

A
A′

A A′ A

A
A A′

A
A′ A A′

A A′A
A′

A A′

A

A′
A A′

1
1 1

1

1

1
11

1
2

1

1

1
1 1

1

1
1

2 1

1

0 50cm

(S=1/20)

第Ⅴ‐33 図　ピット（SP）16
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第３節　遺構

（３）土坑（SK）

　土坑は 12 基検出された（欠番除く）。こちらも時期が不明なものもある。規模などの詳細については

観察表に記した（第Ⅴ -10 表）。

第Ⅴ‐10 表　土坑（SK）遺構観察表
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第Ⅴ章　喜友名山川原第九遺跡

SK3SK2 SK1

SK4 SK5

SK7

SK9SP234

SK12

SK11 

SP305SK10

SK6

EL=53.000mEL=53.000m

EL=53.200m EL=52.500m

EL=52.300mEL=53.100m

EL=52.800mEL=52.700m

EL=52.400m

土器

A A′

地山

A′

A

A A′

石斧

A′A A′
A

ニービ

s

A
A′A′

A
s

s
s s

A′

A

A
A′

1. にぶい黄褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。炭化物、焼土粒、マージ粒、
　石灰岩粒が少量混じる。
2．にぶい黄褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒が多量に混じる。

SK1 
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、マージ粒が少量混じる。
　焼土粒がやや多量に混じる。
2.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物が少量混じる。
　焼土粒、マージ粒がやや多量に混じる。
　出土物に土器片有。

SK2
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒、
　マージ粒が少量混じる。
2.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒が少量混じる。
　マージ粒がやや多量に混じる。

SK4
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　マージ粒が少量混じる。

1.10YR3/4 暗褐色粘質シルト　
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒、石灰岩粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。
　出土物に土器・石器有

SK9
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。　

SP234
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が少量混じる。 SP305

1.10YR4/4 褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SK10
1.10YR4/6 褐色シルト
　しまり、粘性強い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、マージ粒が少量混じる。
　根によって大半が撹乱されている。

1.10YR4/6 褐粘質シルト
　しまり、粘性強い。炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

SK5
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや弱く、粘性強い。
　マージ粒が少量混じる。

1

2

1 1

2 2

1
1

1

1

1

1

3

2

1
1

0 50cm

(S=1/20)
第Ⅴ‐34 図　土坑（SK）断面図
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第３節　遺構

図版Ⅴ‐14　土坑（SK）

SK ４・SK ５

SK10

SK ６

SK11

SK12

SK ２・SK １

SK ７

SK ３

SK ９
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第Ⅴ章　喜友名山川原第九遺跡

長径 短径 深さ

ＳＬ１ 25-J5-セ 28 - 5 52.91 - - 1 10YR4/4 粘質シルト
炭化物が少量混じる。しまりやや強い。
SP116に切られる。

マージ層の面で検出。一部SP116に切られて
いるが残存直径28㎝を測る。被熱により赤く変
色し、若干硬化している。

ＳＬ２　　 25-J6-サ     50 - 3 52.76 - - 5YR4/6 粘質シルト
焼土溜り。しまりやや弱い。粘性強い。
炭化物、焼土粒が多量に混じる。

残存直径50㎝を測る。東側は撹乱により消失
している。マージ層上面で検出。3㎝程度が被
熱により赤く変色している。

1 10YR3/4 粘質シルト
下層に比べてやや黒味が強い。炭化物
が多く混じる。

2 10YR3/4 粘質シルト 締まり強い。 炭化物や焼土粒が混じる。

。トルシ質粘。い強ややりま締1--96.25655ソ-5J-52４ＬＳ

直径50㎝程の円形を呈する。マージ層上面で
検出。検出面から3㎝～5㎝程度が被熱により
赤く変色、硬化している。やや東側に傾斜して
いる。

直径50㎝程の円形を呈する。内部床面に大量
の炭化物が検出された。壁面は被熱によって
赤く変色、硬化している。

53

備考土色 土質 注記断面 層
遺構
№

底面レベル
(m)

分類グリッド
法量（㎝）

-３ＬＳ -51.693025-I5-ノ

第Ⅴ‐11 表　炉跡（SL）遺構観察表

SP116
SL2

SL1

SL4

SL3
EL=53.100m EL=52.900m

EL=52.800m

EL=52.100m

A

A′

A′A

A

A′

炭化物

A A′

1.5YR4/6 赤褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。
　炭化物、焼土粒が多量に混じる。

SL1
1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　炭化物が少量混じる。しまりやや強い。

1.10YR4/4暗褐色粘質シルト

2.10YR4/4暗褐色粘質シルト

1. 粘質シルト。しまりやや強い。

1 1 1

1

1

2

0 50cm

(S=1/20)

図版Ⅴ‐15　炉跡（SL）

SL ３ SL ４

SL １ SL ２

第Ⅴ‐35 図　炉跡（SL）　断面図

（４）炉跡（SL）

　調査で確認された炉跡は、竪穴遺構（SI）を除いて全部で４基検出された。
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第３節　遺構

長径 短径 深さ

1
2.5YR4/6

10YR4/4
シルト質

焼土溜り。しまり強い。粘性やや弱い。炭化物、
焼土粒が多量に混じる。

2 10YR4/6 シルト質
焼土溜り。しまり強い。粘性やや弱い。炭化物、
焼土粒、マージ粒が少量混じる。炉ではなく廃棄
された焼土溜りではないか。

焼土溜り。しまり強く粘性やや弱い。炭化物、焼
土粒が多量に混じる。

10YR4/4
焼土溜り。しまりやや弱い。粘性強い。炭化物少
量混じる。焼土粒が多量に混じる。

SX4 25-J5-ケ 50 50 11 52.44 - - 1 10YR4/4 粘質シルト
検出面で焼土粒が多く見られる。しまりやや強く、
炭化物が少量混じる。下位はマージ粒が多い。

直径50㎝の円形を呈する。深度は10㎝程
度と浅い。硬化面などはない。

備考

--

--

--

-

-

60.25

52.31

52.58

145

58

32

45 2

7

9

１XS

2XS

3XS

遺構
№

注記断面 層 土色 土質グリッド

25-J5-ﾈ

25-J5-コ

25-J6-キ

法量（㎝）
底面レベル

(m)
分類

粘質シルト

第Ⅴ‐12 表　不明遺構（SX）遺構観察表

第Ⅴ‐36 図　不明遺構（SX）　断面図

SX4

SX2SX1 SX3

EL=52.800m

EL=52.500mEL=52.400m EL=52.800m

A
A′

A
A′

炭混じり

炭
A A′

A A′

1.2.5YR4/6赤褐色10YR4/4褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が多量に混じる。

2.10YR4/6褐色シルト
　しまり強い。粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒、マージ粒が少量混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや弱い。粘性強い。炭化物少量混じる。
　焼土粒が多量に混じる。
　含土にニービが混じる。

1.10YR4/4 褐色粘質シルト
　しまりやや強い。炭化物が少量混じる。
　マージ粒が多く混じる。

1. しまり強く粘性やや弱い。
　炭化物、焼土粒が多量に混じる。

1

1

2

1 1

0 50cm

(S=1/20)

図版Ⅴ‐16　不明遺構（SX）

SX ３ SX ４

SX １ SX ２

（５）不明遺構（SX）　
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第４節　遺物

　本遺跡で出土した遺物は縄文後期～晩期に相当する縄文土器を中心に石器、石材などが主体となって

いる。前述した竪穴遺構や窪地に堆積する黒褐色粘質土中に多く含まれており、遺構と遺物の共伴関係

からも本遺跡がこれらの時代に位置づけられるものと思われる。次いでグスク土器の割合が多くなって

いるがほとんどが包含層（Ⅱ～Ⅴ層）から出土で、多くは細片でローリングを受けたとみられるため、

流れ込みの可能性が高いと思われる。

　土器の内訳をみるとほとんどが細片のために判別困難であったものの、文様や形態等から形式が判明

したものとしては宇佐浜式や室川式土器が多く、次いで荻堂、伊波式となっている。またカヤウチバン

タや大山式のほか、嘉徳Ⅰ式と思われる土器片も１点出土している。奄美系の土器が少なく、在地系の

土器を主体とするところが特徴的といえる。なお、SI03 でグスク土器が 11 点出土しているが遺構の上

層から出土しているため、上部に堆積していたⅡ層に該当する可能性がある（第Ⅴ -13 表）。

　そのほか、沖縄産陶器類や本土産磁器、青磁や白磁などの遺物も得られているが、いずれも表採や撹

乱等からの出土がほとんどで、包含層からの出土は５点以下となっている（第Ⅴ -17 表）。

第Ⅴ -13 表　土器内訳集計表

6 6

3 41 11 1 3 11 5 1 406 47 102 631

3 15 11 3 6 5 115 129 41 328

SP86 1 1

SP102 1 1

SP112 2 2

SP170 1 1

SP187 1 1

SP193 1 1

SP234 4 4

SP277 2 2

SP301 1 1

SP303 7 3 10

SP320 1 1 2

SI01 1 1 3 2 54 61

SI02 2 2

SI03 2 1 26 11 7 47

SI04

SI06

2 2

SK01 3 3

1 1

SK07 1 3 4

SD1SD 1 3 4

SX SX2 2 2

1 3 1 61

9

SP

SI

SK

1123

※２㎝以下は未集計

撹乱

合計 188 15464758 24 4 3 22 13 1

合計

大山 伊波 その他

不明

遺
構

堆
積

表採

種別・器種

グスク
土器

層位等

先史土器

宇座浜 室川
嘉徳Ⅰ式
A？

荻堂
伊波・
荻堂系

Ⅱ・Ⅲ層（黒褐色土）

Ⅴ層（褐色土）

バンタ
カヤウチ
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第４節　遺物

1 先史土器 ─ 口縁
宇座浜式土器。口縁外反し三角に肥厚する。口縁直下と口
唇に工具による刻目刻文が刻まれる。内面に指圧痕が確認
できる。胎土は褐色。混和材に白色砂粒、赤色砂粒含む。

J5ーオ
黒褐色土

2 先史土器 ─ 口～胴
宇座浜式土器。口縁外反し三角に肥厚する。口唇と胴部に
それぞれ叉状工具による2条1組の刻目刻文が刻まれる。胎
土は灰褐色。今砂材に白色砂粒含む。

J5ーケ
黒褐色土

3 先史土器 ─ 口縁

宇座浜式土器。口縁外反し三角に肥厚する。口縁につまみ
出しによる突帯。口縁直下と口唇にそれぞれ叉状工具によ
る刻目刻文が刻まれる。胎土は褐色。混和材に白色砂粒と
赤色砂粒含む。

J5-コ
黒褐色土

4 先史土器 ─ 口縁
伊波式土器。口縁外反し、山形に肥厚する。口縁直下に工
具による刻文が施される。胎土は褐色。混和材に白色砂粒
と赤色砂粒含む。

J5-オ
黒褐色土

5 先史土器 ─ 口縁
伊波式土器。口縁外反し、山形を呈する。口縁外面には口
縁に対して垂直な押し引文が刻まれる。胎土は褐色で、白
色砂粒と赤色砂粒を含む。

J5－オ
黒褐色土

6 先史土器 ─ 口縁
荻堂式土器。外面に斜位の押し引き門が刻まれる。胎土は
黒褐色で、白色砂粒が含まれる。

SI03
2層

7 先史土器 ─ 口縁
荻堂式土器。口縁外反。口縁・口唇・口唇直下にそれぞれ
叉状工具による文様が刻まれる。胎土は黄褐色。混和材に
白色、赤色砂粒と雲母が混ざる。

SI01
4層

8 先史土器 ─ 口縁

荻堂式土器。口縁外反し、山形に肥厚する。口縁、口唇部
とその直下に工具による押捺刻文が刻まれる。表面には口
縁に対して縦横にそれぞれ突帯が確認でき、ここにも押捺
刻文が刻まれる。胎土は赤褐色を呈し、白色砂粒と黒色砂
粒含む。

SI03

9 先史土器 ─ 口縁
荻堂式土器。口縁直口し、外側に折り曲げて肥厚口縁を成
す。口唇と口縁の肥厚部に押捺刻文を刻む。胎土は赤褐色。
混和材に白色、黒色砂粒を含む。

I6－タ
黒褐色土

10 先史土器 ─ 口縁

荻堂式土器。口縁外反し、山形に肥厚する。口唇に差状工
具による押し引き文、口縁には押し引き文と点刻文の組み
合わせが縦横に刻まれる。胎土は赤褐色。混和材に白色砂
粒含む。

I5－ノ
黒褐色土

11 先史土器 ─ 口縁
伊波・荻堂系土器。口縁直口し口唇平坦。叉状工具による2
対1組の押し引き文と点刻文が2組刻まれる。胎土は褐色で、
混和材に白色砂粒含む。

SI01
2層

12 先史土器 ─ 口縁
伊波・荻堂系土器。口縁外反し、口唇平坦。口縁直下に工
具による押捺刻文が刻まれ、その下に沈線文が口縁に対し
て斜めに刻まれる。

J5－コ
褐色土

13 先史土器 ─ 口縁
伊波・荻堂系土器。口縁外反し、山形を呈する。口縁直下
に工具による押し引き文が口縁に対して垂直に複数刻まれ
る。胎土は黒褐色で、白色砂粒を含む。

SI03
4層

14 先史土器 ─ 口縁
伊波・荻堂系土器。口縁外反。叉状工具による2条1組の押
し引き文が2組刻まれる。胎土は褐色で、白色砂粒と黒色砂
粒を含む。

SI01
2層

15 先史土器 ─ 口縁
伊波・荻堂系土器。口縁外反。無文で口縁から頸部にかけ
て器壁が薄くなる。内外面に指圧痕が確認できる。胎土は
褐色を呈し、白色砂粒と黒色砂粒を含む。

J5－エ
黒褐色土

16 先史土器 ─ 口縁
室川式土器。口縁外反し、わずかに肥厚する。口唇平坦で
無文。胎土は褐色で、混和材に白色砂粒、黒色砂粒、雲母
が混ざる。

SI01

17 先史土器 ─ 口縁
室川式土器。口縁外反。口唇平坦。口縁直下に2条1組の点
刻文が1条廻る。胎土は褐色で、白色砂粒と石英を含む。

J5－オ
黒褐色土

第Ⅴ-37図
図版Ⅴ-17

観察事項 出土地
挿図番号
図版番号

器種分類 部位
法量
(㎝/g)

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

第Ⅴ -14 表　出土遺物観察一覧１
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第Ⅴ -15 表　出土遺物観察一覧２

第Ⅴ-37図
図版Ⅴ-17

18 先史土器 ─ 口縁
室川式土器。口縁外反しわずかに肥厚する。口縁に工具に
よる押捺刻文が刻まれる。側面に穿孔痕が確認できる。胎
土は褐色を呈し、白色砂粒と黒色砂粒、雲母を含む。

J5－オ
黒褐色土

19 先史土器 ─ 口縁
カヤウチバンタ式土器。口縁外反。口唇平坦。摘みだしの
突帯が一条廻る。胎土は褐色で、白色砂粒と雲母を含む。

J5－コ
褐色土

20 先史土器 ─ 口縁
カヤウチバンタ式土器。口縁外反して舌状に肥厚する。口
唇平坦。口唇とその直下に工具による押捺刻文が刻まれ
る。胎土は褐色で、白色砂粒と黒色砂粒を含む。

J5－コ
褐色土

21 先史土器 ─ 口縁
三角状に肥厚した口縁に押し引き文と半裁竹管による刺突
文が刻まれる。胎土は黄褐色で、白色砂粒と黒色砂粒を含
む。

J5－オ
黒褐色土

22 先史土器 ─ 口縁
口縁に工具による押捺刻文が2条廻る。内面に指頭圧痕あ
り。胎土は明褐色を呈し、白色砂粒と赤色砂粒を含む。

SI03
4層

23 先史土器 ─ 口縁 口唇に押捺刻文が刻まれる。
J5－オ
黒褐色土

24 先史土器 ─ 口縁
沈線文が2条刻まれる。穿孔痕が確認できる。胎土は黄褐色
で、白色砂粒と黒色砂粒が含まれている。

J5－コ
褐色土

25 先史土器 ─ 口縁
叉状工具による刻文が刻まれる。外面口縁直下に貼り付け
突帯を形成する。胎土は赤褐色で、白色砂粒を含む。

トレンチ1
黒褐色土層

26 先史土器 ─ 口縁
叉状工具による押捺刻文と斜線の沈線を複数刻む。胎土は
黄褐色で、白色砂粒と黒色砂粒を含む。

J5－ケ
黒褐色土

27 先史土器 ─ 口縁
口縁外反、口唇平坦。口縁直下に工具による刻文が4条廻
る。内面に指頭圧痕あり。胎土は褐色を呈し、白色砂粒と
赤色砂粒を含む。

J5－オ
黒褐色土

28 先史土器 ─ 口縁
口縁外反、口唇平坦。叉状工具による刺突文が斜め方向に
刻まれる。胎土は褐色で、白色砂粒を含む。

Ⅱ層

29 先史土器 ─ 口縁
口縁直口。口縁直下に横位の突帯が一条廻り、突帯の上下
に押捺刻文が廻る。胎土は黄褐色で、黒色砂粒を含む。

J5－コ
褐色土

30 先史土器 ─ 底部
くびれ平底の底部片。胎土は黒褐色で白色砂粒と雲母を含
む。

J5－コ
褐色土

31 先史土器 ─ 底部
平底の底部片。胎土は黄褐色で、白色砂粒と黒色砂粒を含
む。 SI02

32 グスク土器 ─ 胴部
内外面ともにあばた状を呈する胴部片。摩耗が激しく調整
痕が確認できない。胎土は褐色を呈し、白色砂粒と雲母を
含む。

SI01

33 グスク土器 ─ 胴部
内外面ともにあばた状を呈する胴部片。摩耗が激しく調整
痕が確認できない。胎土は赤褐色を呈し、白色砂粒と雲母
を含む。

J5－オ
褐色土

34 白磁 皿 口～胴 口縁外反。外面胴部から内面見込みまで釉を施す。
J5－ニ
表層

35 白磁 碗 底部
外面胴部と残存部に施釉する。外面立ち上がりから下は露
胎する。内面に貫入あり。

不明
(排土内より)

第Ⅴ-39図
図版Ⅴ-19

第Ⅴ-38図
図版Ⅴ-18

出土地
挿図番号
図版番号

器種分類 部位 観察事項
法量
(㎝/g)

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─
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第４節　遺物

第Ⅴ -16 表　出土遺物観察一覧３

36 青磁 口縁 口縁部の一部。口唇が露胎する。細かい貫入が入る。
I6－タ

黒褐色土

37 沖縄産施釉陶器
小碗

Ⅲ(ｲ)B
口縁

外反口縁。内外面に白化粧した後透明釉を施釉する。貫入
あり。

J5－ツ
表層

38 沖縄産施釉陶器
碗

Ⅲ(ｲ)
底部

内外面に白化粧した後透明釉を施釉する。畳付けは露胎。
見込みは蛇の目釉剥ぎされる。

J5－ソ
S003(溝)

一括

39 沖縄産施釉陶器
碗

Ⅲ(ｲ)
底部

内外面に白化粧した後透明釉を施釉する。畳付けは露胎。
見込みは蛇の目釉剥ぎされる。

I6－ナ
S003(溝)

一括

40 沖縄産施釉陶器
─

Ⅱ(ロ)
②

底部
内面は白化粧の後に透明釉を施し、外面は素地に直接黒釉
を施す。畳付けは露胎。見込みは蛇の目釉剥ぎされる。

J6－カ
S003(溝)

一括

41 沖縄産無釉陶器
水鉢
Ⅰa

口縁
口縁内湾し二条の沈線と波状文が廻る。内外面に轆轤痕と
工具による調整痕が確認できる。素地は赤褐色を呈し、白
色砂粒、黒色砂粒、石灰質粒が含まれている。

I5－ト
撹乱

42 沖縄産無釉陶器
擂鉢
Ⅳ

口縁
口縁外面に向かって直角に折れてL字状を呈する。口唇に一
条沈線が廻る。素地は赤褐色を呈し、白色砂粒、黒色砂粒、
石灰質粒が含まれている。

J6－カ
S003(溝)

一括

43 石器 石斧 完形
長:15.6
幅:3.8
重:211

全面が研磨された石斧。刃部が一部剥離する。基部には着
柄痕が確認できる。

SK7

44 石器 石斧 完形
長:9.1
幅:4.8
重:146

縁辺と裏面が敲打によって成形され楔形を呈する、表面と
刃部が研磨された石斧。基部に一部剥離面が確認できる。

J5－オ
黒褐色土

45 石器 石斧 刃部

長:5.2
幅:5.9
重:93

全面が研磨された石斧片。基部はほぼ欠損。基部の残存部
に二次利用の敲打痕が確認できる。

SI03
4層

46 石器 石斧 完形
長:8.7
幅:5.3
重:230

全面が研磨された石斧の基部。刃部は欠損するが欠損部に
再加工の剥離が確認できるほか、基部の頂点部には二次利
用の敲打痕が確認できる。

J5－エ
黒褐色土

47 石器 凹石 完形

長:9.5
幅6.8
重:361

隅丸方形状を呈する扁平な石器。表裏の中央が敲打によっ
てへこんでいる。側面は研磨によって整えられ側面上下部
には僅かに敲打痕が確認できる。砂岩製。

I5－ソ
黒褐色土

48 石器 磨石     ─
長:11.0
幅:8.3
重:557

表面のみ研磨され、中央部に磨り面の凹みが確認できる。
割れ面の状態から石皿など大型石器からの転用の可能性が
高い。

表採

49 石器 石鏃 完形

長:1.9
幅:1.4
厚:0.5
重:0.8

チャート製の石鏃。調整のための剥離面が明瞭に確認でき
る。

I5－ト
黒褐色土

50 銭貨 一銭
径：1.6
厚:0.6
重:0.15

昭和十六年製の一銭硬貨。
縁が僅かに削れるが銭文明瞭。

I6－タ
表土

51 銭貨 一銭
径:1.75
厚:0.91
重:0.15

昭和15年製の一銭硬貨。 表採

第Ⅴ-42図
図版Ⅴ-22

第Ⅴ-41図
図版Ⅴ-21

第Ⅴ-40図
図版Ⅴ-20

第Ⅴ-39図
図版Ⅴ-19

挿図番号
図版番号

器種分類 部位 観察事項 出土地
法量
(㎝/g)

─

─

─

─

─

─

─

─

─
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はじめに

　西普天間住宅地区は、沖縄県宜野湾市に所在し、キャンプ瑞慶覧の跡地利用として調査されてきた。

本報告では、喜友名遺跡群に含まれる喜友名山川原第九遺跡の調査において確認された遺構覆土を対象

に、年代観や古植生、土壌の理化学性などに関する情報を得ることを目的として、自然科学分析を実施

する。

1. 試料

　試料は、喜友名山川原第九遺跡調査区より確認された竪穴遺構、炉跡、焼土溜り、ピット、土坑など

から採取された土壌試料を対象に、花粉分析・微粒炭分析 5 点、植物珪酸体分析 1 点、微細物分析 10 点、

土壌理化学分析・粒度分析 5 点を実施する。また、土壌試料より抽出された炭化材を対象に、放射性

炭素年代測定 15 点を実施する。分析試料および分析項目の詳細を第Ⅴ‐18 表に示す。

2.分析方法

(1)放射性炭素年代測定

　分析試料は AMS 法で実施する。試料表面の汚れや付着物をピンセット、超音波洗浄などにより物理

的に除去する。塩酸 (HCl) により炭酸塩等酸可溶成分を除去、水酸化ナトリウム (NaOH) により腐植

酸等アルカリ可溶成分を除去、HCl によりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分を除去する

( 酸・アルカリ・酸処理：AAA)。濃度は HCl、NaOH 共に最大 1mol/L である。一方、試料が脆弱で

1mol/L では試料が損耗し、十分な炭素が得られないと判断された場合は、薄い濃度の NaOH の状態

で処理を終える。その場合は AaA と記す。また、ごく微量 ( 数 mg を下回る ) な試料は、年代測定に

必要なグラファイト (1mg) が回収できない可能性があるため、最初の塩酸処理で止める (HCl と記す )、

第５節　自然科学分析

1)年代：放射性炭素年代測定、花粉：花粉分析・微粒炭分析、珪酸体：植物珪酸体分析、微細物：微細物分析
　土理：土壌理化学分析、粒度：粒度分析

第Ⅴ‐18 表　分析試料、分析項目一覧
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あるいは AAA 処理を行っていない ( 無処理と記す )。

　精製された試料の燃焼、二酸化炭素の精製、グラファイト化 ( 鉄を触媒とし水素で還元する ) は

Elementar 社の vario ISOTOPE cube と Ionplus 社の Age3 を連結した自動化装置を用いる。処理後

のグラファイト・鉄粉混合試料を NEC 社製のハンドプレス機を用いて内径 1mm の孔にプレスし、測

定試料とする。

　測定はタンデム加速器をベースとした 14C-AMS 専用装置 (NEC 社製 ) を用いて、14C の計数、13C

濃度 (13C/12C)、14C 濃度 (14C/12C) を測定する。AMS 測定時に、米国国立標準局 (NIST) から提供さ

れる標準試料 (HOX- Ⅱ )、国際原子力機関から提供される標準試料 (IAEA-C6 等 )、バックグラウンド

試料 (IAEA-C1) の測定も行う。

　δ 13C は試料炭素の 13C 濃度 (13C/12C) を測定し、基準試料からのずれを千分偏差 (‰ ) で表した

ものである。放射性炭素の半減期は LIBBY の半減期 5,568 年を使用する。また、測定年代は 1950

年を基点とした年代 (BP) であり、誤差は標準偏差 (One Sigma;68%) に相当する年代である。測定

年代の表示方法は、国際学会での勧告に従う (Stuiver and Polach,1977)。また、暦年較正用に一桁

目まで表した値も記す。暦年較正に用いるソフトウエアは、OxCal4.4(Bronk,2009)、較正曲線は

IntCal20(Reimer et al.,2020) である。ただし、SL4 は 1950 年以降の値 (pMC% が 100 を超える ) を

示したため、較正曲線は北半球中緯度地域の 1950 年以降の 14C 濃度を示すデーターセット Bomb21 

NH2(Hua et al.,2021) を用いる。

(2) 花粉分析・微粒炭分析

　試料 10cc を正確に秤り取り、水酸化カリウムによる泥化、篩別、重液 ( 臭化亜鉛，比重 2.2) による

有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス ( 無水酢酸 9，濃硫酸 1 の混合液 ) 処

理による植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。処理後の

残渣を定容してから一部をとり、グリセリンで封入してプレパラートを作製し、400 倍の光学顕微鏡下

でプレパラート全面を走査して、出現する全ての種類を対象に 200 個体以上同定・計数する ( 化石の

少ない試料ではこの限りではない )。同定は、当社保有の現生標本や島倉 (1973)、中村 (1980)、三好ほ

か (2011) 等を参考にする。

　また、花粉プレパラート中に含まれる微粒炭 ( 微細な炭化植物片 ) の含量が、自然植生に対する人類

干渉の指標として有効であるとされていることから ( 安田 ,1987 など )、試料中に含まれる微粒炭の含

量も求める。微粒炭は花粉プレパラート内に残存するものを対象とし、同定基準は山野井 (1996)、井

上ほか (2002) 等を参考にする。計数は、山野井 (1996) などを参考にし、長径が約 20 μ m 以上の微粒

炭を対象とし、それ以下のものは除外する。

　結果は同定・計数結果の一覧表として表示する。微粒炭量は、山野井 (1996) などを参考とし、分析

土壌量 (cc)、分析残渣量 (ml)、プレパラート作成量 ( μ l) を測定し、堆積物 1cc あたりに含まれる個数

を一覧表に併せて示す。この際、有効数字を考慮し、10 の位を四捨五入して 100 単位に丸める。

(3) 植物珪酸体分析

　各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法 ( ポリタングステン酸ナトリウム，比

重 2.5) の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これをカバーガラス上に滴下・

乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。400 倍の光学顕微鏡下で

全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部 ( 葉身と葉鞘 ) の葉部短細胞に由来した植物珪酸体 ( 以下、
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短細胞珪酸体と呼ぶ ) および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 ( 以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ ) を、

近藤 (2010) の分類を参考に同定し、計数する。

　分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラート作成に用いた分析残渣量を正確に計量し、乾土

1g あたりの植物珪酸体含量 ( 同定した数を乾土 1g あたりの個数に換算 ) を求める。

結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。その際、100 個 /g 未満は「<100」で表示する。各分類群の

含量は 10 の位で丸め (100 単位にする )、合計は各分類群の丸めない数字を合計した後に丸めている。

(4) 微細物分析

　土壌試料 20 ～ 1000g を常温乾燥後、水を満たした容器内に投入し、容器を傾けて浮いた炭化物を粒

径 0.5mm の篩に回収する。容器内の残土に水を入れて軽く攪拌し、容器を傾けて炭化物を回収する作

業を炭化物が浮かなくなるまで繰り返す ( 約 20 回 )。残土を粒径 0.5mm の篩を通して水洗する。水洗

後、水に浮いた試料 ( 炭化物主体 ) と水に沈んだ試料 ( 岩片・土粒主体 ) を、粒径別に常温乾燥させる。

　水洗 ･ 乾燥後の炭化物主体試料と岩片・土粒主体試料を、大きな粒径から順に双眼実体顕微鏡下で観

察し、ピンセットを用いて、同定が可能な種実遺体の他、主に径 2mm 以上の炭化材などの遺物を抽出

する。

　種実遺体の同定は、現生標本や中山ほか (2010)、鈴木ほか (2018) 等を参考に実施し、部位 ･ 状態別

の個数を数えて、結果を一覧表で示す。また、各分類群の写真を添付して同定根拠とする。炭化材は最

大径と重量、炭化材主体、岩片・土粒主体は重量を一覧表に併記する。

　分析後は、種実遺体を分類群別に容器に入れて保管する。他の抽出物と残渣も容器に入れて保管する。

(5) 土壌理化学分析・粒度分析

　pH(H2O) はガラス電極法、有機炭素はチューリン法、全窒素は硫酸分解－水蒸気蒸留法、MI は腐

植簡易分析法 ( 本名・山本 ,1992)、全リン酸は硝酸・過塩素酸分解－バナドモリブデン酸比色法、全カ

ルシウムは硝酸・過塩素酸分解－原子吸光法、可給態リン酸はトルオーグ法、全鉄・全マンガンはフッ

化水素酸分解－原子吸光法、粒径組成はピペット法で行った ( 土壌環境分析法編集委員会 ,1997; 土壌

標準分析・測定法委員会 ,1986)。また、酸性シュウ酸塩可溶鉄、ジチオナイト可溶鉄について Acid-

oxalate 法、Holmgren 法 (Reeuwijk,1986) に従い抽出し、原子吸光法により定量した後、永塚 (1973)

の方法により遊離酸化鉄の活性度・結晶化指数を算出する。以下に各項目の操作工程を示す。

　分析試料の調製は、試料を風乾後、土塊を軽く崩して 2mm の篩でふるい分けをする。この篩通過試

料を風乾細土試料とし、分析に供する。また、風乾細土試料の一部を乳鉢で粉砕し、0.5mm 篩を全通

させ、粉砕土試料を作成する。風乾細土試料については、105℃で 4 時間乾燥し、分析試料水分を求める。

　pH(H2O) は、風乾細土 10.0g を秤りとり、25ml の純水を加えてガラス棒で撹拌する。30 分間放置後、

再びガラス棒で懸濁状態とし、pH メーター ( ガラス電極法 ) で pH(H2O) を測定する。

　有機炭素は、粉砕土試料 0.100 ～ 2.000g を 100ml 三角フラスコに正確に秤りとり、0.4 Ｎクロム酸・

硫酸混液 10ml を正確に加え、約 200℃の砂浴上で正確に 5 分間煮沸する。冷却後、0.2% フェニルア

ントラニル酸液を指示薬に 0.2 Ｎ硫酸第一鉄アンモニウム液で滴定する。滴定値および加熱減量法で求

めた水分量から乾土あたりの有機炭素量 (Org-C 乾土 %) を求める。これに 1.724 を乗じて腐植含量 (%)

を算出する。

　全窒素は、粉砕土試料 1.00 ～ 2.00g をケルダール分解フラスコに秤り、分解剤約 3.0g と硫酸 10ml

を加え加熱分解した。分解後、蒸留水約 30ml を加え放冷した後、分解液全量を供試し水蒸気蒸留法に
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よって窒素を定量する。この定量値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの全窒素量 (T-N%) を

求める。また、有機炭素量を全窒素量で除し、C/N( 炭素率 ) を算出する。

　MI(Melanic Index) による腐植簡易分析は、炭素 50mg に相当する微粉砕試料 ( 但し、5.0g を上限

とする ) を 50ml 容遠心管に入れ、分注器で 0.5%NaOH 溶液約 25ml を加える。遠心管に蓋をしてテー

プで密封し、室温で 1 時間振とうした後、0.1% 高分子凝集剤溶液 1 ～ 2 滴を加え、よく振り混ぜた後、

4,000rpm、15min の遠心分離で抽出腐植溶液を得る。吸光度の測定は、得られた抽出腐植溶液約 1ml

を試験管にとり、0.1%NaOH 溶液 20ml を分注器で加え (NaOH の濃度は約 0.1% となる )、分光光度

計により 450、520nm の吸光度を測定する (450nm の吸光度が 1 を越えた試料は、さらに 0.1%NaOH

溶液で希釈して測定 )。測定は抽出後、3 時間以内に行い、結果の表示を MI(=K450/K520) で示す。

　全リン酸、全カルシウムは、粉砕土試料 1.00g をケルダール分解フラスコに秤量し、はじめに硝酸

(HNO ３) 約 10ml を加えて加熱分解する。放冷後、過塩素酸 (HClO ４) 約 10ml を加えて再び加熱分

解を行う。分解終了後、水で 100ml に定容し、ろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発

色液を加えて分光光度計によりリン酸 (P ２O ５) 濃度を測定する。別にろ液の一定量を試験管に採取し、

干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計によりカルシウム (CaO) 濃度を測定する。これら測定値と加

熱減量法で求めた水分量から乾土あたりのリン酸含量 (P ２O ５mg/g) とカルシウム含量 (CaOmg/g) を

求める。

　 可 給 態 リ ン 酸 は、 風 乾 細 土 試 料 1.00g を 300ml 三 角 フ ラ ス コ に 秤 り と り、0.002 Ｎ 硫 酸 溶 液

(pH3)200ml を加え、室温で 1 時間振とうし、ろ過する。ろ液一定量を試験管に採り、混合発色試薬を

加えて分光光度計によりリン酸濃度を定量する。この定量値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あた

りの可給態リン酸量 (P ２O ５mg/ 乾土 100 ｇ ) を求める。

　全鉄、全マンガンは、微粉砕試料約 0.50g をテフロンビーカーに精秤し、硝酸 5ml および過塩素

酸 5ml を加え、時計皿で覆い、サンドバス上で有機物を分解する。過塩素酸の白煙が激しく出てきた

後、過塩素酸 5ml とフッ化水素酸 10ml を加え、内容物を蒸発乾固させる。放冷後、6N-HCl5ml、硝

酸 1ml を加え加熱し、内容物を軽く溶解させた後、蒸留水 30ml を加え、内容物を完全に溶解させる。

放冷後、100ml に定容する。この定容液を適宜希釈し、原子吸光光度計により鉄 (Fe) およびマンガン

(Mn) の濃度を測定する。測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの鉄 (Fe%) およびマンガ

ン (Mn%) の含量を求める。

　ジチオナイト可溶鉄 (Holmgren 法 ) は、微粉砕試料 500mg に DCB 抽出液 30ml を添加して 16 時

間振とうする。振とう後、0.4% 高分子凝集剤を 2 滴加えて軽く振とうした後、遠心分離する。上澄み

液の一定量を蒸留水で希釈し、干渉抑制剤を加えた後、原子吸光光度計により鉄 (Fe) の濃度を測定する。

測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの鉄 (Fe%) の含量を求める。

　酸性シュウ酸塩可溶鉄 (Acid-oxalate 法 ) は、微粉砕試料 300mg に 0.2M 酸性シュウ酸塩溶液 (pH3)

を 30ml 加え、暗所で 4 時間振とうする。振とう後、0.4% 高分子凝集剤を 2 滴加えて軽く振とうした

後、3000rpm で 15 分間遠心分離する。上澄み液の一定量を蒸留水で希釈し、干渉抑制剤を加えた後、

原子吸光光度計により鉄 (Fe) の濃度を測定する。測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたり

の鉄 (Fe%) の含量を求める。

　粒径組成 ( ピペット法 ) は、風乾細土試料 10.00g に 30% 過酸化水素水を加え、熱板上で有機物を分

解する。分解終了後、遠心洗浄を行い、脱塩した後、蒸留水約 400ml と分散剤 (4% ヘキサメタリン酸
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ナトリウム )10ml を加え、撹伴しながら 20 分間超音波処理を行う。この懸濁液を 500ml 沈底瓶に移し、

蒸留水で 500ml に定容する。

　沈底瓶を 1 分間激しく振り、直ちに静置して所定の時間に 5cm の深さから懸濁液 10ml を採取する。

採取懸濁液は蒸発乾固させ、秤量する ( シルト・粘土の合量 )。さらに、所定の時間が経過した後、沈

底瓶から懸濁液を 5cm の深さから 10ml 採取し、蒸発乾固させ、秤量する ( 粘土含量 )。沈底瓶に残っ

たシルト・粘土はサイフォンを使ってすべて洗い流し、その残渣を乾燥・秤量する ( 砂含量 )。これ

を 0.2mm φの篩で篩い分け、篩上の残留物を秤量する ( 粗砂含量 )。これら測定値をもとに粗砂 (2.0-

0.2mm)・細砂 (0.2-0.02mm)・シルト (0.02-0.002mm)・粘土 (0.002mm 以下 )4 成分の合計を 100 と

する各成分の重量 % を求め、国際法によって土性区分を行う。

3.結果

(1)放射性炭素年代測定

　結果を第Ⅴ‐19 表、第Ⅴ‐43 図に示す。試料の測定年代 ( 補正年代 ) は、最も古いものが SI02 の 3,095

± 25yrBP で、最も新しいもので SL3 の 620 ± 20yrBP の値を示した。なお、SL4 は 1950 年以降の値

(F14C：1.02833 ± 0.00264) を示したので、図からは除いている。

　暦年較正は、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5,568 年として算出された年代値に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、及び半減期の違い (14C の半減期 5,730

± 40 年 ) を較正することによって、暦年代に近づける手法である。暦年較正年代は、測定誤差を 2 σ

として計算させた結果、SI02 が 3,372 ～ 3,235 calBP、SL3 が 650 ～ 553 calBP である。なお、SL4

は 1946 年より新しい年代値を示した。

(2) 花粉分析・微粒炭分析

　結果を第Ⅴ‐20 表に示す。花粉化石の産出状況は悪く、SP36 からかろうじて草本花粉のカヤツ

リグサ科、ヨモギ属、タンポポ亜科が確認されたにとどまる。これらの花粉化石の保存状態はやや

悪い～悪い。

　また、いずれの試料も分析残渣が少なく、残渣中には微細な炭化植物片 ( いわゆる微粒炭 ) が含まれ

ていた。微粒炭含量は、200 ～ 1,300 個 /cc である。ただし、木材組織やイネ科に特有の波状構造など

を持つ個体は認められず、母材推定が困難な不明タイプが産出した。

(3) 植物珪酸体分析

　結果を第Ⅴ‐21 表に示す。SI01 からは、タケ亜科の機動細胞珪酸体がわずかに認められるに過ぎない。

植物珪酸体の他に、微小な炭化物片が数多く検出される。

(4) 微細物分析

　結果を第Ⅴ‐22 表に示す。10 試料 2.83kg の土壌を洗い出した結果、種実遺体は、SL3 より炭化し

た不明種実 1 個が検出されるのみであった。不明炭化種実は長さ 1.0mm、幅 0.7mm を測り、キジム

シロ類の核やイチジク属の果実に類似する。その他、不明炭化物が SI01 より 1 個 ( 最大径 2.7mm)、

炭 化 材 が SI01 よ り 0.01g( 最 大 径 5.9mm)、SL1 よ り 0.01g( 最 大 径 5.0mm)、SL3 よ り 0.28g( 径

10.5mm)、炭化材主体 (2 ～ 0.5mm) が SI01 より 0.01g、SL3 より 0.34g、SP111 より 0.01g、SK05

より 0.001g 未満検出された。SK01 の 1 層、2 層、SL3 の 2 層、SP36、SP103、SK01 の 2 層からは炭

化物が検出されなかった。分析残渣は、岩片・土粒主体が各試料より合計 8.67g 検出された。
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1)年代値の算出には、Libbyの半減期5,568年を使用。

2)yrBP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

3)付記した誤差は、測定誤差σ(測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

4)AAAは酸－アルカリ－酸処理、AaAはアルカリの濃度を薄くした処理、HClは塩酸処理を示す。

5)暦年の計算には、Oxcal4.4を使用。

6)暦年の計算には表に示した丸める前の値を使用している。

7)1桁目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、1桁目を丸めていない。

8)統計的に真の値が入る確率はσは68%、2σは95%である。

第Ⅴ‐19 表　放射性炭素年代測定結果
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第Ⅴ‐43 図　暦年較正結果

SI01

SX01 1層

SX01 2層

SL3 2層

SP58

SP103

SP111

SK01

SK05

SP32

SK03 1層

SP246

SI02 2層

SP90

5001000150020002500300035004000

Calibrated date (calBP)

OxCal v4.4.4 Bronk Ramsey (2021); r:5 Atmospheric data from Reimer et al (2020)

第Ⅴ‐20 表　花粉分析・微粒炭分析結果 第Ⅴ‐21 表　植物珪酸体分析結果

SI01　　SX01　　　SL3　　　SP36　　SK01
種　　類 2層 2層

草本花粉
カヤツリグサ科 - - - 1 -
ヨモギ属 - - - 1 -
タンポポ亜科 - - - 1 -

シダ類胞子
シダ類胞子 1 6 16 13 3

合　計
木本花粉 0 0 0 0 0
草本花粉 0 0 0 3 0
シダ類胞子 1 6 16 13 3
合計 1 6 16 16 3

微粒炭含量(個/cc) 800 600 1300 900 200

S110
分　類　群

イネ科葉身機動細胞珪酸体
タケ亜科 <100

合　計

イネ科葉身機動細胞珪酸体 <100
その他
微小な炭化物片 ＊＊

1)含量は、10の位で丸めている(100単位にする)。

2)<100：100個/g未満。

3)＊＊：多い。

第Ⅴ‐22 表　微細物分析結果

分類群 状態･粒径 1層 2層 2層 2層 備考

種実

不明種実 完形 炭化 - - - - 1 - - - - - (個),キジムシロ類核やイチジク属果実類似

不明炭化物 破片 炭化 1 - - - - - - - - - 残存径2.7mm

炭化材 5.85 4.99 - - 10.51 - - - - - 最大径(mm)

>4mm 0.012 - - - 0.104 - - - - - 乾重(g)

4-2mm - 0.008 - - 0.179 - - - - - 乾重(g)

炭化材主体 2-1mm 0.006 - - - 0.211 - - - - - 乾重(g)

1-0.5mm 0.003 - - - 0.126 - - 0.005 - <0.001 乾重(g)

岩片・土粒主体 >4mm 1.72 - - - - - - - - 乾重(g)

4-2mm 0.16 - - - 0.55 - - - - - 乾重(g)

2-1mm 0.36 0.57 0.20 0.11 0.65 - - 0.21 - - 乾重(g)

1-0.5mm 0.75 0.51 0.14 0.13 1.43 0.55 0.24 0.18 0.10 0.11 乾重(g)

分析量 1000 150 100 80 1000 130 100 150 20 100 湿重(g)

SI01　　  SL1　　SX01　　SX01    SL3　　SP36　 SP103　SP111　　SK01　 SK05
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 1. 花粉分析プレパラート内の状況(竪穴遺構;SI01)
 2. 花粉分析プレパラート内の状況(炉跡;SX01)
 3. 花粉分析プレパラート内の状況(ピット;SP36)
 4. 花粉分析プレパラート内の状況(土坑(SK1);SK01)
 5. タケ亜科機動細胞珪酸体(竪穴遺構;SI01)
 6. 炭化物粒子(竪穴遺構;SI01)
 7. 不明種実(SL3;2層)

7a 7b

1 2

3 4

5 6

(5,6)

50μm

(1-4)

50μm

(7)

1mm

図版Ⅴ‐23　花粉分析プレパラート内の状況・植物珪酸体・炭化種実
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(5) 土壌理化学分析・粒度分析

　結果を第Ⅴ‐23 表に示す。また、土性、土色については表を参照されたい。

　粒径組成は、全ての試料で粗砂画分が 1.8% ～ 3.1% と少なく、粘土画分が 44.1% ～ 65.1% と多い

粘土質な土壌である。シルト画分は 16.9% ～ 31.1% と粘土画分に次いで多い。土性は SI01、SP111、

SK01 では HC( 重埴土 ) であり、他の試料では LiC( 軽埴土 ) である。pH(H2O) は、7.8 ～ 8.3 と弱ア

ルカリ性から強アルカリ性を示す。腐植含量は 0.78% ～ 1.76% であり、SI01、SL3 ではやや多い傾向

にある。全窒素は 0.12% ～ 0.16% であり、C/N 比は 3 ～ 8 を示す。腐植含量の多い傾向にある SI01、

SL3 では 7 ～ 8 であり、10 に近い傾向を示す。MI は、SI01、SK01 で発達程度の強い A 型腐植酸が、

SL3、SP36 では B 型腐植酸が、他の試料では腐植酸の発達程度の弱い Rp 型腐植酸が検出された。SL3

では B 型ではあるが、A 型腐植酸に近い結果を示す。全リン酸は 4.38mg/g ～ 9.02mg/g とばらつきが

多く、最もリン酸を多く含む試料は SI01 で 9.02mg/g と多く、次いで SP111 では 7.62mg/g、SK01 で

は 6.25mg/g と多い傾向にある。全カルシウムは 4.90mg/g ～ 7.36mg/g と相対的に少ない。可給態リ

ン酸は 3.3mg/100g ～ 15.3mg/100g と少ないが、SI01、SP111 では相対的に多い傾向にある。鉄の形

態分析より、活性度は 0.09 ～ 0.15 と低い。結晶化指数は 0.57 ～ 0.69 とやや大きい。全鉄量は SK01、

SL3、SP36 では 5.15% ～ 5.73% と同様であり、SI01、SP111、SK01 では 7.05% ～ 7.50% と同様であり、

試料中で多い傾向にある。全マンガンは、鉄含量の多い傾向にある SI01、SP111、SK01 で 0.08% ～ 0.14%

と相対的に少なく、鉄含量の少ない傾向にある SK01、SL3、SP36 で 0.19% ～ 0.27% と多い傾向にある。

第Ⅴ‐23 表　土壌理化学分析・粒度分析結果
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4.考察

(1)遺構の年代観

　放射性炭素年代測定結果をみると、年代値は 3,095 ～ 2,890yrBP(SI01、SK01、SI02)、2,070 ～

2,015yrBP (SK05、SK03)、1,370 ～ 620yrBP(SK01、SL3、SP58、SP103、SP111、SP32、SP246、

SP90) の 3 つの時期に大きく分けられる。これらの遺構が機能していた時期と重なるかについては、検

出層位や出土遺物などとの整合性を確認した上で、検討することが望まれる。

　なお、SL4 については、1950 年以降の値が得られたことから、後代の落ち込みなどの可能性が想定

される。

(2) 古植生

　古植生推定を行う目的として、花粉分析、植物珪酸体分析、微細物分析を実施したが、いずれも植物

化石の産出状況が悪く、詳細な古植生を推定することが困難である。一般的に花粉やシダ類胞子の堆積

した場所が、常に酸化状態にあるような場合、花粉は酸化や土壌微生物によって分解・消失するとされ

ている ( 中村 ,1967; 徳永・山内 ,1971; 三宅・中越 ,1998 など )。また、植物珪酸体も、亜熱帯湿潤気候

のもとでは、堆積物中で珪酸分を含む無機成分の溶脱作用が起こる ( 松井 ,1988) ほか、湿潤な土壌や

土壌温度が高い堆積物の方が植物珪酸体の風化の度合いが高いとされている ( 近藤 ,1988)。これらのこ

とから、遺構が埋積する際に取り込まれた植物化石も、その後の経年変化により分解・消失した可能性

が高い。

　なお、花粉化石で検出されたカヤツリグサ科、ヨモギ属、タンポポ亜科、植物珪酸体分析で検出され

たタケ亜科などは、いずれも草地や林縁などの明るい場所に生育する草本類であることから、当時の調

査区周辺に生育していたものに由来すると思われる。

　一方、微細物分析の結果からは、SL3 より炭化種実と炭化材、SI01、SL1 より炭化材、SP111、SK05

より炭化材主体が検出された。花粉分析や植物珪酸体分析でも、微細な炭化植物片 ( 微粒炭 ) が確認さ

れた。堆積物 1cc あたりの微粒炭含量は、最も多い SL3 で 1,300 個、最も少ない SK01 で 200 個程度であっ

た。これらも当時の周辺に生育していた植物に由来すると考えられ、何らかの形で火を受けたとみなさ

れる。

(3) 土壌の理化学性

　遊離鉄の存在形態は、自然環境条件の違いにより種々さまざまな化合物を形成する。土壌中で二次的

に生成した非ケイ酸塩態の鉄化合物を遊離鉄という。遊離鉄化合物は、非晶質・結晶質の 2 つの異なっ

た形態で存在し、酸性シュウ酸塩可溶鉄は主に非晶質を、ジチオナイト可溶鉄は非晶質の鉄に加えて、

ゲータイト・ヘマタイトを溶解するため、差し引きにより結晶質鉄の尺度とみなすことができる。また、

鉄の活性度は、酸性シュウ酸塩可溶鉄とジチオナイト可溶鉄の比から表し、主要な土壌生成過程の一つ

である遊離酸化鉄の結晶化の尺度として用いる。結晶化指数とは、ジチオナイト可溶鉄から酸性シュウ

酸塩可溶鉄を差し引き、全鉄との比により表す。遊離鉄の結晶化を伴った風化あるいは土壌生成の発達

程度を表す尺度として用いる。遊離鉄の活性度と結晶化指数を用いて、褐色森林土と黄褐色森林土、赤

色土を判別することができる。

　土壌理化学分析の結果、今回の分析試料は、鉄の形態分析により、全試料が赤色土に分類され、大き

くみると全体的に生成環境に大きな相違はないと考えられる。また、それぞれ遊離酸化鉄中の結晶質

鉄の占める部分が多いことが示された。さらに、全鉄量やマンガン量の結果次の様な傾向が見られた。
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SK01、SL3、SP36 では全鉄量が試料中で相対的に少ないのに対し、全マンガン量は試料中で相対的に

多く含まれる傾向にある試料群である。対して、SI01、SP111、SK01 では全鉄量が試料中で相対的に

多いのに対し、全マンガン量は試料中で相対的に少ない傾向にある試料群である。各試料群は粘土含量

も同様の傾向を示しており、それぞれ同様の生成環境であると考えられる。

　SI01、SL3、SK01 においては、発達程度の強い腐植酸が確認されたことから、土壌化の進行が進ん

でいると考えられる。全体的に C/N 比が小さく、窒素に対して腐植量が少ない結果が表れているが、

中でも SK01、SP111 においては極めて C/N 比が小さく特徴的な結果である。また、この 2 試料は腐植

酸の発達程度が極めて弱い。全リン酸の結果からは、SI01、SP111 で多く含まれる傾向にあり、何かし

らの影響が考えられようが、原因は分からない。また、この 2 試料については作物が利用可能なリン

酸が相対的に多く含まれる傾向にある結果であった。

　以上のことから、各遺構についてそれぞれ具体的な情報を得ることは難しい。今後、分析データの蓄

積等や他の分析結果と併せて再度検証したい。

引用文献

Bronk, R. C.,2009,Bayesian analysis of radiocarbon dates. Radiocarbon,51,337-360.

土壌環境分析法編集委員会編 ,1997, 土壌環境分析法 . 博友社 ,427p.

土壌標準分析・測定法委員会編 ,1986, 土壌標準分析・測定法 . 博友社 ,354p.

土壌肥料用語辞典　第 2 版 ,2010, 農山漁村文化協会 ,304p.

本名俊正 ･ 山本定博 ,1992, 腐植の簡易分析法 . 土壌構成成分解析法 . 博友社 ,7-35.

Hua Q., Turnbull J. C., Santos G. M., Rakowski A. Z., Ancapichún S., De Pol-Holz R., Hammer 

　S., Lehman S. J., Levin I., Miller J. B., Palmer, J. G., & Turney C. S. M.,2021, Atmospheric 　　

　Radiocarbon For The Period 1950–2019. Radiocarbon,63,1–23.

井上　淳・吉川周作・千々和一豊 ,2002, 琵琶湖周辺域に分布する黒ボク土中の黒色木片について .

　日本第四紀学会講演要旨集 ,32,74-75.

近藤錬三 ,1988, 植物珪酸体 (Opal Phytolith) からみた土壌と年代 . ペドロジスト ,32,189-203.

近藤錬三 ,2010, プラント ･ オパール図譜 . 北海道大学出版会 ,387p.

松井　健 ,1988, 土壌地理学序説 , 築地書館株式会社 ,316p．

三宅　尚・中越信和 ,1998, 森林土壌に堆積した花粉・胞子の保存状態 . 植生史研究 ,6,15-30.

三好教夫・藤木利之・木村裕子 ,2011, 日本産花粉図鑑 . 北海道大学出版会 ,824p.

永塚鎮男 ,1973, 褐色森林土 ･ 黄褐色森林土・赤色土における遊離酸化鉄の存在形態について .

　ペドロジスト ,17,70-83.

中村　純 ,1967, 花粉分析 . 古今書院 ,232p.

中村　純 ,1980, 日本産花粉の標徴　Ⅰ　Ⅱ ( 図版 ). 大阪市立自然史博物館収蔵資料目録　第 12,13　

　　集 ,91p.

中山至大・井之口希秀・南谷忠志 ,2010, 日本植物種子図鑑 (2010 年改訂版 ). 東北大学出版会 ,678p.

農林省農林水産技術会議事務局監修 ,1967, 新版標準土色帖 .

ペドロジー学会編 ,1997, 土壌調査ハンドブック改訂版 , 博友社 .

Reeuwijk, L.P.van.,1986,PROCEDERES FOR SOIL ANALYSIS.International Soil Reference and 



 207 

第６節　総括

　Information Centre.106p.

Reimer P., Austin W., Bard E., Bayliss A., Blackwell P., Bronk Ramsey, C., Butzin M., Cheng H., 

　Edwards R., Friedrich M., Grootes P., Guilderson T., Hajdas I., Heaton T., Hogg A., Hughen 

　K., Kromer B., Manning S., Muscheler R., Palmer J., Pearson C., van der Plicht J., Reimer R., 　　

　Richards D., Scott E., Southon, J. Turney, C. Wacker, L. Adolphi, F. Buentgen U., Capano M., 　　

　Fahrni S., Fogtmann-Schulz A., Friedrich R., Koehler P., Kudsk S., Miyake F., Olsen J., Reinig F., 　　

　Sakamoto M., Sookdeo A., & Talamo S.,2020, The IntCal20 Northern Hemisphere 　　　　　

　radiocarbon age calibration curve (0–55 cal kBP). Radiocarbon, 62,1-33..

島倉巳三郎 ,1973, 日本植物の花粉形態 . 大阪市立自然科学博物館収蔵目録　第 5 集 ,60p.

Stuiver, M., and Polach, H. A.,1977,Discussion Reporting of 14C Data. Radiocarbon ,19, 355-363.

鈴木庸夫・高橋　冬・安延尚文 ,2018, 草木の種子と果実－形態や大きさが一目でわかる 734 種　増補

　改訂－ . ネイチャーウォッチングガイドブック , 誠文堂新光社 ,303p.

徳永重元・山内輝子 ,1971, 花粉・胞子 . 化石の研究法 , 共立出版株式会社 ,50-73.

山野井　徹 ,1996, 黒土の成因に関する地質学的検討 . 地質学雑誌 ,102,526-544.

　本節では、喜友名山川原第九遺跡（以下、「当該遺跡」とする。）の調査成果の整理と若干の検討を行

い総括とする。当該遺跡は周囲を石灰岩岩盤に囲まれた小規模な窪地を利用して形成された縄文後期か

ら晩期頃の集落遺跡である。遺跡の中心には約 25 ｍ× 15 ｍの窪地があり、その周囲に住居と目され

る竪穴遺構や炉跡、性格不明の多数のピットなどが検出された。窪地は陥没ドリーネと思われるもので、

北側の崖方向へ延びており、黒褐色土の包含層が厚く堆積している。これらの包含層からは室川式土器

や宇佐浜式土器が出土していること、竪穴遺構（SI01）で採取した炭化物の放射性炭素年代測定（C14）

で 2925 ± 25yrBP の結果が出ており、縄文後期～晩期に相当する遺跡と推定される。ただし、400 基

余り検出されたピットの中にはグスク時代や近世～近代に属する遺構も含まれるものもあり、米軍造成

によって包含層が削平されて遺構検出面が同じとなっていることや堆積が浅いものは覆土での分類も

困難であったことなどから明確に時期を区別するのが困難であった。なお、本稿で「竪穴遺構」として

いるのは、必ずしも住居と断定できないため竪穴遺構としている。

　竪穴遺構は全 6 棟が検出された。いずれも調査区中央、黒褐色土が堆積する凹地の縁辺に造られて

おり、意図的な配置が窺える。平面観は略方形あるいは長方形を呈し、北あるいは北東に軸を持つ。規

模としては 2.1m × 2.0m を最小とし、3.1m × 2.8m を最大とする。付属施設を見るとほとんどの竪

穴遺構内に被熱面があり、屋内炉と考えられる。屋外にも炉跡と思われる被熱面が検出されていること

から屋内、屋外での使い分けが想定される。特徴的なものとして、SI04 で床面に 15 ㎝程の段が形成さ

れており、喜友名東原ヌバタキ遺跡の竪穴住居で確認されたベッド・ベンチ状遺構と同様の施設と思わ

れる。また、竪穴遺構の周囲には複数のピットが分布するが、配列が不規則で規模も小さく、竪穴遺構

に付属する遺構なのかは不明である。また、当該遺跡で検出された竪穴遺構の周囲には石列などがなく、

仲原遺跡 ( うるま市 ) で確認された竪穴式住居跡とは異なる形態となっている。

　本遺跡からは貝製品、骨製品を含め食料残滓などが殆ど出土しなかった。また、石材として千枚岩や

細粒砂岩（ニービ）は多く出土しているものの、石器類については、石斧や敲石、磨石とバリエーショ

第６節　総括
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ンに乏しく、完形品は少なかった。包含層中より石鏃が１点出土している。残存する遺構の状態は比較

的良好であったにもかかわらず土器を除く出土遺物が少ないことについて、本遺跡が拠点としての集落

ではなく、短期間でのキャンプ地のような利用だったのではないかと推測される。

【周辺遺跡との関係について】

　沖縄本島における縄文時代の集落は、石灰岩丘陵の縁辺に立地するという傾向があり、当該遺跡も北

側が急傾斜の崖となっている丘陵縁辺に所在する典型的な立地状況を呈している。北側崖下には同時期

の遺跡である喜友名山川原第五遺跡が所在し、過年度調査で土器片のほか、貝や骨などの食料残滓が確

認されている。残念ながら基地使用時における撹乱等で遺跡の詳細は不明である。両遺跡からは縄文時

代の居住域と廃棄場という関係性を見ることができ、さらに北側緑地には国指定文化財である喜友名泉

をはじめとして、喜友名ナナヌカーと呼ばれる湧水群が点在し、凡そ三千年前からこの場所に集落を築

き、湧水を利用して生活していたことを裏付ける資料を得ることができた。ちなみに、本遺跡とほぼ同

時期に位置付けられる喜友名東原ヌバタキ遺跡までは直線距離にして約 500 ｍの地点に所在する。喜

友名東原ヌバタキ遺跡が 20 基以上の竪穴遺構を有することから、集落の規模を比較して本集落と支集

落とする見解もある。
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第Ⅵ‐１図　調査位置図
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第 1節　調査の経過と調査方法　

　喜友名山川原第十遺跡も平成 27 年度に市教委が実施した試掘調査で初めて確認された遺跡である。

県道 81 号線に近いが高低差が 5 ｍ以上もあり、一帯にはすでに米軍住宅が建ち並んでいる状況であっ

た。試掘調査の結果、1 箇所で石組みの暗渠と石積みが確認されたため、本調査はこの試掘抗を中心に

設定した。周囲の試掘抗からは岩盤や地山などが浅い位置で確認されており、大規模な造成が行われて

いることが判明していたため遺跡の残存は限定的と思われた。

　調査はまず、表土および米軍の造成層を除去するところから行った。表層についてはすでに沖縄防衛

局による不発弾探査が終了しており、これらの残土も併せて除去することとなった。掘削を開始してみ

ると、想定されたとおり調査区一帯は米軍の埋設管敷設等による撹乱を受けていることが判明した。あ

る程度の表土及び撹乱土を除去後、人力で遺構検出を行った。その結果、調査区南側では以前確認され

ていた石組み暗渠の他、地山面に溝状の堆積が確認された。また、調査区中央部においても、幅 30 ～

50cm、高さ 20 ～ 40cm、厚み 15cm の扁平略直方体に整形した石灰岩を使用した石積みを配置した、

一辺 5m 程度に囲われた空間を有する遺構を検出した。さらに調査区北側では、崖面の一部を掘り込

んだ階段状の石造構造物を発見するなど、想定よりも遺跡の残存状況が良いことが確認された。

調査の方法：米軍の造成土の直下において発見されたこれらの遺構は、造成以前は同時に何らかの施設

として機能していたであろうことから、米軍が 1945 年に撮影した航空写真に、同遺構が映り込んでい

る可能性を考慮し、再度資料を精査してみたが、当該地域は崖上に繁茂していた樹木に隠れて状況は確
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認できなかった。これらの石造遺構を調査するにあたって、掘削方法を検討する際、石造遺構の性格を

ある程度想定しておく必要と考え、以下の候補を検討した。

　①喜友名城跡に伴う城門や屋敷跡

　②井泉に伴う井戸等の石造遺構

　③墓庭や暗渠を備えた崖下墓

①については、造成土の直下に確認されたことなどから、戦前から戦後にかけて埋没したことやグスク

時代の遺物がほとんど見られないことなどから可能性は低いと思われた。

②については、記録も含め現況でも井戸などの痕跡が見られないこと、崖面を掘り込んで石段を造って

いることから、崖を背にした所に井戸が配置されてしまうこと、石段やその周囲の石材に使用痕跡がみ

られず、ほとんど摩耗もしていないことから、これも現状にそぐわないものと判断した。

③については、墓を構成する墓室・墓口・墓庭の要所を米軍の造成攪乱により破壊されてしまっている

こと、墓由来の遺物が、墓室と想定される崖面の掘り込み部や墓庭に位置する石囲い部からほとんど出

土していないことから、断定はできないものの状況的に「墓」である可能性が最も妥当であると判断

し、調査区北側の崖面掘り込み部を「墓室」、調査区中央部の石囲い遺構を「墓庭」、調査区南側の石組

み溝を墓に伴う「暗渠状遺構」、溝状の堆積を「溝状遺構」とし、それぞれの掘削方法を決定した。な

お、他の手がかりとして、調査区内にからコバルト釉を施釉された御殿型の蔵骨器の蓋破片が得られた

ため、これについても判断材料として考慮した。

【日誌抄】

５月 30 日：グリッド設定。調査区精査。

６月 １ 日：遺構検出作業

６月 ５ 日：石段検出。

６月 ７ 日：断面観察用トレンチの設定

６月 ９ 日：遺構検出状況の撮影（高所作業車）

６月 21 日：個別遺構検出状況の撮影。

６月 26 日：基本土層断面の分層作業。

７月 11 日：S002 十字トレンチ掘削

７月 24 日：S003 セクションベルト設定。

７月 28 日：調査区全景の完掘状況の撮影（高所作業車）

遺構検出作業　南から タナ検出作業　北から

図版Ⅵ‐１　作業状況
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第２節　層序

撮影位置図

③

→

→

→

→④ ②

①

図版Ⅵ‐２　①北壁　 図版Ⅵ‐３　②東壁

図版Ⅵ‐４ ③南壁　 図版Ⅵ‐５ ➃西壁　

図版Ⅵ‐６ 調査区全景　

　本調査区は、喜友名山川原第九遺跡と同様に米軍の施設（ハウジング）の直下にあったため、遺跡の

上部は基地造成により消失していた。一帯は試掘調査の結果より、石灰岩層まで造成が行われており、

遺構の残存状況は原型を留めないほどであった。結果としてプライマリーな層はほぼ確認できず、周辺

は造成層か石灰岩、部分的に島尻マージ（赤土）層が確認でき、かろうじて石積み等遺構構築時の造成

層が残存するのみであった、
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第Ⅵ‐２図　遺構分布図（全体）
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第Ⅵ‐３図　調査区外周壁面図
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　本遺跡は調査前までは古墓であることが確認できていなかったため、調査中は個別の遺構として石段

や暗渠、石積みなどを記録した。そのため、本節でもそれぞれ石段遺構、石積遺構（墓庭部分）、集石土坑、

暗渠遺構、溝状遺構として個別に報告する。

１．石段遺構

　五段の石段で構成され、向かって左側面に石積みによる壁面が造られる。本来右側にも同様の石積み

があったと思われるが、基地造成の撹乱で破壊され消失している。推定される幅は約 2.5m、残存の高

さは約 1.0m である。最下段は「コ」字状になっており、古墓のシルヒラシに相当すると思われる。段

は岩盤を削り構築され、蹴上部分に切石を配置している。左側面の石積み壁面と同様に目地にはモルタ

ルが塗布される。なお、石積み壁面は切石で構成され、裏側は岩盤と裏込めが確認できる。

２．石積遺構（墓庭）

　石段遺構から北東方向に４ｍほどの地点に北東―南西向きに並行して並ぶ１～２段の石積みである。

石段に向かって右側を西面（西側石積）、左側を東面（東側石積）とした。西面は１段のみ確認されており、

北東側の端部は撹乱で消失しているが南西側は端部と思われる切石が残存している。東面は２段の石積

みで両端は撹乱で消失している。これらの残存状況から墓庭の規模は、横幅約 2.4m、奥行き５m ～と

推定される。石積みは 40 ～ 80 ｃｍ程度の切石を使用し、目地はモルタルで補強されている。石積み

断面を確認したところ、島尻マージ層を削平し、裏込めを入れていることが確認された。

３．集石土坑 (SX001)

　上記、石積遺構の中心部分で検出された遺構で、直径約 1.0 ｍ、深さ約 80 ㎝を呈する。内部に 20

㎝～ 30 ㎝大の石灰岩礫が充填され、石灰岩礫はいずれも未加工であった。平面観は方形で掘方は直に

岩盤まで掘り込まれており、床面は平坦に削平されていた。内部の礫は空隙が多く、炭化物を多量に含

んでいた。恐らく周囲で火を使用した後にその灰等と一緒に埋めたのではないかと推測される。用途と

しては排水施設として考えるのが妥当かと思われる。本遺構は墓庭の造成層を掘り込んで構築されてい

ることから、墓庭を構築後に造られた可能性がある。

４．暗渠遺構 (S003)

　西側石積みの北側に位置する。北西―南東方向に延び、同軸方向にわずかに傾斜している。掘方の幅

は約 50 ㎝で深さ約 25 ㎝を測る（※内側幅は約 15 ㎝）。島尻マージ層（地山）を「Ｕ」状に掘り込み、

両壁面に扁平な石を立てて設置。その上に石で蓋をしている状況が確認された。検出時、暗渠内部は土

砂（戦後造成土）で埋まっていたがこれを除去すると地山面が露出した。おそらく当初から床面には石

が敷かれていなかったものと思われる。本来は石積みに接するように造られたと思われるが、埋設管の

接地及びその後撤去の際に一部破壊されてしまった。

５．溝状遺構 (S004)

　暗渠遺構の北側に位置する北東―南西方向に延びる遺構で、幅約 1.3 ｍ、深さ約 0.2 ｍを測る。地山

の島尻マージ層を掘り込んで形成。掘方断面を見ると、東側は立ち上がりが急で、西側に向かって緩や

かに浅くなっている。覆土はすべて戦後の造成土であったため、構築時期は戦前または戦後初期頃かと

想定される。

第３節　遺構
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第３節　遺構

第Ⅵ‐４図　石段遺構・石積遺構（墓庭）　見通し断面図
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第Ⅵ章　喜友名山川原第十遺跡

第Ⅵ‐５図　調査区内土層断面図
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第３節　遺構

第Ⅵ‐６図　集積土坑（SX001）土層断面図

EL=53.00m EL=53.00m

EL=53.00m EL=53.00m

B B′

A

A′

EL=54.00m EL=54.00m

EL=54.00m EL=54.00m

（S=1/50）

0 2m

B-B′

A-A′

B

B′

A′

A

集積土坑（SX001）位置図 0 1m

(S=1/60)



 218 

第Ⅵ章　喜友名山川原第十遺跡

第Ⅵ‐７図　暗渠（S003）平断面図
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第３節　遺構

第Ⅵ‐８図　溝状遺構（S004）土層断面図
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第Ⅵ章　喜友名山川原第十遺跡

　本遺跡で得られた遺物は計 90 点（現代遺物などを含む）青磁、染付、沖縄産陶器、本土産磁器、ア

カムヌー、瓦、銭貨、金属製品、ガラス製品、蔵骨器等のほか、タイルやプラスチックなどの現代遺物

が出土した（第Ⅵ - １表）。青磁は１点で染付は３点の出土しており、いずれも戦後堆積したと思われ

る溝状遺構の覆土や撹乱層からの出土である。

　また、石段遺構からは蔵骨器（蓋）の破片が２点出土している№ 20、№ 21）。沖縄産陶器が最も出

土数が多く、施釉陶器は碗、皿、鉢、急須など計 22 点が出土している。

　ガラス製品は薬瓶とガラス製の蓋（№ 19）が確認されているがセット関係ではない。

　銭貨はアルミ製で裏面に昭和十五年の銘が見られ、戦時中の臨時補助貨幣と思われる。以下、比較的

状態の良い遺物を抜粋して報告する。詳細は第Ⅵ - ２表に記載した。

第４節　遺物

青
磁
染
付

銭
貨

出土地
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不
明
碗
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碗
皿 鍋 蓋

不
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明
釘

ボ
ル
ト

不
明

タ
イ
ル

玩
具
硬
貨

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

サ
ン
ゴ
石
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不
明

1 1 2

1 1

2 1 3

1 1 8 1 1 1 1 5 1 2 2 1 1 1 27

2 2 1 1 1 1 1 9

2 1 1 1 1 1 1 8

1 1 1 2 1 1 7

1 1 2

1 1

4 1 1 1 2 1 1 1 1 2 3 1 6 2 27

1 1

1 1

1 1

16 3 1 2 1 1 4 1 2 2 1 1 2 8 4 1 1 1 1 2 4 2 8 3 1 1 1 1 1 1

1

本土産
磁器

アカム
ヌー

30‐Ｂ1‐キ

蔵骨器

瓦

沖縄産
施釉陶器

沖縄産
無釉陶器

表採

墓庭
石組土坑

階段

溝

撹乱

30‐Ａ1‐ニ

30‐Ｂ1‐ア

出土遺物

30‐Ｂ1‐イ

30‐Ｂ1‐ウ

30‐Ｂ1‐カ

合計 1

30‐Ｂ1‐サ

30‐Ｂ1‐ク

3

22 7

2

14 65 11 45

1

貝

金属品ガラス

合
計

904

石材

木
材

3

1

焼
土

現代遺物

第Ⅵ -１表　出土遺物集計表
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第４節　遺物

1 青磁 碗 胴部
青磁碗の胴部。灰白色の素地の上に青灰色の釉を両面に掛け
る。

S004

2 青花 碗 口縁
口縁部がわずかに外反する。外面に草花文と圏線。内面に圏
線。白色の素地。

撹乱

3 青花 碗 口縁
薄手の直口口縁碗である。外面に草花文と圏線、内面の口縁に2
条の圏線が描かれている。白色の素地。

30‐Ｂ1‐イ

4 沖縄産施釉陶器
碗
Ⅰイ

口縁
いわゆる灰釉碗。灰白色の素地からオリーブ灰色の釉を両面に
掛ける。口縁は直口する。両面に細かい貫入。

S004

5 沖縄産施釉陶器
碗
Ⅰイ

口縁
直口口縁の灰釉碗。淡黄白色の素地の上からｵﾘｰﾌﾞ灰色の釉を掛
ける。両面に細かい貫入あり。

30‐Ｂ1‐カ

6 沖縄産施釉陶器
碗
Ⅰハ

口縁
口縁部がわずかに外反する。灰白色の素地に黒釉を両面に掛け
る。両面に貫入あり。

30‐Ｂ1‐サ

7 沖縄産施釉陶器
碗
Ⅲイ

口縁
口縁部はわずかに外反する。素地は淡黄白色。白化粧し、透明
釉を総釉する。

S004

8 沖縄産施釉陶器
皿
Ⅰイ

胴～底 底:8.9

灰釉の大皿。素地は灰白色。高台際から胴部は直行する。見込
みと高台以外に灰釉を施す。見込み中央に錆釉による同心円を
描く。また、見込みと高台に轆轤痕が明瞭。高台際の削りも明
瞭。

30‐Ｂ1‐ク

9 沖縄産施釉陶器
鉢
Ⅱロ

口～胴

鉄釉大鉢(ワンブー)。素地は灰白色。口縁部は逆Ｌ字状を呈
し、胴部は丸みを作りながら底部に向かう。
内面と口唇上部まで白化粧後、外面に鉄釉を施し、次に内面に
透明釉を施す。

30‐Ｂ1‐ウ

10 沖縄産施釉陶器
鉢
Ⅱロ

胴～底 底:9.0

鉄釉大鉢(ワンブー)。素地は灰白色。胴部は高台際から丸みを
帯びて立ち上がる。内面を白化粧後、外面に鉄釉を総釉し、内
面全体に透明釉を施す。そして見込みと畳付に釉剥ぎを行う。
また、見込みの釉剥ぎ部に砂目あり。

表採

11 沖縄産施釉陶器
急須
Ⅰハ

底部 素地は淡灰白色を呈する。外面に黒釉を施す。足付き。 30‐Ｂ1‐イ

12 沖縄産無釉陶器 すり鉢 口縁

すり鉢特有の櫛目が確認されていないが、口縁部の断面形状が
「く」の字状かつ平坦な口唇、口縁部下端に不明瞭な稜線を持
つことからすり鉢と分類した。
素地は暗赤褐色を呈する。ナデ調整。

30‐Ｂ1‐カ

13 本土産磁器 碗 口縁
口縁部が外反する。灰白色の素地を呈しており、素地に直接茶
色釉を施釉する。

30‐Ｂ1‐ア

14 本土産磁器 小碗 口縁
直口口縁の小碗。外面に銅版転写による花文？を施し、透明釉
を総釉する。

30‐Ｂ1‐カ

15 本土産磁器 小碗 胴～底
外面に転写による文様付け。高台に圏線。素地は白地で、透明
釉を総釉する。

30‐Ｂ1‐ウ

16 瓦 丸瓦 筒部 器面が灰色を呈する丸瓦の破片。やや硬質。 S004

17 銭貨
近代
硬貨

完形
2.1
×
2.1

錆による腐食があるが、表面では菊花文と「十」の文字がみら
れ、裏面では桜文と「大」、「昭和十五年｣の文字がみられる。
このことから戦時中の臨時補助貨幣であるアルミ製の十銭硬貨
と推測する。

30‐Ｂ1‐イ

18 ガラス製品 薬瓶 完形
高:3.0
口:1.1
底:1.4

口縁部がねじ式の円筒状の瓶。色調は茶色。 30‐Ａ1‐ニ

19 ガラス製品 蓋
ほぼ完
形

高:3.0
頭径:3.4

カクラン

30‐Ｂ1‐イ

20 蔵骨器 蓋 胴～縁 ─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

─

マンガン甕型の蓋。轆轤痕明瞭。ナデ調整。 階段

21 蔵骨器 蓋 胴～縁
マンガン甕型の蓋。轆轤痕明瞭。ナデ調整。銘書を確認。
「○里母○○呉」

階段

第Ⅵ-９図
図版Ⅵ-７

第Ⅵ-10図
図版Ⅵ-８

観察事項 出土地
挿図番号
図版番号

器種分類 部位
法量
(㎝)

ねじ式の蓋。色調は透明。

第Ⅵ -２表　出土遺物観察一覧
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第５節　総括

　当該遺跡は先述したとおり、西普天間住宅地区返還に伴う試掘調査で発見された遺跡である。当初は

石積みと暗渠遺構のみが発見され、石積みに塗布されたモルタルなどから近代に形成されたものである

ことが想定されたものの全体像は不明であった。今回の調査によって墓室の「タナ」に該当する石段遺

構や墓庭を構成する両袖の石積み等が確認され、古墓であることが判明した。

　特徴的な遺構としては石積みに接して造られている暗渠遺構と墓庭の中心に掘り込まれた深さ 80 ㎝

を測る土坑がある。いずれもあまり例を見ないものだが、排水に関連する施設であることが想定される。

本遺跡の立地は南側に県道が通る丘陵地があり、雨がふると相当な量の雨水が墓庭部分に流入してきた

のではないかと思われ、その対策として設置されたのではないだろうか。残念ながら調査時点ですでに

米軍の基地造成で大規模に改変されていたため当時の様相は戦前の地形図などから推測するしかない。

　今回の調査の原因となった当該地区の返還と跡地利用特措法に基づく不発弾撤去等の支障除去措置

は返還から 3 年で実施するという計画のもとに緊急で調査を行う必要があった。そのため、試掘調査

後に本調査（緊急発掘調査）を行うこととなり、当該遺跡の内容（詳細）が不明なまま新規の遺跡とし

て喜友名山川原第十遺跡を設定した。今回の調査結果により、当該遺跡が古墓の１つであることが判明

したため、今後は周辺にある既存の古墓群の１つとして遺跡の範囲変更を行うことや別途、新規の古墓

群として設定するなど情報を整理していく必要があると思われる。

第 5節　総括



 226 

引用・参考文献

　宜野湾市教育委員会　2016  『キャンプ瑞慶覧（西普天間住宅地区）跡地利用実施計画策定業務委託

　　報告書』　  

　宜野湾市教育委員会　2022  『基地内埋蔵文化財調査報告書８』

　宜野湾市教育委員会　1989  『土に埋もれた宜野湾』　

　佐喜真興英　1982  『女人政治考・霊の島々〈佐喜真興英全集〉』　※収録「シマの話」より　

　宜野湾市史編集委員会　1985  『宜野湾市史第五巻資料編四　民俗』　　

　沖縄県立埋蔵文化財センター　2006  『新城下原第二遺跡』

　宜野湾市教育委員会　2011  『文化財保存整備基本構想作成業務委託（喜友名・新城・野嵩・伊佐地区）

　　報告書』　

　宜野湾市教育委員会　2019  『基地内埋蔵文化財調査報告書７』　

　沖縄県立埋蔵文化財センター　2022  『基地内文化財９  普天間飛行場内試掘調査総括報告書』

　宜野湾市教育委員会　2010  『市内埋蔵文化財調査報告書』宜野湾市文化財調査報告書 第 46 集　

　宜野湾市教育委員会　2012  『大山前門原第一遺跡』宜野湾市文化財調査報告書 第 49 集　　



ふ り が な

書 籍

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名

シ リ ー ズ 番 号

編 著 者 名

発 行 機 関

所 在 地

発 行 年 月 日

調査面積
市町村 遺跡番号 ㎡

喜友名山川原第八遺跡 ���
��°
��′
��″

���°
��′
��″

����.�.��～
����.��.��

�,���

喜友名山川原第九遺跡 ���
��°
��′
��″

���°
��′
��″

����.�.�～
����.��.��

�,���

喜友名山川原第十遺跡 ���
��°
��′
��″

���°
��′
��″

����.�.��～
����.�.��

���

所 収 遺 跡 名 種  別 特記事項

喜友名山川原第八遺跡 集落跡

喜友名山川原第九遺跡 集落跡

喜友名山川原第十遺跡 集落跡

要　　　　約

　本報告は平成��年�月末にキャンプ瑞慶覧から返還された西普天間住宅地区において、沖縄防衛局による
支障除去措置に伴い、平成��から��年度に実施した緊急発掘調査の成果報告である。
　喜友名山川原第八遺跡ではグスク時代に相当するピットが���基近く確認され、少なくとも掘立柱建物が
５棟（母屋４、倉庫１）あったことが想定されている。そのほか、炉跡や溝状遺構も検出されており、同
時代の遺物（グスク土器、カムィヤキ、中国産陶磁器）も出土した。特に四本柱建物跡（倉庫）は、母屋
と思われる掘立柱建物群からやや離れた場所に配置されており、集落の様相を知ることのできる成果が得
られた。
　喜友名山川原第九遺跡は、標高��m程の石灰岩丘陵縁辺に位置し、伊波・荻堂式土器や室川式土器などの
縄文後期～晩期相当の土器が出土している。遺跡からは住居址等と思われる方形状の落込みが�基（一部重
複）検出され、縄文後期～晩期頃の集落遺跡であることが判明した。また、遺跡の北側崖下には喜友名山
川原第Ⅴ遺跡があり、過年度の調査成果を見る限り、同時期の貝塚としての様相を呈している。当該地区
における縄文時代の遺跡としては唯一複数の竪穴遺構が確認されており、近隣に分布する同時期の集落跡
と関連して貴重な資料となっている。
　喜友名山川原第十遺跡は、近代以降に築造されたと思われる古墓で、墓庭に接して墓外に暗渠を設ける
など特異な形態を呈している。しかし、墓の天井部や墓口などの大部分が米軍の造成や埋設管設置によっ
て消失していることが判明した。

グスク時代、近世～
近代

グスク時代、近世～
近代

ピット、土
坑、溝状遺
構、炉跡等

土器、石器、白磁、青磁、
染付、褐釉陶器、沖縄産陶
器、金属製品

先史時代、グスク
時代、近世～近代

ピット、土
坑、溝状遺構

ピット、土
坑、溝状遺構

土器、石器、白磁、青磁、
染付、褐釉陶器、沖縄産陶
器、金属製品

土器、石器、白磁、青磁、
染付、褐釉陶器、沖縄産陶
器、金属製品、瓦

主な時代 主な遺構 主な遺物

所 収 遺 跡 名 北緯 東経 調査期間 調査原因

　仲村 毅、杉村千重美、伊野波 快、儀保和士

　宜野湾市教育委員会

　〒���-����　沖縄県宜野湾市野嵩１丁目１番２号　TEL���-���-����

　����（令和�）年 �月��日

コード
所在地

　第��集

沖縄県
宜野湾市
字喜友名

������ 支障除去措置
（不発弾経層探査）
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　西普天間住宅地区埋蔵文化財発掘調査報告書  �

　－喜友名山川原第八遺跡、喜友名山川原第九遺跡、喜友名山川原第十遺跡－
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